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編集者より

日米学生会議の活動内容を紹介する報告書は、戦前の一時期を除くと基本的に英語で発行され

てきました。第25回会議(1973年)以降は、日本語での活動記録を残す動きが本格的に開始され、

第30回会議(1978年)以降は、「報告書・エッセイ集j、第36回会議(1984年)以降は版型をB5にして

「和文報告書」という名称で、活動の記録を発行してきました。前回の第44回会議(1992年)から

は名称を『日本側報告書』と改め、従来100頁前後だった報告書が、準備活動の詳細な報告や参加

者のエッセイをも含めた200頁以上の大部のものとなりました｡｢和文｣から「日本側｣へと名称を変

更したのは、この報告書が日本側と米国側が共同作業で作成したものを日本語に移したものでは

ないという事実に照らすと、「和文」という言い方が誤解を招きやすいためです。

今みなさんがお手にしている第45回日米学生会議の報告書は、このような流れを踏襲した上で、

さらに表紙を従来のものとは一新し、内容および体裁をより充実する努力をへて完成しました。

具体的には、準備活動本会議、本会議後の活動、各種声明、エッセイ、参考資料の六部構成と

して、一昨年の8月から本年の4月の報告書作成に至るまでの会議の活動のすべてを網羅する方

針を取りました。編集委員一同、誤字脱字のないように編集・校正に努めることはもちろん、同

一事項に関してあえて複数の参加者の原稿を載せたり、一般参加者の方々の原稿を掲載するなど

といったことにより、会議の多様性を浮き彫りにするような配慮も行いました。また、写真に関

しても、会議中に撮影された数多の公式写真の中から厳選したものに加え、参加者個人が所蔵す

る写真からも数多く収録しています。今回完成した本報告書は、日米学生会議の報告書の決定版

となりうると自負しています。

約1年半に渡る第45回日米学生会議の活動内容を、この1冊で覆い尽くせたかどうかはなはだ

心許無い限りですが、ともかく本報告書を第45回会議を理解していただくのに最良の資料とする

ために、我々はできる最善の努力を尽くしました。もしもこの報告書をお読みになった方にとっ

て、その読んだという経験が何等かの形で生力'されることがほんの少しでもあったとしたら、そ

れが報告書を作成した編集者一同にとっての望外の幸せですし、単なる参加者の思い出の集積以

上の意味をこの報告書が持つことになるのだと思います。

パスカルは、「あまり早く読んでも、あまりゆっくりでも、何もわからない」という断片を『パ

ンセ」の中に残しています。この報告書から何を読み取るか、何が読み取れるのかは、正直いっ

て私にもわかりません。もしも何等かのど感想やご意見をお持ちになった方がいらっしゃいまし

たら、どんな些細なことでも結構ですので、ぜひ事務局あてにお寄せください。今後の我々各自

の、そして日米学生会議の活動の改善のために役立てさせていただきたいと思います。

第45回日米学生会議実行委員

日本側報告書編集委員会代表

芝崎 厚士
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第45回日米学生会議日本側報告書によせて

1934年(昭和9年)、平和という言葉に若き情熱を感じた学生たちが、日米関係修復のために、

青春の全てを傾けて日米学生会議を創始しました。相互理解を通じた平和の達成を信じ、両国学

生は、信頼関係の醸成に向けて全身でぶつかって行きました。まさに開戦前夜のディスカッショ

ンを始めたことがきっかけです。しかし、戦争という荒波をとどめることは出来ませんでした。

多くの命が失われ、多くの友が失われました。何故、理解し合えないのだろう。悲しみと矛盾の

中、寄せては返す波の如くかれらを勇気づけたのは、会議で得たかけがえのない数々の経験だっ

たのです。

第45回日米学生会議は1993年7月26日より8月26日までの29H間、全米、全日本から選抜され

た各々40名の両国学生が一同に会し武蔵野市成践大学、福岡県北九州市、福岡市、長崎県長崎市、

兵庫県三田市、神戸市を主要開催地として行われました。総合テーマに“地球共同体への展望と

実践－私たちのめざす調和、そして共生-SharingOurVisionsandWorkingforHarmonyin

theGlobalCommunity''を掲げました。日米両国学生による率直な意見の交換を通じて、相互理

解の深化と知的精神的連帯感の促進をはかり、長期的展望にたって両国の円満な関係をより発展

させる。更には地球規模での人類の平和的共存と調和ある共生に寄与することを目的として開催

されました。

一ヵ月に及ぶ共同生活の中、日米学生会議は我々の人生に一つの可能性を示してくれました。

人間は必ず理解しあえる。国や民族や文化に囚われること無く、むしろそれを超えた所でただ一

人の人間の視点から人を理解し、愛する事が出来る。日本と米国の希望と不安の錯綜する日々、

必死で語り、懸命に考え、共に憂い、共に笑い、時には皆で泣いたものです。共に語ったあの一

時、日本と米国を代表した学生一人一人は何のためらいも恐れもなく、互いに一人の人間として

認め合い議論し、理解し、尊敬し、感謝する事が出来たのです。決して一人ではない人間の力を

皆が感じ、心から信頼しあえたのです。この喜びは、回を重ねるたびに、今も絶えること無く参

加者の胸に深く新たに刻み込まれていくのです。

正法眼蔵随間記の中に面白い話があります。中国の海深〈にそこを通るとどんな魚も龍になる

という龍門と言うものがあるそうです。道元が世俗を離れ法門をくぐった人は皆僧になることを

例えたものです。まさに、日米学生会議はGLOBALCOMMUNITYにおける龍門です。日米学

生会議という共同体のなかで80人の仲間と語り、笑い、共に努力し続ける。すると“国際人？地

球共同体の龍”となるのです。日米学生会議は一つのCHANCE・機会･DEVICE・装置なのだと

言えるでしょう。

龍となった我々は多くの困難と障害の前に、決して諦めること無く不屈の精神を持ち、これか

らの時代に臨んでいきたいと思います。人間の可能性、精神の可能性を信じ、いつの日か全ての

人々が人間らしい豊かな生活を送れることを切望します。両国学生の心の架け橋を礎とし、21世

紀に向けて一人一人の真筆なる努力の下に友情を育み、我々の努力の積み重ねが、世界の平和と
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人類の繁栄に寄与する事を希求し、此処に日米学生会議の更なる発展と精進を祈ります。

最後になりましたが、この会議の実現は信じられないほど深い誠意と類稀なる善意の賜物であ

ることを申し上げます。多くの御指導や御賛助をいただいた賛助団体、後援団体各位、理事長板

橋並治先生をはじめとする財団法人国際教育振興会の方々、特に会議に御同行頂いた水野詠子女

史、JASCinC.理事長ジャック・シュレンバーガ一氏、同グレチェン・ホッブス女史に、また会議

開催に当たりご協力頂いた全ての皆様にこの場を御借りして心より厚く御礼申し上げます。

第45回日米学生会議実行委員会

日本側実行委員長 平竹 雅人
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米国側実行委員長のメッセージ

WhenlwasingradeschoollivinginPusan,IhadthehonorofmeetingtheHonorableDixie

WalkerwhowasthentheUnitedStatesAmbassadortoKorea.AmbassadorandMrs.

Walker'swillingnesstoembracepeopleofdifferentculturesmadeanimpressiononmeand

Iadmiredtheirdown.to-earthapproachatinternationalrelations.Icanstillvividlyrecall

AmbassadorWalkeraskingguestsfromalldifferentbackgroundstojoinhandsandleading

theminseveralrenditionsofKoreanfolksongs.Bytheendoftheevening,everyonewas

laughingandhavingagreattime.

Inthisway,Ileamedthevalueof"peopletopeople"contactinpromotingmutual

understandingandappreciationofdiversity.Infact,thisincidenthadsuchaneffectonme

thatmychildhooddreamwastosomedaybecomeU.S.AmbassadortoJapan!

Childhoodaspirationsaside,IbelievetheJapan-AmericaStudentConference(JASC)

providessuchanopportunityforitsparticipants.OnJASC,eachdelegateservesasa

"mini.ambassador"ofhisorhercountry,notjustintheacademicatmosphereofguest

lecturesorstudentpresentations,butinreal-lifesituationsaswell."JASCers''notonly

roomtogetherwithrepresentativesfromtheoppositedelegations,weexchangeideasover

mealsthreetimesaday,and,insomecases,evenshareconversationswhilerelaxingina

Japanese-stylecommunitybath.

Agreatdealcanbegainedthroughdealingwithpeopleonadaily-lifebasis.Notonlydoes

JASCprovideanopportunitytogaininsightintothecultureandwaysofthinkingof

membersoftheotherdelegation,itallowsonetolearnmoreaboutfellowcitizensofdifferent

opinionsandbackgroundsaswellasforcesoneselftoreflectonone'sownideas.Forthese

reasonslstronglyfeelthattheintensityoftheone-monthlivingexperienceisoneofJASC'

smostuniqueandvaluableassets.

Perhapsthemostmemorableexperienceofthe45thConferenceformewasourvisit

Nagasaki・HavingnevervisitedthePeaceMemorialinHiroshima-citydespitespending

manysummervacationsthereandhavinglostagrandfatherwhoexperiencedthedevastation

oftheatomicbombfirsthandafewweeksbeforethebeginningoftheConference,Iendured

ourearly-morningbusrideintoNagasakiwithmixedemotions.Oncewereachedthe

beautifulcity,however,Iwasfilledwithafeelingoffamiliarity.Watchingwarfilmsand

speakingwiththesurvivorsoftheatomicbombwerepainfulyethighlyeducationalexperi-

ences.TheWarandPeaceForumprovedespeciallymeaningfulinthecityofNagasaki.

ThehighlightofmytriptoNagasakiwasourencounterwithMayorMotoshima・His

determinationtocontinuespeakinghismindpubliclyaboutsensitiveissuessuchaswar
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responsibility,despitehavinghislifethreatenedandevenbeingshotatbyrightwingradicals,

wasaninspirationtousall.

Inclosing,onbehalfofthe45thdelegation,Iwouldliketoexpressourdeepestapprecia-

tionforalloftheindividuals,corporations,andorganizationsthathelpmaketheJASC

dreamareality.NotonlyhasJASCawardeduswithleadershipexperienceandpersonal

growth,buteverlastingfriendshipsaswell.Thesefriendshipsarethebasesforthemulti-

culturalunderstandingthatwillbecomeessentialastheworldbecomessmallerandmore

interdependent.Astalkofatradewarandotherpolitical,economic,andsocialtensionrises,

people-to-peoplerelationshipsfosteredthroughexperienceslikeJASCwillbecomeincreas-

inglyimportant.Thankyouverymuchforyourcontinuedsupport.

Sincerelyyours,

KathleenCoble

Chair,45thAmericanExecutiveCommittee
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第45回JASCの代表諸君へ

板 橋 並 治

第45回日米学生会議の開会式に出席し、日

本側主催団体である国際教育振興会(IEC)を

代表し、又第1回会議の創立委員の一人とし

て、代表諸君に直接話す機会を得たことは誠

に大きな喜びであると云わねばならぬ。

私は1947年に復活された第81'JI会議以来、

第43回会議に至るまで、毎回開会式に出席し、

代表諸君に会議の起源と略史について話すこ

とを使命としていたが、昨年ワシントンで開

かれた第44回の開会式には、激しい腰痛に悩

まされて出席できず、ビデオ・テープで代役

を果してもらうという誠に残念なことになっ

てしまった。

幸い第45回会議は東京で開かれたので、未

だに執勘に喰いついている腰痛に負けること

なく開会式に出席できたことは、全く望外の

喜びと云わねばならぬ。

JASCは、今から60年前の1933年の春青山

学院の中山公威君の提唱で、各大学のESS会

員有志が集まり、国際問題について語り合っ

たことに端を発している。

1931年の日本の満州出兵以来、米国の対日

感情が悪化しつつあったにも拘らず、政府は

それを緩和するために何ら有効な手を打って

いないと、我々は感じていた。

そこで、我々は日米間の緊迫した空気を緩

和するため｢学生として何をなすべきか､何が

出来るだろうか」と論議を続けた結果、「米国

の大学生50名を招いて会議を開き、互いに率

直な意見を交換することによって、相互理解

と信頼を促進し、友好関係を確立すべきであ

る」と言う結論に達した。これは｢世界の平和

は太平洋の平和に、太平洋の平和は日米間の

友好関係の確立にある」という考えに基づい

ている。

会議を実現するには先ず｢50名の米国学生

の滞在費を確保しなければならぬ」と考え､大

企業の幹部の方々にお願いした｡而し「それは

素晴らしい計画だが…”･」と返事はいつも｢だ

が｣で終ってしまった。

「本当に素晴らしい計画と思うなら、なぜ援

助してくれないのだろう」といろいろ模索し

た結果｢学生の分際で､米国から50名の学生を

招くなど到底不可能だ｣と考えているらしい

と言うことが分かった。そこで我々は、学生

の力を立証すべきであると考え、日米学生親

善使節団を派遣することにした。

私を含め4名の学生が使節団員として横浜

を出港したのは、1934年の春であった。埠頭

では各大学のESS会員が盛大な見送りをして

くれ、我々使節団員は興奮していささかポー

ッとなっていたが、富士山が水平線に消えた

頃には、興奮からさめて急に深刻になり、「若

し50名連れて帰らなかったら､腹切りものだ」

と言い合ったほどであった。

我々4名にとっては、全く初めての海外旅

行であり、また米国内の情勢も殆ど分かって

いなかったので、我々の計画が実現できるか

どうか、全く自信がなかったのである。

而し、最初に訪れたシアトルのワシントン

大学で会議の計画を発表したところ、全く予

想外の大きな反響があり、この調子なら50名
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属の中から大学生の資格ある人を選んで米側

代表として会議を開いた。

このように本来の形式とちがう会議が1953

年まで続けられたが、たまたま第14m1会議に、

戦後初めて米本土から参加したコーオ､ル大学

の学生が、戦前の会議の話をきいて、第15回

会議は是非コーオ､ル大学で開きたいという申

し入れがあり、日本側代表は大変よろこんで

賛成した。而し当時の日本の経済状態では、

太平洋横断の航空運賃を負担できる学生が少

なく、悩んでいた時､米軍当局から｢軍用輸送

機に15席だけ無料で提供する」と云う申し入

れがあり、学生代表14名とOBl名が監督して

第15回会議に参加すべ〈渡米した。

元来、会議には日米両国から50名ずつ参加

することになっていたので、参加できなかっ

た36名の学生は､「日米学生会議は第15回をも

って発展的に解消し、それに代って第1回国

際学生会議を開く」という決定をした。こうし

て日米学生会議は、再び中断されることにな

ってしまった。

1963年に至り、戦前のOB有志が｢1964年は

日米学生会議の創立40周年に当るので、是非

とも戦前の型で復活させるべきだ｣と考え､活

動を始めた。先ず学生の参加費をできるだけ

軽くすべきであると考え､戦前のOBに経済的

援助を要請した処、第1回と2回の会議に参

加したポートランドのルーディウイルヘルム

君から「1週間の会議の費用を保障する」とい

う嬉しい手紙をもらった。この手紙に励まさ

れ、復活活動を続けることができたと言わざ

るを得ない。

日本側OBで､強い助けの手を差しのべてく

れたのは、第6IIllと7回の会議に参加した宮

沢喜一君(当時は経済企画庁長官､その後は首

相)である｡彼が外務省や文部省に連絡して〈

の代表の確保は可能であると云う自信を持つ

に至った。

そこで、中山委員長と遠藤委員が帰国し、

自信をもって募金活動を再開することになり、

田端委員と私が米国に残り、代表募集の活動

を続けることになった。

田端君は太平洋岸の大学、私は中西部から

大西洋岸の大学をそれぞれ20数校を訪れて代

表募集の活動を続けたが、その結果二人あわ

せて総数99名の参加者(その内22名は大学教

授及び夫人で､オブザーヴァーとして)を得て

帰国した。

こうして、第1回会議は日米両国から約100

名の参加者を得て、1934年の夏、青山学院大

学で開かれ、大成功を収めることができた。

会議終了後、満州の実状を見てもらおうと

いう目的で、米国からの参加者99名を関西か

ら朝鮮を経て満州への研修旅行に伴った。こ

の旅行の帰途、関釜連絡船上で米国代表が会

合し、「会議を実現させた日本側学生の創意

と、不屈の努力と好意に報いるため、第2回

会議は米国で開こう」と、決議し、実行委員を

選んで帰国した。

こうして第2回会議は翌年の夏、ポートラ

ンドのリード・カレヂで開かれ、日本から62

名参加した。その後会議は日米両国で交互に

開かれたが、1941年に米国で開かれることに

なっていた第8回会議は、日本側代表が渡米

の査証を得ることができず、会議は止む無く

中断されてしまった。

こうして戦時中、中断されていた会議は

1947年に日本側の努力によって復活された。

本来、偶数年の会議は米国側によって開かれ

ることになっていたが、当時日本は米軍の占

領下にあり、米国の学生との連絡も、代表を

招く方法もなかったので、駐日の米軍人や軍
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れたお蔭で、文部省の援助を受けることが出

来たのである。その上、H本側代表が日本を

出る直前に彼らを首相官邸にまねいて激励し

てくれたことは未だに忘れられない。

こうして、第16回会議は1964年の夏、第2

回会議の開催校として由緒あるリード．カレ

ッジで開かれ、爾来会議は今日まで続いてい

る。この2度目の復活がなかったら、H米学

生会議は永遠に消滅してしまったにちがいな

いと考えると、この会議の復活に協力してく

れたOB有志の方々に、どれほど感謝しても、

充分とは言えないだろう。

今、この会議に参加している代表諸君にお

願いしたいことが一つある。それは、この会

議を契機として､｢将来自分も太平洋の相互理

解と友好の懸け橋となるべきである」という

使命感を持って努力してもらいたいと言う願

いである。

終りに、この会議の後援を続けて下さった

JASC・Inc・IEC賛助会､外務省､文部省､CIEE

及び日米文化センター、また、会議開催を全

面的に御支援下さった武蔵野市及び成躍大学、

福価l県福岡市、北九州市及び長崎市、兵庫県

神戸市及び三田市の皆さんに厚く御礼申し上

げます。
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COMMENTSOFANOBSERVER

In30days,Ishedapoundoffleshandthetreadsonmywalkingshoes.Ialso,attimes,

shed40yearsorsoaslmingledandmeandered,totedandtalkedinalively-letmesay

exuberant-groupof78AmericanandJapaneseuniversitystudentsexploringplansand

propositionskeyedtotheelusivethemeofglobalharmony.Bytheend,Iknewonecertainty:

therewastobenoend,"Something, "inWilliamFaulkner'swordsaboutJapan,"supple,

sturdyandenduring,"wasintheprocessofbeingforgedamongtheseparticipantsthat

wouldlongoutlastthefinalbus,trainorflightconnections.TheJASCexperienceisa

Conference,ofcourse,aforumforexchangesofideas,thebaringofattitudesandmindsets,

lardedbytheinterventionsofanearliergenerationofexperiencedprofessionals.Butwhat

hasalsocountedduringthispastmontharethepost-plenary,oftenlateatnightspinoffs,the

smallergroupencounters,wherenationaloriginsandgenderandotherbadgesbecame

blurredandnewidentitiestookholdasindividuals,wherethe@6uJandthe"them''evolved

moreoftentowardsthe"we. "Amidstthebilingualclamorandchatter,Iheardanoiseof

truthandsensibilityemerging,muchofitarticulatedinthesepages.Icommendthemtoyou.

JACKH.SHFIIENBERGER

President,JASCInc.

識と二一￥祭 …"“‐…驚鍵~~ー

今
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日米学生会議の沿革

日米学生会議は､今から59年前の1934年(昭

和9年)に､満州事変以降危殆に瀕しつつあっ

た両国関係を憂慮した日本の学生有志により

実現されました。彼等の情熱の根底にあった

のは、米国の対日感情改善・日米相互の信頼

関係恢復が急務であるという当時の時代認識

と、「世界の平和は太平洋にあり、太平洋の平

和は日米間の平和にある。その実現のために

学生が一翼を担うべきである｡」という、現在

まて脈々と受け継がれている基本理念でした。

準備活動は全国の大学の英語研究部、国際問

題研究部から成る日本英語学生協会(国際学

生協会の前身)の主催によって進められまし

た。資金・運営等の面で幾多の困難に直面し

ながらも4名の学生使節団が米国に赴き、全

米各地の大学を訪問して参加者を募り、総勢

99名の米国代表を伴って帰国しました。こう

して第1回日米学生会議は青山学院大学で開

催され、会議終了後には満州(当時)への視察

研修旅行も実施されました。

その趣旨に賛同し、日本側の創意と努力に

啓発された米国側参加者の申し出により、翌

年第2回会議が米国オレゴン州ポートランド

のリードカレッジで開催されました。その後、

会議は1940年(昭和15年)の第7回会議まで毎

年日米交互に続けられましたが、太平洋戦争

の勃発により中断を余儀なくされました。

1947年(昭和22年)、在日米国人学生と日本

人学生の参加という形式で復活した会議は、

1953年(昭和28年)まで日本で開催されました。

翌1954年(昭和29年)、戦後初の米国開催とな

った第15回会議後、日米学生会議は国際学生

会議との一本化をは力､るために発展解消しま

した。

その後、過去の参加者の間で会議の再開を

望む声が高まり、創設30周年にあたる1964年

(昭和39年)、創始者の一人である板橋並治氏

が理事長を務める財団法人国際教育振興会の

全面的な支援のもと再び復活、米国で第16回

会議が開催されました。1973年(昭和48年)の

第25回会議以降、会議中の議論に統一性を持

たせるために毎回総合テーマを設定、期間も

約1ヵ月となり、現在の日米学生会議の基本

形態が整備されました。

創設以来、会議の企画運営は日米両国の学

生によって行われています。会議は創設時の

理念を忠実に受け継ぎ、同時に時代の変化に

対応した発展を遂げ、毎年日本と米国交互に

開催されて本年に至っています。

’92年の第44回会議は、『地球共同体への一

歩一今果たすべき私たちの役割j"Exploring

OurResponsibilitiestotheGIobalCommu-

nity''を総合テーマとし、ワシントンD.C.、

ナッシュヒ守ル、コロラド・スプリングスの3

か所で行われ、相互理解の促進はもとより、

地球共同体形成へ向けた両国の新たな協力の

あり方についても議論しました。また、会議

の成果を広く社会へ発表するため、新たな試

みとして｢共同声明｣を両国学生の共同作業で

作成しました。

(14)



第45回日米学生会議実施要領

主 催 財団法人 国際教育振興会

後 援 外務省

文部省

国際教育交換協議会(CIEE)

日米文化センター

目 的 日米両国学生の率直な意見の交換を通じて、相互理解の深化と知的精神的連帯感の促

進をはかり、長期的展望に立って両国の円満な関係をより発展させ、更には二国間の

枠を越えた地球規模での人類の平和的共存と調和ある共生に寄与することを目的とす

る。

実施要領 第45回日米学生会議は1993年7月26日より8月23日までの29日間、東京、福岡、関西

を開催地として行われる。前回の参加者の中から選出された実行委員が、日本側は財

団法人国際教育振興会の協力を得て、米国側はJASCInc.の協力を得て準備活動を行

う。参加者は、共同生活の中で、安全保障・環境問題・民族問題をはじめとする様々

な分野における意見交換の場を持ち、その結果を基に日米両国及び世界の将来につい

て、社会に対して提言を行う。本会議では、主として英語を使用し、分科会、フォー

ラム、シンポジウム、ワークショップ、実地研修、ホームステイ、ボランティア活動

等を実施する。

期 間 1993年7月26日より8月23日まで、

参加人員 日本側：39名(実行委員10名を含む）

米国側：39名(実行委員9名を含む）

参加資格 日本側：会議中、大学院、大学学部、大学校、短期大学、高等専門学校(4，5年)及

び専門学校に在籍する学生で、日本側実行委員会の定めた選考試験に合格し

た者。

米国側：米国側実行委員会の定めた者。

参加費13万円

(15）



第45回日米学生会議 本会議全日程

7月26日(月）

27日(火）

28日㈱

29日附

30日鰯

31日出

8月1日(日）

ジョイント・オリエンテーション(千葉県東金市）

ジョイント・オリエンテーション(千葉県東金市）

東京へ移動／分科会（1）

開会式／外務省講演／総合テーマ討論会（1）

分科会(2)／戦争と平和フォーラム（1）／米国大使館レセプション

分科会（3）（4）

自由行動日

戦争と平和フォーラム（2）／新国際秩序シンポジウム

分科会(5)／少数派問題フォーラム(1)

東京リージョナル企画一環境フォーラム(1)

貿易シンポジウム（1）／武蔵野市レセフ・ション

福岡へ移動

分科会(6)／福岡リージョナル企画一地球市民シンポジウム／北九州市レセプショ

ン／ホームステイ

ホームステイ

分科会（7）／環境フォーラム（2）／リフレクシヨン・ミーテイング

ジェンダー・ワークショップ

長崎へ移動／戦争と平和フォーラム（3）／長崎市レセプション

戦争と平和フォーラム（3）／自由行動／福岡へ移動

少数派問題フォーラム（2）

分科会(8）（9）／関西へ移動

三田市．伊丹市．加古川市・姫路市のそれぞれに分かれ、パーティ／ホームステイ

ホームステイ／貿易シンポジウム（2）

関西リージョナル企画一ボランティア・フォーラム

少数派問題フォーラム（3）

分科会(10)/総合テーマ討論会(2)/新実行委員会選挙

新実行委員会ミーティング／自由行動日

新実行委員会ミーティング／自由行動日

閉会式

解散

2日(月）

3日㈹

4日㈱

5日㈱

6日(翁

7日(土）

8日(日）

9日（月）

10日㈹

11日㈹

12日附

13日燭

14日出

15日（日）

16日（月）

17日㈹

18日㈱

19日附

20日燭

21日(土）

22日（日）

23日(月）

(16)



第45回日米学生会議参加者名簿（分科会別）

＜芸術と社会(TheArtsandSociety)>

＊芝崎 厚士 東京大学（国際関係論）

田中沙羅 慶應義塾大学（人間科学）

東 浩平 筑波大学（国際法）

日向 裕弥 国際基督教大学（国際関係）

*JeffBennett WestVirginiaUniversity(InternationalStudies/Economics)

AnandaMartin WashingtonUniversity(CulturalAnthropology/Japanese)

ShariOshiro PamonaCollege(Science,TechnologyandSociety)

KelleySegars UniversityofSouthCarolina(Anthropology/Japanese)

＜上，ジオ､ス(Business)>

岩田 康志

上原由美子

山田美那子

＊割石 俊介

DonGibbons

GeorgeLekakis

*DanaReed

SonaVaish

関西学院大学（経済学）

明治学院大学（国際経済）

立教大学（国際比較法）

早稲田大学（政治学）

HarvardUniversity(Biochemistry)

StateUniversityNewYork(Accounting)

HowardUniversity(InternationalBusiness)

GeorgeWashingtonUniversity(InternationalBusiness)

＜経済開発(EconomicDevelopment:IntheAsian-PacificRegion)>

貝原健太郎 東京大学（法律）

西見さつき 慶應義塾大学（法律）

＊平竹 雅人 成践大学（経済学）

細江 葉子 東京大学（国際関係論）

ChristopherGuerriero AmericanUniversity(InternationalRelations/Economics)

JessicaJensen AmherstCollege(InternationalRelations)

*JinGilLee ColumbiaUniversity(InternationalPoliticalEconomy)

NathanSwanson Universityoflowa(Economics/Japanese/EngliShLit.)

＜今日の教育(EducationToday)>

＊坂田亜也子 一橋大学（法律）

田中 澄人 明治大学（経済学）

源 真帆 聖心女子大学（英文学）

(17)



吉田 泰治

*KathieCoble

AdamGoff

MandySanguinet

JohnWestgarth

早稲田大学（国際商取引）

UniversityofWashington(JapanRegionalStudies)

UniversityofWaShington(JapanStudies)

UniversityofMissouri(Economics/EastAsianStudies)

CornellUniversity(MBA/EastAsianStudies)

＜食糧問題(Food,OurLives,

＊阿古 智子

清水 直樹

林 秀美

三宅 浩史

JenniferHu

RickPonzio

*AndrewSeaborg

AngieYager

andtheGlobalCommunitv)>

大阪外国語大学（中国語）

東京大学（農業工学）

関西大学（法律）

東京大学（経済学）

M1.T.(Economics)

ColumbiaUniversity(InternationalPoliticalEconomy)

UniversityofWisconsin(Int'lRelations/Sociology/Japanese)

DenisonUniversity(EastAsianStudies/Economics)

Media)>

京都大学（農業工学）

慶應義塾大学（政治学）

北海道東海大学（国際文化）

東京大学（経済学）

ColumbiaUniversity(PoliticalScience)

WayneStateUniversity(EnglishLiterature/BusinessAdmin.)

UniversityofSanDiego(PoliticalScience/Japanese/Russian)

UniversityofKansas(Advertising/Japanese)

＜メディア(Media,Media,

桜井 周

恒田 恵美

＊寺澤 実紀

廣田 良平

AndreaBond

AndrewConti

*LisaMizumoto

RovSchmidt

＜健康と社会一心と身体のバランス(MentalandPhysicalHealthinSociety)>

鈴木 武志 富山大学（英語学）

＊高橋 香織 東京外国語大学（イタリア語）

中村明日香 慶應義塾大学（国際政策）

村上 敦哉 大阪外国語大学（英語）

CeceliaBlue Universityoflllinois(Marketing/Economics)

ColleenCebulla MacalesterCollege(Biology)

*KenjiHall HarvardUniversity(EastAsianStudies)

GregRuhnke StanfordUniversity(Medicine)
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＜哲学と人生(PhilosophiesofLifeandHumanlssues)>

後藤田鶴子 お茶の水女子大学（英文学）

＊西元 宏治 早稲田大学（国際法）

坂野晴彦 名古屋大学（医学）

渡邉尚美 同志社大学（英文学）

BlancheFung HarvardUniversity(EastAsianStudies)

*MitziHnizdil UniversityofFlorida(PublicRelations/Japanese)

Tarolsshiki CornellUniversity(Government)

MonteScholz UniversityofPugetSound(InternationalAffairs/EnglishLit.)

＜新時代の法と政治(PoliticsandLaw)>

＊竹井亮一 東京大学（法律）

泰松 昌樹 慶應義塾大学（法律）

米倉由美子 筑波大学（国際法）

脇坂あゆみ AmericanUniversity(InternationalRelations)

*ToddHouse WakeForestUniversity(History)

BonnieMioduchoski UniversityofFIorida(Anthropology)

KristinaSkierka UniversityofColorado(PoliticalScience)

MarkWenzel UniversityofWashington(KoreanStudies)

＜変貌する世界における科学技術の影響(Technology'slmpactonaWorldofChange)>

尾崎良太 福島県立医科大学（医学）

友末優子 名古屋大学（応用科学）

＊松本 安代 徳島大学（医学）

MikeBayle StanfordUniversity(ComputerScience/Japanese)

SarahKovner PrincetonUniversity(EastAsianStudies)

MikeSiegl StanfordUniversity(Economics/History)

*WalterHutchinson ColumbiaUniversity(InternationalPoliticalEconomy)
（都合により参加できなかったが、会議開催のため一年間尽力してくれた）

＊は、コーディオ､－ターを表す。
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準備活動まとめ

芝崎 厚士

うな経験の中で何度も壁にぶつかったが、そ

のたびにIECのスタッフや、過去の参加者の

みなさんの暖かいご支援．ご忠告を受けて努

力を続けることができた。

第二段階で､は、新参加者と共に、会議の具

体的な内容に関する準備を中心に進めていっ

た。新参加者は各自が所属する分科会のメン

バーとして、またフォーラムやシンポジウム

のタスク．フォースとして、精力的に準備活

動に参加した。

この時期の準備活動の中心となったのは、

週，回行われた定例会である。東京では日米

会話学院において土曜の午後に行われた｡､名

古屋、大阪でも同様に開催された。定例会で

は、毎回テーマを決めてプレゼンテーション

やディスカッションが行われた。また、参加

者間の通信として『犀の角」が発行され、多

くの参加者が毎週力作を投稿し、本会議へ向

けて各自の準備を進める役割を果たした。

第45回日米学生会議の準備活動は、2つの

段階にわかれる。第一段階は、1992年8月か

ら1993年4月までの時期であり、この間準備

活動に携わっていたものは、主に10人の実行

委員のみであった。第二段階は、1993年5月

の全体合宿以降であり、新参加者30人を含む

40人が、日本側の準備活動にあたった。

第一段階では、会議の理念や目的といった

根本的な方向性に関する合意形成、具体的な

企画の設定、選考・広報・財務・開催地との

交渉といった実務的な部分の準備が進められ

た。実行委員は毎週土曜日にミーティングを

行って各自の仕事の状況を確認し、また何度

か合宿を行い、夜を徹して議論し合うことも

少なくなかった。

企画・選考・運営をすべて学生が行うとい

711米学生会議の伝統にしたがって、各種企

業・財団・マスコミ・地方自治体などとの交

渉を進めていった。実行委員全員が、そのよ

(左より）

高橋 香織、

平竹 雅人、

松本 安代、阿古 智子、寺澤 実紀、坂田 亜也子、

芝崎 厚士、竹井 亮一、割石 俊介、西元 宏治

－3－



定例会以外の活動として、国連大学、韓国

学園、NHKなどを訪問して、そこで活動して

いる方々と話し合うことを目的としたフィー

ルド・トリップが行われた。また、6月12日

には、ISA、日韓学生フォーラム、日仏青年会

議のメンバー、さらに一般参加者を交えて6

月セッションを開催し、本会議で話し合われ

る内容に関してディスカッションを行った。

さらに、5月の後半からは、定例会とは別の

自主勉強会が行われ、学術的な論文からイン

タビューや哲学的な作品に至るまで、様々な

文献を読んで話し合いを行った。

本会議直前の時期は、全員目も回るほどの

忙しさであった。私自身、夜半からワープロ

に向かっているうちに朝日が昇りはじめるの

に気付いたことが何回あっただろうか。また

｢何でこんなことまでやらなくてはならないの

か」という問いを一度ならずも自分に発した

経験をしたのも、私だけではないだろう。し

かし、それでも何とかやり遂げることができ

たのは、ひとえに会議にたいする情熱があれ

ばこそである。そのような情熱を与えてくれ

た、1992年の第44回日米学生会議のみなさん、

そして1993年の第45回日米学生会議のみなさ

んに、心から感謝したい。そして、来年度の

第46回会議に参加する人が、同じような情熱

を持って会議を作っていかれることを念願し

ます。
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第45回日米学生会議 準備活動全日程

第45IJ1日米学生会議実行委員選出

新実行委員会ミーティング(日米）

開催期間・テーマ・参加人数・開催フォーラム等、第45回会議の

決定

日本側実行委員会合宿(1)

日本側実行委員会合宿（2）

日本側実行委員会合宿（3）

全国の大学にて説明会

東京四谷の日米会話学院にて第一回講演会

講師：亀井俊介氏、西崎文子氏

日本側実行委員会合宿（4）

北海道にて講演会開催 講師:P・』・リオ､ハン氏

日米会話学院にて第二回講演会

講師：斎藤鎮男氏

応募締切り・全国各地で選考試験実施

日本側実行委員会合宿（5）

日本側実行委員会合宿（6）参加者の選出・所属分科会の決定

全体合宿 参加者全員が初めて集合

東京・名古屋・大阪で定例会実施

ディスカッション・本会議準備連絡・「犀の角」発行

東京で自主勉強会開始

東京・名古屋・大阪でフィールド・トリップ実施

(NHK、キース・へリング展、UNCRD、たんぽぽの家など訪問）

定例会

勉強会

6月セッション実施

勉強会

定例会

直前合宿 最終確認など

1992年8月19日

20～22日

第45回会議の枠組みを

9月12～13日

10月10～11日

11月2～3日

12月～

19日

26～27日

1993年2月18日

20日

3月2日～

5～6日

4月2～4日

5月2～4日

8，15，22，29日

27日～

6月～

5，19日

8，15，24日

12日

7月l、8，15，22日

3，10，17日

24～26日

－5－



実行委員長45th-CHAIR'STASK

平竹 雅人

ことが出来た。

もどかしさとの戦い。なぜ分かってくれな

いのだろう。何故わからないのだろう。他人

との、そして自分との閲ぎ合いの毎日である。

寂しさに苦しさに挫けそうになる。そんなと

きの何気ない一言、何気ない眼差しが、なん

ど僕を奮い起たせてくれたことだろう。相手

への心からの尊敬と真剣な議論の中に人間の

持つ無限の可能性さえ感じることが出来たの

である。

明日はもう少し話してみよう。彼は、彼女

はこの問題をどう考えるんだろう。理解しよ

うとする努力、頑張ろうとする努力、挑戦し

ようとする意志を持つ。80人の一人一人に目

を向けつづけ、こんなJASCを創り上げる。静

かなる熱意の前に、自ら実行し続ける事ひと

りの人間として議論し、尊敬し、理解し、そ

して感謝する。これが僕にとってのCHAIR

でありひとりのJASCerとしての意志の表明

であった。

時として諦めうずくまり、また、意気揚々

と立ち上がり、そして共に笑い、共に泣き、

微笑んでくれたみんな、心から有難う。そう、

こんな時を作り上げたJASCerへのちょっぴ

り気恥ずかしいような尊敬とみんなへのこの

感謝の気持ちを心の奥でいつまでも燃やし続

けること。これが僕の最後の仕事かもしれな

’，
咄 ◎

第45回日米学生会議閉会式、大いなる感動

の前に優しさに包まれながら僕は初めて止め

どない涙を流した。

ありがとう The45thJASCer。
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第44回日米学生会議閉会式、日米双方の実

行委員長、遠藤、ケビンは感極まり肩を振る

わせていた。皆、それぞれの思いのなかに80

人の仲間を感じていた。僕は真一文字に口を

結び必死で涙を堪えた。人間は理解し合える。

国も民族も文化もなく、ただ一人の人間とし

て人を理解し愛することが出来る。自らの手

で。この思いをもういちど。感動の中そう胸

に誓った。一年の道のりは本当に長く険しく、

だからこそ優しさに溢れた時間であった。

実行委員長の仕事とは何なのだろう。僕の

一つの結論は“熱意”と云う言葉に集約され

る。何時いかなるときもJASCに対するヴィ

ジョンを持ちつづけた。怒りや戸惑い不安の

前に笑顔で応えつづけた。決して諦めること

はなかった。出来ない、不可能を捨てJASCが

必要とする全てに挑戦した。多くの人に出会

った。我々の理念を説き、御協力を願った。

いま手元に残る約四百枚の名刺の束。有為な

示唆を数多くいただき、多くの感動に触れる

－6－



副実行委員長

西元 宏治

副実行委員長の仕事ほど報告しにくいもの

はほかにないように思う。9月の時点で他の

担当者が過去の記録や書類を見ながら一年間

の仕事の流れについての説明を前任者から受

けている中､ほとんど何の書類も使わず（と言

うより、始めから存在しない)、ゴミの捨て方

や過去の活動に関する記録や資料の保管場所

などについて断片的な引継ぎを行なっただけ

で動き始める。それも、そもそも副実行委員

長には決まった仕事などないことを考えるな

らば、結果的には仕方のないことかもしれな

い。強いてその仕事を挙げるなら、実行委員

長、選考、広報、経理、財務そしてリージョ

ナル・コーデイオ､イター以外の全ての仕事、

それに加えて毎週のミーティングの下準備、

講演会が近付けばビラ刷りを行なったりして

広報の仕事を手伝い、選考が近付けば選考問

題を作ったり選考担当者として相談して段取

りを整え、約1ヵ月もの間毎日事務所に通い

つめたことなどを挙げることが出来る。実際

の選考の際も、仙台・名古屋・大阪へと赴い

て、選考・面接を行なった。新しい参加者が

決まれば、全体合宿の準備をし、定例会が始

まれば毎週土曜日までにスケジュールを作り、

直前合宿の手配も行なった。その間、本会議

が近付くにつれて、開催地との詰めが必要に

なると、リージョナル・コーデイネイタ－と

現地の下見や打ち合わせに赴いた。それ以外

にも、日々の事務所の清掃や備品の買物やEC

ミーティングの議題を調整した。

しかし、こんなことをいかに書き連ねたと

しても到底、自分が副実行委員長として過ご

した一年近くの日々を説明することは出来な

愚鯛蝉､箪織

いように思う。それ以上に、何をしたのかよ

りも、何をそこから学び取ることが出来たか

ということの方が大事であるということを実

感できた一年であったと思う。実際、第44回

日米学生会議に参加してから第45回日米学生

会議が終了するまでに自分が学んだことは言

葉では尽くせないほど大きなものであったと

思っている。

第44回の日米学生会議が終了したとき、自

分は迷いながらも実行委員として日米学生会

議に残ることを選んだ。確かに、日米学生会

議という場をより多くの提供するためには、

誰かが実行委員として残り、会議を作らなけ

ればならないとう現実は始めから存在した。

しかし、そうした現実に対する責任感以上に

僕を実行委員にさせたのは、今までの自分に

対する嫌悪感だったように思う。自分の生活

のなかの何かを換えようと思っていた。その

ために自分自身を試してみようと思っていた。

もう一年間、日米学生会議という環境のなか

で、自分の考えや行動を見詰め直してみたい
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と思っていた。そのために実行委員になった。

実行委員になって以前と何より変わったこ

とは、いつも現実との関わりの中で物事を考

えなくてはならないということだった。非常

に当たり前のことであったけれども、それま

での僕にもっとも欠けていたことだったよう

に思う。頭のなかでは自由に物事を動かすこ

とが出来る。そこでの基準は、常に自分自身

で､あり、時間も空間も思考を遮ることはない。

しかし、日米学生会議という会議を現実に作

り上げてゆくためには、様々な問題を限られ

た時間と資源の中で処理してゆかなくてはな

らない。そして、自分の考えを発言し提案す

ることは、それを現実化することを意図する

と解され、常に｢責任｣が伴った。ただ考える

だけでなく、行動が常に要求されるようにな

ったわけである。

例えば、きっと例年問題になることなので

あろうけれど、実行委員間における仕事の割

り振りという問題がある。確かに、頭の中で

は、各人が積み木を積み上げるように、はっ

きりと自分の割り当てとされた仕事をこなし、

それを持ち寄ることによって、会議は完成さ

れてゆくことになると考えることが出来る。

しかし、実際には各実行委員の仕事の間には、

明確な区別は存在しないように思う。財務や

経理はその仕事の性質上、他の仕事との間に

比較的はっきりとした線引きが可能なように

思われるが、それにしても10人という限られ

た人間が、限られた時間と資源の中で会議を

実現させるという現実を考えた場合、やはり、

各人が自分の領分にしか責任を感じない様で

は会議を実現するという責任を果したとは言

えないと思う。こうしたことは、ただ仕事の

割り振りだけにことが納まらない問題である

ように思う。

現実がどうであろうと、尊重すべき原則が

存在することは認めるが、常にそれは関係す

る現実全体の中で捉えるものであり、目の前

に存在するものを無視して、原則論を振りか

ざすことは、問題解決に対する責任を放棄し

たことに他ならないように思う。そうした原

則論をいくら繰り返しても、責任感から逃れ

ることは出来るかも知れないが、現実は一向

に変わらないのである。こんな今考えると当

たり前のことに何度も頭を悩ましたりもした。

この点、副実行委員長という仕事は、早い

段階に斯様な思考から脱することが出来る立

場におかれていたように思う。なぜなら副実

行委員長には、始めから割り当てられた仕事

などというものは存在しないからで､ある。固

執する仕事も逃げ込める領分も始めからない

ことによって、より客観的な立場から、全体

の準備活動を眺める機会が与えられていたよ

うに思う。

こうした前提に立って、副実行委員長に仕

事を改めて定義するならば、各担当者の間に

生じる隙間を探すことだったように思う。そ

ういう意味では、副実行委員長というのは、

トカケのしっぽみたいなものかも知れない。

しかし、この隙間が大きいのである。もっと

言うと、実行委員の仕事は隙間だらけなので

ある。別にこのことは各担当者が自分の仕事

をきちんとしていないということを直接には

意味しない。ただ、日米学生会議そのものが

そうした性質を持つものであるからにすぎな

い。善くも悪くも日米学生会議は未完成なの

である。きっと学生会議に限らず、人間のや

ることはいつもその考えに比べて貧弱に見え

るのかもしれない。その上各人が動くことに

よって仕事の内容も、他の担当者との関係も

常に動いてゆくのて齢ある。どこまでやっても
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ことに、何度も、何度も、何度も気付かされ

た一年だった。

副実行委員長としての活動を通して、学ん

だことや報告すべきと思うことを出来るかぎ

り書き連ねてきたけれども、どうも今一つう

まくまとめ上げる術を僕はまだ持っていない

ようだ。きっと他にも言うべきことや伝える

べきことが沢山あるのだろうけれど、文章と

いう体裁に直せるほど自分の中でも整理でき

ていないように思う。使い古された言葉では

あるけれども、僕にとっても日米学生会議は

まだ終わっていないのかもしれない。

これで十分ということは実際なかったように

思う。しかし、だからこそ努力をする余地が

残されていたように思われる。逆にこの隙間

を積極的に評価すれば、この隙間をどう処理

するかが、各回毎の会議の個性を作ることだ

ったのではないかと思っている。どんなに些

細なことであったとしても、それを誰かが行

なわなかったとしたら、それは存在しないの

である。物事を批判したり嘆いたりすること

は、簡単である。しかし、そこからは何も生

まれないのである。例えば、微力であり不完

全であったとしても現実に働き掛けることな

しには、何も変わらない。そんな当たり前の

東京地区担当

割石 俊介

l)交通の便一東京=H本の首都という地の

利を活かしたフ･ログラムを進

めるにあたり、できるだけ便

利なところがよい。

2）費 用-JASCは金持ち団体ではない。

できるだけ安い料金で済むと

ころがよい。

3）環 境一治安・景観は良好か、近所に

コンピニ、コインランドリー

はあるか。

4）フアシリテイの良さ－蒸し暑い日本の夏

での開催である。ホテルには

冷房・シャワーはついていな

くてはならない。また、門限

はない方が望ましい。

このようなトレード・オフの関係にある要

素のバランスの中で決定しなければならなか

った。

そして今一つ重要なことは拠点の地方自治

体の協力を取りつけることができるかどうか

第44回会議の最後の頃、NewECmeeting

に紗いて、日本開催における開催地の1つに、

東京が決定された。以来、東京地区担当の私

としては一体東京のどこを拠点としたらよい

のだろうか、ということに頭を悩ませること

になった。

一口に東京といっても、それはとても広い

エリアである。23区の内と外、南東京と北東

京で違いはあり、一色ではない。

拠点の選定に当たり注意しなければならな

い要素は次のようなものであった。

~ 噂

．：．

F禽鐸

露灘
晋蕊

.．､ 箇畿…

鯵一一麓｡

一 磑一

翌ミi…‘＃
識

瀞毛逼鋳溌篭鐸胤

L蓮罐

洲
謬
蕊惑
■
壕
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である。地域に密着したう。ログラムを開催す

るために、又、財政的な援助を得る為に、自

治体の協力は欠かせないものであった。

結局、第45回の開催地としては武蔵野市が

選ばれることとなった。東京23区の外、武蔵

野の台地に位置する彼の地は、新宿・渋谷と

いった都心部にも行き易く、リサイクル運動

への取り組みなど地域自治の動きも活発で、

また、宿泊地として選んだ吉祥寺東急インに

は厚遇していただけることとなった。

武蔵野吉祥寺を拠点とすることでもう一つ

大きなメリットとなったのは、同市内にある

成践大学(学園)の協力を得られたことであっ

た。会議開催中は大学では夏休みにあたるが、

特別に、フォーラム・シンポジウムの為の大

教室、分科会の為の小教室、食堂(食事)、購

買部などの開放・提供をしていただけること

となった。また、開会式にあたっては学園史

料館を使用させて頂いた。

東京地区担当としての仕事は会議開催まで

に主にこの2つの協力先一武蔵野市と成践大

学一との協議、連絡、調整をすることだった。

市．大学へ提出する予算書・計画書などの書

類の作成、実際に当地へ出向いての説明、市

と共催のイベント・環境フォーラムのう｡ログ

ラムを巡ってのミーティング、大学での会場

下見、開会式後の立食パーティーの為のケー

タリングサーヒ守ス業者(第一ホテルにお願い

した）を交えての史料館での打ち合わせ……

準備期間はあっという間に過ぎていった。

私事ではあるが、春からは就職活動をして

いたこともあって、時にはかなりハードな準

備活動て．あった。しかし、決して事務能力が

人並以上に備わっている訳ではない私が、曲

がりなりにも準備活動を乗り切ることができ

たのは他の実行委員全員の支えのおかげと、

なによりも武蔵野市及び成践大学の(学生課

を中心とした)方々のおかげだったと思う。書

類の提出が遅れたり、計画に大きく変更があ

ったり、無理なお願いをしたり……と、いろ

いろご迷惑をおかけしたが、その都度皆さん

は本当に温かく、親切に、ご指導下さった。

私が気付かないところまで事前に準備してお

いて下さったりしてその配慮に心打たれるこ

とも度々あった。

こうして、準備活動は何とか進み、7／28

からの東京地区プログラムを晴れて開催でき

ることとなったのである。

最後に、この場をお借りして、武蔵野市、

成践大学の方々、並びに東京地区準備をお手

伝い下さった全ての方々に厚く感謝させてい

ただきます。

福岡地区担当

竹井 亮一

蕊蕊腱92年10月の福岡地区訪問から候補地の選定

を始め、11月には北九州・福岡・長崎の三市

での実施を決定した。一方、当地に総ても他

の二開催地と同様、公開う。ログラムが行われ

ることとなって居り、北九州市の方々との話

し合いの中で、地域や地方といったコミュニ

ティー・レベルの生活単位の重要性を考える
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末松様、佐々木様の両氏に全面的にコーディ

オ､－卜して頂いた。両氏の1年に渡る叱p宅激

励とご協力に心から感謝申し上げ、又、共に

出張した平竹、西元、高橋にお礼を述べて報

告とする。

シンポジウムを開きたい、ということで詰め

の作業をすすめた。

今回の開催地の中で福岡・長崎は唯一コー

ディオ､一ターの生活地と全く別の場所であっ

たため、数II1に渡り出張を行い、それでも手

の届かなかった多くについては、北九州市の

長崎地区ｷ日当

芝崎 厚士

話で確認を行ったが、その際の我々の要望に

対する迅速な対応が有り難かった。コーディ

オ､－ターとしての負担が思ったよりも軽減さ

れたので、私はその分他の重要な準備にも精

力を傾けることができた。そのことによって、

会議に対する貢献をより果たすことができた

と思う。

ともかく、今回の長崎訪問に関しては、文

化国際課の皆さんの手厚いサポートがその成

功のほとんどをもたらして下さったといって

も過言ではない。まさに名伯楽といった風格

の山下和俊課長、酸いも甘いも噛み分けた温

和な仕事人の多以良光善係長、親身になって

終始面倒を見てくださった山内素子女史、高

橋秀子女史、そして博学の名通訳プライアン

さんに厚く御礼を申し上げたい。本当にお世

話になりました。

1995年に長崎は原爆投下五十周年を迎え、

新実行委員ミーティングの時、私は初の沖

縄開催を主張した。米国側にも賛同者がいた

が、結局は容れられなかった。そう簡単では

ないかもしれないが、次の日本開催では是非

実現してほしいものだ。それはさておき、そ

の次に私が固執したのが長崎訪問であった。

その実現可能性は、準備活動が進行するにつ

れて困難になっていったが、それは主に財政

的な理由が原因であった。それでも私は頑と

してその意義を他の実行委員に説き続けると

同時に、長崎市の好意に一綾の望みを託し、

援助を依頼したのだった。結局その時の覚書

が、文化国際課の山下課長の鶴の一声によっ

て受け入れられ、ようや<l月の終りに長崎

さ行きが決定したのだった。

その後、広報活動を抱えつつ長崎のリージ

ョナル・コーディオ､－ターとして準備を進め

たが、常に市の方々のご厚意によって万事が

順調に進んだ。それが最も明確に現れたのは、

6月10日～12日に私とにしも（西元)が当地を

訪れた際の市側の万全の対応であった。詳細

は「犀の角」の"RoyalWeddingTourPt.

l&2"に詳しいが､第39回会議(1987年)の際の

スタッフの方が多く残っており、その剛際交

流経験の豐富な腕利きの諸兄のご支援により、

短期間で最大限の効果を上げて出張を終える

ことができた。準備の最終段階では、主に電
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様々な記念事業を行うという。現在の強力な

スタッフが健在なことを考えあわせると、次

の日本開催での開催地としては申し分ない条

件を揃えているように思われる。長崎での会

議開催を責任を持って推薦する次第である。

関西地区担当

阿古 智子

9月初め、アメリカから帰国すると息をつ

く暇もなくリージョナル・コーディオ､一ターと

しての仕事が始まった。まず、来年の会議で

の宿泊場所を決める作業を始めたのだが、80

人が1週間余り安く、そして快適に過ごせる

場所を探すとなると大変な作業であった。コ

ロラドスプリングスの実行委員会議にて開催

地を決定した際には、関西はその土地によっ

て様々な特徴を持つところがおもしろいとい

う意見が出、関西地区では自由活動日なども

含めて何箇所かに回ろうという事となってい

た。故に拠点を関西の何処にするかは決めて

おらず、宿泊地決定においては事実上コーデ

ィオ､一ターに任されていた。大阪、奈良、京

都､兵庫辺りで条件に見合った施設を探そうと、

府庁、県庁、地域の観光局に出向いて相談し

たり、様々な施設から資料を取り寄せたりし

たが、完壁に条件に合う施設はまずなかった。

しかし、それぞれの長短を考えた上で三田市

の関西学院大学セミナーハウスに決定し、ご

好意によって安く使わせて戴けることになっ

た。セミナーハウスがすばらしい施設を完備

していたのに加えて、都市近郊にあるにもか

かわらず多くの自然の残された三田市での開

催に、実行委員はかなり乗り気であった。こ

うして宿泊地を決めたのは良かったがそれだ

けで三田市を拠点とし学生会議の企画を進め

ていくのにはかなりの無理があった。という

のは、事前に三田市と交渉し、開催に際して

の協力を全く取り付けておらず、日米学生会

議が地域に招致されたという形ではなかった

からだ。自分達の条件にあった場所を選び、

それに合わせてもらうなどと甘い考えをして

いた事が、そもそもの失敗であった。学生会

議開催には多額のお金がかかる。そうした会

議開催の費用を集めるには、どうしても自治

体を初めとする地域からの協力が必要であっ

た。そして、地域からの協力を得るためには、

私達が地域から求められた存在でなければな

らないという事が準備活動をしながらにして

分かってきた。宿泊地を決める前にいくつか

の自治体と交渉し、お互いの事業目的に叶う

所と協力関係を結ぶのが筋であったと思った

が、時すでに遅しであった。何しろすべてが

始めての事である。大した経験もしたことの

ない学生が、社会で既に活躍されている方々

相手に交渉していくのだ。初めから失敗の連

続だった。しかし、何とか兵庫県三田市を拠

点として会議を開催したいという私達の気持
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ちを伝えていくことによって、地域の人々に

も納得戴けないものだろうかと考え、三田市、

その他開催に関わる自治体との交渉を開始し

たのだった。

関西での学生会議準備費、開催費用は出来

るだけ関西で集めるということになっていた

ので、まずは財務活動としていくつかの団体

に賛助のお願いをすることから仕事は始まっ

た。日米学生会議の由来、歴史、45回の計画

内容等について関係諸団体に説明して回った。

なにしろ初めてのことで、最初はもじもじと

慣れない説明の仕方であったが、そのうち空

で云える様になる程にまでなった。訪問先で

は何処にいっても答えは重いものばかりであ

った。折からの不況のせいもあっただろうが、

日米学生会議は開催することによって何を達

成出来るのか、はっきりとしたものがないと

いうのがたいていの方々の意見であった。あ

る時、大阪のある国際交流団体に賛助のお願

いかたがた伺った時、そこの担当者に厳しい

批判を受けたことがあった。その方は、私が

学生会議について説明をしている間頷きもせ

ずパラパラと事業報告書をめくり、暫し何や

ら考えておられたが、やがて報告書を机の上

に置き、そして言われた。「何だこの企画書

は。全く何を目的として企画されているのか

分からない。それに、学生会議はいつもいつ

も相も変らず同じ様な企画しかしていない。

今の学生団体はパワーがないね。何かを自分

たちで変えてやるというものが感じられない。

昔、学生闘争があった頃は、若者はもっと意

気盛んだった。変革を起こす率先者となろう

としていた。君達はこれだけの予算規模で事

業を行なっているというのにどうしてこんな

ものしか出来ないのか私には不思議だし、こ

れではこれから支援してくれる団体もどんど

ん減っていくことだろう。途上国の支援活動

をしているNGO等に支援したほうがどれだ

けためになることか｡」このようなことを淡々

と言われた後､「もう少し自分たちの活動につ

いてよく考える様に｡」と言って楓爽と仕事に

戻っていかれた。私は、呆然としてしまった。

今まで自信を持って描いていたものが音をた

てて崩れていった。いや薄々感じていた事を

鋭く指摘されてショックだったのかもしれな

い。日米学生会議は長い歴史をもち、多くの

方々からの支援を受け、恵まれた環境で今ま

で開催に漕ぎ付けてきた。そうした支援に応

えるものは、日米学生会議からは何もない。

1ヵ月の間、様々な議論を通じて日米の関係

改善、しいては世界の平和を目指していく等

と言っても、議論によってどんな成果が生ま

れると言うのだろうか。見えないが故に、学

生会議は日本とアメリカの学生80人の単なる

交流会としか見られないかもしれない。いや、

私達が為そうとしているのはそんなものじゃ

ない。じゃあ一体私達は何をしたいが為にこ

んなに必死に動いているのだろうか。どうし

て学生会議を45回も続けてきたのだろうか。

私は、此処にきてもう一度原点に戻らざるを

得なくなった。

これからどうしたらいいのか。どんな気持

ちで学生会議を企画していけばいいのか。一

人でしばらく考えているうちに苦しくなって

きた。自分では一生懸命やってきたつもりだ

ったが、やっぱり考えが甘かったのだ。自己

満足に過ぎなかったのだ。そうこうしている

時にある実行委員から電話がかかってきて話

をしていた時にその実行委員はこう言った。

｢俺達に出来ることをしていけばいいんじゃ

ないの｡」そう言われた瞬間に何だか急に楽に

なった。自分たちに出来ることを自分たちの
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理想に従ってやっていけばいいんだ。それで

もし受け入れてもらえないのなら又その時に

やり方を変えるしかない。とにかく前を向い

て明るく進んでいこう。と考えることにした。

それからも、事ある度にやはり落ち込んだり、

悩んだりしたが、電話や手紙での実行委員と

のやり取りの中、解決することがほとんどだ

った。東京の本部から離れて仕事をしている

とついつい何でも一人て悩みがちであったが、

共に困難に立ち向かいながら頑張っている仲

間がいるんだという事を感じて、又立ち直っ

ていった。

難航していた財務活動は、様々な人に助け

られて少しずつ話がまとまっていった。リー

ジョナル.コーディオ､一ターとしての仕事の

他に、合間を縫って広報活動や、選考の準備

をしていたが､そちらの方も関西にいるOB達

に助けられてなんとか進行していった。よう

やく会議の基盤は出来たのだが、今度は中の

プログラムを具体的に埋めていかなければな

らない。今年は、地域での一般公開のう。ログ

ラムも予定していたので講師との交渉等とて

も大変であった(公開プログラムについては

報告書のボランティア・フォーラムの欄を参

照)｡地域の人々との交流会も途中でプログラ

ムを変え、直前になってホームステイを取り

入れたので、リージョナルの仕事を手伝って

くれた実行委員やホームステイを急にお願い

した三田市、伊丹市、加古川市、姫路市の担

当の方には大変な迷惑をおかけした。だが、

この地域との交流プログラムを企画していく

うちに、様々な人との出会いがあり、人を通

じてその土地がますます好きになっていった。

こうした感動を他のJASCのメンバーも味わ

えたなら、JASC開催がどのような意味をも

つのか、その捉え方も変わってくるのではな

いか、アメリカ側のメンバーも含めて日米学

生会議をメンバー全員のものにしていくには

どうすればいいのか、その可能性を同じよう

に悩む実行委員と考えたこともあった。

5月には新しい日本側のメンバーも決まっ

ており、多くの仲間と共に仕事を進める楽し

さが毎日の生活に加わった。6月、7月と月

日は過ぎ、どんどん会議が近付き仕事に追わ

れる日々が続いた。宿泊、交通、会議場など

の手配を細かくチェックしスケジュール表作

成、各イベントの地域の担当者との交渉など

一つ片付くと又一つという感じで出てくる仕

事を何とかこなしていった。こうして一応ア

メリカ側参加者を迎える準備がその体裁を整

えたのだった。

財 務

坂田亜也子

財務の仕事は、JASCの運営にかかる費用

を調達することである。JASCはその費用の

一部を各方面からのご寄付に頼っている。主

に、それをどうするかを考えるのだ。

JASCの場合、予算に見合った規模でやる

と言う事はない。企画・活動先行形なのだ。

不況のため、企画通りいくか、経理と共に頭

を痛めた1年間だった。開催不可能となって

私たちがOBから叱責される姿が､現実のもの

とならないよう願ったものである。手袋をし

てさえ、手がかじかみペンの握れない冬の事

務所であった。

JECとしては、JASCの内容そのものには

直接関わりのない仕事にはじめは思えた。し

-14-



かし実際は、JASCの根本的な存在理由をい

つも問い直し続ける仕事であった。JASCは、

大変多くの方々のご厚意によって支えられて

いるものだ。JASCは、自分たちは、こうした

ご厚意に答えられるだけの事ができるのか。

いや、しなければならないのだ｡JASCにして

いただく投資は、有形無形のそれは、直接的

にお返しできるような種類のものではない。

こうした透明の債務の返済を、将来に亘って

できるだろうか。

こうした問いから、自然JASCとはどんな

ものであればいいのか、自分なりに答を見付

けようとするようになった。完全な答はまだ

見付かるものではないけれど､｢期待してるか

ら、頑張って」とか｢自分も学生時代にこんな

事できたら」などと言っていただく度いっそ

う深く考えさせられた。

私たちを支えて下さった皆様、本当にあり

がとうございました。財団･社団、企業の方々

はいうに及ばず､OBの皆様にも大変お世話に

なった第45回だった。日本の、また海外のOB

からの力強い励ましには本当に感激した。学

生である私たちの言動は、皆様にはお見苦し

い点も時にはあったと思う。それでもいつで

も、暖かく私たちの拙い説明を聞いて下さっ

た。人間は一人では本当に何にもできないの

だなあ、と自分の未熟さをひしひしと感じた

1年であった。

しかし、みんなの力を合わせれば何か出来

るということを教えてくれたJECのメンバー

には本当にお礼を言いたい。資金調達が思う

に任せないのに、企画ばかり進行していく不

安から苛々する私を辛抱強く見守ってくれた。

最後になりましたが、財務、経理関係では

大変お世話になったIECの西部さん、水野さ

ん、そして深い理解をいつも示してくれた両

親に、満腔の感謝を捧げます。

ー
､___鞠

広 報

芝崎 厚士

これまで、広報の対象は3つあるとされて

きた。すなわち、会議を広く社会に知っても

らう一般向け広報。次に、参加資格を持つ層

に会議を紹介し、一人でも多くの人に応募し

てもらうための学生向け広報。そして最後に、

他の交流団体とのｵ､ツトワーク形成とその円

滑化を図るための｢同業者｣向けの広報。とこ

ろが実際には、第四の広報が存在する。すな

わち、参加者各自が会議との、そして他の参

加者との相互理解を深めるための広報である。

この第四の広報は、従来は無意識の内に様々

なレベルで行われていたが、今回はややそれ

を意識して行った。すなわち「犀の角」の発

行である。実際のところ、日本側にとって、

事前の準備段階における会議に対する意識の

覚醒は、非常に重要なのである。詳しくは別

稿に任せるが、「犀の角｣が果たしたような役

害l1をもつ活動は今後も継続されるべきであろ

う。

今年の広報活動に関して、簡潔にまとめよ
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報ルートの確立、第三にはゼミ．クラブ．サ

ークル・生協などといった他の学生関連団体

との協力による組織的な広報の確立があげら

れる。いずれも毎年悪戦苦闘しながら改善さ

れない点ばかりなので、今後改革すべき課題

として各回の実行委員は常にこれらの諸点に

取り組まなくてはならないだろう。個人的に

は充実感を味わえた仕事であったが、だから

といってそれが最大の成果を達成したとはと

てもいうことができない。もっと効果を上げ

ると同時に労力を下げることはできるはずで

ある。もちろんそれは努力を怠ってもよいと

言う意味ではない。最後に、広報に関して一

致団結して協力してくれた他の実行委員．参

加者とOBのみなさん、そして印刷．コピー．

講演会の準備その他でご迷惑をお掛けした国

際教育振興会のスタッフのみなさん、そして

講演を快諾してくださった亀井俊介氏、西崎

文子氏、P・』・リオ､ハン氏、斎藤鎮男氏のご

厚意に深く感謝します。

う。一般向け・学生向けの広報に関しては、

従来どおりポスターの掲示、各大学での説明

会、ビラの作成・配布、ダイレクトメール発

送、マスコミへの呼びかけという古典的な方

法を採った。ただし、今年は量的には従来以

上の広報を行った。最終的な問い合わせ人数

は前の日本開催の際の約2倍であった。他の

主要な活動として、東京で2回、北海道で1

回、講演会を行った。東京での第一回講演会

(1992年12月19日)では、東京大学教授(当時）

の亀井俊介氏、成践大学助教授の西崎文子氏

を迎えた。第二回講演会は、大来佐武郎氏に

お願いする予定であった。事前に内外政策研

究会に氏を訪ね、お話を伺ったのは1月28日

であった。2月9日の大来氏急逝の後、講演

を快諾されたのは、元国連大使の斎藤鎮男氏

であった(1993年2月20日)。いずれの講演会

も、日米会話学院で行われ、盛況のうちに終

了した。北海道の講演会は、1993年2月18日、

かでる2．7にてアメリカンセンター館長(当

時)のP・』・リオ､ハン氏を講師にして行われ

た。「同業者｣向けの広報としては、6月12日

に行った6月セッションをおこなった。日米

学生会議、日仏青年会議、日韓学生フォーラ

ム、国際学生協会のメンバーとそれ以外の一

般の学生を招いて、議論を行った。その続編

は10月に開催された。

今後の広報の課題は、第一に事務作業の効

率化と、第二にはOBを中心としたマスコミ広

選 考

寺澤 実紀

〈の人々にこの会議を経験してもらいたいと

切望する一方、人数に制限があるため30名を

選ぶ必要があり、ジレンマと背中合わせの中

での活動であった。

選考は大勢の応募者の中力'ら新参加者を決

定する、H米学生会議にとって重要なプロセ

スだ。当たり前のことながら、参加者の存在

なくして会議が成立することはない。より多
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毎年選考担当は東京在住者であったが、東

京在住実行委員の人数不足に伴い、札幌在住

の私が担当せざるを得なくなった。対外的責

任の伴う選考だけに傭曙したが、自分を含む

実行委員メンバーたちには、「私が担当する」

以外の選択肢は残されていなかった。

10月上旬頃から選考担当として仕事を開始

した。過去の資料等を参考にしつつ、選考の

有無とその理由、対象、期日、会場、選考方

法等、文字通り1から順に議論し、決定した。

我々実行委員の最大限の誠意を示し、全ての

受験者に公正な選考を行うためにも最も重要

な手続であった。選考は実行委員全員で行う

ものであり、私1人が全ての責任を負うわけ

ではないことに気付かされ、肩の荷が少し下

りた。

毎月行われた合宿で選考に関して議論を重

ねた。選考実施期間である3月が近づくにっ

鼠一》

れ、各種マニュアルや通知類の作成に追われ

た。2月も終わる頃上京し、『季節労働者｣と

して直接的な選考運営に約1か月間従事した。

全国7ヶ所で選考試験を行い、多くのOBや

OGに協力して戴いた。4月の選考合宿におい

て新参加者30名と彼らの所属分科会を決定し、

新参加者の名簿が完成したところで、選考の

全てが終了した。

経 理

高橋 香織

遅延しがちであった点を、申し訳なく思って

います。そして、会議が実現するのだろうか

という金銭面での恐怖に一緒に耐えてくれた

財務担当の坂田に、また末筆ながら予算書や

調書の作り方を一から指導して下さった国際

教育振興会の水野さんと西部さんに心からお

礼を申し上げます。

経理は、当会議運営に伴う金銭の支出管理

に関する仕事を行なう。準備活動開始直後の

9月から6月の予算決定まで、各フォーラム・

シンポジウム・リージョナル担当者及び財務

担当者の協力を得ながら、数次にわたって予

算書を作成した。また毎月の実行委員立て替

え分支給の手続きや、会議中の支払いも担当

した。今年は不況で賛助活動の達成見通しが

明るくなく、いかに賛助金に見合った予算を

立て、予算内で実行委員が計画したことを成

し遂げるかのバランスに苦心した。収支決算

の結果、赤字を出さずに会議を終了すること

が出来たのは誠に幸いであった。予算削減要

求に応えようと最大限の努力をしてくれた実

行委員全員に感謝します。立て替え分支給が

弓』

::

懲 擢

侭墨

ら〆

曽綴簿

鴬
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中国・四国における準備活動(広報）

松本 安代

中・四国の学生は残念江がらいなかったが、

広島で､松江で…JASCのみならず、国際交流

について、「地方」と「中央」との関わりについ

て等、様々な話が各地でできたことで今回の

説明会は意義があったといえよう。

JASCのことをより広く知ってはもらいた

いが、実際に本会議に参加できる人数は限ら

れているというのが広報の抱える矛盾であろ

う。しかし､本会議前の準備活動として｢地方」

で説明会や講演会を行うことはこれからの

JASCの1つの課題といえよう。

最後に中・四国における第45回JASC広報

活動に関わって下さった方々に心からお礼を

申し上げたい。

日米学生会議参加者は例年過半数が東京周

辺の関東の学生である。東京に事務所があり、

活動の中心が東京である以上、当然の比率と

いえるかもしれない。広報活動も東京、そし

て過去の参加者がいる大阪、名古屋、札幌な

どの大都市を除くと手薄になりがちであるこ

とは否めない。第45回JASCの地方広報活動

では選考試験会場予定地を中心により多くの

人に日米学生会議の活動内容、存在意義を知

ってもらうという方針をたてた。

中・四国の選考予定地は広島、高松、松江

の3ヶ所であった為､まず香川県､島根県の国

際交流協会にお願いし広報紙に載せて頂いた

他、広島では中国新聞に紹介記事を書いて頂

いた。大学説明会は12月下旬に香川大学、1

月中旬に広島大学、2月上旬に島根大学、岡

山大学で行った。

4ヶ所での大学説明会を通じて感じた事は

「地方｣学生のパワーだった。東京との絶対的

な情報量の差、地理的不利などはあるものの、

機会があれば自分も“何か”やりたい、機会

を掴みたいという熱い思いを説明会時のフリ

ートークで語ってくれた人も少なくなかった。

実際に第45回JASCに参加することになった

全体合宿

西元 宏治

それは、全国各地から集まったお互いに見

知らぬ者同志が集まり、これから本会議終了

までの4ヵ月の間、共に会議を創るという不

思議な偶然を自分にとって、そして、自分に

出会う人にとってより豐かなものにするため

出会いというものが人にとってどれほど大

事なものであるかは、改めて言うまでもない

が、出会いということだけに関していえば全

体合宿ほど印象深い出会いの場というものも

少ないのではないかと思う。
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には自分自身が何を為すべきなのかというこ

とが、限られた時間の中で模索される場所で

あるからかもしれない。単純に過剰なまでに

溢れてくるエオ､ルギーに触れる最初の機会で

あるからかも知れない。

全体合宿は、参加者にとっては全くの新し

い始まりであり、全国から30名の新しい参加

者が初めて顔を合わせる場になる。一方、実

行委員にとっては、初めて新しい参加者と一

同に会する機会であると同時に、昨年初めて

JASCに出会ってからちょうど一年が過ぎた

ことになり、この一年の自分を振り返る場に

もなる。

今年も例年と同じく、ゴールデン・ウィー

ク中の5月2日、あの代々木のオリンピッ

ク．センターに全国から新しい参加者が集ま

った。集合時間が過ぎ、全員が顔をそろえる

と簡単に会議全体についての説明が行なわれ

た。その後、恒例の自己紹介が全員で輪を作

って行なわれた。例年、この自己紹介は屋外

で行なわれるのだが、あいにくの雨のため今

年は屋内で行なわれた。一人ずつ、名前や学

校などを述べるとこれからJASC内で呼び合

うあだ名付けが行なわれた。このあだ名は、

毎年、年齢や学校、専攻の違いを超えてJAS-

Cerとしての連帯感を共有する目的で行なわ

れるものであって、日本側だけでなくアメリ

カ側の参加者にも、本会議中のみならず白髪

の生える頃になっても呼ばれる可能性を持つ

ものである。実際、はじめは非常によそよそ

しく、ぎこちなかった自己紹介もこのあだ名

付けが進むうちに、妙にJASC的な雰囲気

（？）が漂うようになっていった。

自己紹介が済むと、休む間もなく会議の詳

細に関する説明が行なわれた。本来ならば、

自由に親睦を深める時間を取りたいところで

はあるが、この機会以外には本会議直前に行

なわれる直前合宿まで、参加者全員が顔を合

わせる機会がないため、各企画の説明や準備

活動の進行状況、企画担当者の選任などが限

られた時間の中で次々と行なわれていった。

いきなり39名もの人間と知り合ったうえに、

次々と浴びせるように企画の説明を受け、余

りの情報の多さに参加者の中には戸惑いも多

く見られたが、まだ見ぬ会議に対する期待の

高まりが感じられ、わずかな自由時間であっ

た夕食の際の会話でもそのことは十分に確か

めることが出来た。結局、初日は食事の時間

以外全てを費やして、夜10時に会議室の使用

時間が尽きるまで、本会議準備活動に関す

る説明などが行なわれた。

2日目は、前日に決めた係り分担などに基

づき、各企画のこれからの方針や具体的な準

備の段取りなどについて少人数に別れて話し

合いが行なわれた。また、今後全体で顔を合

わせることは本会議直前に行なわれる直前合

宿までないため、今後の連絡方法の確認など

も行なわれた。この日も、朝早くから午後一

杯のスケジュールであったが､夜はOBの方々

をお迎えして、ささやかながら懇親のための

パーティーを催した。当日いらしてくださっ

たOBの中には、7年連続全体合宿にいらして

下さっている方もおり､新参加者もOBの方々

の体験談やJASCへの思いを伺い、まだ見ぬ

本会議への思いを大いに膨らまし、代を越え

たJASCerとしての連帯感を感じることがで

きたようだった。この日は、2日にわたるハ

ードスケジュールにもかかわらず、宿泊棟に

帰ったあとも夜遅〈まで(正確に言うと、朝早

くまで)、話をする声が絶えなかった。

翌朝は、簡単な確認事項だけで即解散とな

り、慌ただしかった2泊3日の合宿は終了し
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た。皆、今後の準備活動と2ヵ月後の再会に

思いを馳せながら、疲労し切った体を引きず

って全国に散っていった。

定 例 会

東京定例会

芝崎 厚士

それは新参加者のせいだけではないのだが。

それでも、総合テーマに関する議論を中心に

そのような話し合いが盛り上がってくるにつ

れて、漸<JASCらしい雰囲気がでてきたよ

う態気がする。日本開催ということもあり、

準備活動の量が多かったので、もっと自由に

話し合える時間をもてるとよかった。また第

44回会議の時のように講師を招いた討論など

も取り入れるとより変化に富んだ定例会にな

っただろう。とはいえ、やはり必要とされる

事務的な連絡の量は膨大で、その分話し合い

の時間が削られることも多々あり、本来温め

てきていたはずの定例会に関する創意工夫を

思ったほどは実現できなかったのは申し訳な

いことだった。

また、回を重ねるにしたがって参加人数が

5ページの表の通り、東京での定例会は、

合計9回行われた。定例会は、日本側の準備

活動の最も中心的な活動であり、それだけ楽

しみも苦労も多いものである。基本的な予定

や時間配分などは、結局最後まで私が中心と

なり調整して決定する羽目になったのだが、

例年同様時間切れになることが多く、事務所

が閉まり、日米会話学院の教室から追いやら

れても、その建物の下で連絡や相談を行って

いた。

定例会の内容自体は、本会議の企画に関す

る参加者の積極的なプレゼンテーションや討

論によって、かなりの充実をみせたが、去年

に比べると会議がどうあるべきか、といった

点に関して踏み込んだ議論が生まれるまでに

思ったより時間がかかったようが気がする。
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減少し、開始時間が遅れるという悪弊も例年

どおりみられたので、今後もよく注意しても

らいたい。自省を兼ねていっておくと、今年

の場合は『犀の角』の製本作業も遅刻スター

トの元凶であった。各自忙しい中をぬって集

まっているのだから、その貴重な時間を無駄

にしないような内容を作るには、実行委員を

中心とした参加者間の事前の連絡と準備を如

何に効率的に行うかが鍵となる。また時間的

制約を言い訳にして問題点を先送りすること

を回避するには、参加者一人一人が会議に対

する自分自身の考え方を妥協せずに主張し続

けると同時に、会議に関する資料や情報を整

理し、積極的に公開することによって、参加

者間の会議に対する知識のギャップを最小限

に抑えることが必要だろう。そのような姿勢

と用意が新参加者と実行委員の双方にあって

こそ初めて、参加主体と運営主体が同一であ

ることによって全員に提供されているはずの

日米学生会議という無限の可能性の荒野を開

拓することができるのである。

もちろん、他の場所で思いをぶつけ合うの

も大切だが、定例会の内容の充実あってこそ

はじめてそのダベリも生きてこよう。今年の

反省を生かして今後もよりよい定例会をめざ

してほしい。なお、今年は東京以外の地域に

住む参加者がよく足を延ばして参加してくれ

た。彼らの熱意溢れる貢献には特に感謝した

い。

鰯 蕊：
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5月の初めての顔合わせだった全体合宿以

後、毎週土曜日に行われた東京での定例会は

45回会議に様々なものを与えてくれた。毎週

特定テーマに基づいたう。レゼンテーションや

スモール．グループ。・ディスカッション、ラップ｡。

アップ｡・ディスカッションは本会議のための良

い練習となったと思う。しかし､何よりも我々

の個々の精神的な部分の準備と参加者間の心

のつながりをもたらしてくれたことが最大の

収穫で､はないだろうか。週一度、わずか4，
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5時間ではあったが約2ヵ月半、時間を共有

することができて良かった。時々、東京地区

以外からはるばるJASCerがやって来て皆を

驚かしたり、OB・OGの方にディスカッショ

ンに加わって頂き刺激を受けたりもした。又、

この定例会を通して各々“自分の持つ分野，

があることもわかった。だから毎回必ずとい

って良い程、1人のJASCerから新しいこと

を学んだ｡JASCは実に多種多様な専門性､個

性を持ち備えた人間の集団なのだ。あっとい

う間に5時になってしまい大あわてで教室を

出たものだ。その後は、よく日米会話学院の

斜め向かいにある「天狗jへ行って、物足り

なさを補った｡店員さんに｢何名様ですか｡」と

尋ねられ､いつも｢20人です｡」とか途方もない

人数を答え、さんざん迷惑な顔をされたこと

も良い思い出である。

東京地区以外のJASCersと定例会をもつ

ことが出来ずに残念ではあったが、東京定例

会が情報発信地となり本会議準備の重要な役

割を果たしたことは確かだ。他の地域での定

例会同様、会議作りの一環として不可欠なも

のだったと考えている。

田中 澄人

とかけ離れていたために、殆ど全ての問題に

対して意見の乖離と認識の相違が見受けられ

ました。しかしながらこうした認識のズレは、

最終的に｢個人の多様性」という一種の隠れ蓑

のなかに閉ざされて最後まで妥協として残り

ました。この事実は、学生の団体であり、自

由意志による団結であることを考えた場合、

避けえない問題点なのでしょうか？

学生という社会的に責任がないだとか、法

的拘束力や契約してないからという理由の為

に、より多くの実を結ぶであろう可能性が失

われるのは、たいへん遺憾です。これは、多

くの人たちに手作りのJASCを知ってもらう

のには適当かも知れませんが、先代方の持つ

知恵や蓄積された有形無形の貴重な財産とい

うものには、全くといって良い程目が向けら

れていませんでした。これは横への繋がりが、

より強いという事実と共に、坊僅う小羊を思

い出させます。

願わくぱ、個人的問題を乗り越えて、飛躍

のための苦しみをもいとわない強い意志が生

まれ出ることを期待します。

ここで、私の個人的な東京における定例会

の実情について感じたことのささやかな考察

を述べたいと思います。多くのデリケーツに

とって非常に楽観的に、希望を満たすものと

して本会議が位置付けられているようですが、

厳しい目というものがなければ前には進まな

いのでJASCのさらなる飛翔を期待して、

苦々しく聞こえるかも知れませんが、あえて

書かせて頂きます。

私感からすれば、定例会は多くのデリケー

ツの期待を一身に背負って始まりました。し

かし、日を追うにつれて個々のベクトルが必

ずしも同じ方向に向いている訳ではないこと

が明らかになり、白熱した議論、討議を求め

るよりも、平穏で寛大な精神による自粛と不

問の規制が基調として存在しました。こうし

て、互いの共通する目的を見付けだし新たな

実を育てるという作業は、少しずつ義務的で

非生産的な情報と知識の公開の場となってし

まいました。

また一部の人々にとって、話し合われる内

容があまりにそれらの人達の日常考えるもの
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関西定例会

阿古 智子

画はどうするのか、社会へのアピールはどの

ように行なえばいいのか等、様々な事を議論

し企画を作り上げていかねばならなかった。

私達は、学生会議を実行委員が全てを企画し、

実践の場を参加者に与えるというのではなく、

参加者全員が各自のやってみたいことを企画

出来る場と考えていた。今回は一般公開のフ

ォーラムの準備等もあり、始まってみればあ

る程度企画されたものにすぐ拳に取りかからね

ばならないという状況があり、新しく入って

きたメンバーと歩調を合わせるにはかなりの

無理があったし、先ほどの各自の考えを取り

入れ企画するという方針からすると矛盾して

いる部分も多々あった。反省点も多く残ると

ころだが、実行委員と参加者の立場の違いや、

学生会議への考え方の違いなど、各自が思っ

ていることを率直に言い合うことでお互いの

溝を埋め、夏の会議を成功させることを目標

に協力することが出来た。少人数ながら一つ

一つ疑問点については議論を重ね、相互の理

解も深まった様に思える。

関西では、今年6人のメンバーにて準備を

進める機会が与えられたが、この先地方の参

加者でも有意義に日米学生会議に参加してい

ける様な対策をもっともっと考え、学生会議

の可能性にチャレンジしていくべきだと思っ

ている。そして、方法はたくさんあると思う

が、一番大切なのは、対話を大切にすること

だと思う。住んでいる地域や環境が違うこと

により生まれるギャップは、最初から無理に

埋めることはない。ぶつかり合い、話し合う

ことで少しずつお互いの事を理解していくの

だと思う。そしてそれが日米学生会議の核心

週一回の定例会も関西では6人という人数

の少なさ故、全員が集まれることは少なかっ

た。しかし、今年は、H本開催で準備も多く、

毎週土曜日以外にも、フォーラムの講演者に

交渉にいくやら、広報活動にいくやらで都合

のつく人同士協力し合って準備活動を進めて

いった。勉強会も、東京で行われていた程数

多くは出来なかったが、皆自分の関心のある

分野を選び、発表しそして議論を行なった。

関西地区担当の実行委員として定例会を率

いてきた私にとって、今考えると様々な思い

出が込み上げてくる。最初は、定例会を始め

る前に9ヵ月程も準備活動を行ない日米学生

会議の在り方や企画進行の詳細について、

日々考察を積み重ねてきた自分と、新しい参

加者との隙間を埋めるのがとても大変であっ

た。もちろん各参加者とも、それぞれ思い入

れがあってこうして日米学生会議に応募され

た訳であり、そうした各自の目標や期待に添

って準備を進めていけばいいと考えていた。

しかし、特に日本開催の今年は各イベントの

企画に際して、皆で歩調を合わせて準備を進

めていく必要性があった。どうしてこうした

フォーラムを企画するのか、各イベントの企
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を支えていると私は信じている。 勉強会(マイノリティーの問題に

ついて）

中田武仁氏訪問

関西学生連盟ミーティング参加

ボランティアフオーラムヒ雷ラづく

り完成

日米学生会議関西OB会

勉強会(従軍慰安婦について）

勉強会(環境問題について）

最終打ち合せ

関西定例会 日程表

5月9日 関西リージョナルイベント企画会

議

16日 勉強会(経済問題について）

18日 大阪ボランティア協会公聴会

27日 兵庫県庁、神戸市訪問

29日 たんぽぽの家、リバティー大阪訪

問

6月4H

6日

13日

14日

26日

7月3日

11日

渡邊 尚美

関西定例会を一言であらわすと「なごやか」

になると思う。例えば、議論になり空気が煮

詰まっても、常にそこはかとなく流れるなご

やかなムードがあった。それには、様々な理

由がある。第1に、人数。定例会は通常、七

人で行われていた。少人数であったため、集

中すべきときと脱線していいときのきりかえ

がスムーズにいき、緊張と緩和のめりはりの

きいた時間がもてた。このように、過度の緊

張と緩和を避けられたことも大きな原因であ

るが、第2番目には、メンバーの問題があげ

られる。七人全員が非常にはんわりとした性

格であり、その上に、所謂｢関西の人｣であっ

たため、終始笑いの絶えないなごやかさがあ

ったのだ。第3に、場所の問題がある。今年

は、好運にも、落ちついて定例会をもてる環

境にあった。松本宅・阿古宅等を提供して頂

いたことで、非常にくつろぎ、静かな場所で、

声を張り上げることなく話しあえた。大きな

声を張り上げるとどうしても感情的になりが

ちなので、これは重要な点だ。数回、喫茶店

や大学食堂で、ボヘミアン定例会を持たざる

を得ないことがあったが、もし、毎回あのよ

うであったら決してなごやかな定例会にはな

り得なかった。個人の家だったので、お茶も

飲み放題であり、又、夕食を一緒にとりなが

ら雑談をしたりと、休憩を上手に使えたこと

も大きかった。個人の家の最大の利点は、時

間が無制限であるということだ。各人納得の

いくまで話しができる。準備活動や発表につ

いて、各々満足するまでとことん話しができ

たことは、関西定例会の誇りである。討論の

充実感が、満足という名の｢なごやか｣を産み

出していたことは間違いない。

仕事や情報が東京に集中する中､｢東京にい

れば……｡」と思ったこともある。しかし、今

は、関西の定例会に参加していたことをとて

も嬉しく、又、誇りに思う。来年、どのよう

な定例会がもたれるかはわからないが、今年

のよさを引き継いで、頑張ってもらいたい。
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名古屋定例会

友末 優子

後半は毎週東京から送られてくる｢犀の角』

をもとに、そこから興味あるトピックを選び

二人でディスカッションを行った。

5月29日は関東フィールドトリップ。に二人

で参加した。6月9日は名大祭の講演会をき

きに行ったり、10日はフイールドトリッフ･を

企画し、午前中は国際連合地域開発センター、

午後は韓国学園に行った。7月16，17日の関

西定例会にも参加した。

東京や関西の定例会の内容に圧倒されなが

ら、最初は何をやっていいかわからなかった。

しかし自分達なりに定例会をもち、話し合い

をする事によって自分の意見が整理でき、

JASCに望む事が出来た様に思う。これから

後、地方参加者の方には、是非その地域での

定例会をもつ事をおすすめする。

今年は名古屋地区から参加者が二人いた。

一人は坂野晴彦、もう一人は私だ。二人で定

例会を開くなんて無理だから、月に一～二回

関西定例会に出席すればいいかな、と二人と

も考えていた。しかし5月の全体合宿でECの

人に二人で定例会を開いて欲しいと言われ不

安でいっぱいだったが、とりあえず頑張って

みる事にした。毎週土曜日の午後に行う事に

した。5月中はだいたい名古屋大学の図書館

で行い、6、7月は鶴舞図書館で行った。関

東定例会で話し合われているトピックを参照

しながら毎週色々な話題をとりあげた。時間

がたっぷりあったのでお互いの知識・体験を

もとに深く話をする事が出来た様に思う。た

だ二人とも理系だった為か貿易等のトピック

になると何を話していいかわからなくなる事

態もよく起こった。

『犀の角」

芝崎 厚士

取り沙汰される｢平和｣について、自由に意見

を交換したいと思ったこと。そして、準備活

動を行う際に不可欠な連絡事項を小冊子とし

てまとめておくことにより、連絡の不備を補

うこと、などがあげられる。もともと意見交

換のための小冊子の発行は、昨年の準備活動

中にも行われていたので、アイディア自体は

特に目新しいものではないが、今回は質的量

的に準備活動全体を包含する総合的なものへ

と成長を遂げたのである。

何回か発行しているうちに､記載事項を｢戦

争と平和」ものに限らず、広く会議の全企画

に求めると同時に、日本側参加者全員が共通

『犀の角』は、第45回日米学生会議の日本

側参加者向けの通信である。1993年5月22日

より毎週1回発行され､会議中にも1回（8月

5日)､会議終了後にも1回（9月25日）に発行

された。合計して1993年11月までに12冊が発

行された。今後は45thのOB誌として、年l

～2回の発行を予定している。

『犀の角」の前身は、1993年5月2日、8

日、15日の計3回、同名のフォーラムのコー

ディオ､一ターであった私が発行していた「戦

争と平和」通信である。私が『戦争と平和」

を発行するに至った動機は、国際交流の理念

として、あるいは個人の信条としても頻繁に
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してシェアできる情報源としての役割も加味

することになり、『戦争と平和｣は、『犀の角』

として再スタートした。

『犀の角」の語源は、ご存じの通り『ブッ

ダのことばjの｢犀の角のようにただ独り歩

め」(岩波文庫版、十七頁)、という表現であ

る。それは｢求道者は、他の人々からの竪誉褒

既にわずらわされることなく、ただひとりで

も、自分の確信にしたがって、暮らすように

せよ、の意｣(同、二五三頁註)である。他の候

補としては、「経倫問答｣(中江兆民の『三酔人

経倫問答』より)、エイレネ(ギリシャ語で｢平

和｣)などがあげられたが、参加者の投票の結

果、私がなかば冗談で口にした『犀の角」に

決まった。

以上のようないきさつから、私が編集長と

なり、企画・編集・原稿の取り立てなどをほ

ぼ独断と偏見に基づいて行った。最初は原稿

の集まりが悪く、自分のタスク・フォースや

テーブル・メンバーに半ば強制的に投稿をお

日付 名 称

5／2 「戦争と平和』0号“

8 「戦争と平和』1号．．

15 『戦争と平和」2号．．

22 『犀の角」 1号･・

願いしていたが、次第に投稿者も増え、頁数

も増大した。

「｢犀の角」は『しばの角」？」とある参加者

が私にいったことがあるくらいに、私はこの

編集作業に打ち込んだ。毎週水曜日や木曜日

には決まって原稿の取り立ての電話をし、金

曜日には夜が白々と明ける頃まで表紙作りや

｢編集者より」という巻頭言を書くためにワー

プロに向かっていた。フアックスを借りてい

たのが災いして、記事の着信音で朝目が覚め

ることもあった。土曜日の朝はマジックを手

に電車に飛び乗り、周囲の目も構わずに集ま

った記事にページ数を書き込んだりした。他

にも仕事は山のようにあったが、これほど自

分が夢中になれた仕事はなかったかもしれな

い。定例会が始まる時、ようやく「犀の角」

が出来上がってみんながそれを読み始める瞬

間は、いつもほっとしたような嬉しいような

気分になった。

数徹
１
１
７
９
肥
略
叫
９
Ｍ
Ⅱ
略
叫
略
皿
皿

投

頁 数

.7（別冊40頁）

０
７
１
１

■
●

４
７
３
０
２
９
０
５
９
９
７
８

２
３
５
４
４
４
５
６
５
８
１
７

寺
■
■
Ｇ
■
●
Ｂ
●
。
。
●
●

。
■
。
●
申
寺
■
■
●
●
Ｂ
■

●
凸
Ｇ
●
。
●
●
●
●
■
■
甲

ロ
百
口
石
口
呑
口
言
ロ
万
ロ
呑
口
呑
口
呑
口
呑
口
写
ロ
百
口
写

１
２
３
４
５
６
７
８
９
皿
皿
吃

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角
角

の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の

犀
犀
犀
犀
犀
犀
犀
犀
犀
犀
犀
犀

Ｉ
ｒ
Ｉ
ｒ
ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
‐

詑
羽
５
胆
田
調
３
皿
Ⅳ
別
５
妬

／
／
／
／
／

６
７
８
９
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考えると、仕方のない気もする。この題名が

自己現実的にその性格を規定したと言えよう。

「偉大なる自己満足」と椰楡されながらも、

最後まで発行し続けることができたのは、好

むと好まざるとにかかわらず原稿を書き、印

刷・製本を手伝ってくれたすべての人々の協

力の賜物である。感謝の言葉もないが、やは

り｢本当にご苦労さま。どうもありがとう」と

述べておきたい。特に、「印刷部長｣のタ霧ンサ

ー(貝原)、「編集長付秘書見習い｣のゆみ(上

原)、お疲れさまでした。

会議後は、全員｢犀の角｣のように会議の思

い出を抱きつつ、またバラバラになってそれ

ぞれの道を歩いて行く。そんな現実を微かに

見通すことのできるインフ･リケーションをも

つ、不思議な「犀の角』は、次の発行日を静

かに待っているのかもしれない。

投稿記事の中から、特に優れたものに対し

て、読者の投票部門と編集者の選出部門それ

ぞれに「わがままパンダ大賞｣産らびに「わが

ままパンダ舗賞｣が贈られた。ちなみに｢わがま

まパンダ」とは、編集長のニックえ､－ムであ

る。受賞者は脇坂・吉田(以上大賞)、尾崎・

田中(澄）・芝崎＆西元であった。

多忙をきわめた準備活動の中で、参加者は

それぞれ力作を投稿し、会議前の意見交換の

場として「犀の角jを活用した。また、東京

以外の地域に住む参加者にとっては、東京の

活動を知り、自分の活動を伝えるための有力

な手段として役立ったものと思われる。

少し残念な点として、意見交換の場、とい

うよりは意見発表の場であって、建設的な討

論がなされなかったことがあげられる。しか

しそれも、「犀の角」という題名の持つ含意を

上原由美子

版に何度も同じ紙を使用したり再生紙を使用

したりもした。しかし、何といっても頭が下

がるのは、編集長のShibaだ。「わがままパン

ダ｣と名付けられながらも皆から原稿を集め、

構成を考えて一度も休むことなく手作りの

｢犀の角』を発行してくれた。これはJASC前

の皆の不安、期待に答え、遠く離れたJAS-

Cers同志の心を結びつける重要な役害llを果

たしてくれたことに疑いは無い。本当にご苦

労様。

「犀の角』が、JASCersの大切な思い出の一

つになっているが、これからも季刊誌として

続く予定だ｡皆､JASC後の思いをあの頃の様

にまた｢犀の角jで熱っぽく語ってはどうだろ

うか。

『犀の角』は、45thJASCersの意見箱の様な

存在だった。とにかく何でも受け付けてくれ

た。JASCへの思いをぶつける人もいれば、日

常生活をざっくばらんに皆に、披露する人も

いた。連絡事項、自らのつぶやき、地方定例会

からの便り……｡今思えばこの｢犀の角｣は定例

会だけではとても自分を表現しきることの出来

ない部分を皆がぶつけ合っていた場ではない

か、と思う。いつの間にか帰りの電車の中で

｢犀の角』を取り出して読みふけるのが習慣に

なっていることに気付いた。回数を重ねるご

とに投稿する人が増え、それに伴いページ数

も大幅に増加した。印刷には毎回、多くの人

がかかわり一時から始まる定例会に間に合う

様に製本に取り組んだ。途中、あまりの大量

な紙を使うことから環境破壊の懸念も生じ製
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貝原健太郎

カバーしていました。加えて、常に環境にも

気を使い、紙は表紙だけを上質紙とし、中ペ

ージは再生紙を使いました。またその紙節約

の過程で2点の優れた芸術作品が生まれたこ

とも忘れられません。

以上を読めば十分いかに優れた学術誌であ

ったかはお分かりいただけたと思いますが、

しかし欠点がなかったわけではありません。

一つには紙上討論が成立しなかったことにあ

ります。それぞれの作家は自分の思うことを

自由に発表できたことはよかったのですが、

それに対する反応にかけ、発表することによ

って作家自身が得られるものは少なかったよ

うに思います。もう少し議論が起こればよか

ったのですが。来年への課題としましょう。

言論の自由は我々民主主義国家に生きる

人々にとって欠かせないものであります。権

力から自由を勝ち取るために先人たちは時に

は暴力に訴えかけることもありましたが、そ

の思想というものはロック、ルソー、マルク

スといった著述家たちによってペンを通じて

人々に伝えられ、そして今日まで影響を及ぼ

してきました。しかしたとえ言論の自由が認

められていたとしても、自分の考えを他の

人々に伝える手段がなかったとしたら、いっ

たいどうなるでしょうか。そこにおいてもは

や自由は名ばかりのものであるに過ぎなくな

ってしまいます。自由であるためには、その

物質的基礎が不可欠なのです。

そしてここに私達が手に入れたもの、それ

が｢犀の角jです。「戦争と平和｣通信を前身と

したこの週刊誌は、毎週土曜日の午前中に芝

崎厚士を父長とする同志たちによって印刷、

製本され、日米学生会議の参加者たちに配ら

れ、彼らを大いに啓蒙しました。その作家陣

は未来の大作家、脇坂あゆみを初めとする会

議参加者だけでなく、会議OB、またISAの参

加者にまで及び、その内容も戦争論環境、

ジェンダーといったお堅いエッセイから、去

勢、ダンスといった柔らかいものまで手広〈

6月セッション

割石 俊介

日米学生会議実行委員会の呼び掛けに応え

てくれたのは、国際学生協会(ISA)、日本･韓

国学生フォーラム、日仏青年会議のメンバー

であった。また、一般にも参加を募り、多数

の学生が当日の会場となった東京・四谷の日

米会話学院に集合した。

6月12H、「6月セッション｣が行われた。

これは、日米学生会議の準備活動の一環とし

て、二国間国際交流を行っている他の学生団

体と一堂に会し、交流を持つことで相互に刺

激し合い、学び合おうとういう趣旨の集いで

あった。
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午前・午後にわたるプログラムであったが、

午前中はまず各団体から沿革・活動内容の紹

介があった。発足の契機もその後の歩みもそ

れぞれに異なる四団体ではあるが、各々夏に

控える会議本番への夢を熱く語り、その底流

にある思いには通ずるものがあるようであっ

た。

午後からは各分科会に分かれてのディスカ

ッションを行った。主催者であったこともあ

ってテーマ設定とク零ループ分けは基本的に日

米学生会議が行い、日米学生会議参加者がデ

イスカッションの司会を務めた。テーマは日

米学生会議の本会議でとりあげることが予定

されていた｢戦争と平和｣｢新国際秩序｣｢貿易」

｢ジェンダー｣「コミュニケーション｣｢環境」と

多岐にわたり、活発な議論が交わされた。

セッションが終わっての感想としては､｢他

の学生交流団体の人達と話ができて刺激にな

った｣｢本会議での議論を進める上での参考に

なることが沢山あった｣等々､開催の趣旨にか

なったものが多く聞かれた。

渡邊 尚美

6月12日早朝、私は新幹線で東京へ向かっ

た。6月セッションに参加するためだ。私に

とっては5月の全体合宿以来、実に1ヵ月振

りの上京であった。関西在住の筆者にとって

6月セッションは二つの意味をもつ。「再会」

と「討論｣だ。時間的にも金銭的にも余裕がな

いため、よほどのことがない限り、東京へは

いけない。その意味でも、この企画は、よい

きっかけであった。

午前中、各団体の紹介が済むと、時計は既

に12時を回っていた。我々はディスカッショ

ンのグループに分かれ、昼食をとりながら自

己紹介をした。一通り話したところで部屋を

移動し、討論が始まった。10人弱の人数やプ

レゼンテーションと討論という形式等、会期

中の分科会とよく似ており、よい練習になっ

た。が、しかし、発表者の意図とは関係なく、

自己増殖的に主題が推移していく討論までが、

本番同様であったとは、その時誰に想像し得

たであろうか。具体例を挙げてみよう。例え

ぱ、私の参加していたグループは、服部君の

事件を題材に、異文化間コミュニケーション

について話した。（話そうとしていた｡）しか

し、他の参加者より、「異文化間コミュニケー

ション」という問題の立て方自体を疑う発言

がなされ､発表者が意図していた「それに伴う

困難と克服法｣については､あまり触れられず

に終わった。それに対応して、潔〈論点を切

り捨て、議論の流れを遮らなかった発表者は

立派であった。討論とは生ものである。どう

なるのかはふたを開けるまで分からない。非

常に当たりまえのことだが、改めて、気付か

された。勉強になった。

又、各グループの題材が会議の企画と重な

っており、このセッションをきっかけに、よ

り興味をもって、準備ができた。5月の全体

合宿から7月末の会議まで約二ヵ月半。丁度、

中だるみの時期に、よい刺激が得られたと思

う。
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フィールド・トリップ総括

高橋 香織

責任者となった本年度会議新参加者にとって

は、初めての対外交渉であり、会議参加にあ

たって学ぶ点が多かったことであろう。彼ら

による涌動報告は、以下の通りである。

日米学生会議に参加出来る人数は、応募資

格や規模・財政上の諸条件から限られてしま

う。この限界を少しでも広げ、一般の方々に

も当会議を経験する機会を提供しよう、とい

う提案から、フィールド・トリップと称する

一日実地研修を試みた。

5月初旬の全体合宿にて、本年の会議内容

にふさわしいと思われる希望研修先を討議・

選択し、新参加者を交えて交渉を行なった。

6月下旬の1週間にわたって参加者の多い

出身地を中心に、東京8、名古屋2、関西I

の計1lln1研修を行ない、多くの一般参加者を

得て好評の内に活動を終えた。各実地研修の

－回－凹一脛
鍵鴛鍵；,悪． 、

--で 誠 一

‐…雲審

豊艶
たんぽぽの家

村上 敦哉

準備期間中の5月29H(土)の午前に、関西

のメンバーを中心に9人で、障害者の自立を

助ける施設である｢奈良たんぽぽの家｣を訪れ

た。

古都奈良にある「たんぽぽの家｣は薬師寺・

唐招提寺で有名な西の京のはずれにあり、環

境は申し分なかった。

まず初めに所長の村上さんから、「たんぽぽ

の家｣の活動報告から日本における福祉の現

状に及ぶ幅広いお話しを頂いたが、ただただ

自分の福祉に関する認識不足を痛感するばか

りであった。

最後に、障害者の方々と実際に会う機会を

頂いた。メンバーの者は皆、笑顔で障害者の

人達に接していたが、多くの者が何かしらシ

ョックを受けているようであった。

この日の経験が、我々の福祉に対する問題

意識を高め、今後、各自が実際に行動を起こ

すことにつながるであろうことは、帰り際に

メンバーの1人が所長の村上さんに｢たんぽ

ぽの家｣のスタッフになりたいという申し出

をしていたことから、明らかであった。

UNHCR(国連難民高等弁務事務所）

米倉由美子

時から2時間の予定で､東京･青山のUNHCR

駐I1事務所で行われた。参加者は、JASC参加

国連難民高等弁務官事務所(以下、

UNHCR)への実地研修は、7月2日、午後3
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ら、宗教の違いのため迫害された人々が難民

となった。17世紀のフランスの宗教戦争をき

っかけとして、新教徒は国を出て(難民化)、

アメリカを建国した。そして、20世紀に入り、

｢難民の大量移動｣の時代となった。1917年の

ロシア革命、第二次大戦でのナチスの迫害に

よってヨーロッパに大量の難民が発生したの

を契機に、1951年にUNHCRが発足し、次第

にその活動領域を拡大したということだ。難

民化の要因は主に二つあり、独裁国家や社会

主義国家の人権侵害と、経済的貧困である。

日本については、かつては移民を送り出して

いたと指摘した上で、プリム氏は日本にいる

難民が物理的にも精神的にも多くの苦労を強

いられている状況を説明した後、日本はもっ

とopenになり、自分と異なる人とも考えを

exchangeすべきだと主張された。

お話の後は、皆活発に質問をし、この問題

への関心の高さが見えた。今回の実地研修は

各参加者に自分なりの難民に対しての新たな

認識を持たせてくれたという点で、大変有意

義なものだったと思う。これを機会に、今後

も、自分なりに難民について考えていきたい

と思っている。

‐ '‘ー

生 『

者やその友人の計7人だった。

今回の実地研修の内容は、UNHCR駐日代

表のギィ・プリム氏の講演及び質疑応答とい

うものだった。

氏は、まず、難民の定義を説明された。そ

れによると、「難民｣には、「難民(refugees)」と

｢避難民(displacedpeople)｣の二種類があり、

前者は難民条約で定められた、迫害の恐れの

ため故国を離れた人々を指し、後者は内戦や

戦争、飢饅、人権侵害などのため、住みなれ

た土地を追われながらも、自国内にとどまっ

ている人々を指すということだった。難民の

歴史については、う。リム氏のお話のおかげで、

私達は新たな認識を持つことができた。それ

は、難民の歴史は人類の歴史と同じであると

いうことだ。古代メソポタミア文明の時代か

NHK

山田美那子

めの放送｣と言える。放送法に基づき、「公平・

中立｣をモットーに活動している。

NHKの経営は、世界の公共放送で唯一、国

民の自由な意志による受信料のみによって活

動が支えられている。

日本の放送界においてパイオニア的存在てﾞ

あるNHKは、放送技術の向上や衛星放送の

足場固めなどにおいて、民放を指導、先導し

1993年6月30日、梅雨の降り注ぐ･中、NHK

放送センターへのフィールドトリップ｡が実施

された。普段、何気なく接しているNHKの

裏側を見ることで｢公共放送NHK｣の恩恵を

いかに享受しているかを知る機会となった。

NHK(日本放送協会)は、我が国唯一の公

共放送である。公共放送とはリンカーンの言

葉をもじれば｢国民の、国民による、国民のた
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ている。この点が、民放との並立、共存を可

能とする鍵となっている。

NHKが民放と異なる点は、国民に必要、友

好と思われる番組に関しては、視聴率に捉わ

れずに放送する点である。誰しも一度はお世

話になった語学番組、教育番組等は1％にも

満たない視聴率でも長年にわたって放送され

ている。

また、NHKは、報道機関として、ただ一つ

災害対策基本法で｢国民の生活や財産を災害

から守るために国が指定した公共機関｣であ

る。それが人々にどれ程信頼を受けているか

は、事故や地震などの災害が起きたときに多

くの人が、まずチャンオ､ルをNHKに合わせ

るという事実からも想像ができる。

以上がNHKについて受けた説明の概要で

ある。説明をして下さった国際局の正田様の

｢公共放送に携わる者として､放送技術の向上

や充実を図ることは役目としては当然の事だ

が、技術屋としては何年もかけて研究した成

果を民放に無料で提供するのは、ちょっと

……」という言葉に､研究者としての本音が表

われていたような気がした。

UNIFEM(国連婦人開発基金）

上原由美子

ていることを示して頂きました。つまり、現

在、主に途上国において女性が十分な教育を

受ける機会を持つことができないために、彼

女らの自立が妨げられる大きな要因となって

いるのです。

第二に、他の国連機関との関連ですが

UNIFEMはUNDP(国連開発計画)のもとに

あり、その他にUNHCRやUNICEFなどとも

連帯し活動しているそうです。先述の通り

UNIFEMは第三世界の女性自立をすすめよ

うというものですからUNDPからその様な

種類の仕事を委託されるのです。

6月30日(水)、日米会話学院地下1階にて

UNIFEM(ユニフェム)国内委員会代表の中

村道子さんに｢開発と女性の問題｣について、

お話し頂きました。予定の6時を少し過ぎて

始まりました。中村道子さんは、JASCのOG

でいらっしやるせいか、初めから和やかな雰

囲気で進みました。参加者は、真帆、私の大

学の友達の樋渡さん、Sue、よれちゃん、

Tom、Dancer、竹ちやんと44thのサリーと私

でした。雨が降っていたこともあり、中村さ

んも含め10人という少人数でしたが、こじん

まりと、アットホームな感じでした。

まずは私達にUNIFEMとはどんな物かと

いうハッキリとしたイメージが余り無かった

ので｢UNIFEMの概要｣をお話し頂きました。

第一に何故女性に焦点を当てるのか。ここで

は、様々なデーターを取り上げながら、絶対

的に貧困状態にあるのは多くの女性と子供で

あり、また先進国の女性識字率が98％なのに

対して途上国では2.1％であり加えてこの女

性の識字率は伸びるどころか、減少しつづけ
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第三に、実績と歴史ですが開発途上国にお

いて大変重要な生産労働の主な担い手である

にもかかわらず、社会で正当な評価が成され

ていないために、援助の資金や技術は女性に

なかなか届きませんでした。そこで｢国連婦人

年(1975年)」に続いて1976年には｢国連婦人の

10年基金｣が設けられました。そして、1985年

｢国連婦人開発基金」と改称きれました｡（この

間、様々な婦人会議がありました｡)実績とし

ては、インドにおける養蚕、タイの牧畜、フ

ィリピンの養豚、パプアニューギニアなどの

食料生産技術、その他、多くの国における女

性のための識字教室など多くのう。ロジェクト

を手掛けています。資金面でも年々拡大をは

かり、より効果的な活動を目指しています。

第四に、現在行われているう。ロジェクトに

ついて。これは、インドの養蚕についての上ﾞ

デオ"ThreadofHope"というものを見ました。

UNIFEMのプロジェクトは“コミュニティー

の自立，．を重視しているということが感じら

れました。現金収入を得ることにより様々な

面で生活レベルが向上したのです。そして何

よりもその地域の女性の連帯と自立を促した

のて翻す。始めのほうではコスタリカとアメリ

カにおける女性の識字プログラムについてで

した。実際私自身、自分の話す言葉を文字に

表したり読んだりすることができないという

のは想像し難かったのですがビデオを見て文

盲であることがどんなに不都合であり、年を

取れば取るほど、屈辱的なことと彼女たちが

感じているかがわかりました。読み書きがで

きることは、Self-expressができることであ

り、自信を得ることにつながるとある女性が

言っていました。途上国の女性にとっては、

この様なプロジェクトは不可欠なものです。

なぜなら、男性に優先的に教育の機会が与え

られていて、女性は家庭を支えるために中途

退学してしまうことに大変多いからです。し

かし教育抜きでは、産児制限や乳幼児死亡率

低下を成功させることは到底、不可能でしょ

う。UNIFEMでは、その対象地域にまず文字

を普及させ、ある程度の識字率に達したら技

術を教えるという効果的なステップを取って

いるそうです。

以上が、概要ですがまだまだ様々な運営上

の課題が存在しているのも事実です。歴史が

浅いせいか、余り知名度が高くないのでどう

やって今後UNIFEMの名を広めて行くかと

いうこと、またどのように強力なオ､ツトワー

クを作ればよいか、スタッフや予算が少ない

ことはどうやって解消できるかなどです。更

には､国連機構改革に伴うUNIFEMの新しい

位置付けも問題です。

"10万人の女性を助けることは、40万人の

子供を助けることになる”そうです。中村さ

んは世界に対する責任を感じ、会ったことの

ないものの痛みを知るには、想像力が必要で、

そのために生きる範囲を広げることが重要だ

とおっしゃっていました。最後に、参加者か

らの質疑と応答があり活発な発言がありまし

た。貴重なお話しを身近なレベルで理解する

ことができました。

山崎章朗氏

田中 沙羅

6月22日の午後6時半より、聖ヨハオ､桜町

病院にてJASCer7名を含む全16名の学生が、

ホスピス病棟を受け持つ山崎章朗先生から話

をうかがった。
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ホスピスは一般病棟とは異なり、治癒を目

的とするのではなく、患者の身体的痛みを和

らげ、末期患者が余命を希望通りに生きられ

るよう最大限の援助をすることを目的とする。

桜町病院の場合、ホスピス病棟入院の基本

条件は､（1）患者本人が(家族だけの意志では

ダメ）ホスピス･ケアを望むこと。（2）末期ガ

ンであること(治るガンであれば､一般病棟で

の治療を勧める)である｡山崎先生はあくまで

も「患者の意志を尊重する」ことを第一に考え

るため、本人が知りたがる情報は全て提供す

るし、そうでなければあえて知ることを強制

したりはしない。患者一人一人が死の直前ま

で少しでも充実した生を送れることを重要と

考えるため、最新医療機器の力で命を一分一

秒でも長らえさせることもしない。

医療者としては、ホスピスを望む人がいる

以上、それを受け入れる受皿を備えるのが任

坐邑

務であると感じている。しかしこれは必ずし

も全ての人にホスピスが必要、という訳では

なく、生き方の一つの選択肢と捉えている。

大切なことは自分の生を自分の意志で生きぬ

くことであり、最終的にいかなる生き方を選

ぶかは個人の問題なのである。

山崎先生はこれまでに多くの患者の死をみ

とってきた。しかしつらい気持ちよりも、人

生を肯定的に生きようとする患者と共にどれ

だけ生きられたか、その喜びの方が遥かに大

きいと語っていた。医療機器ではなく、自分

自身が自分自身の生を生きるためには、自分

がどう生きたいのか、どのような最期を迎え

たいのかが重要になってくるのである。

お忙しい中、私達学生のために時間を割い

て頂いた山崎先生、直接連絡をとって頂いた

長谷さん、そして参加してくれた学生の皆様、

厚く感謝しております。

西崎 文子氏（1992．12．19）

国際交流基金

西見さつき

事業内容としては①人物交流②日本研究③

海外文化・日本文化の紹介という三本柱から

成り立っており、①については日本研究者や

文化に関する専門家を日本に招いたりしてい

る。②については日本語教師の派遣や海外で

7月6日、4人のJASCerは"文化交流面か

らの国際交流”について理解を深める目的で

国際交流基金を訪問した。まず事業内容全般

について20分程のビデオを見せて頂き、次に

総務課の平野さんにご説明頂いた。
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の日本文化センターの活動などがある。③は

英国で行われた“ジャパンフェスティバル”

などが有名であるが、文化紹介の対象国は全

世界、特にODA対象国に力を入れ、今後は|1

欧文化交流強化という方針のもとに|日ソ連や

東欧にも交流を始めようとしている。アジア

については渋谷のアセアンセンター、米国は

1990年に日米センターが設けられ、積極的に

交流を促進しているとのお話であった。

公共団体という性格上、商業ベースのもの

よりは、今まで知られていない国の文化紹介

が中心である。利益目的でないために一般事

業のように仕事が定型化されず、組織よりは

個人の力量に頼る面も多く、マスコミへのア

ピールという面では今一歩であったがこれか

らは変えていく方針だそうである。また、日

本文化の紹介という面では、従来の伝統もの

から現化ものにも挑戦し、現地の日本に対す

るステレオタイプ｡を変えていきたい。逆に途

上国に対してはまず日本語教育の普及から文

化の紹介という段階があり、現地の日本語教

師育成に力を注いでいるとのことであった。

私達の質問を交えてのディスカッションは

“途上国で日本語教育を促進することで不法

就労の促進につながるのでは？”等の鋭い質

問もあり、予定の1時間をはるかに超えてし

まった。個々の質問に大変丁寧にお答え下さ

った平野さんに感謝したい。また、日米学生

会議を支援して下さっている日米文化センタ

ーも機会があれば訪ねてみたいと思う。

国連大学

恒田 恵美

のだ。そして、その近代的な建物の実態とそ

の活動について知りたくなり、今回のJASC

のフィールド・トリップ･を機に詳細を調べた

いと思ったのだ。

当日はあいにくの雨と参加者も少なかった

ので残念に思った。約一時間半の予定で大学

側の担当者によるブリーフィングやコンピュ

ーター・グラフィクス映像の鑑賞、そして大

学内の国際会場や図書館の案内を受けた。

ブリーフィンク、では、国連大学の活動につ

いて述べてもらった。当大学では、環境や軍

縮などの地球規模の課題への学術的なアブ。ロ

ーチを研究している機関でもあり、また国連

の「シンクタンク」として提携・協力関係に

ある団体との共同作業を行なっていることが

分かった。具体的には、セミナーの開催や高

等研究所での研究や国連の広報的役割として

活動している。その他にも、学生が参加でき

6月29日、青山にある国連大学へのフィー

ルド・トリップを企画した。その内容につい

て触れる前に、まず何故私が国連大学を知り

興味を持ったのか述べたいと思う。

私が初めて国連大学の存在を知ったのは今

年の春に開催された、国連婦人会のシンポジ

ウムであった。そこにたまたま参加すること

ができ国連大学内に入る機会があったからな

- ----一

斉藤 鎮男氏（1993.2.20）
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る｢グローバル・セミナー｣が毎年開催され、

国際問題について討議する企画もあるのだ。

以上のことより、国連大学は主に研究活動

をしていることが分かったのだが、具体的な

活動については少し抽象的であったことと感

じる。私の印象としては、大学の建物は近代

的で広く立派であったが、閑散としていて人

の姿があまり見られなかった。

UNCRD(国連地域開発センター)/韓国学園

坂野 晴彦

いってもらい、さらに色々な話が聞けた。

午後は名古屋韓国学校へ。朝鮮総連による

朝鮮人学校は新聞などで馴染があると思うが、

ここは韓国系である民間による日本に数少な

い学校の1つである。韓国の言語、料理、文

化を教えているのだが、今では在日韓国人よ

りも日本人の受講者の方が多くなったとのこ

と。とても好意的で、韓国の楽しい話を通じ

て韓国に親近感を抱くようになった。参加者

の1人が、このフィールドトリップのアンケ

ートで｢こういう人達が日韓関係を支えてい

るのだと実感した｡」と書いていたのを見て同

感せずにはいられなかった。

日差しが強くなり夏を感じるようになって

きた6月10日、名古屋ではUNCRD(国連地域

開発センター)､名古屋韓国学校へのフィール

ドトリップを行った。東京でもやっているフ

ィールドトリップとやらをひとつやってやろ

う。どうせやるなら、一般広報もしてとポス

ターなどで名大学に呼びかけたものの、名古

屋大学の大学祭休みを利用しての企画という

こともあり、結局口コミの4人と43rd,44

thOBの松井(まつちよい）と名古屋の2人と

の計7人で行くこととなった。

午前中はUNDP(国連開発計画)の下部機

関であるUNCRD(国連地域開発センター)へ。

バングラデシュ、タイ、フィリピンなどの世

界各地における地域開発をバックアップ。する

機関で、社会開発、地域防災、環境管理など

の7つのセクションに分かれており、主なセ

クションの代表の方にBriefingをして頂いた。

当初1時間の予定が2時間半にもわたり、難

しい話に疲れてしまった人もいたものの、国

連の裏話や地域開発における苦労などたいへ

ん興味深い話を聞くことができた。また

Briefingの後には職員の方に昼食まで連れて

山 谷

細江 葉子

フィールドトリップ報告…山谷

参加者：13人（うちJASCer8人）

内 容：まず山友会で、山谷の状態、成り立

ちなどを会長で医師の揖取さんにお

話しいただいた。山友会の中を見せ

ていただき、山里相談室の中島さん
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的も、家族の喜ぶ顔をみるという

希望もなくなってしまい、自分は

他人から必要とされている人間で

はないと思うことによって生きる

気力を失っていく。

･病 気：栄養状態、衛生環境が悪いうえに、

現実から逃避するためなどにお酒

を常に飲んでいるので、結核、ア

ルコール依存症、肝機能障害、内

臓疾患、高血圧、栄養失調、糖尿

病などが多い。また症状が重く入

院しても、病院の管理された生活

に適応できなかったり、周囲の人

に家族がお見舞いに来ているのを

見ると堪えられなくなったりして

逃げ出してしまうこともある。

にバトンタッチして実際に山谷で働

いている方々の活動の内容などのお

話しを聞いた後、質疑応答。そして

2グループ。に別れて実際に山谷の中

（町中)を見せていただいた。しかし

時間的に余裕がなく、外も暗くなっ

て来たため2つ目のク守ループは山谷

についての報道を録画したビデオを

見ただけだった。

山谷について

くその成り立ち＞

主に戦後の引揚者が郷里に帰るための電車

を上野駅周辺で待つために一時的に生活する

ところとして政府が建てたテント、そしてそ

こに入り切らなかった人々のためにできてき

た簡易宿泊所を中心としている。これらの簡

易宿泊所は、高度経済成長期には日雇労働者

の宿泊施設として残った。この頃から山谷は

男の街、労働者の街といわれるようになり、

荒れたところ、無法地帯というイメージで見

られるようになった。また、このようにして、

できた町ということで、普通の住宅街との境

界線のようなものは全く無い。

＜山谷の抱える問題＞

・老齢化：年を取ったというだけではなく、

長期にわたって体を酷使してきて

いるため、身体的障害をもってい

る人が多い。

・将来に対する希望や目的、目標がない：多

くの人は、一時的な出稼ぎである

程度のお金がたまったら家に帰る

つもりだったのに、寂しさを紛ら

わせるために始めたギャンブルや

お酒で貯金ができず、帰ることも

できなくなってしまった。そのた

めに、家族のために働くという目

＜山谷でボランティアが行っていること＞

・無料診療所：単に病気を治すだけではなく、

相談に乗るなどして精神的な支え

になり、そこに住む人達が、彼ら

のことを心から心配している人が

いるということ、彼らは必要とさ

れている人であるということに気

づき、生きる目的をもつようにな

ることを目標としている。

．「夜回り」：夜、おにぎりや毛布をリヤカー

に乗せて山谷の中を回る。これ

は、野宿する人が一人ぼっちで

病気に苦しんだり、亡くなった

りすることがないようにという

気持ちから行われている。

・宿泊援助：お年寄りや体の弱い人、健康状

態が悪化している人は、仕事がで

きないためお金がなくて簡易宿泊

所にも泊まれないので、そのため
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の宿泊費を立て替える。 と思ってこのフィールドトリップを企画した

わけだが、彼らからは直接なにも聞いていな

いのに、先進国の国内社会の矛盾そのものを

ドーンと突き付けられたような気がした。だ

からどうするという考えがある訳でもないけ

れど、とても大きなショックを受けた。まだ

心の整理がきちんとできていない。でも、こ

んな機会じゃないときっと山谷なんて一生行

くことはなかっただろうし、こんな経験をす

ることもなかったと思う。行ってよかった。

今の気持ちがいつになったら整理できるかわ

からない。でもそれができるようになるまて、

忘れないで心にしまっておこうと思う。

感 想

わたしたちのすぐそばでこんな生活をして

いる人がいるのに、わざわざ気持ちをそっち

の方に向けなければず－つと気が付くことも

なく一生過ごしてしまうのだろう。世界の貧

困問題や衛生問題にはこんなにみんなの注意

が向いているのに、本当はこんなに身近なと

ころに、とっても大きな問題があったなん

て。，地球共同体'とか、'sharingourvision'と

いうことを掲げて、山谷という、私達から見

たら特別な環境に生活している人達のものの

見方や考え方なんかも知ることができたら、

勉強会

芝崎 厚士

たことを簡潔にレジュメにまとめて、12部印

刷して出席者に配る。4 発表の際には、で

きるだけ事実の羅列を避け、自分で発見した

問題点を明確かつ簡潔に10～15分程度で発表

する。 5 勉強会の後、発表者には、しば

から宿題が出される。いずれも簡単なものだ

が、必ず調べて提出すること。宿題は、最近

刊の犀の角に随時掲載される。もちろん、各

自が自主的に報告を行ってくれることが第一

である｡」

(｢犀の角』 6／26号より）

以下に、勉強会の概要をあげておく。

第45回日米学生会議の自主的活動の一環と

して、毎週一回、火曜日または木曜日に勉強

会が行われた。発案者は芝崎厚士と西元宏治

である。その目的は、「戦争と平和｣フォーラ

ムと｢新国際秩序｣シンポジウムの準備として、

参考になるような文献を読み、話し合うこと

にあった。そして、次のようなきまりを設け

た。

「きまり 1 発表者は、しばと相談の上、

最低でも発表の2週間前に文献を12部印刷し

て事務所のボックスにいれておくこと。ボッ

クスは事務所の広報の棚にあります(『永遠平

和･…･･j、『三酔人……」は各自購入のこと)。

2 参加希望者は、「配ってくれない｣などと

いわずに、発表者に直接アクセスして、自助

努力で文献を入手すること。3 発表者は、

①その文章に書いてあること、②筆者の訴え

たいこと、③それらにもとづいて自分で考え

＜勉強会の概要＞

5／27(木)戦争と平和①

日本のジレンマ、アメリカー相対的に衰退

しつつあるナンバー・ワンの問題、P・ケオ､デ

イ「大国の興亡」下巻(草思社）

担当：貝原（日本)、廣田(アメリカ）

－38－



担当：寺田［41,42回参加］

15(木)戦争と平和④

I・カント『永遠平和のために」（岩波文庫）

担当：日向

22(木)まとめと展望

中江兆民『三酔人経倫問答」（岩波文庫）

担当：芝崎

6／8(火)新国際秩序①

日米同盟の成功一歴史と展望、松浦晃一郎

『歴史としての日米関係 日米同盟の成功」

(サイマル出版会)、太平洋と日米関係、渡辺

昭夫「アジア･太平洋の国際関係と日本』（東

京大学出版会）

担当：田中［澄］（松浦)、清水(渡辺）

15(火)戦争と平和②

日米安全保障体制と冷戦(原彬久)、日本国

際政治学会編『国際政治100号 冷戦とその

後」

担当：中村

24(木)新国際秩序②

グローバリゼーションとアジア・太平洋の

タ鹸イナミズム(矢野暢)、アジア・太平洋地域

の相互秩序と東南アジア(山影進)、｢事典アジ

ア・太平洋」（中央経済社）

担当：上原(矢野)、宇多[41回参加](山影）

7/1(木)戦争と平和③

S･ターケル、『よい戦争』（晶文社)、袖井

林二郎、「拝啓 マッカーサー元帥様』（中央

文庫）

担当：田中［沙］・東(ターケル)、田中［澄］

（袖井）

6（火）新国際秩序③ 、

国連の構造、S･D･ベイリー『国際連合」

（国際書院)、国連事務総長一ふしぎな宰相、

明石康「国際連合』（岩波新書）

担当：西元(ベイリー)、吉田(明石）

8(木)特別講義

YoshinobuYamamoto,JAPAN'SSECU-

RITYPOLICIESINTHEPOSTCOLD

WARERA,Paperpreparedfortheconfer-

ence ENHANCING SECURITY IN

SOUTHEASTASIA(5-6April,1993)

※東京大学教授山本吉宣先生を迎えて討論

全部で8回行い、毎回10人前後参加した。

その成果は会議で見事に発揮された、と言い

たいところであるが、すくなくとも会議に対

する意気込みをぶつける場所として、そして

問題意識の形成に役立ったことは間違いない。

場所は主に日米会話学院の教室を借りたが、

教室が借りられない時は近くの喫茶店で人目

を'|単ることなく議論をたたかわせた。勉強会

はゼミ形式で、芝崎が議長を務め、議事進行

と宿題の出題を行った。

主催者の意図としては、あまりアカデミッ

クな議論に走るつもりは(実力も）なかったの

で、書いてある内容を正確に把握し、それに

ついて思ったことを自由に述べ合うことで、

それぞれが自分なりの問題関心を育てられる

ような会になるよう、心掛けた。

今から考えると、準備活動の仕事が怒涛の

ように押し寄せて来る中で、よくこのような

勉強会を計画し、実行したと我ながら思う。

そして、この勉強会が無事に継続したのは、

ひとえに発表を快〈（半分は反語だが)引きう

けてくれた参加者のみなさんのお陰て儀ある。

また、この勉強会には、45回の参加者に限

らず、41，42回の寺田さん、41回の宇多君、

44回の工藤君、さらにはISAの木原さんとい

ったOB･有志も参加して、議論を盛んにして

下さったことを特に記しておきたい。

ちなみに、この勉強会は、現在も会議の
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OB･ISAのメンバーに限らず広く参加者を募

って継続中である。94年3月までに、40人近

い人々が参加し、毎週木曜日に日米会話学院

で議論を行っている。

最期に、お忙しい中日米会話学院にお越し

になり、我々の相手をして下さった山本吉宣

先生に、参加者一同より心からお礼を申し上

げます。

直前合宿

芝崎 厚士

といえば誰もが彼を連想するほど、常に疑問

を投げ掛け続けてきたRy6の熱意は十分理解

することができた。彼は来年の実行委員長に

なったが、第46回会議でも同様な役割を果た

すことだろう。その後で、翌日予定している

ミニ・ライブ用に持ってきたギターをつまび

きながらみんなと雑談をしてその日を終えた。

ダンサーもギターを弾くことをわたしははじ

めて知った。

2日目は、打ち合わせの続きやジョイン

ト・オリエンテーションのタ守ンスの練習など

を行った。いよいよ米国側を迎える態勢が整

いつつあったが、どうやらそれでも仕事が終

わらず、1～2人の実行委員を東京に残す必

要があることが明確になってきた。ともかく

その日の予定は何とか終えて、パーティーの

時間になった。他のみんなが楽しんでいる間、

私はRy6と部屋に戻ってリハーサルをしてい

た。

ボブ・ディランで行こうと最初から決めて

いたのて、、本番で､やった3曲以外に<IWant

You>、<HardRain'sA-GonnaFall>、＜

TheTimes,TheyAreA-Changin'>などを

試してみた。ただ話すだけでなく、一緒に何

かをやることで、お互いに他のやり方では得

直前合宿は7月24～26日の間、全体合宿と

同様に東京代々木のオリンピック・センター

(通称オリセン)で行われた。その内容は各企

画の最終的な打ち合わせが中心だったが、1

日目は総合テーマの扱い方に関する議論を時

間を延長して行った。わたしとにしも（西元）

は、残った仕事を処理するために事務所に残

っていたので、その議論に参加せず、話し合

いが一段落ついた夜9時前にようやく到着し

た。その後いつものように寝室で話し残した

議論を続行した。進行役として奮戦していた

みき(寺澤)とわんり－(割石)をねぎらった後

で、主にRy6(廣田）とダンサー(貝原)からそ

の日の議論について話を聞いた。その模様は

偶然8ミリに残されているので、今でも見る

ことができるが、定例会以来、「総合テーマ」
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られない共感をもてたと思う。二人とも人前

で演奏した経験はほとんど無かったので、ど

うなるか不安だった。パーティーが佳境に入

った8時半ごろに、みんなのいる会場へ向か

った。わたしがカポタストを忘れて取りに戻

った後、我々は恐る恐る演奏を開始した。み

んな疲れていたためでもあると思うが、本会

議を目前に控え、異常にテンションが高くな

っていることが一見してありありと伺えた。

<Mr.TambourineMan>では、すっかり

上がってしまってうまく声が出なかったが、

1971年のBangladeshConcert風の明るく威

勢のいい<Blowin'InTheWind>で態勢を

立て直した。ラストの<KnockingOn

Heaven'sDoor>ではブリッジをみんなが一

緒に歌ってくれた(ただし、GunsandRoses

のバージョンで)｡調子の悪かったハーモニカ

も、何とか最後までもってくれた。緊張しっ

ぱなしの舞台を終えた後、わたしは夢中でビ

ールを何杯も飲み干した。Ganちゃん(岩田）

がキャンプ。仕込みのギターを披露したりして、

パーティーはその後も楽しく続いた。写真は

いずれもそのときのものだ。

その夜(正確にいうと翌日の未明)、実行委

員ミーティングが開かれ、わたしとにしもは

東京に残ることになった。ジョイント・オリ

エンテーションに行けなかったことは残念だ

ったが、その間処理した仕事の重要性と量を

考えると、残る以外の選択肢はありえなかっ

たことは確かで、その判断は正しかった。翌

朝、わたしはにしもとみきと共に四シ谷の事

務所に引き返し、残りの参加者は午後、東金

へと向かった。

一 也
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1．ジョイント・オリエンテーション

総 括

高橋 香織

あったと言えるだろう。特に米国側は、50年

代から現代に至る迄の社会現象を歌と踊りと

寸劇で表現し、日本側から盛大な喝采を浴び

た。Gregのエルヴィス・う。レスリーや

Jessica、Don、Rickの親子劇は、全参加者の

記憶に焼き付いたことだろう。また、日本側

による少林寺拳法・生け花・着付け・書道・

漢字講義、1対1での日本語講座も大変好評

であった。夜のキャンプ。・ファイアーでは、

即興でGregが｢火の神｣に変身して着火する

など､早くも強烈な個性を覗かせ始めた｡早々

にキャンプ。、ファイアーを切り上げて、講堂

でカラオケ大会を始めたみんなの姿を見て、

一体この先どうなるのかと、実行委員が一抹

の不安を感じたことを付け加えておこう。3

日目は、第一回テーマディスカッションの後、

片貝海岸へ移動し、房総の海辺のすがすがし

い風と、海の家での天婦羅を堪能した。今年

の会議は、冷夏で晴れた日が数える程しかな

力､ったが、ジョイント・オリエンテーション

での3日間は天気に恵まれ、全ての企画を遂

行することが出来た点は正に幸運であった。

実行委員にとっては、いよいよ会議が始まっ

たという興奮と、80人を移動させることの難

しさと、東京から開催される本会議の準備に

対する不安とで複雑な思いの3n間ではあっ

たが、急速に打ち解けていく参加者達を見て、

このメンバーなら大丈夫、と安心を覚えたの

も事実である。会議は英語で行なわれる為、

自分を十分に表現し切れないフラストレーシ

7月26日千葉県東金市の県立東金青年の家

に、日本側参加者が代々木オリンピック・セ

ンターから、米国側が成田からそれぞれ合流

し、2泊3日の合同合宿を行なった。宿舎は、

緑に囲まれた東金市を見下ろす小高い丘の上

に建っており、美しい自然の中で、米国側参

加者は長旅の疲れを癒すことが出来た。3日

間の様々な企画を通じて、今後一ヵ月間生活

を共にする仲間を知り、会議に必要な信頼関

係を醸成しよう、という当初の目的は十分に

達成されたと思う。宿舎に同時期に滞在した

小学生と一緒に行なった早朝ラジオ体操は、

米国側参加者に少なからぬカルチャーショッ

クを与えたようであったが、すぐに小学生と

友達になり、冗談を言って人気者になるアメ

リカ人のコミュニケーション能力にはこちら

が驚かされた。時差の為か、朝の5時からクﾞ

ラウンドで野球を楽しむ米国側参加者もおり、

それに付き合う日本側参加者のエオ､ルギーに

これまた感嘆した。2日目午前中は、真夏の

太陽が照りつける下で、宿舎周辺に設けられ

たコースを1時間程歩くウォークラリーであ

る。「一等から三等まで賞品が出ます」との声

に、駆け足で帰ってきたチーム、2時間経っ

ても帰らないチーム等様々であったが、全員

が汗だくになって疲れ果て、「企画者は誰だ」

と怒ったとか怒らないとか。ちなみに一等の

賞品は、宿舎が寄付してくれた西瓜であった。

午後の日米双方による文化紹介は、去年に比

べて非常によく準備された水準の高いもので
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ヨンを感じる日本側参加者もいる。本会議で

の議論に突入する前に、ウオークラリーやス

ポーツなど、言葉の障壁が低く、かつ共同作

業を通じて連帯感を味わえる機会を提供した

い、というのが企画者の希望であった。会議

終了後､参加者の一人が｢会議では色々なこと

をしたけれど、ジョイント・オリエンテーシ

ョンの楽しさが一番印象に残っている」と言

ったのを耳にして、当企画の目的は果たされ

たと感じた。

ジョイント・オリエンテーション

貝原健太郎

あるものは、夕闇の中、野球をしていた。

あるものは、遠い道程を、ビールを求めて歩

いた。あるものは、ピアノを弾いて待った。

93年は冷夏の年であったが、その夕は気持ち

よく暑力』った。千葉県東金に、40人の若者た

ち、アメリカ側参加者の到来を待つ。

「早く来ないかなあ一」

ほとんど暗くなってしまったころ、30分遅

れて、アメリカ側参加者を乗せたバスは到着

した。

必死で英語であいさつを済ませ、名前を覚

えようと努力しつつも、最初の晩はアメリカ

側が疲れていたため、案外あっけなく過ぎて

いった。

ジョイント・オリエンテーション全日程中

（と、言ってもたった3日だけどね)最も盛り

上がったのは、CulturalPresentationの時間

であった。先ずはアメリカ側から。彼らは僅

か二時間という練習時間にもかかわらず、

1940年代から10年ずつ各時代の大衆文化を、

彼らなりに脚色して、寸劇風に発表した。今

でも忘れられないのが、子供役をしたJeffの

姿である。無邪気に飛び回る姿が印象的であ

った。Monteの歌声にも驚かされた。1980年

代のNewKidsの真似も見ていておもしろか

った（この辺からは日本人が見てもおもしろ

さが分かった)。そういえばヒッピー役の

Markも妙な雰囲気を醸し出していて忘れら

れない。それにしてもアメリカ人のエンター

テイナーとしての能力には本当に感心したり、

また少しうらやましくもあった。これでは、

日本の映画界は絶対勝てないな、と思った。

日本側は、お約束どおり、着物の気付け

(Deeお疲れさま)、空手(Higashi力､っこよかっ

たぞ)、折り紙、お花、などなどをアメリカ人

と一緒にした。着物を着たJessicaがすごくき

れいだったのは印象的だった。
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何はともあれ、とりあえず楽しくジョイン

ト・オリエンテーションは終わった。そして

私たちは次なる目的地、東京へ出発したので

あった。

2．東京地区

東京地区総括

割石 俊介

第45回日米学生会議の第一開催地は東京地

区て繍、中でも武蔵野市を中心とした。アメリ

カ側学生団来日直後の千葉におけるジョイン

ト・オリエンテーションを終え、7月27日の

午後に80人の参加者全員が武蔵野市に移動し

た。

7月29日、第45回日米学生会議の開会式が

成躍学園史料館にておこなわれ、日米双方の

実行委員長により正式に会議の開会が宣言さ

れた。その後のう。ログラムは、同7月29日

の外務省における講演会、7月30日の戦争と

平和フォーラム、7月31日の分科会、8月1

日の休み、8月2日の戦争と平和フォーラム

IIと新国際秩序シンポジウム、8月3日の分

科会5と少数派問題パートI、8月4日の環

境フォーラム1N武蔵野、8月5日、貿易シン

ポジウムと武蔵野市によるレセプションとい

った多岐にわたるものであった。

宿泊地を吉祥寺東急イン、フォーラム・シ

ンポジウム・分科会の会場を成践大学、とい

う具合に武蔵野市を拠点としながら、フイー

ルドトリッフ。や講演会などで度々都心部にも

足を運び、東京という都市の多様な側面をう

まく利用した型のう°ロク守ラムになったように

思われる。また、フリーデイには鎌倉まで足

を伸ばしたメンバーも大勢おり、正規のう。ロ

グラム以外の時間にも精力的に東京を楽しん

でいたようであった。

このように、う。ログラムも盛り沢山、移動

の機会も頻繁、と決して楽ではない東京地区
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た。これはメンバー全員が、東京地区ｷ日当実

行委員である私とKenjiHallに非常に協力的

であったこともあるが、それ以上に学生課を

中心とする成践大学の方々、武蔵野市の方々、

その他多くの方々の多大なるご協力に負うと

ころが大きい。特に私は準備活動に長きにわ

たり携わってきたものとして、感謝の気持ち

で一杯である。

そして8月6日。東京で学んだ成果、思い

出を胸に、我々は次なる開催地である福岡へ

向かった。

での9泊10日であったが、大きな問題もなく、

順調に予定を通り、日程をこなすことができ

開会式

日向 裕弥

一チでは、両国学生の心の架け橋を礎とし地

球共同体形成へ向けて真筆なる努力を続けて

いくという決意が述べられた。特にアメリカ

側実行委員長のスピーチで語られた、日本に

向かう飛行機のなかで遭遇した日本人とアメ

リカ人の子供のエピソードは、日米間の相互

理解を通じた平和の達成の可能性、ひいては

日米学生会議の可能性を示したものであった。

続いて、クリントン大統領と、宮沢首相から

のメッセージも届き、開会式に花を添えた。

アメリカ側の日米学生会議の支持母体であ

るJASC,Inc.のSchellenberger代表の手短

なスピーチのあと、財団法人国際教育振興会

理事長で日米学生会議の創始者の一人でもあ

る板橋並治氏の英語によるスピーチが行われ

た。ユーモアを織り混ぜながら、日米学生会

議創始の経緯と、その後の沿革が語られた。

いままで、日米学生会議の実施要領を読んだ

り、実行委員の話を聞くなどして、日米学生

会議の歴史を何となくは知っていたが、板橋

氏のユーモアを交えたスピーチを聞くと、日

米学生会議の歴史の重みが感じられた。また、

武蔵野市での第一日目。初めてフォーマル

に身をつつみ、成践大学の資料館にむかった。

この日になると、気のあう友達がアメリカ側

参加者にもでき、これからの’か月に胸をふ

くらませながら、東京の見どころや、お互い

の住んでいるところの話をしたり、一緒に｢第

45回日米学生会議｣の横断幕の下で写真をと

ったりして開会式が始まるのを侍った。

第45回日米学生会の使節団が、公式の場に

出るのは、この開会式がはじめてである。当

会議開催のためにご賛助いただいている各界

の方々のご臨席のもと、第45回日米学生会議

の開会式挙行。日米双方の実行委員長のスピ
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今回私達が行なうことができた第45回日米学

生会議があるのも、第1回の日米学生会議が

あり、創設時の理念を忠実に受け継いだその

後約60年の日米学生会議の歴史があるからだ

と思うと、日米学生会議の創始者のひとりで

ある板橋氏及びOB・OGの方々に対して感謝

の気持ちを覚えた。

開会式終了後、成践大学の中庭で集合写真

を撮影。外は、やっと夏らしくなり、少し蒸

し暑かったが、第45回日米学生会議の幕開け

にふさわしい梅雨明けのすがすがしい青空だ

った。

外務省での講演会

貝原健太郎

対的地位が上がれば風当たりが強くなるのも

当然ということであろうか。

さて、その次に、日本がなかなか国際政治

の舞台に参加し得ない事情について語られた。

1点目に、日本の政治決定の遅さを挙げられ

た。それは湾岸戦争中にも世界から非難され

たことであった。2つ目に、第三世界への柔

軟な姿勢を強調された。つまりODAで彼らを

支配することはできないとされた。3つ目に、

現実として国際社会が日本なしで政治決定を

する習慣を身につけてしまっていることを述

べられた。それゆえ、日本の貢献がどんなに

実質的なものであっても、なかなか日本の意

思が世界に反映され得ないとされた。

最後に、今後の国際社会を担う若者たちへ

のメッセージとして、次の3点を心に留める

よう言われた。l.偏見をもたないこと2.

紛争の存在を直視すること3．相手の立場

外務省のご厚意により、日米学生会議のメ

ンバーは、外務省に招かれ、文化交流部長の

木村崇之氏から貴重なお話を伺うことができ

た。以下、そこで語られた内容を要約したい。

尚、テーマは"ChangeofCircumstances

betweenU.S.andJapan"。

先ず最初に、木村氏は日米両国の間の相

互理解を難しくしている要因について語られ

た。1つ目には両国間の文化の違いを指摘さ

れた。お互いの間に存在する偏見、ステレオ

タイプ、歪められた情報伝達などが誤解を生

じさせていると言われた。また第2点として、

両国が世界において占める地位に変化が生じ

つつあることを挙げられた。冷戦の終焉、自

民党一党支配からの脱却、クリントン大統領

の登場などが、両国間の関係を、そして世界

に占める地位を変えている。また冷戦終焉故

に経済大国日本にアメリカの関心が余計に向

けられるようになった、と言われた。

続いて、日米関係の歴史的変化について軽

く触れられた。そこで特に強調されたことは、

やはり日本の地位の向上ということであった。

すなわち、1950年代には日本のGNPの世界に

占める割合は1％にも満たなかったのに対し、

アメリカは57％を占めていた。ところが、現

在では日本の占めるそれが15％であるのに対

し、アメリカは26％となっている。日本の相
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を考えること、である。日本の外交政策を担

う方から、このような貴重なお話を聞かせて

戴き、本当に有意義な時間を過ごすことがで

きた。

(誰だ、俺が寝ている写真撮った奴!?）

総合テーマ討論会 総括

平竹 雅人

に係わっていく。相手の個性、意見を尊重し

ながら自らを表現する。時として正面からぶ

つかり合う、だが決して諦めること無く問題

を共に発見し、分析し、解決しようとし続け

る。我々の共同生活、共時的経験の積み重ね

が生み出す空間の特殊性はまさに地球共同体

の展望と実践が並列的に、しかも現実に展開

するところにあると言えるでしょう。

会議のあらゆる活動は、常にテーマとの関

連性を想起しつつ行われます。各プログラム

において日常性から地球共同体への展望を対

象化し、更に毎日の会議での生活の中に還流

するという過程を繰り返すのです。

総合テーマ討論会とは、この実践過程への

導入部て叡あり疑問、議論の起爆剤としての役

割を負っています。日米学生会議という地球

共同体への転移装置なのです。

“地球共同体への展望と実践－私たちのめ

ざす調和、そして共生-SharingOurVisions

andWorkingforHarmonyintheGIobal

Communnity''これが第45回日米学生会議の

総合テーマです。このキーワードを胸に本会

議を理解し、追体験していただければ幸いで

す。

総合テーマとは日米学生会議の登龍門であ

ると言えます。このテーマのもとに80人の両

国代表が集まり、日本、米国をはじめとし世

界の抱える問題を認識し、考え、議論するこ

とを通じて、現在のそして未来に向かってあ

るべき我々の姿を模索する。同時にそのう。ロ

セスの実体化、具現化を求めつづけます。余

りの壮大なテーマに時として諦めを感じ立ち

止まります。しかし、何故戦うのだろう。な

ぜ殺し合うのだろう、何故理解し合えないの

だろう。素朴な疑問が議論の炎を少しずつだ

が着実に燃やしながら、我々の議論を静かに

深めていきます。

民族問題、新国際秩序、戦争と平和、環境

問題、貿易の問題に始まり、異文化コミュニ

ケーション、男女の性差によって生じる問題、

各国に見る男女関係のあり方等、幾日も費や

し夜を徹して議論する話題や何気ない、非常

に幅の広い、それでいて時として驚き、感動

し、琴線に触れる会話が本会議の一カ月間交

錯するのです。何時もより高密度な時の流れ

の中で、我々の形作った空間は地球社会にお

ける個人のあり方であったように思います。

相互の異文化を背景に一人の人間として相手

総合テーマ討論会 パート1

廣田 良平

展望と実践～私たちのめざす調和、そして共

生～”でした。総合テーマは会議を形成する

中心理念であり、各プログラムは参加者が総

第45回会議の私たちのテーマは、"Sharing

Our･VisionsandWorkingfortheHarmony

intheGIobalCommunity:地球共同体への

’
－50－



合テーマを理解しようとする際、様々な視点

を提供しています。総合テーマ討論会は参加

者一人一人が各自のテーマに対する考えを出

し合い、差異を認識しつつもより普遍的な理

解を80人で模索することを目標としています。

その手掛かりとして、第一回の討論会では

地球共同体において私たちの調和と共生を妨

げているものがあるとすればそれは一体何で

あろうかということを話し合いました。

まず、真っ先に挙げられたのが文化や言葉

を含めた個人の背景の違いでしたが、やはり

それらを前提としてうえで話し合ったほうが

生産的なので他の要因を考えました。

背景の違いそのものに対して関心を持って

いようがいまいが、時代の要請から、もっと

言えば経済的要請から否応なしに地球上の

人々が身近に引き寄せられてしまっている状

態は、時として望まざる人との相互依存関係

と共生を私たちに押し付けてしまいます。

メディアはある問題の根源を国民性などに

還元することによって極度に単純化しようと

するため、偏見を生んでしまいますし、私た

ちのほうもある国家の行動がその国の人々の

意思を反映していると捉えがちであることも

否めません。教育にも偏見の伝授という面を

多分に持っているのではないでしょうか。

また人間は基本的には自己中心的な生き物

であり、自分から遠ざかるに従ってある対象

への関心も薄れかつそれを理解しようという

意志も薄れてしまうといった私たちに共通に

見られる人間の性質も指摘されました。この

ことに端を発して、地球規模の問題よりも、

ECのような地域的な問題、さらにはそれより

も一国内の問題の方が優先されてしまうため

地球規模の協力関係は構築するのが困難なの

ではないかと考えました。

上記のような状況を克服するには私たちは

何をするべきかは第二回の討論会で話し合い

ました。

戦争と平和フォーラム 総括

芝崎 厚士

吉祥寺の古本屋で見たことがある。ヘッセの

ものは見たことがないし、また翻訳がないら

しいので残念ながら読めないかもしれない。

勉強不足のためにこれ以上は知らないが、当

然この他にも存在するに違いない。ご存じの

方はぜひご教示を願いたい。

ボク(わたしのことではない)の本の原題は

"AStrategyforPeace-HumanValues

andtheThreatofWar''で、他の本もなん

らかの副題を伴う場合が多い。それに、題名

に｢戦争と平和」という表現を使用した本なら、

H･グロテイウス「戦争と平和の法」（1625年）

を皮切りに、C･オズグッド『戦争と平和の心

わたしの知る限りでは、「戦争と平和』とい

う名を冠する単行本は、L・トルストイ(1869

年)、H･ヘッセ(1946年)、末川博ほか編(岩波

書店、1957年)、I．E･アイベスフエルト（1978

年)、猪口邦子(東大出版会、1989年。奇しく

も猪口先生はJASCのOGである。改訂版はい

つ出るのか？）、S・ボク(法大出版会、1990

年)、大高安二郎(集英社、1992年)、前田哲男

（ほるぷ出版、1992年)、A&H・トフラー(扶

桑社、1993年)、古川純・山内敏夫(岩波書店、

1993年）と、計10冊ある(1993年12月現在)。末

川ほか編とアイベスフェルトのものは未読だ

が、前者は学校の図耆室で、後者は会議中に
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理学』(岩波書店、1968年)、A･ラパポート「現

代の戦争と平和の理論」（岩波新書、1970年）

といったところが代表的な例だろう。日本語

では、「平和と戦争』とする例は語感が悪いせ

いかまず見られない（日本国際政治学会編『平

和と戦争の研究」1957年、続編1969年が数少

ない例外か)が、英語では"PeaceandWar:

armedconflictsandinternationalorder''

(Ed.byK.J.Holsti,1991)とする本もある。

その他雑誌なども含め｢戦争と平和」という言

葉を題に掲げた文献は｢罪と罰｣に引けを取ら

通いくらい数多く存在する。また、P･ピカソ

が1952年に同名の絵を残している（｢戦争」と

｢平和」という作品を別々に描き、それを併せ

て南仏の礼拝堂に一つの壁画とした。前記の

大高氏の本より）。どうも｢戦争と平和｣をキー

ワードに採集範囲を広げると収まりがつかな

いようだ。一つの研究としておもしろいかも

しれない。しかし、同様な問題に取り組もう

とする異名の著作が無数に存在することを考

えると、名前にこだわることにそれほど意味

があるとは思えないこともまた確かである。

ともかく、この何年かで『戦争と平和」と

称する本の数が急に増えているようである。

上記以外でも田中勇「戦争と平和の政治学」

（芦書房、1984年)、入江昭「二十世紀の戦争

と平和』(東大出版会、1986年)、芝田進午『戦

争と平和の理論」（勁草書房、1992年)、石村

修ほか編「いま戦争と平和を考える」（国際書

院、1993年)、小室直樹･色摩力夫『国民のた

めの戦争と平和の法』（総合法令、1993年)な

どがある。このような傾向が顕著となってき

たのは､昨年の報告書でもふれたように､人々

の間で、冷戦思考下の純情な平和追求や硬直

的な脅威論から脱却した｢戦争と平和｣論への

模索が漸く開始されたためだと考えられる。

篭

塞
尋
錘
寓

その模索は世界レベルでも、地域レベルで

も、国民国家レベルでも、また自治体レベル、

個人レベルでも同時発生的に起こっている。

そしてその際には、より哲学的･根源的な｢平

和｣観･｢戦争｣観の再検討が必要となってこよ

う。

以上のような状況を考えると、日米学生会

議において同種の問題を扱ってきた企画の名

称が､1992年の第44回会議で初めて｢戦争と平

和」となったことに､偶然以上の意味を見出す

ことができそうである。

わたし(ボクのことではない）とジン・ギ

ル・リーという、実行委員の中で当該分野に

関して最も造詣の深い二人は、まるで当然の

ように、前回の会議を受けて戦争と平和フォ

ーラムの担当になった。我々は第一に主権国

家間の安全保障問題、第二に哲学的・思想的

なレベルでの考察、第三に個人レベルでの戦

争体験といった問題群の設定を試みたが、実

際には第一の問題は東京での講演、第三の問

題は東京での映画「八月の狂詩曲」（黒澤明監

督作品、1991年)鑑賞、長崎て．の講演と実地研

修、う｡レゼンテーションで扱われた。第二の

問題が顧みられなかったのかというと必ずし

もそうではなく、合計3回行われたフォーラ

ムの中で、各自そのような考察を深めていた

ようである。本当は別に時間を設けて思想的
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中［沙])、う°レゼンテーションのひがし(東)、

ひろみ（日向)、ゆみ(上原)、あゆ(脇坂)、以

上8人の日本側タスク・フォースに感謝した

い。「犀の角』用の原稿執筆、定例会･勉強会

での発表などを通して自発的(かつ強制的？）

に形成されたその団結力は、他企画のタス

ク・フォースを大きく上回るものであった、

と感じるのは彼らも同じであろうし、晶眉目

の判断を割り引いてもそう思うのは決して誤

りではない。

米国側では、映画上映の際に多大な貢献を

してくれたたろう（一色)、プレゼンテーショ

ンを行ったジェシカ、ドン、ベイルに特に感

謝している。彼らと共にフォーラムを楽しく

作ることができて、とても光栄に思っている。

そしてジンとは、今回の経験を通して一生の

友となることができた。彼との出会いにも感

謝したい。

最後に、戦争と平和フォーラムで講演を行

ってくださった、山本吉宣先生、M･フィッ

ツパトリック氏、本島等長崎市長、長崎平和

推進協会のみなさん、長崎原爆病院のみなさ

んに最大の感謝を捧げたい。

なしベルの議論が持てるとなおよかったので

はないだろうか。

詳細は以下に任せるとして、全体的な概観

を述べておこう。パートlでは専門度の高さ

がやや障害となったものの、特に初の試みで

あったラップ・アップ・ディスカッションで

は議論が盛り上がった。またパート2の映画

鑑賞では、特に米国側は大きな感銘をうけた

ようである。パート3で､は、天候にも恵まれ

て、長崎の持つ意義を十二分に理解すること

ができた。実際に彼の地を訪れることが参加

者に与える効果は、想像以上に大きかった。

わたしとジンは、お互いが知悉する分野に議

論を偏向させないように注意したが、それで

もそのような面があったかもしれない。しか

しフォーラムの内容は、我々が主に守備範囲

とする第一の問題よりも、むしろ第二第三の

問題を考える上で効果的なものが多かったの

で、その心配が杷憂であったことを祈りたい。

他の例に漏れず、当フォーラムは数多くの

人々の協力によって成り立っている。まず東

京地区担当のあすか(中村)とダンサー(貝原)、

長崎地区担当のすみと(田中［澄]）とさら(田

戦争と平和フォーラム パート1

中村明日香

を開催した。

フォーラムは会議開催直後でありながら、

日本の国際貢献、集団安全保障での役割など

の話題性に加え、日米安保等の従来からのバ

イラテラルな両国関係の将来などについても、

当該国の学生会議ということで熱心に質問を

する姿が見られた。当日は、東京大学教授の

山本吉宣先生と駐日アメリカ大使館一等書記

官、安全保障課課長のマーク。T･フィッツパ

トリック氏を迎えてのレクチャーと質疑応答、

日米学生会議において、戦争と平和の問題

を取り上げることは、設立当初の目的を鑑み

れば、至極当然のことのように思われる。ポ

スト冷戦時代と言われる今、我々の目指すグ

ローバル・コミュニティーでの真の平和を構

築する為に、現在をおいて他に、積極的且つ

実行可能な方策を議論しあう時は無いであろ

う。東京地区では、国際関係の中での世界的、

地域的そして、国民国家レベルでの安全保障

問題に焦点をあて、「戦争と平和フォーラム」
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デリケート同士のスモール･グループ･ディス

カッションが行われた。レクチャーでは、まず

山本先生により、冷戦後の安全保障の特徴と

して、国家同士の対外的な武力紛争ではなく、

内戦や地域紛争などの局地戦に国際紛争とい

うものの舞台が移ってきており、もはや国家

間のバランスオブパワーが、作用しなくなっ

てきているという説明があった。また、安全

保障の一環としてPKOなどトランスナショ

ナルな活動への要請が高まっている現状、武

力による紛争解決でなく、予防的外交政策に

よる解決が現在のトレンドとして揚げられる

ということであった。結論としては、相互依

存関係のより一層の緊密化と早期警告体制の

実現が不可欠になってきているという認識を

持つに至った。フィッツパトリック氏は、現

職の駐日アメリカ大使館一等書記官というこ

とで、実際のアメリカの対日及び安全保障に

おける外交についてが、中心的な内容であっ

た。フィッツパトリック氏は、高校時代にロ

ータリー交換留学生として、来日以来、大学

時代にも同志社大学に留学なさるなど知日

家で、そのあたりにクリントン政権の対日

政策の方向性をも窺い知ることが出来るよう

な気がするが､氏は、「あくまでも個人的見解

でありますが､」という慎重な前置きを置いた

上で、質疑にも答えて下さった。レクチャー

としては、重要な3つのアジェンダとして、

1)IAEAなどを中心とした非核化の促進、

2)化学及び生物兵器の国際的な制限組織の

設立、3）アセアンやAPECなど多国間の政治

というフィールドを含む多面的対応を促進さ

せることがグローバル･コミュニティーに向け

て必要であるとされた。また日米間の関係に

ついては、ポスト冷戦期に船いて、日米安全

保障条約が(貿易摩擦などの相反する主張の

対立ではなく）両国間の共通のゴールとして

の価値を明確にする役割を担っているという

ことであった。氏の一貫した主張の中には、

アメリカ軍のプレゼンスがアジア安全保障に

依然として欠くべからざる存在であるという

考えがあったようだ｡アジア諸国の対GNP比

の軍事費増加の中で、削減傾向にある在外ア

メリカ軍がどのような対応を行うか今後の行

方が注目されるところである。このことに関

連して、日本の自衛隊により戦略的なビジョ

ンを持つこと、対北朝鮮という観点から、日

本に船ける米軍の駐留に触れ、駐留費用の一

層の負担を期待しているということであった。

小グループに分かれてのディスカッション

では、憲法9条の存在が日本の国際協力に与

える影響、あるいは国際協力の手段について、

湾岸戦争を例にとって話し合ったり、日本の

戦後補償問題など、日本人デリゲートにとっ

て議論がし尽くされていない問題が取り上げ

られる場合が多かった。このディスカッショ

ンでの経験を生かし、今後自分達なりの具体

的意見を持ち、その上で国際社会に受け入れ

られ得る実行可能な将来に向けたビジョンを

持つことが、課題となるであろう。

乳
忠
。

=

蕊
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貝原健太郎

らこれも国家間の紛争を前提としているから

である。また、地域紛争にも世界各国の利害

が深く根を下ろしているケースもあり、国家

間の協力を困難にすることがある。

3点目に、予防外交が挙げられる。これは

高い相互依存性を必要とし、また早期警告の

システムも確立していないと実現は難しい。

しかし、それでも、上記の二つよりは、今後

の世界に応用できる可能性は高い。例えば旧

ユーゴのなかでも、マケドニア共和国に適用

されるべきものである。またASEANも、予防

外交の枠組み作りに取り組み始めている。

21世紀に向けての安全保障の利害について

も挙げられる。一つには、上記の、地域紛争

である。二点目として、現在の主権国家体制

をいかに維持することができるか、というこ

とである。というのも、歴史上、いかなる国

家も一定の領域支配を確立したままでいられ

ることはなかったからである。

また、21世紀には、新しい平和への脅威が

登場するであろう。環境問題、AIDS、麻薬、

経済摩擦などである。

最後に日米安全保障条約について。冷戦の

文脈においては重要であったこの条約も、今

後、貿易不均衡を理由として日本に負担をあ

まりに多く強いるようになれば、条約自体を

維持することすら難しくなるかもしれない。

そこで今後は、二国間・アジア地域の紛争処

理手段としてだけでなく、世界の安全保障の

ために、PKFを出動させるための機関として

用いるようにしたらどうであろうか。

山本教授は非常に分かりやすく、なかなか

知的好奇心をくすぐられました。冷戦崩壊後

戦争と平和フォーラムは、全会議日程中3

回行われたが、その一也I目は成践大学にて行

われた。テーマは、国際関係における平和の

在り方、個別的には日本とアメリカの安全保

障の在り方についてであった。恐らく中村明

日香がアメリカ大使館のフィッツパトリック

氏のレクチャーの要約をしていると思うので、

私は東京大学国際関係論の山本吉宣教授のレ

クチャーを要約したい。テーマは、日本の基

本的安全保障政策であった。

冷戦構造の崩壊によりH本の安全保障政策

は見直しが迫られている。特徴として、1つ

にはユートピアニズムが急激に身を潜め、リ

アリスティックな思考が優勢であること、ま

たそれゆえ、2点目として、誰のための何の

ための安全保障なのかをはっきりさせなくて

はいけないことにある。

さて世界の安全保障に目を向けると、これ

までのリアリズムに基づいた安全保障政策が

今日では十分には、又は全く、働き得なくな

ってしまっていることが分かる。最初にバラ

ンス・オブ・パワーの概念である。冷戦時代

までの武力紛争は基本的には国家間のもので

あり、外在的であった。そこにおいては、国

家間のバランス・オブ・パワーが成立すれば、

紛争を防ぐことがある程度は可能であった。

ところが、冷戦時代には隠されていた民族対

立が雨後の筍の如く沸き上がる今日、紛争は

内在化・地域化した。そこにおいては従来の

リアリズムの手法を当てはめることができず、

先進国は手をこまねいている。

また集団安全保障という概念も、現在の民

族紛争には適用できないものである。なぜな
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の新秩序を模索する今日、平和を確立するた

めに国家は、そして我々は何をすべきなのか、

ということを考えさせられました。

米国大使館員によるレセプション

高橋 香織

的で心暖まる一時であったと言えよう。肩肘

をはらないもてなしを受け、ブラックバーン

公使、ウォルシュー等書記官、文化事業部松

元女史らとリラックスした雰囲気で交流を結

べたことは、参加者全員のよい思い出となっ

たと思う。その夜は自由解散となり、参加者

はそれぞれグループを作って六本木の街に消

えていった。

7月30日夜、赤坂の米国大使館官舎敷地内

において、当会議代表団を歓迎するプールサ

イド・バーベキュー・パーティーが催された。

途中、運転手が道を間違えたことから細い路

地で大型バス2台が立往生し、交通渋滞を引

き起こすという冷汗の出る一幕もあったが、

少々遅れただけで無事現地に到着することが

出来た。一歩敷地内に入ると、赤坂の喧騒と

はうって変わった雰囲気で、広い敷地や英語

表示されたひょろ長いアパート群、雨に煙る

プールサイドの灯りが、あたかも我々がアメ

リカの住宅街にいるかのような錯覚を与えた。

プールはこの夜、私達の為に時間を延長して

開放されていたのだが、生憎小雨の降る寒い

夜であり、活用し切れなかったのが少々残念

であった。大使館文化事業部の方々が自ら肉

を焼いたハンバーガーや、上守－ル、チップス

等を供してくれたパーティーは、とても家庭

フリーデイ

日向 裕弥

から、予定していたように、行きたい人を募

り、鎌倉へ。9：30に東急イン出発。JRで新

宿に出て、小田急線で藤沢へ。江ノ電にゆら

れながら、一行14名は、長谷寺に。非常に恵

まれた晴天。蒸し暑くはあったもののときお

り風が吹〈夏らしい一日に鎌倉散策。風流だ

なあ～・ほかの観光客と話をしたり、土産物

屋をぶらぶらしていたら、時はすでに1時半

をまわっていた。Lisaのたっての願いをかな

えるべく、流し素麺を食べることができると

４
．
勺
も
■
〃

8月1日（日）。今日は、freeday。かねて
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ころを探す。アメリカのテレビで、流し素

麺が紹介されたのを見て以来、ぜひとも一度

流し素麺を食べたいと思っていたという。日

本で、二十年ちかく育ちながら、一度も流し

素麺を食べたことがないので、流し素麺をや

っている店が見つかるのかと思っていたが、

観光案内センターの案内で、鎌倉駅から歩く

こと20分、坂道を登り下りしながら流し素麺

を食べることができる店にたどりつく。自分

がテレビや写真でみて想像していた場所より、

狭く竹筒も短いと思いながらも、はじめて流

し素麺を食べる体験ができたことに満足。

Lisaも、とても喜んでいた。鎌倉駅に戻りが

てら、鵺ヶ岡八幡宮に立ち寄る。日も傾き始

め、ときおり涼しい風が感じられる境内で、

各自が引いたおみくじを説明しながら、笑っ

たり、考えたり。

疲れていた人は、鎌倉駅から東急インに戻

り、残りの9名は、花火を観に横浜のみなと

みらい21地区へ。国際会議場や半円形のホテ

ルなど斬新なピルが立ち並び、まだ日の明る

いうちから楽しめる景観だ。前日の隅田川の

花火大会のように、前進するだけで疲れるほ

ど会場は混んでいないし、天気も良く、花火

を観るには最高の環境である。世界一大きな

観覧車もあり、観覧車にのった数名はちょう

ど観覧車の最高地点で花火を観ることができ

たという。

一日かけて、鎌倉では長谷寺と鶴ヶ岡八幡

宮にしか行かないぜいたくな観光で、なおか

つ流し素麺を食べるという風情ある優稚な

freeday・鎌倉・横浜を案内したお礼にと、

Gretchen、Dana、Colleen、Lisaが横浜の花

火会場でビールをごちそうしてくれた。暑い

一日で、歩き疲れていたので、ひときわおい

しく感じられた。上曇－ルがおいしい一日だっ

た。

日米学生会議中は、いろいろ新しい体験を

した。日本で育ち、生活している私が、アメ

リカ側の参加者に聞かれても説明できなかっ

た日本のことを、会議中のfreedayやfree

timeに、自らアメリカンデリゲーツと一緒に

経験し、知ったことがたくさんあった。経験

の共有(SharingOurExperiences)は、アメリ

カのことだけでなく、日本の文化のこと、自

分のことなどを新たに知る機会であった。

林 秀美

東京フリーデイ。午前中から鎌倉ツアーへ

行く人もいれば、それぞれの家へ洗濯又は休

養をしに帰った人もいる。私は鎌倉めく、りに

参加し、おのぼりさん気分で大仏と写真をと

る。ツアーには日米合わせて約15人が参加。

東急インから電車に揺られて1時間半程度だ。

空は怖いくらいに晴れ、鬼のように汗をかき

ながら大仏のもとにたどり着く。帰りしなに

中華街(横浜)へ行こうと計画はたてたが、私

とよれの2人は知らぬ間に皆と離れてしまい、
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その後のみなの行動は私は知らない。

東京はエキサイティングな街だと誰もが口

を揃えて言う。私も同感だ。東京では絶対に

ジュリアナヘ行こうと数人が言っていた。デ

ィスコなどという、いわゆるやかましい場所

は私の好みではなかったが、冒険も人生には

大切なわけやね、と考え直した末、ジュリア

ナ行きを決定する。日米合わせて10人くらい

だったと思う。それぞれが､"踊りにいくぞ系”

の服装でジュリアナの最寄の駅へ到着。駅周

辺ではナンパ車が待ち構え、道行くれえちゃ

んもかなり怪しい。テレビのまんまの姿だ。

入口の出迎え黒服系はかなりレベルは高く、

客の中には力士も見える。小さな姉ちゃんを

右肩に乗せて踊っている。お立ち台は思った

より小さく、ポンテージの姉ちゃん達が誇ら

しげに踊っている。ちなみにジュリアナ扇子

は千五百円である。バックには常にジュリア

ナミュージックが流れて、今にも耳がおかし

くなりそうである。そんな状況だったが、私

も踊り、みんなもそれぞれ風の踊りを楽しむ。

特に、マーク・アナンダ・セシリアの踊りは

とってもグー(ケンジ系)で、周囲の人々はみ

な圧倒されている。サラとヨッキーは圧倒さ

れすぎた模様で、物陰でひっそりと見学系だ。

11時半頃名残惜しみながらジュリアナを去っ

た私達だが、もっともっと踊りたかったとい

うのは誰もが思うことだろう。チャンスがあ

ったら行ってみてくれ給え。おわり。

戦争と平和フォーラム パート2

田中 沙羅

ただ、コーディネーターの意図としては、

決して原爆を落とされた日本に対する同情を

そそることではなく、過去にあった事実に目

を向け、そこから出発する糸口を見つけるこ

とにあったと思う。国と国の対立は、必ずし

も個人と個人の対立を意味することではない。

わかり合うのに必ずしも言語によるものばか

りではない。

吟味する余地のある画面が多く、スモール・

グループ･ディスカッションの時間がなかっ

たため、それほど皆の考えをシェアできたか

は疑問だが、企画としては良かったと思う。

戦争と平和フォーラム第2回目は東京の成

践大学にて｢八月の狂詩曲｣上映会という形で

行われた。英語版が見つからなかったため、

日本語で上映されたが、太郎が要所要所で訳

してくれたので、言語面での支障はたいして

なかったと思う。

論理的に構成された文章を読むのとは違い、

映画から感じとったものはさまざまであろう

し、また一つの画面の解釈にしても、どこま

で深く読みとるか、その深さの程度において

またどこに着眼点を置くか、においてもかな

り個人個人で違ったものになったようだ。
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新国際秩序シンポジウム 総括

西元 宏治

ものに絞られることなく、「新国際秩序」とい

う比較的抽象的なテーマに収敏されることに

なった。つまり、玉虫色の解決が図られたわ

けである。担当者としては、以上の経緯を踏

まえ、既に設置されている企画との重複を避

けるものであれば、基本的に自由に選択する

ことを許されたという前提の元に準備を進め

ることとした。準備の初期段階として、本来

の専攻とは全く異なる分野の企画を引き受け

たため、まず、図書館等で国際問題に関する

文献を概観することから始めた。それと平行

する形で、日米学生会議の持つ様々な専攻の

学生が集まるというと事情を考慮し、テーマ

を一つに絞り込むことは避け3～4のテーマ

を設定し、各テーマに関して別個の講師に講

演をお願いし、講演の後に参加者を交えての

パオ､ル・ディスカッションを行なうなどの企

画の外枠を構成した。また、この外枠にあわ

せる形で、テーマの設定も日本開催であるこ

まず、初めに新国際秩序シンポジウムの総

括を書くにあたって、本企画の担当者として、

本企画が設立された経緯及び会議までに行な

った準備活動までについて詳しく述べ、本会

議における具体的な講演内容については、重

複を避けるために他の報告者に任せたいと思

う。

前回、第44回日米学生会議最終期に開かれ

た日米両国の実行委員による新実行委員ミー

ティングにおいて、第45回日米学生会議で開

催する企画について話し合いがもたれた際に、

従来の安全保障の側面から国際関係を考える

フォーラムだけではなく、経済・国際協力・

人権等といった側面からも国際関係を捉える

フォーラムを設置するべきではないかという

う意見が出された。その提案自体は、大方の

合意を得、新たなシンポジウムを設置するこ

とが決められた。しかし、個別のテーマとし

て、様々な問題が提示されたが、結局一つの
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とを鑑み、日米の位置するアジア・太平洋地

域が抱えている問題を中心に構成することと

した。

こうして4月までにそれまでの自分の考え

をまとめる意味で企画書も完成させていたが、

参加者の希望も取り入れたいと思っていたの

で、実際に依頼する講師や演題についてはリ

ストを作成するに止め、講演依頼は行なわな

いでいた。参加者に初めて企画耆を元に自分

の考えを説明したのは5月の全体合宿であり、

その後何回かタスク・フォースを中心に会合

を持ったため、具体的な内容についての決定

が行なわれたのは、5月末になってからだっ

た。結論として、経済発展・日米関係を中心

とした国際関係・人権問題からアジア・太平

洋地域の国際関係についての講演を依頼する

ことに決定し、講師の選定・依頼を行うこと

になった。このように、講師の方に講演の依

頼を開始出来る体制が整ったのは、6月の始

めに入ってからだった。更に、講演内容をあ

らかじめ絞っていたため講演を依頼できる方

が限られていたこと、他の本会議との準備と

平行して講師の方との交渉を行なわなければ

ならなかったこと、交渉を開始した時期が遅

かったために依頼した方のスケジュールが既

に決まってしまっていたことなどの理由から、

交渉は中々はかどらず、最後の講師の方が決

定したのは直前合宿前日のことだった。この

間に、講演を依頼した方の人数は優にI0名を

越え、その中には海外に滞在中にも拘らず、

電話･FAX等で突然、講演を依頼した場合も

あった。その方々に対しては、この場を借り

て失礼なお願いをしたことをお詫びしたいと

思う。また、他の準備活動を抱えていたため、

交渉開始後にもかかわらず、二度ほど福岡・

長崎・関西の開催予定地に出張したため交渉

が中断してしまい、関係者に心配を掛けたこ

とも申し訳なく思っている。

また、本会議の直前まで交渉を手伝ってく

れた吉田泰治君とISAの木原玲子さんには特

にお礼を言いたいと思う。

そして、何よりも多忙な中、講演を快くお

引き受け下さった渡辺昭夫教授、広野良吉教

授、松井やより女史に心から感謝したいと思

う。

新国際秩序シンポジウム

中村明日香

東京地区では8月2日に、新国際秩序シンポ

ジュウムが開催された。

シンポジウムは、共通テーマとして「アジ

ア太平洋地域の新秩序｣を掲げ､三人のスピー

カーの方々のうち、青山学院大学渡辺昭夫教

授には主に地域内協力体制、広野良吉氏には

経済発展、松井やより氏には人権という面か

らそれぞれお話項いた。渡辺氏によれば、当

該地域において最も必要とされているのは市

場を共通項とした開かれた地域主義と考えら

米ソ両超大国の二極化状態の変容によって、

ポスト冷戦時代の国際社会における日米関係

も変化が迫られているといえよう。中で､も特

筆すべきは、今後のアジア太平洋地域の新国

際秩序形成に向けて、日米両国がその政治的

経済的発展に対して大きな役割を担っている

ということである。しかしながら、依然とし

てこの地域は国際秩序形成に対して、不安材

料といえるべき要素も内包していることは確

かであろう。このような事を踏まえて、今何
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れ得るものであり、東南アジア諸国連合やア

ジア太平洋経済関係閣僚会議に代表されるも

のである。ここでのポイントは、新資本主義

とも新重商主義（ロパート・ギルビンによる）

と言われるアジアの政府主導型の経済発展が、

依然として国家主導の自己完結型であり、政

治的統合をも目指すヨーロッパ共同体レベル

とは統合の度合いに格差があることを教示し

ているのである。氏が地域協力体制への障害

として揚げているように、中印間の紛争、南

北朝鮮、日本とロシアとの北方領土問題など、

冷戦期の遺産といえるものや尖閣諸島や南シ

ナ海の比較的小規模な領土問題、北朝鮮の核

やアジア地域における武器保有の対GNP比

増加、ティムール、ミャンマー、チベットな

どの人権問題など将来に向けて解決すべき問

題が山積している。しかし、渡辺教授の見解

によれば、このような障害が存在するにも関

わらず、安全保障という側面が地域間協力に

新たな共通項をもたらしており、事実、経済

を中心とした協力体制の中でも、アジア安全

保障のレジームを確立しようという動きが見

られるのて､ある。そして、そこにはやはり、

アメリカによる集団安全保障の枠組みが重要

となっているということであった。

成践大学の広野教授は、先進国の成長率が

おおよそ3％程度のところ、アジア太平洋地

域は5％(中国の場合は7％)であり、将来的

にも少なくとも東アジア諸国は順調に成長を

続けるであろうという予測を述べられた。地

域の急成長の原因として、1)就学率の高い労

働力、2）高い貯蓄率、3）勤勉さ、4）政権の

比較的安定性という4つがあげられるという

ことであった。このような状況に対する日本

の役割としては、経済援助を増やし、アジア

のマーケットとして市場開放を促進すること、

また技術援助や海外直接投資を通じた資本投

資をより活発にするなどが当てはまるという

ことであった。そして、既存のアジアにおけ

る国際レジームがカバーする範囲を拡大し、

秩序づくりに寄与することも重要な役割を述

べられた。アジア太平洋地域はヨーロッパ共

同体とは違い、成長しているとはいえ、依然

各国間の経済格差も大きく、人種や文化的背

景も大いに異なっている。しかし、それ故に

経済というファクターが、新国際秩序づくり

において欠くべからざる存在であるといえる

であろう。

急激な経済成長のもとに、その功罪として、

人権問題が顕在化してくることが往々にして

起こり得る。松井やより氏は、女性の人権擁

護活動に長年従事しておられた経験から、フ

ェミニストとして、またジャーナリストとし

て発言下さった。主に、アジア地域における

売春行為に対しての実態を我々に示された。

松井氏は、日本で初めて｢売春｣ではなく、

｢買春」という言葉を定着させた方でもある。

経済成長によって日本企業の海外進出は激増

したが、それに伴って、進出先での買春の需

要も増加させることになった。何も日本から

の進出企業の社員だけて､は無く、買春ツアー

さえもパック旅行にまぎれ存在してくるよう

になった。松井氏によれば、日本企業はこれ
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まで男性優位、男性志向型社会であったため、

このような人権を躁鯛するような行為を許

してきたということであった。日本の企業

社会も女性の進出で、徐々に変化が見られ

ることとは思うが、今後アジア太平洋地域内

の一層の協力体制を構築するためには、男性

優位に基づいた女性への性的奴隷観を捨て、

互いの国と国とが尊重しあうことが重要な要

素の一つであると考えられる。そうすれば、

日本政府がエイズ感染防止を訴えるために制

作した､「いってらっしやい｡でも気をつけて」

などという（パスポートで顔を隠した男性の）

ポスターなど、生まれることはないであろう。

吉田 泰治

す。その証拠の休憩時間には各先生を交えた

議論が活発に交わされていたようです。

ご講演の中で、最も印象的だったことは、

松井先生の人権問題、特にアジア地域におけ

る｢売春｣に関する問題は大変私の興味を引き

ました。このテーマ設定でよく話し合われる、

政治、経済とは別の角度からの提言でしたの

で、他の参加者も興味を引かれたらしく、そ

の証拠に、質疑応答では、松井先生への質問

が殺到してしまいました。

この類いのテーマ設定をした際に陥りやす

い、政治、経済に片寄った議論ではなく、そ

の問題意識を人権にまで広げた点が、多少議

論内容の奥深さを欠く結果となったものの、

大変斬新であったのではないかと思います。

最後になりましたが、このシンポジウムの

コーデイオ､一卜を行い、また大変すばらしい

シンポジウムを準備してくれた西元宏治君に

心より感謝したいと思います。

このシンポジウムの開催の趣旨として､「ア

ジア太平洋地域における新秩序」というテー

マの下に、視点を｢アジア、太平洋｣に据え、

冷戦後の新しい国際秩序を巡る状況を認識し

つつ、具体的な｢新秩序｣を模索し、さらには、

その実現のための具体的な行動、日米双方の

役割、について考えることとしました。様々

な問題を、さまざまな角度から取り上げ議論

し、各参加者の問題意識を深めて頂くことを

ねらいとしました。

シンポジウム当日は､広野良吉先生(成践大

学教授)、松井やより先生(朝日新聞編集委

員)､渡辺昭夫先生(青山学院大学教授)にご講

演を頂き､広野先生には｢アジア太平洋地域の

経済発展｣、松井先生には｢アジア太平洋地域

の人権問題｣、渡辺先生には｢アジア太平洋地

域の国際関係｣､の各テーマでご講演頂きまし

た。このテーマ設定は、経済、人権、政治、

の各問題についてシンポジウム参加者一人一

人の視点で考えることを可能にしたと思いま

少数派問題フォーラム 総括

松本 安代

方をされるような同質社会である分、顕在化

しにくく、根底にある差別意識は深いのでは

ないだろうか。

「人種のるつぼ」と評されるアメリカに対し、

日本はしばしば｢単一｣民族国家といわれる。

日本における少数派問題は｢単一」と誤った見
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アファーマテイブ・アクションについて

・ビデオ

i$StruggleandSuccessofAfricanAmer-

icaninJapan"

コーデイオ､一ター：ステファニー、ウェスト

ン氏

(福岡大学講師）

＜大阪セッション＞

・実地研修他

リバテイおおさか(大阪人権歴史資料館）

在日韓国基督教会館

部落解放同盟大阪府連合会浅香支部

部落解放同盟大阪府連合会中城支部

アジアハウス

RINK(RightsoflmmigrantsNetworkin

Kansai)

めく謬み保育園

多数派と少数派の存在する社会において、

｢少数派問題｣は常に存在し、私たち自身が加

害者にも被害者にもなりうる。私たちが自分

以外の存在と向き合う時、固定観念や偏見に

よって歪んだ関係を持つことが｢差別｣の始ま

りであろう。真の自分と真の他者とを見ると

ころに相互理解、「調和と共生｣の道があると

いえよう。

最後にこのフォーラムのために協力して下

さった方々に心からの感謝を示したい。

今回、日本開催の会議において日本の少数

派差別問題に焦点を当てることによって日本

における現状を認識し、"SharingOur

ViSiOnS''を行い、「調和」と「共生｣を考えるこ

とを目的とした。

フォーラムは東京、福岡、大阪の3セッシ

ョン行われ、東京では講演とグループ別討議、

福岡では学生による発表と上、デオの後グルー

プ別討議そして大阪ではグループ｡別実地研

修の形をとった。う。ログラムは以下の通りで

ある。

＜東京セッション＞

・基調講演

「日本における少数派差別｣今野敏彦氏

(四国学院大学教授）

｢先住民族問題を考える：ロシアの先住民族」

岡田一男氏

(東京シオ､マ新社プロデューサー）

｢在日韓国・朝鮮人問題｣金宣吉氏

(青丘社主事）

＜福岡セッション＞

・発表内容

日本における外国人労働者問題

大学における少数派問題

日米の少数派問題に対する意識の違い

アフリカ系アメリカ人に対する差別

在日韓国・朝鮮人差別

沖繩の歴史と現状

少数派問題フォーラム パート1

坂野 晴彦

を行った。はじめに四国学院大学教授の今野

敏彦氏により、「日本におけるマイノリティー

の理解のために」と題して､マイノリティーの

とらえ方、日本のマイノリテイーについての

話があった。2万人もいるとされるジヤピノ

第1回目のマイノリテイーフォーラムは8

月3日の午後、成践大学で行われた。東京で

の当フォーラムは、講師を呼びやすいという

地の利を生かし、専門家による講演と講師を

囲んでのスモールグループディスカッション
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卜の問題を切実に身近なものとして感じるこ

とがて鹸きた。

最後に｢在日韓国・朝鮮人の人権状況」と題

して在日三世の金宣吉氏から話があった。歴

史的、統計的な在日韓国・朝鮮人に対する処

遇についての話で、制度的な不利益が今も存

在していることを、そして、帰化では解決で

きない問題であるということを実感した。ま

た、在日の人々はもとより、サハリンにおき

ざりにされた韓国・朝鮮人や在韓被爆者に対

する戦後補償についても触れられ、気付かな

い部分に存在する問題を認識することとなっ

た。

三者の講演を終え、マイノリティー問題解

決への道を考える上で、教育の重要性を強く

感じた。最後のスモールグループ･ディスカッ

ションの場での｢身近に差別問題がでてきた

時､初めて自分の中に差別が生ずる」という言

葉が忘れられない。

（日本人とフィリピン人との間に生まれた子）

の問題などは目新しく感じた｡Q&Aでは同和

問題について質問がなされ、その問題の深刻

さを再確認することとなった。

次に東京シネマ社の岡田一男氏によりサハ

リン北部に住むニブフ民族についてのビデオ

を観賞することとなった。ニブフ民族の素朴

な暮しが、「おとさんの心遣い」という名でソ

連邦・近代文明によりはぎとられてゆく。移

住させられ、酒にひたり、自殺するその様は

強く脳裏に焼き付けられた｡最後に｢1999年に

はニブフ言語を記憶する人はいなくなる」と

いうテロップが流れた時、アイヌ、イヌイッ

環境フォーラム 総括

阿古 智子

った様だ。北九州では、自治体レベルでの環

境問題への取り組み方について議論しようと

いうことで、何人かの自治体関係者、活動家

の方をお呼びして講演していただいた。その

後、スモールク守ルーフ°で議論を行ない、これ

からの自治体レベルでの環境問題への取り組

み方について話し合った。

2箇所でのフォーラムを通じて、環境問題

の解決方法を身近なレベルから、そして自治

体、国、そして世界レベルから議論していこ

うと試みた訳て鹸あるが、分野によって専門的

な事が議論にのぼり、知識の差によって議論

が進みにくかったことや、いまひとつ議論の

環境フォーラムは、東京都武蔵野市と北九

州市の2箇所で行なわれた。武蔵野市では一

般公開のイベントとして市民の方々も参加さ

れ、学生会議のメンバーも意見交換を新鮮さ

を味わいつつ活発に行なうことが出来た。環

境問題の解決は、近年地球レベルの問題とし

て急務となっているが、私達一人一人が出来

ることは、私達自身の生活を見直していくこ

とである。武蔵野市や市民グループ。の様々な

取り組みをクリーンセンター見学や、再生紙

の製作等、実際に体を使って体験的に環境問

題を考えたことは、アメリカの学生にとって

も、日本の学生にとっても意味深いものとな
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焦点がばらつきがちで、具体的な提言を出し

ていくところまでいかなかったこと等まだま

だ改善すべき点は多く残されたが、これから

の学生会議での課題として、そして各個人の

環境問題への取り組みを通じての課題として

活発な議論が続けられていくだろう。

環境フォーラムin武蔵野

恒田 恵美

を招いて講義をして頂いた。その後に、

JASCer4名によるう。レゼンテーションが行な

われた。講義内容を簡潔にまとめると、講師

の方々は行政府からの立場で環境に対する

我々市民の行動のとり方の指導について述べ

た。他方､JASCerからのﾌﾟレゼンテーション

8月4日、環境フォーラムの一環として武

蔵野市役所クリーンセンターを訪れた。午

前・午後の二部構成で一日｢環境｣がテーマの

リージョナル・デーであった。ここで、なぜ

環境フォーラムが武蔵野市で開催されたのか

述べると、この武蔵野市というのは東京のな

かでも積極的に環境問題に対して取り組んで

いるからなのである。そこで、この日一日の

活動内容について振り返りたいと思う。

午前の部で､は、クリーン・センターでビデ

オ鑑賞やセンター内を見学したのだ。朝から

晴天が続いており、外で一般参加者達も交え

て、牛乳パックからの紙すき体験を行なうこ

とができた。

午後の部は、成践大学へ戻り、4名の講師
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私達個人が、日々の行為をどう心掛けてゆけ

ば良いのか知ることができたと思う。この日

は｢環境フォーラム｣でもあり、また、「リージ

ョナル･デー｣の第一日目でもあった。武蔵野

市市民の参加者たちも交えて、ディスカッシ

ョンでは個人の体験に基づいた意見が多くあ

げられたように感じた。

ではアメリカの環境問題の現状の指摘と比較、

また、私達学生レベルでいかなる行動をとり

得るかなどについて、個々の体験から学べた

気がする。

今回のこの｢環境フォーラム｣全体を通して、

環境活動が地域社会において日常的どう行わ

れているのかを体験することができ、また、

貿易シンポジウム 総括

坂田亜也子

学生による発表は、地球共同体へ至る一つ

の手段としての自由貿易と進む地域ブロック

化はそれにどのような影響を与えるか、とい

う流れで行われた。自由貿易とはという大き

なものから始まり、NAFTA､APECの今後の

展開などについて6人の日米の学生が発表を

行った。その後3，4人ずつの小グループ･に

分かれ、関心・知識に沿って幅広く深い議論

が行われた。

お話いただいた佐藤先生、フィールドトリ

ップでお世話になったNKKの宇佐美氏､伊勢

丹のチャウ氏、ホンダの田中氏には、この場

を借りてお礼申し上げます。ありがとうござ

I，土 iナコ
則 ふ し j－o

貿易シンポジウムは、三部形式で開催され

た。第一部実地研修、第二部講演会、第三部

学生による発表である。一部、二部は8月4

日、第三部は8月16日に行われた。

実地研修は、日米間の様々な具体的問題に

目を向けることができるよう、3グループ｡に

分かれ行った。訪問させていただき、また社

内の方のお話をうかがうことができたのは、

日本鋼管株式会社、株式会社伊勢丹、本田技

研工業株式会社の三社である。ダンピング問

題に沸く鉄鋼業界、参加者の関心の高かった

流通問題および企業の海外戦略について、ま

た貿易摩擦問題の代表品目ともいえる自動車

問題に、触れる事がて、きた。いずれにおいて

も興味深いお話や見学に加え、社内の方々と

の大変活発な質疑応答が交わされた。参加者

にも非常に好評であり、時間がもっと欲しか

ったという声が多く聞かれた。

第二部講演会は、ニューヨーク大学経済経

営研究所所長の佐藤隆三先生を講師に迎え成

践大学の構内で行われた。新時代における日

米の役割をテーマに、両国の事情に精通して

いらっしゃる先生のエオ､ルギッシュなお話は、

我々学生を引き込み、活発な反応を呼んだと

いえる。

霧繍鍵蕊溌鍵＝

芋
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貿易シンポジウム パート1

吉田 泰治

数式を使った高度な日本の対米貿易黒字に関

する問題を議論されたり、日本の輸出自主規

制に関して、非常に斬新な視点を、大変わか

りやすく、日本語と英語両方で解説されなが

らの議論もありました。個人的感想は、問題

の設定が大変広範囲に渡ったため致し方ない

のかもしれませんが、先生はたくさんの問題

を提起され、議論されましたので、どうして

も、議論が拡散してしまった感があったと思

います。但、やはりこれも、いろいろな分野

を専門とする学生に対する講演でしたので致

し方ないのかもしれません。

このシンポジウムは8月5日午後2時より、

成践大学の101教室にて開催されました｡講師

には、ニューヨーク大学、日本経営経済セン

ター所長、佐藤隆三先生をお迎えし、「日米経

済摩擦と協調」という演題で御講演を頂きま

した。講演、質疑応答やスモールグループデ

ィスカッションなどすべて英語を使用する予

定としていましたので、一般参加の方に来て

頂けるか心配でしたが、期待以上の参加者が

ありました。

当初は、「貿易」という問題設定上、例年そ

れを研究対象としている学生には大変興味を

喚起するものになっていましたが、やはり、

時として、議論や講演の中ですら大変高度な

専門知識を必要とすることもあるため、第45

回の当会議においては、それを専門としない

学生からの不満の声が上がっていました。そ

の問題を避けるための工夫が、準備段階から、

話し合われてきました。そのお陰か、佐藤先

生の御講演は、そのことを考慮されていたよ

うで、どの学生にも興味を引くものになった

のではないかと思います。例えば、ある時は

中村明日香

銘打ったレクチャーをしていただいた。

レクチャーでは、クリントン政権の特徴な

どを説明頂いた後に、日本の対米貿易におい

て現行の輸出自主規制と最近議論の的となっ

ている輸入拡大に伴う輸入枠が実質的にはア

メリカの意図する方向には機能しないという

御指摘があり、先生の新たな案の提示があっ

た。これは、明らかにガット違反と考えられ

日米両国のバイラテラルな関係は、21世紀

へ世界を牽引する大きな役割を担っていると

いえよう。両国の緊密さ故に問題となってい

る一つの側面として、貿易問題が揚げられよ

う。そこで、東京開催時において、ニューヨ

ーク大学教授の佐藤隆三先生をお招きし、

｢我々はグローバル・コミュニティーのために

何をすべきか｡～新しい時代の日米貿易～」と
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競争力をつけることが出来るということであ

った。膨大な経常収支の黒字を削減すること

は、世界経済における日本の役割であろう。

るスーパー301条などによって制裁されるよ

りも、日本からの輸出に関税をかけ、この税

分を輸入補助金として利用しようというもの

である。輸出補助金確保のためには、輸入を

制限しようという動きはもはや意味をなさな

くなるからである。

ここでの問題は、現在のクリントン政権は、

レーガンとブッシュ時代からの双子の赤字削

減を行なっている最中であり、日本がその上

に重要な役割を担っていると考えていること

である。増税と歳出減によって赤字の削減を

財政面からは行なっているが、その財政再建

におけるデフレ効果を緩和するためには輸出

の拡大が不可欠だからである。クリントノミ

クスの下では、自由主義の原則を保持しなが

らも慎重な行動主義をとることが新たな政策

姿勢であるという。国際経済研究所のバーグ

ステンーノランドは、もはや対日強行派か穏健

派、自由貿易論者か管理貿易論者かといった

二分法を越えて、日本の黒字削減よりも市場

開放と内需拡大によるアメリカ企業の日本進

出と輸入拡大を促進する事が最重要課題であ

るとしている。つまり、当面はアメリカ国内

の赤字削減促進によって(先に述べたデフレ

相殺のために)｢大きな政府｣であるクリント

ン政権は日本に内需拡大を迫ってくるであろ

う。佐藤教授の案が、内需拡大に有効に機能

するとすれば、日米間のスタートダッシュも

ある程度成功したといえるであろう。しかし、

輸出関税化という処置が輸出自主規制よりも

効果的に輸出量の削減に寄与し、輸入補助金

の確保が危ぶまれる可能性も不定できない。

つまり、輸出関税化とは別個に市場を開放し、

内需を生み出すことが重要であろう。例えば

米問題にしても、先生の考えでは、市場を開

放しても関税することで、国内産の米に価格

貿易(プレゼンテーション）

アジア太平洋地域の経済発展とともに、各

国間の相互依存関係も深まり、地域的統合の

機運が高まってきた。これはヨーロッパ共同

体などにも一般的に言われていることである

が、地域内の自由貿易の確立が基本的に目指

されている。事実、1991年3月の会合でも地

域内の関税、非関税障壁を小さくするよう提

案がなされている。アジア太平洋経済協力関

係閣僚会議(APEC)は､設立当初15カ国で構成

され、定期的な会合を持ってきた。会合では

ワーキンググルーフ。に分かれ、個別の問題に

ついて話し合い、提案を行ってきた。近年ア

メリカ合衆国が、アジアの台頭に懸念を抱き

始め、（敢えて言えばアメリカ抜きの)ブロッ

ク化について度々強靭な反応をしてきた。ア

ジアに現存するAPEC以外の地域的統合、例

えばEAECなどに対する態度がそれである。

アジアのリーダ､一としての可能性を持つ日本

は、アジア地域の統合を積極的に推進しよう

というよりも、ヨーロッパ共同体やNAFTA

との関係に、より目が向いていると認識して

いる学者もいる。「雁行型発展｣の先頭にたつ

日本はアジアの地域的統合の利点を域外へも

納得させるような役割を担わなければならな

いであろう。APECに船ける最大の懸念事項

の一つは、アメリカやドイツといった強力な

経済の推進を行うリーダーシップ。が不在であ

るということである。また、アジアの諸国に

は地域統合内のアメリカの経済的プレゼンス

を好まない国も存在する。しかしながら、ア

ジア経済は、アジアという市場以上にアメリ
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力を始めとする世界市場に大きく依存してお

り、アジアという限定された地域だけでは自

立することは不可能である。勿論、グローバ

リゼーションと地域統合は必ずしも相反する

ことではない。そのような視点にたてば、地

域的統合同士を結び付ける役割こそが、重要

になってくるであろう。アジア地域が欧米と

は違う、いわゆる｢強い政府｣の統制下で、急

激に発展してきた経緯を見れば、そのような

共通項を持つ国々が互いに集まり協力しあえ

ば、障害が取り除かれる確率が大きくなる。

もしアジアで自由貿易圏が実現すれば、アメ

リカを含んだAPECが、他の地域との連携を

クリエイトすることを要求されることは想像

に難くないであろう。

武蔵野市レセプション

東 浩平

を込めたスピーチがあった。レセフ･ションの

最後に行われた、武蔵野に伝わる民謡と踊り

の披露はタ尋イナミックで、あきさせることな

く、レセフ･ションの素晴らしいしめくくりと

なった。

8月5日木曜日、貿易シンポジウムのフィ

ールドトリップと講演の日程を終え、午後5

時半にホテルプレステージに向かって成践大

学を出る。30分近く歩くと三鷹駅近くのホテ

ル・プレステージに到着した。

パーティー会場はホテルの一室の大広間で

所狭しと様々な料理が並べられ、ラーメン、

すし、やき烏等の小さな出店まで出ている。

乾杯をして会食が進むと、日米両チェアーの

挨拶に続き武蔵野市長のスピーチがあり、ア

メリカ人学生にははっぴが、日本側にはペン

セットが贈られた。また少ししてアメリカ側

参加者の1人マーク・ウェンゼルさんより流

暢な日本語による市の協力に対する感謝の意澱
3．福岡・長崎地区

九州総括

竹井 亮一

マ場を迎える時期で在ったため、宿泊施設等

一定の快適さを維持するように心掛けた。

日程全体の流れは各報告に譲るが、もう少

しフィールドワークを増やすべきだったとい

第2開催地である福岡・長崎では、地域の

特性を活かしたフ･ログラムを目指したことは

言うまでもないが、日程的には80人になって

から2週間という、参加者の心理的体力的ヤ
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う声も聞かれたように、訪問先との接触をは

かりながら、各企画を進めることがもう少し

できれば良かったと思う。ただ、会議参加者

内でじっくりと話し込むことは、時間を十分

にとって行いたいものであり、兼ね合いの難

しい所であった。

九州に関しては、コーデイオ､－ターの住居

とは至極離れて居たため、北九州市役所をは

じめ、北九州市・福岡市・長崎市の各位にが

っちり支えて頂いた上でようやく実現したも

のであったことを心より感謝したい。

》齢暉・ｊＬ

擬
５
＄

舜昂
掌

蕊

地球市民シンポジウム 総括

脇坂あゆみ

る有効な指針となると思われた。

つづいて、地球市民としてグローバル化に

対応する交流の具体的な実践について、ジャ

ーナリスト四方洋氏をコーディオ､一ターとし、

駒井洋筑波大学教授、福岡アメリカ合衆国領

事館ドナルドーヤマモト総領事、北九州から

末吉興一市長をむかえたパオ､ルディスカッシ

ョンがおこなわれた。人権意識の育成が地球

人への第一歩であり、現存する外国人労働者

問題などを自身の問題ととらえ、自ら変革の

核となることが、真の国際化の一部であると

いうことが討論された。

なお、このシンポジウムの大きな意義は、

地球市民シンポジウムは､｢グローバル時代

を先駆ける地方からの国際化｣をテーマとし

て、八月七日、北九州国際会議場で開催され

た。この企画は、国家単位の交流に重点がお

かれている現状の中で、個人が地球市民とし

てどのように個人の意思を国際的に反映して

いくかを新たな視点でとらえなおそうとした

ものだ。

国際化の中の個人のあり方、社会の開発に

ついて、まず上智大学名誉教授の鶴見和子先

生が、地域の重要性を｢内発的発展論｣に基づ

いて主張された。内発的発展とは、いわゆる

発展途上国においての急速な工業化、つまり

外発的発展に対する人間の暮らしの発展だが、

これは個人の開放をめざす。他国を手本には

しつつも、自社会の文化に基づき、自社会の

自然環境を保護する発展論だ。開発は発想的、

実践的、政策立案的でなければならないが、

その過程では異質なものがぶつかりあい創造

がなされねばならない、苦しみの共有によっ

て連帯がもたれなければならないという議論

は、多様性をいかに発展につなげるかを考え

蕊
▼

誰

瞭矧
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北九州及び青年会議所との協力により企画が

行なわれ、地元小倉高校生徒もふくみ、幅広

い一般参加が実現したことであった。学生会

議からは東浩平が、発展途上国においての経

済開発と環境及び人権保護の価値観の対立な

どについて述べ、今後の課題も提示した。

｢地球市民シンポジウム｣あとがき

竹井 亮一

う。

さて、地球市民を考えるにあたり持つべき

姿勢の2つめは、今度は各人の立場から地球

共同体の考えにまで発想を押し拡げてゆく姿

勢である。ここでは、先程とは逆に自分達の

在り方を追究してゆく延長線上に地球共同体

を見出そうとする、いわば小を見て大に至る

発想である。

前者の“大から小.，の発想を展開するには

理論や思想をもとに議論してゆくやり方が優

れていると言えよう。これは地球共同体とい

うとても大きな存在から発想を展開してゆく

からである。一方後者の、“小から大”の方

は、理論的な面と同様に知覚し体験する中で

の理解が必要となる。いや少なくともその方

が実のある理解がしやすいと言えるのである。

8月7日のシンポジウムでは、大から小、

小から大の2面的な理解を主に理論の上から

行った。従って最後の、小から大の発想を体

感．知覚するという作業は、プログラム上で

は行われていないこととなる。先程の地球市

民スクールは、この点も、いやむしろこの点

に重点を置いてう。ログラムが組んであったよ

うだ｡JASC本会議中は、大阪での民族問題フ

ォーラムや、各分科会のフィールドトリップ

が、このような行動的・体験的な内容をカバ

ーしていたことになる。

そこで、のこりは、まさに参加者一人一人

の生活態度や行動力に委ねられていることに

なる。本来ならば地球市民シンポジウムを1

これは、去る8月7H北九州市で開催され

た地球市民シンポジウムの、1つのエピロー

グである。

先日、いつものように夜遅く郵便箱の扉を

開けると、一通の大きな封筒が在った。北九

州青年会議所、地球市民スクールの報告書だ

った。この集まりは、40名程度の様々な層の

市民が、半年間計6回のスクーリングを通じ、

“地球市民.，にアプローチをかけてゆこうと

するもので、内容は講師によるレクチャーに

止まらず、1泊2日のオ､イチャーゲーム、ア

フリカへの救援物資の倉庫整理作業など、8

月7Hのシンポジウム参加も含め多岐にわた

っており、参加者にとっての充実度は相当な

もののようであった。「ここまでやれると、い

ろいろと地球市民や地球共同体について、

JASCとは別の意味で深く取り組めたろう

な」と思い、秘かに、今度は是非別の形の地球

市民シンポジウムでもできれぱな、と策を練

り始めている。

僕は個人的に、地球市民というものを考え

るにあたり、2つの姿勢を持つべきだと意識

してきた。それについてここで若干検討して

みよう。まず、1つめは、地球共同体という

発想を追究して、その中での地球市民という

存在がいかに重要かを考える姿勢であり、い

わばまず大を見て小に至るという視点の移し

方をするものである。今1111のシンポジウムは、

理論や講師の方々の豊かな経験・知識をもと

にして、この考察を行う場であったといえよ
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泊2日程度で行い、そういった内容を加味す

ることもありえたが、日程上できなかった。

シンポジウム参加者の更なる地球市民像の各

自による追究を願って止まない。様々な形で

の、様々な体験をへて、より重層的・多元的

な理解が少しでも参加者の内で拡がって行っ

てほしい。

最初にエピローグだと言ったのは、実は嘘

である。あのシンポジウムも、そしてこの日

米学生会議も、それに関わった人々にとって

1つのプロローグであってほしいという、ち

ょっとぜいたくな思いが僕の中にある……。

この場を借りて、あのシンポジウムを共に

産み育てて下さった、末松様、佐々木様を始

めとする北九州市国際部の皆様、お忙しい中

私共のシンポジウムへの深い理解とともにご

講説頂いた鶴見先生、四方先生、駒井先生、

ヤマモト領事、末吉北九州市長の各位、そし

てシンポジウム実行委員の、東、村上、脇坂、

泰松のみんな、その他挙げきることのできな

》
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Ｐ
‐
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“
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鶴見 和子先生

い御賛同、御協力項いた全ての方々に本当に

心から御礼申し上げます。皆様の御理解がひ

とつの方向へ向かい、地球市民シンポジウム

という場をもたらして下さったことをぼくは

生涯忘れないでしょう。ありがとうございま

した。

1つのう｡ロローグ。

北九州市レセプション

吉田 泰治

そんな中、北九州市の方々が我々のために

準備してくださったこのレセプションは大変

暖かいものでした。特に、このレセフ。ション

の席上では、我々を一晩受け入れてくださっ

たホストファミリーの皆さんと初めて対面す

ることになりました。今回の会議期間中、2

度ホストファミリーと過ごすという機会に恵

まれましたが、北九州市でのそれは、アメリ

カの学生にとっても、日本の学生にとっても

初めてのことであり、皆、一様に緊張の面持

ちであったようです。私個人的には、私と一

緒に滞在したアメリカの学生が日本語を全く

といっていいほど喋れなかったため、このホ

このレセプションは、地球市民フォーラム

の時間延長によって、当初の予定の2時間か

らおよそ1時間程度に短縮されてしまいまし

た。地球市民フォーラムでの議論が活発であ

ったことを考慮すれば致し方ないとも思えま

す。それに加え、我々学生が、レセプション

後の予定に関わる荷物移動のため、開会に間

に合わず、北九州市長をはじめとする方々の

ごあいさつを聞くことができなかったことも

不運でした。このように、時間的な問題から、

私個人的にはかなり慌ただしくこのレセプシ

ョンでの前半が過ぎていったように思われま

す。
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ストフアミリーと彼との間に入って意思疎通

の手助けをするという役が待っていましたの

で、とても緊張したものとなりました。辺り

を見回しても、アメリカの学生が、家族に向

かってお辞儀をして日本語で挨拶していたり、

日本の学生が、アメリカの学生のいったこと

を通訳できず四苦八苦している様子がうかが

えました。

先に述べたように、レセプションの前半は

大変慌ただしくもありましたが、後半、ホス

トフアミリーとの交歓が進むにつれて、何ら

や大変和んだ雰囲気となり、｢地球市民との交

流｣がようやく行われたような気がしました。

ホームステイin福岡

村上 敦哉

が抱える最大の問題である後継者問題に関す

る話であった。その対策として地方自治体や

農協が実施しているプログラムをいくつか教

えてもらったが、特に農協などは自らの存続

をかけて涙ぐましい努力をしているようであ

った。

2日目には、晴れ上がった夏空の下、長男

の人と共に3人で周辺の田畑を見て回った。

田畑で作業をしていた幾人かの人達とも話し

をしたが、その時、ふと思い出したことがあ

った。それは、2日前の中間反省会で議論さ

れたホームステイの意義であった。中には、

R米学生会議にホームステイを入れるのは妥

当でないと考える人達もいた。しかし、アメ

リカ人の大学生と日本の農家の人々が、何の

わだかまりもなく楽しげに言葉を交わす光景

を目の当りにした私には、とてもそうは思え

なかった。

今から振り返ってみても、あの2日間のホ

ームステイが、1ヵ月に及ぶ会議の中で占め

た役割は非常に大きかったと思う。なぜなら、

第45回日米学生会議を通して、私達80人が探

し求め続けた“グローバル・ハーモニー.’も、

草の根レベルでの人々の相互理解と信頼が欠

けていては、絶対に実現し得ないのだから。

東京での1週間の会議を終えた後、私達は

飛行機で北九州に向かった。東京での滞在

地であった吉祥寺の喧嘩な雰囲気とは打って

変わり、私達が宿泊したリーガ・ロイヤルホ

テルのあるJR小倉駅周辺は見事に整備され

ていた。

到着した翌日の午後に、北九州国際会議場

で地球市民シンポジウムが開かれ、そのすぐ

後のレセプションにはホストファミリーが迎

えに来ることになっていた。日本人とアメリ

カ人がペアを組み、40組のペアが各々違う家

庭にお世話になることになっていた。レセプ

ションでは、各々のペアが自分達のホストフ

ァミリーを見つけると、簡単に食事を済ませ、

各々の家庭へと足早に散っていった。

40の家庭で各々のペアが経験したことは

様々であると思うが、ここでは私の体験を報

告したいと思う。

私たちのホームステイ先の家族は3人家族

で、家は農家であった。両親と長男という家

族構成で、3人とも非常に心暖かい人達であ

った。夜には、5人で、北九州地区の農家が

抱える様々な問題や、あるいは、プロ野球の

観客の応援の仕方の日米比較など、実に様々

な事について興味深い話し合いをすることが

できた。特に興味深かったのは、日本の農家
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後藤田鶴子

我々を含む数組は、農家でのホームステイ

だった。私たち二人(後藤、Fung)は、ブロッ

コリー、ミニトマトなどを栽培する専業農家

にお世話になった。祖父母、父母、子供三人

の計七人が住む、最近少なくなった、三世代

同居の家庭である。

この家庭で外国人を招くのは初めてだとい

うことで、我々を迎えに来てくれたご主人と、

高校生の娘さんは、最初、心配そうな様子だ

った。これは、初めて日本の家庭を訪れる米

国人学生にとっても同じことである。彼女と、

英語の分からないホストファミリーとの間に

たち、私もまた不安になった。どうすれば、

お互い言葉の溝を乗り越えて、自然に会話が

できるようになるだろうか。

家に着くと、ご主人の両親、妻、高校二年

生の息子さんが迎えてくれた。後で、部活動

の練習から帰ってきた中学生の娘さんが加わ

り、普段ならば食事の時間はさぞ賑やかであ

ろうことが想像できるのに、この日は、皆、

なんとなくぎこちなく、静かだった。

夕食が終わる頃、農業の話などをしている

うちに、皆やっと打ち解けだした。夜は衛星

放送の字幕映画をみた。これは結構よい時間

だったと思う。言葉を交わす面倒もなく、同

じ感情を分け合うことができたからだ。

次の日、子供たちと近所を散歩したりして

遊んだあと、祖父母を除く皆で、近くの公園

に遊びにいった。この頃には、子供たちの表

情も和らぎ、親しげになっていた。実は、こ

の日、農作業を手伝わせてもらいたかったの

だが、ちょうど収穫物もなく、ホストファミ

リーの方も今日は休みたいということだった。

結局、お互いにとって楽しい休日だった。

別れ際の家族の寂しそうな様子が印象的だ。

初めて外国人に接した日本の家族と、初めて

日本の家庭に滞在したアメリカ人。双方が、

言葉・文化の違いにかかわらず、結局同じ人

間であることをしみじみと認識した二日間で

あったと思う。外国人と比較的接し慣れた都

会の家庭とは一味違うホームステイであった。
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8歳、6歳、4歳の3人姉妹がおり、非常に

賑やかな家庭であった。初め少々緊張してい

た私も、心のこもった歓待とあどけない子供

達を前に、緊張はとけていった。

2日目。午前中はすいか畑に行き、すいか

をトラックに積む手伝いをした。とはいえそ

ホームステイ、それもファームステイ。私

にとっては全く初めての経験であった。「農

家」ときいただけで､｢別世界｣を予想していた

私であったが、その予想は見事にはずれた。

ホストの杉原さんは、農業研修のため海外

経験のある、気さくな人であった。おまけに

－74－



の合い間に子供達とじゃれ合ったり、写真を

とったりしていたので、手伝っていたという

より子供の相手をしていたといった方が正確

だろう。前日の雨も上がり、青空の見える暑

い日ざしを浴び、すいか畑を背に、すっかり

私は子供達の｢お姉ちゃん｣になっていた。

午後。すいか出荷の手伝いをした。手伝い

とはいえ単に「わかまつすいか｣のシールを貼

るという非常に単純なものであったが。この

頃には子供達はさらに私にまといつくように

なっていた。共に食べ、遊び、仕事をするう

ちに形成された何かを私は感じていた。

杉原さんは最後に私達を車で海の一望でき

る灯台に連れていってくれた。子供達と共に

とった写真と、おみやげに頂いた博多人形は

一生の思い出になるに違いない。

人間にとって、自分の存在が確かなものと

して感じられた時程嬉しいことはない。杉原

一家の親切なもて唾し、とりわけ子供達が純

粋に私を慕ってくれたことは、私に生のエオ、

ルギーを与えてくれた。暑い夏の一時、子供

達と共に汗を流し、トラックの荷台で風に吹

かれながら疲れを癒した思い出は、一生消え

ることはないだろう。

環境フォーラム パート2

桜井 周

ていただきました。一人目の方には、北九州

市に流れるむらさき川に鮎をもどすプロジェ

クトを行ったときの話をしていただき、もう

一人方には洞海湾の水の浄化にとりくんでこ

られた経験を語っていただきました。公害か

らいかに脱却していくかという問題について、

現実的な位相で考えることができました。

また、九州で環境問題とくれば、水俣病に

ふれない訳にはいかない。アメリカ側参加者

に水俣病について知ってもらうために、水俣

病の連動にかかわってきた牧師さんにきてい

ただいた。水俣病の歴史と症状について説明

してもらい、あとで写真も見せていただいた。

水俣病については、地球市民シンポジウム、

リバティ大阪でもふれていたので、それらと

関連づけて学習できてよかったと思う。

最後に、東京大学の中西教授にきていただ

いてお話をうかがう予定であったが、都合に

より御参加頂けなかったのは残念だった。

北九州市は30年前ごろは、公害がひどく煙

の街として悪名をとどろかせていたが、その

後、市をあげて積極的に公害問題にとりくみ、

今ではすっかり健康的な街となった。行政、

地元企業、市民の努力の過程に学び、また、

北九州市は発展途上国の自治体へ公害克服の

ための技術等のノウハウを提供するなどして

アジア諸国へ貢献をしています。それらのこ

とをきくために、北九州市の公害対策の人を

講師としてまねき、また小グループ。･ディスカ

ッションにも加わっていただき、コメントし
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三宅 浩史

8月9日、環境のタスクフォースでは、「環

境保護と国際貢献』というテーマで北九州の

国際会議場でフォーラムを開催した。北九州

市は、かってのひどい公害問題を主体性をも

って自ら克服し、現在そのノウハウを地球環

境保護の観点から、今日都市公害に悩まされ

る発展途上国への移転に努めている。その北

九州市の歴史と現況について市の職員とアド

バイザーの方に講義を願った｡以前の｢公害王

国日本｣の抱えた象徴的な公害問題として、ま

た九州地域で開催されるということもあって、

水俣病問題にもふれた。ここでは、この問題

について被害者の立場から積極的に携わって

おられる方に講義を願った。

当日は、各講師の方々もスライド等を使っ

てかなり専門的な事項まで分かりやすく説明

しておられた。しかし、内容が少々難しすぎ、

グループ。ディスカッションの時間を設けた二

も関わらず、レクチャーが一方通行になった

きらいがあったのは、反省すべき点であった。

最後に、都市工学の観点から広く公害問題、

特に住民と水との関わりについて研究をなさ

っている中西教授にも講義をお願いしていた

が、当日、身体の都合上、お越しいただくこ

とができなかったのは大変残念だった。

リフレクション・ミーティング

貝原健太郎

一同に会し、それぞれの熱い思いを語り合い

ました｡｢つまらないレクチャー主体の会議は

時間の無駄だ｣｢総合テーマを通して会議に一

貫性を持たせなくてはいけない」といった現

在進行している問題から､｢会議の規模が大き

すぎるのでは｣｢会議の目的とはなにか」とい

ったより根本的な問題に至るまで多くの点が

指摘されました。またそれに対して賛成、反

対さまざまな意見が出されました。それぞれ

の参加者がそれぞれ会議に対する熱い思いを

語り、中には感極まって涙を流すものすらい

ました。

結局その場で何らかの答えが出ることはあ

りませんでしたし、参加者もそうするつもり

ではありませんでした。しかしその討論を通

じて会議への思い入れを参加者が強め、また

会議をより良いものにしようという考えが浸

透したように思いました。また彼らの間に一

反省会。会議が始まって2週間を過ぎたこ

ろ、若く血気盛んな参加者の中に会議に対す

る不平不満の声が聞かれるようになりました。

ある者は総合テーマの扱いの不当さに苛立ち、

ある者は巨大になり過ぎた会議の在り方に疑

問を抱き、ある者は豪華絢燗なレセプション

に憤り、またある者は言葉の壁に突き当たり

挫折感を味わっていました。彼らはホテルの

一室に集まり、互いの意見を戦わせ、会議へ

の恋慕の念を確認し、「今からでも遅くない、

会議を変えなくてはいけない」と考え､立ち上

がりました。そしてその手始めとして、パン

フレットを印刷し人々に配布しました。その

結果自分たち以外にも会議に対して何らかの

疑問を抱いている人達がいることを知り、そ

してとうとうコミュニケーション・ワークシ

ョッフ。の時間を割いて反省会を開くことにな

りました。北九州国際会議場の一室に80人が

－76－



種の連帯感が生まれました。予定外の企画で

したが成功であったといえましょう。

反省だけなら猿でもできますが。

少数派問題フオーラム パート2

鈴木 武志

「マス・メディアの中のマイノリティー」

台風の進路を窺いながらの日程で、嵐の後

の静けさを皆心待ちにしていた。一室に閉じ

篭もる窮屈感とは裏腹に、ビデオの内容に新

鮮さを覚えたのは私だけだっただろうか。

外国人労働者を題材とする著書なり、報道

特番などは、枚挙にいと間がない程語られて

いるが、ともすると陳腐な大義名分としか聞

こえないこともままあるものだ。

そんな中で、私が新鮮なイメージを感じた

のには、後になって頭を整理してみると、や

はりそれなりの理由があった。第一に、番組

作成に当たっての取材者側の視点の違いが、

第二に、被取材者の対象を多様化していたと

いう二点が挙げられる。

先ず同じ外国人労働者問題を扱う時でも、

日米間では取材内容に大きな倫理感の相違が

あった。具体的には、番組作成段階で作成者

側の主要意図が、どこに置かれているかとい

うことである。私が見聞きした限りでは、概

して外国人労働者と言えば、潜在的マイナス

イメージをラベリングされて報道されること

が多い。一方、今回の番組では、米国側の作

成ということもあってか、集団としてのマイ

ナス面を強調するのではなく、労働力を有す

る個人としてとらえているように思われた。

次に被取材者側の多様性についてだが、実

に様々な職種、年齢、男女別による紹介がさ

れていた。多様な視点を設けることより、ケ

ースの特殊化、異例化を避け、普遍的な情報

によって視聴者に解答を委ねる報道姿勢には、

評価すべきものがあった。

以上の二点を踏まえ、次のような結論に至

った。日本人だけに限ったことで､はないが、

人は内なる諸問題を抱えている時、無意識の

うちに苦悩から免れるべく、仮想敵対者を作

り出し、問題をすり替えている。そして、そ

のすり替えを助長するものが、時として偏狭

な倫理感を含んだ情報なのだ。今後ますます

情報は増大するばかりだが、インテリジェン

トな情報受容を心掛けなければならない。

長崎地区総括

芝崎 厚士

文化会館での開会式を兼ねた映脚｢原爆の長

崎｣鑑賞と本島市長の講演､昼食後は被爆者講

話組と原爆病院組の二手に分かれて実地研修

長崎訪問は8月11～12｢Iの間に行われた。

11日午前5時にバスでリーガロイヤルホテル

小倉を出発し、9時から12時までが長崎国際
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の病室にどうしても入ることができ唾かつた

一人である。被爆者講話組の方も、撮影され

た8ミリビデオをあとで見たかぎりでは貴重

な経験となったようである。

「一番印象に残っている」と言ってくれる人

も何人かいて、コーディオ､一ター冥利に尽き

るが、実際のところ参加者にそう思わせたの

は長崎の持つ魅力と文化国際課のスタッフの

皆さんの活躍に代表される長崎市の方々の完

壁な受入れ態勢の存在であり、それはコーデ

ィネーターの無為を弥縫して余りあるものだ

った。また、会議期間中ほとんど曇り空が多

かった中で、長崎での2日間は嘘のように気

持ちよい台風一過の日本晴れが続いたことも

幸運だった。

二日目の8月12日は自分の23回目の誕生日

でもあり、ずいぶんリラックスして過ごすこ

とができた。午後は一人長崎を散策し、チャ

ンポンを食べながら絵はがきを書く。会議が

始まってからまもなく、なぜかわたしの｢娘」

となったさら(田中[沙]）とひろみ(日向)への

お土産にチャイナ帽を買って、6時の集合場

所に3時ごろから一人で座って長崎港の景色

をずっと見てL,た。長崎は6月の出張の時が

初めてで、このときが2度目だったが、その

居心地の良さ、人の暖力'さにはますます魅せ

られるばかりであった｡｢将来一度は住んでみ

を行った。夕刻宿舎のながさき式見ハイツ到

着後は長崎市によるレセプションとパーティ

ーがあり、会議が中盤に入りやや疲れていた

上の強行軍だったのでいい息抜きができたと

思う（かわいい仔猫がいたのを覚えている人

もいるだろう）。翌日の午前中には、前日行う

予定であった参加者のプレゼンテーションと

ディスカッションを行った。午後は市内の実

地研修。国際文化都市長崎の素晴らしさを満

喫した後で、再びバスに乗り込んでリーガヘ

戻った。

わたしはジンと共に長崎のコーディオ､一タ

ーとして、戦々競々たる思いでこの2日間を

過ごした。特に初日の頃は疲れが極限に達し

ていて、また同時に個人的に悩んでいたこと

もあり、そのせいか前日のタスク・フォース

とのミーティングを手配りがやや不十分なと

ころを残したまま終えてしまい、かなり不安

だった｡往路の道中で､グレッグやみき（寺澤）

とふざけたりしているうちに、少しは疲れも

心の霜も晴れるような気がしたのも束の間、

いざ長崎に着いてみると自分の気分に構って

はいられなかった。レセフ｡ションを終えたあ

たりで疲れはとれたが、心の中のわだかまり

はどうしても消えなかった。

いろいろ失敗もあったが、全般的にいって

無事に終了した(多少､無事でなかった人もい

たようだが)のて､一安心だった。わたしの不手

際でご迷惑をおかけした人にはこの場を借り

て心から陳謝したい。

それぞれの内容は各稿を御覧いただきたい

が、参加者が受けた印象の強さ、そして討論

と研修のバランスなどを考え合わせると、総

じて長崎訪問は所期の見通し以上の成果を達

成したようだ。報道関係者の取材に対応して

いたためでもあるが、わたし自身、原爆病院
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たいなあ｣などと勝手なことを考えているう

ちにみんなが三三五五戻ってきた。娘たちも

帰ってきたので帽子をあげて一緒に撮ったの

が前頁の写真。帰りのバスの中でみんなが一

言ずつ書いた色紙を渡してくれて、さらに｢ハ

ッピー･バースデー｣の合唱。会議中に誕生日

がある人にとってはたまらない瞬間で、なん

ともいえずうれしかった｡今でも部屋に飾って

あるその時の色紙の中で印象に残っているの

は、盟友ジンの"THISDAYPROVES

THATYOUARENOTMEDIOCRE"と、

色紙の裏ににしもが書いた｢今更､何も言うこ

とはなし！」｡特ににしもの言葉を目にしたと

きには肩の荷がふっと軽くなった気がした。

充実感が心の中をさっと駆け抜けていき、気

分が爽やかになった。

ホテルに帰ると、娘たちがわたしの部屋に

やってきて、バースデー・プレゼントとして

パンダ、のペッッ(他にもくれた人がいる）と、

｢事務所で使って」といってかわいい猫のスリ

ッパをくれた。その後でいろいろな話をした

が、まさか二人とも来年の実行委員になると

は思いもよらなかった。本当に幸せな一日だ

った。さて、彼女たちにお返しをしなくては

ならないが、次女にはディズニー・ランドで、

買ったミッキー・マウスの手袋をあげた。長

女にはまだ誕生日がこないけれど、何をあげ

ようか今から楽しみにしながら考えている

(もちろん、このときはまだ養女ではなかった

三女にもね)。

戦争と平和フォーラム パート3

貝原健太郎

さて、現在の政府の政策に問題がある。第一

に、長崎にきた難民(ポートピーフ。ル)を冷遇

すること、第二に公的権力から外国人を排除

することである。国際化とは一体のどのよう

なものと考えているのだろうか。

戦争は人間から理性を失わせる。人間は戦

争を正当化する｡」

特に、最後の言葉はこころに訴えるものが

8月1l日は、真夏の太陽が真上から照りつ

ける暑い日だった。まるで私たちが、長崎に

来るのを、そう、あの長崎に来るのを待ち構

えていたかのように。あの日も、これくらい

暑い日だったのだろうか。

本島等市長のお話しを聞いた。市長は高ぶ

ることなく淡々と私たちに語られた｡逆にそ

の口調が私にはこたえた。

「20世紀とは何だったのだろうか。①市民を

も巻き込んだ2つの総力戦②冷戦構造、③

難民、飢餓、環境、南北問題、テロ、などの

諸問題の累積。この三つが20世紀の象徴であ

る。そしてその中でも最も愚かだった行いは、

ナチのユタ需ヤ人虐殺と、そして、原爆投下で

あった。それを踏まえて今、日本人がなすべ

きことは何か、それは、過去のH本の侵略の

事実を追求すること、また世界中に対し親し

みの持てる人間になること、の二つである。

虻L 毒

本島 等長崎市長
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あった。原爆フィルムを見たあとだっただけ

に。

とにかく、暑い日だった。あの瞬間は、こ

んなの比べにならないくらい暑かったのだろ

う。いや、熱い、か。気が滅入った。人間の

残酷さを感じた。戦争は要らない。原爆も要

らない。

後藤田鶴子

効率性だけで、戦争への参加を容易に正当化

することへの疑問を感じる。一個人・一家族

の幸せもまた、達成すべき平和なのだ。

市長を含め、長崎の人々の平和への切実な

希求は、我々の心を打った。次の日の会議参

加者によるう。レゼンテーションは熱が込もっ

た。夜は遅〈まで、日・米・アジア関係の問

題について話し合われた。

戦争のない地球は、我々が最終的に求める

ものだ。二国間関係の危機が感じられれば、

それを無くし、戦争を予防する努力をするこ

とだ。それぞれの国に属する者が、互いを理

解し、認め合い、常に友好関係をつくってお

くことの大切さを感じた一日でもあった。こ

の日以後、日米の学生がより話し合いの場を

持ち、互いの問題に関心を持つようになった

ことを感じた。

8月9日、その日が原爆記念日だったのを

思い出したのは、夕方、夕刊を見たときだっ

た。

小学生の頃に原爆の写真、絵画展を見に行

き、また修学旅行で長崎を訪れて衝撃を受け

て以来、8月6日の広島、9日の長崎の原爆

記念日には朝からテレビを点け、投下自国の

アナウンスとともに、黙祷することにしてい

た。だが、日常の忙しさに、黙祷の時間をつ

い逃してしまうようになったのは、高校生の

頃からだろうか。

2日後の11H、我々は長崎を訪れ、本島等

市長・被爆者の話を伺った。「ここを訪れ、

話を聞くと、皆さん、戦争や核兵器の恐ろし

さをひしひしと感じていくのですけど、その

うち日々の忙しさの中に、このとき感じたこ

とを忘れていく人が多いですね。そこが、実

際に体験した人と、体験していない人との違

いでしょうか｡｣被爆者の一人がおっしゃった。

私もまた、原爆の惨めさを感じた衝撃を、

日々の生活の中に、だんだん薄れさせていた

一人だった。体験者と比べて、自分たちの認

識の甘さを感じざるを得ない。

平和を享受する日本にいて、概念的に、戦

争はいけないと言っても、説得力を欠く。同

じに、家族や友人を失い、後遺症が原因で差

別を受けてきた体験者の話を聞くと、手段の

剛…

‐…蕊
~H 製
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田中 沙羅

前日の夜に計画されていた戦争と平和フォ

ーラムパート3は翌日12日の午前中へと延期

された｡今回の計画はstudentpresentationと

それに対するQ&Aという形式がとられた。

東丸は兵士の心理について言及した。兵隊

訓練は人間を戦闘兵器に仕立て、命令に従順

な人間を育てるものであるから、そこで訂||練

された兵士に責任はない、との主張であった。

育てる側の責任も勿論否めないが、右も左も

わからない幼い児童とは違い、ある程度成熟

した人間が対象である以上、責任ゼロと言い

切ってしまう点には疑問を感じた。

ひろみは、いかにして地球共同体を形成す

るかとの視点から、キース・へリング展で感

じたことを発表した。Ignorance=fear,

Silence=death この言葉は非常に強いイン

パクトを私達に与えた。自分達に何ができる

か、という点が特に強調されていた。

あゆは自分自身の経験を語りつつ、そこか

らくる自分の拠って立つstanceを明示した。

まず第一に、歴史に対する認識と相互理解が

日米間で浅いことが問題であり、日本は原爆

に、アメリカは真珠湾攻撃の回顧に重点が置

かれすぎていると指摘した。また、日米双方

の考え方をふまえ、過去から学び、戦争を憎

む日本国憲法の精神を保ちつつ、平和には不

断の努力が必要であるという自覚をもち、経

済、文化摩擦にとりくんでいく姿勢をもちた

い、と主張した｡彼女のpresentationからは真

筆な態度がひしひしと伝わってくるものであ

っただけに、聴く者の胸をうった°

この他、MikeS.、MikeB、Don、ゆみ、

Jessicaがpresentationを行った｡皆｢戦争と平

和」という大きなテーマを前に、それぞれの立

場から自分の問題として考えていこうとする

姿勢が印象的であった。Q&Atimeも時間を

大幅に延長して活発な意見交換が行われた。

実地研修in長崎

米倉由美子

一緒に、参加者は椅子を円形に並べて座った。

最初、現在61歳の男性が、次に58歳の女性が、

それぞれ自分の被爆体験を語って下さった。

そのひとことひとことが、生々しく被爆の様

子を伝え、私達の心に響いた。友達との下校

途中に被爆し、あまりの爆風でスルメのよう

に体が丸くなって飛ばされたこと。ものすご

いやけどのために皮膚が全部溶けてしまい、

皮膚がなくなってしまったこと。水を飲みた

くてたまらなかったけれど､学校の先生の｢け

がした時は水を飲むな」という注意を思い出

して我慢したこと。目の前で、我慢しきれず

今から48年前の1945年8月9日に、長崎に

原子爆弾が投下され、多くの人の尊い生命が

失われた。

この長崎での実地研修で被爆者の方のお話

を聞く前まで、私が知っている長崎の原爆に

ついての知識は、ただそれだけの、単なる事

実でしかなかった。しかし、被爆者の方のお

話を直接うかがって、その事実が人間に及ぼ

す計り知れないタ・メージを知った。それは、

他の日本側参加者も米国側参加者も同じだっ

たのではないかと思う。

会場では、二人の被爆者の方と通訳の人と
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受けた苦しみを思うと、言葉を失い、ただ涙

を流すしかなった。

ある米国側参加者は、被爆者の方に、そん

なに残酷なことをした私達の国を許してくれ

と言った｡それに対し、被爆者の方は私達が

憎むのは戦争そのものであって、人を憎んで

はいけないから、アメリカ人を憎んではいな

いとおっしゃった。そして、これから二度と

戦争を起こしてはいけないと強く主張された。

この日のことを、私達は決して忘れないだ

ろう。戦争が、そして原子爆弾という破壊兵

器が、一人の人間に与える苦しみとその重さ

の意味について、私達は改めて考えていかね

ばならないと思う。

水を飲んだ友達が次々と死んでいったこと。

助かったと思っても、自分の親は死んでしま

い、その死体を自分で焼かなければならなか

った辛さ。被爆後遺症に苦しむ余り、多くの

人が自殺したこと。

このような多くの事実が心に残っているが、

特に鮮明に覚えている言葉は､｢被爆して助か

っても、こんなに苦しむのなら、あの時お母

さんと一緒に死んでおけばよかったねといつ

も妹と言っていました｡」というものだ。

現実に起きたことの重み、そしてその事実

が人間一人一人に及ぼした、想像を絶するほ

どの苦しみを、参加者はひしひしと感じた。

自分達の目の前にいる被爆者の方が48年前に

田中 沙羅

その後会議室にて院長の方から病院の沿革

について話をうかがい、その後学生との質疑

応答の時間をとって頂いた。最も興味深かっ

たのはマークの質問。在日中国人、韓国人は

原爆症の認定を受けられるのか、また入院で

きるのか、というものであった。この点につ

いてはかなりsensitiveな要素を含むだけあっ

て、明確な解答は得られなかった。

8月1l日午後は原爆病院訪問組と被災者講

和組に分かれて実地研修を行った。私達病院

組はボランティアの方に道案内をして頂き、

日本赤十字社長崎原爆病院を訪れた。小グル

ープに分かれて病室に入り、原爆症に苦しむ

患者さんから直接話をうかがった。彼は原爆

投下後消防士として長崎の地に入り被爆した

とのことであった。原爆症の症状はすぐ鞭に表

れた訳て､はな〈、何十年も経過した後のこと

だったらしい。学生側の質問に、時にはたろ

うの通訳も交えながら静かに考えながらうつ

むきがちに語る姿を前に、私は自分達のやっ

ていることにとまどいを感じた。勝手に、ど

やどやと病室におしかけてきて、いきなり思

い出したくもないかもしれないつらい過去の

経験を語ってくれと強要する…。しばらくし

てお孫さんらしい子供が御見舞に来たのを機

み、申し訳なさを内に感じつつ、私達は病室

を後にした。
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真夏を思わせる暑い日ざしの中、病院を後

にした私達は平和公園に向かった。平和の泉

平和祈念像、各国から寄贈された像……夏休

みということもあり、周囲には子供達のはし

ゃぐ琴声がきこえ、しきりにシャッターを押す

若者達の姿も見られた。48年前にこの地が焼

け野原であったなんて、とうてい信じ難いこ

とであった。

私にとって原爆投下地を訪れたのは生まれ

て初めてのことであった。海と山が一望でき、

それほど観光化されることもなく、小じんま

りとした穏やかな町、そんな印象を受けた。

平和な世の中に生きているという事実を再認

識した一日であった。

ジェンダー・ワークショップ総括

寺澤 実紀

ら5名が、それぞれの国において世論を喚起

しているジェンダー問題について、プレゼン

テーションした。アメリカ側は妊娠中絶、同

性愛、性差別等、日本側は従軍慰安婦、家庭

における性役割等をとり上げ、問題を相互に

再認識し、理解を深めた。引き続き、プレゼ

ンテーションの内容に関する質疑応答が行わ

れたが、質問はアメリカ社会における同性愛

から、『かわいい」という日本語の背後に潜む

日本社会の性規範にまでも及び、ジェンダー

問題への関心の高さが窺われた。大いに盛り

上がったところで、日米の男女4名で構成さ

れる小グループに分かれ、夕食をとりながら

白熱した議論をそれぞれ継続した。

夕食から戻ると、既に会場は日本側有志に

よるスキットの準備が完了しており、最近の

男女関係に見られる複雑な図式が熱演された。

アメリカ側有志も、家庭での性役割、若者の

男女関係、人種差別を反映した結婚、そして

同性愛者とその家族を熱演した。

より活発にジェンタ醇一問題について話し合

い、また日米それぞれの参加者の相互理解を

深めるために、1対1のディスカッションが

同性間、そして異性間の2種類の組み合わせ

により、2回行われた。様々な事柄がパーソ

ナル・ベースで語り合われたのは、言うまで

『13日の金曜日jに行われるはずだったジ

ェンダー・ワークショッフ。であったが、8月

10日に日程を繰り上げて開催された。北九州

市滞在開始直後、九州地方を襲った大型台風

が原因で交通機関が麻庫し、10日に予定され

ていた福岡市訪問を中止したため、スケジュ

ール調整の必要性が生じたのである。日程を

急速9日、つまり前日の夜変更し、コーディ

オ､一ターのMitziCarlin(当時Hnizdil)と私

は承諾をしたものの､プレゼンテーター(発表

者)やスキット出演の有志と共に大いに焦っ

たのは言うまでもない。天候と男女問題は、

「女心と秋の空」に象徴されるように、大い

に関係があったのかもしれない。

焦りと多少の不安のなかで当日の午前中、

Mitziと私は配布物を作成し、スキット出演者

たちは熱心に最終練習を行っていた。激しい

雨の中、午後1時に上､デオ「DearLisa』の上

映から、ワークショッフ。を開始した。アメリ

カにおいて少女が大人になる際に直面するで

あろう問題を扱っており、15分間に編集され

た映像だった。次に、雅子さん及び皇室に関

するう。レゼンテーション(発表)が行われ､｢結

婚の儀』を特集した上、デオ番組の一部が見せ

られた。

休憩の後、アメリカ側から6名、日本側か
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イベートをも語り合った。会議終了後9月に

結婚し、別姓夫婦増加の波に逆行している彼

女だが、一緒に仕事ができ楽しかったと同時

に、感謝している。ありがとう、そして結婚

おめでとう。

全体合宿以後、一緒に働いてくれたタス

ク・フォースにも感謝している。特にみな(山

田美那子)には連絡係としてサポートして戴

き、感謝の言葉もない。う。レゼンテーター達

やスキット出演者、そして開催地であった福

岡地区担当のたけちやん(竹井亮一)、本当に

ありがとう、そしてお疲れ様でした。

もないであろう。

最後に男女の理想の共存形態について、6

名の参加者がプレゼンテーションを行い、物

議を醸した。約8時間に及ぶワークショップ

であったが、多くの参加者が語り尽くせない

思いを胸に秘めつつ、終了時間を迎えたと確

信している。

ジェンタ等一・ワークショップは、前回の第

44回会議で好評を博したジエンダー・ナイト

の時間枠を拡大し、参加者間のより密度の高

い交流を主旨として、今回の会議においても

立案された企画であった。運営側としては、

一応目標を達成し、成功裡に終えられたと考

えているが、参加者1人1人がどのように捉

えていたかは、今となっては把握の仕様がな

い。

コーデイオ､一ターであるMitziとは準備活

動に充てられた1年間、コンピューター通信

の一種であるbitnetを利用し、共に企画を練

り、アメリカ側、日本側それぞれの実行委員

会における決定事項を連絡し合い、時にプラ

江琴一，

調
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ジェンダー・ワークショッブ

米倉由美子

育現場におけるジェンダー、女性は社会で無

理をしているのではないか、従軍慰安婦間題

といったテーマだったのに対し、米国側は、

ケイ・レズビアン問題、中絶問題、ヒラリー・

クリントンのイメージ、政治におけるジェン

タ酵一問題、メディアにおけるセクシズム、デ

ート・レイプ問題といったものだった。

続いて、全員でのディスカッションが行わ

れたが、活発な意見交換がなされ、盛り上が

った。特に、米国側の女性参加者からの、日

本ではなぜ女性は結婚や出産の後、仕事を続

けるのが難しいのかという質問に対して、日

ジェンダー・ワークショッフ。は、8月10日、

リラックスした雰囲気の中で行われた。

まず、日本側と米国側それぞれが準備した

ビデオを見た。前者は｢結婚の儀｣の紹介、後

者はアメリカの10代の平均的な少女の物語と

いう内容だった。

次に、参加者によるフ･レゼンテーション。

これは、担当者が事前に自分の興味のあるテ

ーマについて準備して発表を行うというもの

だが、日本側と米国側で、テーマが対照的だ

ったのは興味深い。日本側は、家事をしない

日本の男性、なぜ理系は女子が少ないか、教
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本側は女性、男性ともに様々な意見が出され、

そこから、日本の社会は、女性はかわいく振

舞うように強いるのではないかという問題に

発展し、激しくも楽しい議論となった。

夕食の時もク守ルーフ。に分かれてディスカッ

ションは続き、その後は、日本側と米国側の

スキット。日本側は最近の男女の恋愛スタイ

ル、米国側はそれに加えてゲイ問題という二

つのテーマで、それぞれ熱のこもった演技を

披露し、拍手喝采を浴びた。その後、日本側

と米国側一対一のディスカッションで同性、

異性とそれぞれ話をし、考え方の相違や類似

に驚いたり納得したりと興味深かった。

最後の、総合テーマとの関連のう･しゼンテ

ーションでは、各発表者が独自の視点からの

ユニークな意見を述べたが、共通していたの

は、男女という性別の違いにこだわらず、考

えをshareして共生していこうという点だっ

たように思う。それは、ジェンダー・ワーク

ショッフ。が終わった時に、参加者全員が思っ

たのではないだろうか。私自身、米国のジェ

ンダーに対する問題の急速性や深刻さを知り、

驚いたけれど、個人的に米国側参加者と話を

したことによって、同じように考えているん

だなという発見が何回もあった。ジェンタ鰯－

の問題は、普遍的であると同時に個人的な問

題であるという認識を、改めて教えてくれた

ワークショッフ｡であった。

西見さつき

数多くあるJASCイベントの中でもジエン

ダー．ワークショッフ･は誰もが楽しみにして

いたイベントの一つであろう。台風接近の為、

急拠日程が繰り上げになり、う｡レゼンのある

者は前日徹夜状態。でも何とか準備を終えて

ミッツィーの元気一杯の司会のもと始まった。

ビデオを交えて、日本の皇太子妃と女性の役

割について、ファースト・レディとしてのヒラ

リー．クリントン、雇用機会均等法、従軍慰

安婦問題、教師としての女性、女性の政治進

出、女性側から見たジェンダーが多かったが、

自らもパイセクシュアルと称するアメリカ人

男子学生の米国社会のゲイに対する差別につ

いてのう。レゼンがアメリカ社会の意外な保守

性と日米のゲイに対する認識の違いを感じさ

せ印象深かった｡続いてのQ&Aで､は主に日本

側に職場での女性差別をどう思うか、日本男

性は女性に家庭に入ってほしいと思っている

のか、等の質問が集中した。最後にデート・

レイプについて議論が白熱したところで、グ

ループ。ディスカッションへと移った。

夜からのスキットは、日米が、デートにつ

いて、続いて米側が、“米家庭におけるパイセ

クシュアルの受け入れられ方”について、笑

いあり、涙ありの大熱演。アメリカ人学生も

ここで“アッシー、メッシー、キープ｡君”と

いう新しい単語を覚え、日本側の学生として

私は、オーフ。ンなアメリカ社会でもやはり理
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想とされる女性像は日本と変わらないとしみ

じみと感じたのであった。

続いての1対1のディスカッションでは

“子供を産んでも働き続けるか？”"家事の分

担は？”“理想の夫は？”等に話が弾み、“ま

るで見合のようだ”と二人で大爆笑。また、

一般的に、米社会でゲイであることをオープ

ンにして生きていくことの困難さについて説

明してもらった。ジェンタ．一という女性問題

だけを考えてしまいがちであるが、男女ステ

レオタイプやゲイに対する差別等、様々な面

を学んだ一日だった。

フェリーの旅

岩田 康志

8月14日。その日我々は、リーガロイヤル

ホテルを後にして関西へと向かうことになっ

ていた。誰もがリーガロイヤルホテルのすば

らしさに心を奪われており、そこを離れたく

ないという気持ちと、まだ見ぬ新天地・関西

へのあこがれの中で複雑な思いにひたってい

るようだった。次の宿泊地である三田の関西

学院セミナーハウスを知っている私にとって、

その思いは特に強かったのではないだろうか。

九州でホームステイをした時のホストファ

ミリーも何人か見送りに来てくれており、彼

らや仲良くなった(迷惑をかけた？）ホテルの

ベルポーイの人々に別れを告げて我々はバス

に乗り込み、新門司港へと向かった。そして

20分後に見えてきたのはなんと中国であった。

そう、目の前に見えてきたのは中国風の少々

趣味の悪い船乗り場であった。しかも、階段、

エスカレーターは狭く、多くの者がその不便

さを痛感したことだろう。

あいにくの雨で海が荒れることを心配した

が、少し寒かったことを除けば、フェリーの

旅は特に変わったこともなかった。それぞれ

がホテルにいた時と同じようにグループ。を作

って、さまざまなことについて話をはずませ

ていた。ギターを手に甲板で歌う者､JASCに

ついて語り合う者、自分の恋話に花を咲かせ

る者、2人で消える者、寝てしまう者と色々

であった。そして、夜が更けてくると1人1

人と寝始める者が増え、私もいつのまにか意

識がなくなっていた。

翌日人々の声で目を覚ますと、あと15分で

六甲に着くという時であった。洗面所のあわ

ただしさの中には、疲れというより関西に来

たという興奮がにじみ出ているようであった。

外に出てみると、ポートアイランド、六甲ア

イランドの姿を見ることがて鹸き、帰ってきた

んだなという安心感が広がった。

船から降りて、三田・伊丹・姫路・加古川

とそれぞれのホームステイに散っていったが、

バスの中で吉田が一言言った。

「やっぱりバスガイドのお姉さんも関西弁

話しているな｡」
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4．関西地区

総 括

阿古 智子

しいスタートを切った関西での日米学生会議

は、多くの方に助けられ、幕を開けることが

出来た。

私達は最後の一週間を関西で過ごした訳だ

が、その中で一般公開のボランティアフォー

ラム、フィールドトリップを取り入れたマイ

ノリテイーフォーラム等大きなイベントがあ

った。到着時の交流会、ホームステイも含め

てこうしたイベントは全て地域の人々との交

わりを通じて行なうことが出来た。私達が沢

山の人にお世話になり、交流を通して多くの

ことを学ぶことが出来たのはもちろんだが、

もうひとつの収穫はイベントに参加していた

だいたり、イベントを手伝っていただいた

人々からとても楽しかった、意味深いものだ

った、などの感想を聞けたことだ。一つの行

事を通じて出会いがあり、学びがあり、新し

い世界が広がっていくことは大変すばらしい

ことであるし、これからもより地域の人々と

の相互関係を築きつつ、日米学生会議を開催

していくことは大変有意義であると思う。私

フェリーにて神戸の港に着くと、80人がホ

ームステイのグループ別に行動する。きっと

混乱するだろうが、心して統率しなければな

らない。交流会はどのように進んでいくのだ

ろうか。ホームステイを引き受けてくださっ

た方々に迷惑をかけはしないだろうか。九州

での日程を終えて、関西に向かう途中、これ

まで事前に準備してきた中で知り合った人々

とお会いでき、一緒に企画を進めていくこと

に対する期待と、それ以上の不安が心の中を

占めていた。しかし、船からおりると出迎え

の人たちの笑顔を見て、そんな不安は消え去

ってしまった。心配していたグループ分けも、

難なく終わり、各グループ。は伊丹市、三田市、

加古川市、姫路市の各ホームステイ家庭との

交流会に出発していった。

そして私は、三田市にある野外活動センタ

ーで三田市と伊丹市のホームステイ受け入れ

先の家庭との交流会に参加した。この日はあ

いにくの雨だったし、交流会の企画、進行を

ほとんど地域の方にお任せしていたのでとて

も心配だった。しかしここでもそうした心配

は吹き飛んだ。センターに着くと、ボランテ

ィアで主婦や学生、国際交流団体の方々が忙

しげに食事の用意を山小屋の中にして下さっ

ていた。ホームステイの受け入れ家庭も集合

し、手伝ってくださっていた。その後のう。ロ

グラムもとどこおりなく地域のボランティア

の方によって進行していただいた。こんな風

に着いてすぐ交流会、ホームステイと‘|荒ただ
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はこの関西での全日程を通して、ボランティ

アの方々の多大なる力に本当に驚かされ、そ

してそうした方々への感謝の気持ちを抑える

ことが出来なかった。そして今回の地域の

人々との交流が日米学生会議の新たな可能性

を秘めていると実感した。

宿舎は交通の便が悪く、娯楽が少ないとの

不満も少し聞いたが、最後の一週間を三田の

自然の中で健全に過ごし、多くの仲間たちと

じっくり話し合う時間がもてたことは大変有

意義であったと思う。関西学院セミナーハウ

スではおいしい食事とすばらしい施設を存分

に使わせていただいて、最後の貴重な時間を

演出していただいた。無事関西で1ヵ月の会

議を終わらせることが出来たことをお世話に

なった人全てに感謝したい。そして再び本当

に実のある一週間であったと振り返って感じ

ている。

ホームステイin関西

三田市

源 真帆

ら昼食会が行なわれた。食後は体育館に移っ

て、全員て、歌を歌ったり、ケームをして楽し

んだ。初めは緊張していらしたホストファミ

リーの皆様や私達も、ゲームが盛り上がるに

つれてその緊張がばく謬れ、特に子供達は言葉

の壁を越えて初対面の私達と積極的にコミュ

ニケーションを図ろうとして、体育館には皆

の歌声や笑い声が響きわたっていた。そして

皆がすっかり打ち溶けた頃、交流会はお開き

となり、私達は日米各1名ずつ組になってそ

れぞれの滞在先へと向かった。

翌日は幸いお天気もよく、ホストファミリ

ーと共に三田市内のお寺やダムを訪れたり、

8月14日の夜、1週間の北九州滞在を終え

門司港をフェリーで出発した私達は、8月15

日の朝神戸の六甲アイランドに到着した。昨

晩から降り続いた雨が少し残っており、あい

にくの天候ではあったが、皆船旅の疲れも見

せず、いよいよ最終開催地へ入ったという喜

びと悲しみの入り混じった複雑な気持ちを秘

めて、それぞれのホームステイ先へ散ってい

った。

伊丹市に滞在する10組20名と三田市に滞在

する10組20名は、共にバスで三田市内にある

伊丹市の野外活動センターへと向かった。あ

いにくの雨で屋外でのBBQパーティーはで

きなかったが、三田市内のITCの委員長を務

めておられる上田正子様や曽山綾子様を中心

に、今回ホストファミリーを申し出て下さっ

たITCメンバーのお母様方が各々手料理を持

ちよって下さったり、三田市内にある泰川女

子短期大学のインターアクトクラブの学生さ

ん達とカレーを作って下さったり、朝早くか

らすっかり準備を終えて私達を迎えて下さり、

山小屋でホストファミリーの紹介を兼ねなが
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を深める機会を与えて下さった、伊丹市国際

課の荒西完治様やITCの上田正子様、曽山綾

子様を始め、ホストファミリーの皆様に心か

ら感謝いたします。ありがとうございました。

神戸や大阪を案内して項いたりとても楽しい

1日を過ごし、夕方セミナーハウスへ戻った

時も、名残り惜しい気持ちで一杯だった。

末筆ながら、このように地域の方々と交流

加古川市

友末 優子

十五日の朝、フェリーで神戸に着いた。眠

い目をこすりながら、重たいスーツケースを

かかえて船を降りると、ホストファミリーの

方々がたくさん出迎えに来て下さっていた。

コリーンと私がお世話になる西垣内さんご夫

妻もいらっしゃった。そっくりの顔をしたお

子さんを二人連れていた。車で移動し、加古

川の協力でパーテイーがあり、皆で食事をと

った。その後、各家族にわかれた。

私たちは西垣内さんに連れられて、姫路城

へ向かった。あいにくの雨模様であったが、

芝生の緑が光って美しかった。コリーンは日

本の城を見るのは初めてということで、いろ

いろ興味深そうに見てまわっていた。姫路城

では他のホストの方々にもお会いした。

近くの喫茶店で休んでから車で四～三十分

程の西垣内邸に行った。子供達は小二と幼稚

園の年長だったが、二人とも三歳の時からピ

アノ、そして公文、英会話を習っているとい

う。いまどきの子供は英会話まで習うのか、

と驚嘆すると同時に時代の流れを感じてしま

った。

夕食にはベジタリアンのコリーンの為に手

巻きずしが出た。子供達もこの頃には私達に

大分慣れてきて、口をきくようになった。

翌日は神戸市立のフルーツ・フラワーパー

クという出来たばかりの大きな公園に行った。

かなり山の中にあり、途中の田園風景と特

徴のある屋根をもつ家が印象に残った。パー

クではパンやチーズの作り方や温室等を見学

した。子供達は園内のスタンプ押しに夢中に

なって走り回っていた。名前の通り、果物と

お花でいっぱいの、巨大で人工的なパークだ

った。

その後三田市で昼食をとり、セミナーハウ

スまで車で送り届けていただいた。これがき

っかけになって子供達がいやいや習っている

英会話を少しでも好きになってくれたら、と

思った。

加古川市

西見さつき

トファミリーの方々とアットホームな雰囲気

で自己紹介。私達のファミリーは2歳と5歳

の女の子がいる若い御夫婦で、ホストマザー

は、何と来年から約一年間、小学校で日本文

化を教える為に子供連れで渡米するという。

午後からは、姫路城や日本庭園を見学。サ

約半日のフェリーの旅を終え、ややくたび

れた格好のサラと私は朝10時に神戸六甲アイ

ランドに到着した。迎えにきて下さっていた

ホストファミリーの方の車で加古川市のパー

ティーへ。加古川市の方の暖かい歓迎のお言

葉とアメリカ側の学生の挨拶に続いて、ホス
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ラだけでなく東京出身の私にとっても初めて

見る物ばかりで、あいにくの雨にもかかわら

ず大満足。ちなみにサラは初めて食べた宇治

金時にいたく感激、しっかり漢字を覚えてい

た。夜からは、ホストフアーザーも加わって

手巻きずし大会。アメリカの大学生活や、日

米の文化の違い、日本の政治についてなど話

はつきなかった。“派閥”とか“連立政権”と

いったレベルの日本語を操るサラに一同感心

しつつ当然のように会話は日本語で進行し、

本来なら通訳の役割の私も完全に一ケストと

化して楽しんでいた。

このホームステイを通して学んだことが三

つある。一つは、幼児期の語学習得能力の素

晴らしさ。サラの英語を意味がわからずなが

らまねてみる5歳の愛抄ちゃんの発音は完壁

であった。やはり語学は勉強するものではな

いかもしれない。また、一生懸命、子供達に

英語を教えたり、遊んだりしていたサラから、

自分達でできる何かを通して単にケストとし

てではなく家族の一員となろうという姿勢。

そして最後に、ボランティアしようと思って

いても、きっかけや方法がわからないことが

多い日本の社会の中で、加古川市のようにサ

インアップするだけで、ホストファミリーの

方が自分の都合に合わせて、お互いに楽しみ、

学ぶことのできる地域型国際交流の形はこれ

からも広まっていってほしいものである。

伊丹市

桜井 周

らないといけないので、あまりゆっくりでき

なかったことが残念だった。セミナーハウス

での集合時間にまにあうように3時に伊丹市

役所に集まり、バスて､おくっていただいた。

六甲アイランドにフェリーが着いたあと、

伊丹、三田組はバスに乗って三田市内にある

伊丹市立野外活動センターに行き、ホストフ

ァミリーがすでに用意しておいて下さった昼

食をかこんで交流会をはじめた。まず、ホス

トファミリーと日米学生会議の参加者と自己

紹介と顔あわせをおこないながら食事をとっ

た。当初、外で自然の中でおこなう予定であ

ったが、雨が降っていたので山小屋の中て､お

こなうことにした。

食後、体育館に集まってゲームや歌をうた

ったりして親交を深めたあと、各家庭にわか

れてもてなしをうけた。私の行った家庭では、

ホストファミリーの大学生が誕生日で、私達

の歓迎とあわせてお祝いした。翌朝、大阪市

内に出て、大阪城や難波の繁華街を見てまわ

り、大阪という地域をビビッドに感じること

ができた。セミナーハウスに4時までにもど

伊L
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姫路市

後藤田鶴子

一であるご夫婦の家には、横浜に住む娘さん

が、小学校二年生と三年生の子供さんたちを

連れて帰省しているところで、ちょうど賑や

かなお盆を過ごされている時だった。

夜、何組かは渡辺さんの家に集まり、ホー

ムステイ先の家庭の若者の交えて、歓談した

り、トランプ。・ケームをしたりして楽しんだ。

姫路でのホームステイ先の家庭は、比較的

今日の日本に増えつつある形のものが多かっ

た。私が北九州で滞在した農家とは対照的で

ある。私の姫路での滞在先は、初老のご夫婦

二人住まいで、娘さん達は、外で核家庭を築

いている。他の家庭では、たとえば子供は下

宿先で仕送りをもらいながら大学に通ってい

たりする。

ホームステイは、アメリカ人学生にだけで

なく、日本人学生にも、現代日本の家庭のあ

り方について考える場を与えてくれたように

感じる。

我々姫路ホームステイ組のバスは、北九州

からのフェリーが着いた神戸から最も長い1

時間半かけて、姫路商工会議所に向かった。

そこで昼食のレセプションを受け、各ホスト

ファミリーの代表者二人ずつと引き合わせて

もらった。

姫路でホームステイの世話をして下さった

渡辺さんは、自らの家に、常に誰か留学生を

住まわせているような人だ。渡辺さんの幹事

による昼食での団らんは、楽しく、スムーズ

に行われた。

その後、各ファミリーとそこに滞在する日

米学生二人ずつの組に分かれ、それぞれ、姫

路城などの市内観光に行った。結局、姫路城

には、ほとんどの組が来ており、ほぼ団体旅

行の形で、ボランティアの方の英語の説明を

聞きながら回った。

姫路城・好古園などを観光した後、それぞ

れ各家に向かった。私たちのホストフアミリ

貿易シンポジウム パート2

吉田 泰治

まずは、三宅浩史による「自由貿易とは｣に

始まり、A.Yagerによる｢貿易障害｣、さら

に、このテーマを扱う上で不可欠のGATTに

ついて､R.Ponsioからそれぞれ簡単にプレゼ

ンテーションをしてもらった。ここまでは、

いわゆる理論的な話となり、少しでも「自由貿

易｣の外観にふれようとした。この後､具体的

な現在の国際経済の世界における特徴の1つ

である、地域経済統合を紹介してもらった。

まず、岩田康志に、「経済統合｣の一般論につ

いて、それに引き続き、中村明日香から

APEC(アジア太平洋経済協力閣僚会議)につ

8月5日の佐藤隆三先生の御講演を受けて、

貿易の問題をもう少し我々日米学生会議参加

者に引き付けることを狙いとし、貿易シンポ

ジウム第2部が8月16日の午後7時から関西

学院大学千刈セミナーハウスにおいて行われ

た。今回は、日米学生会議参加者のみでの開

催とした。日本側、アメリカ側から各3人の

プレゼンターがあらかじめ選出され､「自由貿

易について」というコンセフ･卜の下に、それぞ

れのプレゼンターが、一貫した流れの中では

あるが、独自のテーマでう｡レゼンテーション

を行った。
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いて、C.GuerrieroからNAFTA(北米自由貿

易協定)の､現在進行中の2つの大きな経済統

合について簡単に紹介してもらった。

参加者によるプレゼンテーションであった

ため、それぞれ議論の深浅があったと思う。

しかし、そこにはそれぞれ各人の難しい抽象

的な議論をやさしく参加者全員に説明しよう

とするあとがうかがわれたと思う。特に、使

用言語が英語ということもあって日本側にフ･

レゼンターは、国際経済独特の専門用語に悪

戦苦闘していたようである。このプレゼンテ

ーションの後、小グループ。に分かれて議論を

行った

ボランティア・フォーラム

総 括

阿古 智子

今年は、初めての試みとして各地区でのリ

ージョナル企画がプログラムの中に取り入れ

られたが、これは私達が一ヵ月の間滞在する

地域て穣－般の人々と共に社会で問題になって

いることを取り上げ、議論し、考えていこう

というものて､あった。関西ではボランティ

ア・フォーラムが企画されたが、開催には粁

余曲折の道程があった。

まず企画の大枠を決定し、そして企画書を

制作し、講演をお願いするためいくつかの団

体や関係者と交渉し、と少しずつフォーラム

企画担当者達が精一杯協力し合い頑張った。

だが忘れてはならないのはその他たくさんの

方々が未熟な私達に対して助言して下さり、

企画を推進する上で大きな力となって下さっ

たことだ。企画についての様々な助言、資料

の提供や広報の協力などにおいて、兵庫県ボ

ランティア協会、神戸市社会福祉協議会、大

阪ボランティア協会、大阪市社会福祉協議会

には多大な支援をいただいた。又、議論の材

料となる様に事前に実施したアンケート調査

では、兵庫県、神戸市の教育委員会をはじめ、

県、市下のいくつかの小・中学校・高等学校

にご協力いただいた。神戸国際交流協会には

実施においてｵ､ツクとなっていた資金面での

相談に親身になってのっていただいた。そし

て何よりも企画全般について兵庫県、神戸市

にはただならぬお力添えをいただいた。又、

フォーラムに出ていただいた講演者や諸団体

の方々には、本当に心からの感謝を述べたい

と思う。

企画の推進の中で最も大変だったのは、広

報の作業であった。なるべく数多くの人に日

米学生会議の活動を知ってもらいたい、この

一般公開イベントに参加してもらいたい。又、

｢ボランティア」というあまり関わったことの
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『
は、全体の企画を担当していた私の勝手な感

想にすぎないが、これから日米学生会議の一

般公開のイベントをもし企画することがある

のなら、今回の反省点を次の企画者にどうし

ても伝えていかなければならないと思った。

日米学生会議が一般公開の企画を設けたこと

は大変有意義なことであったと思う。それは

自治体、企業、財団等社会から多くの援助を

受けているのだから、社会の人々にも参加し

てもらえる企画を設け、尚且つそうした企画

により、社会を少しでも変えていく何らかの

力にならなければならないと考えているから

である。とはいえやり方が問題で､ある。それ

は、日米学生会議という団体の性格を考えた

ときにより一層問題となる。まず日米学生会

議は一年ごとにメンバーが入れ替わり、実行

委員でさえも前年からの担当に過ぎないので、

事務的な面でのノウハウの伝承はあっても、

会議のコンセフ。トやコンセフ。卜をもとに編み

出していく様々な企画は、継続性をもちにく

い。よって今までの繰り返し的恋企画が設定

されやすい。これは何も一般公開の企画にの

み当てはまるのではなく、全体の企画に対し

ない人にとっては取っ付きにくいものに、興

味をもってもらうにはどうすればいいのか。

フォーラムの担当者達と何度となく話し合い

を重ね、他にもたくさんの方からアドバイス

をいただきながら進めていった。そうしてい

るうちに、少しずつ参加申し込みの葉書が寄

せられ、本番には学生会議のメンバー80人を

除き約150人ほどの一般参加者が集まった。

本番は、素人ばかりの運営で、時間配分が

うまくいかなかったり、ディスカッションの

グループ･分けの際混乱状態をつくってしまっ

たりいろいろと迷惑をお掛けしたが、日米学

生会議のアメリカ側メンバー、日本側メンバ

ー共にペアーを組んで懸命に役割分担をこな

していき、なんとか無事終えることが出来た。

参加者から｢学生の一生懸命な姿に感動した」

という声も聞かれてとてもうれしい思いがし

た。

だが、私がフォーラム後に一番感じたのは

何とも言えない無力感であった。一体何を目

的にこのフォーラムを企画したのか…結局は

当初目指していたものを果たしたとは到底考

えられないものであったと思った。この思い
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ても言えることで、今まで作り上げてきた伝

統を守っていく反面、一から時代性やその回

の求めているものは何か考えて作り上げると

いう創造性に欠ける側面もあると思う。次に、

アメリカ側40人日本側40人の計80人が日米学

生会議に参加する訳だが(年によって異なる

が)企画に際してはこのメンバー全員で取り

組むことは出来ない。そしてどうしても会議

開催国側でほとんどを進めてしまわざるを得

ない状況になり、今回のような一般公開の企

画の準備はとても大変な作業となる。又、準

備作業をした者と、していない者とでは、一

つ一つの企画に対する思い入れも異なり、参

加に対する認識もかなり変わってくる。こう

いった一般公開の企画は大変ではあるが、そ

の分たくさんの人に会って、いろんな話を聞

いて社会勉強する機会にとても恵まれる。そ

うした積み重ねが人によって異なってくるの

も日本側とアメリカ側で仕事が分断されてし

まう故であろう。自分が企画を担当していた

せいか、かなり厳しい目でみてしまっている

部分もあるが、戦前から45回も続け、数多く

の方々から資金的にも、その他の面において

も協力していただいてきた日米学生会議をこ

れからも続けていくには、その在り方を今一

度きちんと問い直していくべきだと真に考え

る。

最後に再来年の日本開催において一般公開

の企画を設けるかは分からないが、私の反省

もこめて次の担当者に少々アドバイスをした

いと思う。

l.出来るだけメンバー全員で等しく取り組

める企画にすること。

（全員が同じ認識をもって協力体制を築

くと混乱も少なくなるし有意義である｡）

2．無理して大規模なものを企画しないこと。

（先にも書いた様に、学生会議の組織は

一年ごとに入れ替わるので、大規模な企

画は進めにくい。学生が手作りで出来る

範囲のものが望ましいと思う。）

3．フォーラム形式のものを行なうなら使用

する言語に気をつけること。

（英語を使用するなら対象を絞った方が

よい。同時通訳を使う余裕が金銭的にな

いのなら日本語でのフォーラムは難しい。

アメリカ側の様子を見て、一般参加者を

どういった対象に絞るかも考慮した上で

コミュニケーションの手段を考える｡）

4．社会に訴えるものを企画すること。

（私達が現代の様々な問題を解決すべ〈

若い力を発揮させるのだ！という意気込

みをもって社会にアピールする企画を生

み出していくこと。）

これらは、次回、今回と同じような形式の

フォーラムを企画すると想定してのアドバイ

スだが、創造性を巧みに利用してどんどん新

しいものを自ら企画していって欲しいと心か

ら願っている。そして日米学生会議に参加す

ることの意味を、経験を通して掴み取って欲

しい。私が学生会議を土台にし成長させても

らった様に。

追記：フォーラム後、参加者の方々から寄稿

をいただいた。それぞれの方が、フォーラム

に参加した感想や、参加後の活動について、

又現代の社会状況について等思うところを書

いて下さった。フォーラムを通して、参加下

さった方が様々なことを考え、又行動してい

かれたことをとてもうれしく思っている。こ

うした出会いのｵ､ツトワークが広がる様な企

画はこれからもどんどんなされるべきだと思

う。いただいた寄稿はこの報告書に収めさせ
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ていただいている。寄稿くださった方、どう も本当に有難うございました。

ボランティア・フオーラム

村上 敦哉

バランスのとれた社会が形成されていく」の

だと氏は言われたが、まさにそれが現代社会、

特に日本社会に求められていることだと思っ

た。

続いて、中田氏が日本人のボランティア意

識について、欧米の場合との比較を交ぜなが

ら話された｡中田氏によれば｢日本では一般的

に、ボランティアをする人はうさんくさい人

だと軽視されがちだが、欧米では、逆に、高

い使命感と知識をもった人だと評価される」

という。これはやや極端化した対照だと思わ

れたが、自分の周囲の人々の姿勢を振り返っ

てみると、実に当っていることが多い。どこ

からそのような差が生じてくるのだろうか。

それに関して中田氏は､「日本人は経済活動を

通して獲得した損か得かという尺度から、日

常生活の中で逃れることができず、すべての

ことを経済的尺度ではかるようになってしま

っている。それで、ボランティア精神を育む

ことができないのです」と指摘された｡我が身

を振り返ってみると、思い当たる節がたくさ

んあり、良心の呵責に会ったのは私だけであ

ろうか。

基調講演の最後として、「奈良たんぽぽの

家｣で障害者の自立をサポートしておられる

村上氏が、その活動報告をして下さった。そ

の中で特に私の気を引いたことは、障害者の

自立に関する問題であった｡自立とは「自分の

自己実現を図るために、自分の生き方を、自

分で決定すること｣だと村上氏は定義されて

いた。その自己実現の過程で生じる様々な困

難を、障害者が乗り越えていくのを手助けす

8月17日、第45回日米学生会議では最後の

公開う。ログラムにあたるボランティア・フォー

ラムが、兵庫県中央労働センター大ホールで

行われた。間もなく到来する21世紀のコミュ

ニティーの中で、ボランティア活動がどのよ

うな役割を果たし得るのか、というテーマの

下、上記の三部構成でフォーラムは進行した。

第一部では、まず、金子教授が自らの経験

談を交えながら､「ボランティアのあり方とそ

の楽しさ」について話された｡教授が最も強調

されたことは､｢ボランティアとは自ら選んで

やっていくことであり、決して強制ではない」

ということではなかったかと思う。また、「関

心をもって自分から動いてみると、新しい価

値や世界が見えてくる」ということも指摘さ

れた。

次に、ジョセフ氏がNGOのあり方とその果

たすべき役害llについて語って下さった。いき

なり冒頭で､｢私はボランティアという言葉が

嫌いです。」と言われたのにはハツとさせら

れた。その理由として、「日本には、ボランテ

ィアに取り組もうとすると、ダサイとからか

われる対象になってしまうという嫌な風潮が

ある」と言って氏は嘆かれたが、それらの言

葉の裏には、欧米に比べると、ボランティア

精神が依然として根づいていない日本社会に

対する氏の憤りが感じられた。NGO、つまり

我々日米学生会議も含む非政府・非営利団体

に対しては、「政府や企業の下で影を潜める

のではなく、それらに積極的に働きかけてい

くことが大切｣だと氏は強調された。その結

果、「各セクターが相互にチェックし合って、
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るのが村上氏らスタッフの役割だという。そ

の自己実現を見事に達成された上埜英世さん

が、第二部で童話の語りをされたが、本当に

励まされる思いがした。

第二部では、前述の諸団体による活動報告

がなされたが、どの演説者も熱意と迫力にあ

ふれていて、彼らの情熱の深さがひしひしと

伝わってきた。その中でも特に、ASEED

JAPANの代表である羽仁氏の｢我々はボラ

ンティア団体ではなく、自らの社会を変える

ことを目的とした団体です」という言葉が非

常に印象的であった。

第三部では、担当者が予め用意しておいた

いくつかのトピックに従ってグループ別討論

がなされた。私のグループ･では、何故、日本

に比べると欧米ではボランティア意識が発達

しているのかということについて討論がなさ

れた。欧米でボランティアが比較的発達して

いる原因については、ジン・ギル・リーが指

摘した｢キリスト教の影響」ということで皆大

体一致していた。

このフォーラムを通して思ったこと、感じ

たこと、発見したことは人によって違うであ

ろう。しかし、中田氏が強調して言われた｢人

の痛みを自分の痛みとすること」という言葉

には、誰もが特に注意を払ったのではなかろ

うか。非常に興味深いことに、北九州で行わ

れた地球市民シンポジウムの基調講演の中で、

鶴見教授はこれと全く同じこと、つまり、「苦

しみの共有」という言葉を繰り返し強調され

ていた。

様々な問題が累積されていくことが予想さ

れる21世紀のコミュニティーにおいて、この

｢苦しみの共有」という言葉は、それらに対処

していく際のキーワードとなることであろう。

いや、そうなるに違いない。

般参加者の皆様のご感想・
（順不同・敬称略）

今、わが国では、冷夏による凶作で｢コメの

輸入｣が問題になっており､新聞紙上では､「コ

メの緊急輸入問題とコメの輸入自由化とは別

の次元の問題である」と言う政府の論調のみ

が論じられている。しかし、私たち日本人が

飽食によってコメを無駄に棄てていることへ

の視点が欠けているのではなかろうか。犬養

道子氏が、著作｢人間の大地｣で、「一時間に、

千五百人のわりで、五歳以下の子供が餓死し

つつある」')、そして、「七十億ドル。何の数字

'共に生きる」ということ

大坪 敞

「日米学生会議・公開フォーラム(神戸)」に

参加させていただき多くの感銘を受けたが、

特に､中田武仁氏が言われた｢人の命の尊さを

否定する人はいない。しかし、自分の命だけ

尊いという思いになっていないか」という指

摘を忘れることは出来ない。
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か。日本とアメリカを大筆頭とする、世界全

人口の二十パーセントにも満たぬ｢富む国々」

の消費至上人間が、特に中産階級の女性が、

一年間に棄て去る、まだ十分に食べられるの

みか大方は手つかずの食べものを、1980年度

のレートで金に換算したときの値である。も

しもいま、七十億ドル分がむざむざと棄てら

れず、生かされるとしたら、少なくとも全ア

フリカの飢餓の問題は片づくだけでなく、こ

んご飢餓難民を出さずにすむ立派な食計画

プログラムをつくることさえ出来る｣2)と日

本人のグローバルな視点・ライフスタイルの

転換を訴えられて久しい。コメの輸出国であ

るタイでは、わが国のコメの緊急輸入を反映

して、既に輸出価格がこの二週間で二十パー

セントも急騰したと報じられている3)。コメ

の輸入国にはフィリピンもあり、コメ価格の

高騰は、これら途上国への影響のみならず、

コメ輸出国であるタイでも、都市部の貧困層

や農村の畑作地域の住民は困るであろうこと

が指摘されている4)。私たち、戦後の食糧難の

中で生きた時代の者には、コメの凶作に対し

て、現代の飽食をそのままにして、「金｣によ

って解決しようとする体制に疑問を投げかけ

ざるを得ない。

「21世紀のコミュニティ」のあるべき姿、そ

れは、「共に生きる」ことへの視点であり、一

人一人が､｢地球時代のライフスタイルへの哲

学｣を構築することで成し得ると考える。私

は、今､与えられている職務、それは、若い女

子学生たちに、このことを伝えると共に、私

自身が自分の出来る身近な所、日々の生活の

中で｢共に生きる」ことへの実践であると思う。

今回、「日米学生会議公開フォーラム」に参加

させて頂いたことを契機に、勇気づけられ、

より積極的になったことを感謝したい。一例

では、先日、朝の散歩中に方向感覚を失われ、

道に迷って居られた目の不自由なご老人を見

かけ、ご自宅までお送りしたが、本当にすが

すがしい朝となった。

1)犬養道子：「人間の大地｣、P.18中央公論

社(1983)

2)前書、P.21

3)日本経済新聞:1992-10-9

4)同新聞:1992-10-6

松本由美子

過日のボランティアフォーラムに参加（と

いうよりは、ただ聴衆のひとりで)でき、30年

前の学生時代、大学のESSを通じてあらゆる

会合にできるだけ顔を出した頃を思い出し乍

ら、意義深い時をすごせました。

特に中田氏のお話は、同じ年齢の息子を持

つ親として、じかに氏の人柄にふれられて、

ボランティアの意義は何かを改めて考えさせ

られました。私個人として、ボランティアと

いうカタカナがもうひとつはっきりと把握で

きませんが、聞くところによると、ラテン語

に源をもつ、「自由意志」という意味であるら

しいので､私も自由な意志で(誰に影響を受け

たというのでなく）志願して、自分自身以外の

子供の教育費の一部を援助できたらと、上の

子が大学に入った時に、ある外国の子供のス

ポンサーになりました。でもそれだけではお

金を出すだけの足短おばさんにすぎません。

何か物足りないのです。勤労を供なわないか

らか、それとも、ただたんに、お金ですませ

ることに抵抗があるからか、とにかくこれで

いいのか考えていましたら、この活動グルー

プが日本と外国の子供の間の手紙交換に(ス

ポンサー)英語力を持つ人を必要としている

のを知り、応募し、現在、月に1～2度翻訳
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のお手伝いをしています｡｢今自分に出来るこ

とは何か」ということで､自分なりのボランテ

ィアにしています。他人がしているからでは

なく、自分が何をしたいか…これは生き方そ

のものですね。

じとることは私自身できなかった。しかし、

日本人とアメリカ人が同じ学生という立場で

団体を構成し、役割りを決め、どうしたら上

手くゆくか考え実行していったというところ

に大きな意味があったのではないか。実際参

加している学生たちは、この間とても生き生

きしていて、見ていて羨ましく思った。私も

是非Englishを何とかして､参加したいと思っ

た。

桝井 明

フォーラムに出席して、ボランティアの定

義(意義)の多様さを確認する事ができました

が､私にとって｢ボランティアとは､自分の｢い

きがい｣を求め、行動すること」であるような

気がしています。

すべての人々が安心してボランティアでき

る社会になってほしいものです。

そのためにも、まず、政治をボランティア

する人々によって、日本の将来から考えられ、

政策決定されることを望みます。

高木 聡子

運営の方、ご苦労様です。私は国際的なボ

ランティアに何か携われればと思いつつ、実

際何も行動できない状態でしたから、良い機

会となりました。様々な年代の方が各々思い

を込めて活動していることがわかり、私も私

なりにできることを少しずつしていこうと考

えるようになりました。ボランティア団体に

とつつきにくい印象があるのですが、（以前、

在日韓国人との交流会て、すでに団体内の友人

関係が固まっていたりした経験で｡)今度また

チャレンジしていこうと思います。

日米学生会議がこれからもますます発展し

ていくことをお祈りいたします。

安達 長子

私は突然フォーラムに参加させて頂きまし

た一主婦です。世界的に問題になっていま

す、エイズの運動に末端ですが、微力ながら

参加させて頂いております。あれがボランテ

ィアだったのかなあ－、と思える程のことし

か今の私には出来ませんが、フォーラムに参

加して、何年か後には今よりもう少し多くの

ボランティアが出来ればと熱く感じました。

若い力の皆様どうかがんばって下さいませ。

山本 幸子

はじめて今年参加させていただきました。

私の勤務先の生徒は筋ジストロフィ一という

難病ですが、日頃入院しながら学校に通って

います。おそらく高等部卒業後も継続入院に

なると思います。

その子供たちにも、私は人にお世話になる

だけではなくて、たとえ寝た切りになっても

人のお役に立てることを考える人間になって

ほしいと常々思っています。うちの生徒は、

口と目は最後まで残るのですから。

千阪 実木

特にこれといった事がないので感想を直接

書かせていただきます。

今回のボランティアフォーラムでは｢ボラ

ンティア」自体への学生(参加している）の関

心、考え、勉強していることorきたこと（ボ

ランティアについて）というのは表だって感
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それが、私たちの進路指導かも知れません。

そういう意味で、講師のおはなし、学生さん

の真剣なすがたにうたれました。

実際ボランティアに参加して思ったのは、

金子郁容氏のいわれた｢不思議な関係､意外な

展開｣に尽きることです｡肢体不自由児と出会

い、彼らと話し、笑い、そして彼らが懸命に

歩こうとする姿を見るにつけ、わたしの心が

痛んだのは事実です。しかし、おおげさでは

なく、そこから私の｢人が生きることを考える

行為｣が深くなったのもまた事実です｡私のな

かにこれまでになかった愛情のようなものが

忽然と生まれたようでした。これからもボラ

ンティアに“ボランティア”として関わって

いくのか、また実際の制度を考える方向から

ボランティアに関わるのかはわからないけれ

ど、何らかの形でボランティアをみつめたい、

いまはそんな思いです。

報道に携わり、さまざまな出来事に接触す

る機会がおおく、ともすれば｢関わった人｣さ

えも忘れがちになるようです。今回の記事が

何らかのお役に立てばと思います。

岡 信雄

ボランティアフォーラム報告書作成の通知

が届き、日米学生会議のことを思い出しまし

た。ニュースにしておきながらその媒体を当

事者に送付することを忘れており、基本的な

ミスでまことに申し訳無く思います。同封し

たのは9月7日発売のアルバイト情報誌｢J-

ONE｣の“キャンパスニュース”というわたし

たち関西学生報道連盟がつくっているページ

の切り抜きです。記事にもミスがあり不行き

届きを反省するばかりです。タ､ンパの記事と

同じページに乗せるのも硬軟が極端すぎて、

やや｢間が悪い｣体裁になっていますね。

さてフォーラムのことなのですが、個人的

にボランティアに興味があり参加しました。

4月8日にカンボジアPKOで国連ボランテ

ィアの中田厚仁さんが凶弾に倒れ、そのニュ

ースの一報が編集室にいた我々にはいってき

たときの驚きが、“ボランティア”を私に印象

づけるきっかけとなりました｡阪大OBという

ことで、阪大のメンバーが速報を作成するた

めに中田さんに関する情報を収集することに

躍起になっていた光景が思い出されます。そ

の後、父親である武仁氏が“息子の遺志”を

継ぎ国連ボランティア名誉大使になられまし

た。武仁氏がたまたま私の大学(大阪市大)の

OBということもあって、インタヒ令1－に訪ね

たこともありました。そうして印象づいたボ

ランティアとは一体どんなものかと思い、大

阪ボランティア協会主催の“サマーボランテ

ィア”に参加したのが直接のボランティアと

の出会いだったのです。

松波めぐみ

フォーラムの時、夢中でとったメモを読み

返すと、今でも新鮮な感動に包まれる。この

時出会った幾つかの言葉は、しっかりと自分

の中に居座って、ずっと前から居たかのよう

な顔をしている。

何故感動したか｡それは｢ボランティアをし

ている」とは思わずに､ボランティアに関わっ

て来た自分の歩みを見直すことができたから。

｢ああ、そういうことだったのか」と、眼から

ウロコが落ちると同時に、新しい可能性が自

分の中に見出すことができた気がしたから。

アムオ､スティ・インターナショナルという、

人権擁護の国際的なボランティア団体に出会

って2年になる。知られていない世界中の苛

酷な人権侵害の被害者の為に働くアムオ､ステ
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イを知って、そんな運動が｢ある」こと自体に

感動した。とりあえず会員になったが、「ボラ

ンティアを始めた」という意識は皆無だった。

むしろ勉強になりそう、世界中のｵ､ツトワー

クから情報が得られる、少しは英語にも親し

めるかもしれない－－といった動機だったと

思う。人知れずいつでも参加出来て、負担に

ならないのが魅力だった。

しかし。次第にもう少し活発にやりたくな

って、地域のク尋ループに顔を出したり、講演

会等に出かけたりしているうちに、思わぬ収

穫があった。日本の社会や身近な地域のこと

に関心が向いたこともその一つ。自分の育っ

てきた過程を違う角度から見たり、本当に自

分のやりたいことは何なのかを考えるように

もなった。様々な背景を持った多様な人々と

の出会いが、少しずつ自分を変え、潤して行

ったような気がする。

金子郁容氏はボランティアの楽しさとして

｢不思議な関係と意外な展開｣を挙げた。本当

にその通りだったと思う。人との出会いは意

外性に満ちている。まず知識を得ようと思っ

ていたが､随分柔らかくなったと思う。又｢自

分から」これをやろうと決めて動けるように

なった。そんな自分に充足感がある。人のた

め（自己犠牲)といった考え方は嫌いだ。自分

がやりたいことを自分のためにやっている、

と言ってしまえば、ボランティアであっても

なくても同じみたいだが、違いはこの充足感

だと思う。視野が広がるにつれて、逆に｢アム

オ､スティ以外のこのNGO、このボランティア

の方が､もっとやりがいがあるのでは？」と考

えたり、自分の中の矛盾を感じることも正直

言って、ある。無力感やジレンマもつきまと

う。けれど、自分で引き受けたことだから（そ

う思えるから)不思議と元気になれるのだ。

いろんな可能性を視野に入れながら、「やは

り自分はこれ」と選んでいる。これが精神的な

自由というものではないだろうか？自分の心

の声に耳を傾け、自分に素直に生きていると

実感できることは｢幸せ｣だと思う。ボランテ

ィアは出会いの宝庫であり、自己実現の為の

学校のような所だ。一人で生きているのでは

ない、と実感させてくれる学校。

百人百色のボランティア観や活動スタイル

があると思う。まだ｢これ」というものに出会

っていない人も、まずボランティアの世界に

一歩踏み出してみるといいと思う。ゆっくり

と自分さがしをして、出来れば長く続けて行

ける活動に出会えたらいいね。たくさんの人

が、一つしかない自分の人生を選びとって行

ってほしいと思う。

(追記：「人生」とか｢幸せ｣なんて言葉は､以前

は照れくさ〈て頭の中でも使えなかった。自

分でも不思議な気がする。ちょうど、ボラン

ティアに関わる前は､｢やりがいはあるだろう

が、そんなことをしていると人に知られたら

照れ〈さい､気恥ずかしい」と思っていたこと

と似ているようだ。ケン･ジョセフさんが｢真

剣にやって下さい。交流ごっこはやめて下さ

い｡必死になって下さい」とおつしやっていた

ことを思い出す。人が真剣に生きている姿を

やゆしないこと。認めあう感性を大事にした

いと思う。－－すみません、まとまらなくて）

追記その2：今、私は学生ではありません。

書く資格があったのでしょうか？（西洋史専

攻、卒業後コンピュータソフトの会社に勤務

中）

アムオ､スティ・インターナショナル西宮グル

ープ運営担当をしています。このフォーラム

には、PHD協会に勤める友人から聞いて有休

をとった上で参加しました。アムオ､スティは
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常時会員大募集中です。さしつかえなければ

載せて下さい。連絡先は松波(0727-92-6134)

まで。

れていますので、案内が終わると、自分のた

めに時間をさいて案内してくれたことをとて

も喜んで感謝の気持ちを表して下さいます。

外国のお客様を伴って城へ来られる日本人の

中には｢たかがボランティアだ｡たいした案内

は出来ないだろう」と最初から無礼な態度を

されることがあります。同じ日本人として悲

しく思います。勿論外国語で案内するのです

から表現のまずいところもあるかも知れませ

ん。いつも最善を尽くしているのです。日本

のことでどんな質問をされても答えられるよ

うなガイドになろうと勉強に励んでいるので

す。

私はカトリックの学校で8年間すごし、何

の抵抗もなしにボランティアという言葉を受

け入れていました｡私の知り合いが｢ボランテ

ィアはお金があって、暇のある人が出来るの

よ･」と言うのを聞いてからボランティアにつ

いての定義、外国でのボランティア状況や実

際にされている方のことを知りたいと思って

いました。その時新聞で日米学生会議主催の

ボランティアフォーラムの記事をみつけ、早

速申し込み、参加することが出来ました。

4人のパオ､リストのお話しはとても有意義

なものでした。特にケン・ジョセフ氏の日本

人のボランティア活動に対する厳しいご意見

はもっともだとおもいました。それはまさし

く私の思っていたことだったのです。

また中田武仁氏はカンボジアで息子さんを

亡くされたにもかかわらず、これから日本人

がボランティアとしてもっと活動出来るよう

な下地をつくろうと努力されているのにも感

動しました。各ボランティア団体の活動発表

会で若い方々が一生懸命活動されているのを

うれしく思いました。このフォーラムに参加

して私が今まで考えていたボランティアに対

中村 美子

私が、国宝姫路城において外国人に、英語

で城内を案内するボランティアガイドになっ

てから10年になります。子育ての終わった後

に何をすべきかを、色々考えておりました。

ちょうどそのとき姫路城で英語のボランティ

アガイド募集という記事を見付け、これこそ

私のやりたい仕事だと思いました。英語の能

力は問われませんでしたので、希望者は誰で

もなれました。英語は私の最も得意な教科だ

ったので、何のためらいもなく応募しました。

(今思えば､大胆なことをしたものだと思いま

す）それ以来10年、暑い日も寒い日も、風の日

も雨の日も、週一回は必ず城にでかけて、活

動をしています。最近では依頼も多く、週2，

3回はでかけることもあります。

姫路城の案内は日本人の感覚では、まず外

から優雅な城を眺め、「これが姫路城か、きれ

いだね。立派だね｡｣、そして天守閣にのぼっ

て、そこから景色を眺め、「素晴らしいね｡｣で

終わり、1時間もあればじゅうぶんだと思う

人がほとんどです。しかし外国からのお客様

はそれぞれ違った文化伝統をもった国から来

られていますので、瓦の模様のこと、屋根の

しゃち瓦のこと、また日本人の気にとめない

ことにまで疑問を持たれます。歴史的背景と

併せて説明すると納得されます。それには最

低2時間必要なのです｡｢素晴らしい仕事をさ

れていますね｡」とよく言われますが、実際歩

きながら、限られた時間に出来るだけ多くの

説明をするとてもハードな仕事なのです。

外国の方は“ボランティア”をよく理解さ
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ツフに入れていただき、多国籍企業調査､学習

etCにとりくんでいます。究極的に今ある日本

の富や、私達健康な人間の与えられている状

況を考えると、いつも“物事の不条理”と、

たまたまこういった恵まれた環境にいること

を、すごくとてつもなく偶然なことなんだと

感じ、幸せであると同時に、この幸せのうら

にある見えない、わからない、けれど確実に

ある犠牲に、どうしてよいのかわからなくな

ることがしばしばあります。

'Actlocally'は日本でもかなり浸透しつつ

ありますが､'Thinkglobally'を真剣にやりだ

すと、私達は袋小路に入ってしまいがちです。

今、それを強く感じます。

'Actlocally'は、やる気がすこしあればで

きることなんですが､'Think…，の方はそうは

いかないな、というのが実感です。そうして

フラストレーションためる位なら、毎日の自

分の楽しみや目標だけを追っている方が、ど

れだけ楽なことか知れないからです。

しかし特に私は経済を専攻しているので、

発展と南北問題や、富のあり方について、ボ

ランティア活動を通じて、これからも自分な

りに考えていきたいと思います。考えること

から逃げることは、先進国の人間の、そして

健康な人間のエゴであると思います。

いろいろなボランティアがあります。そこ

で体験し、考えることはそれぞれ違いがある

でしょうが、私は、ボランティア活動とは、

ともすれば、おごり高ぶり、自分のみの幸せ

を求めて満足しがちな私達1人1人に他の何

かをおしえてくれる、貴重な、そしておもし

ろい活動だと思います。

皆さん、とにかく頑張りましよう11

する考え方が間違っていなかったことを確認

出来ました。

私のしている城でのボランティアはフォー

ラムに出席された方々のとは比べものになら

ないほど小さなことですが、あくまで自発的

に、自分の能力にあった範囲でずっと続けて

いきたいと思います。

山田 通代

報告が遅くなって申しわけありません。

もう8月に公開フォーラムに行かせていた

だいて3ヵ月になるんですね。早いものです。

あの頃私は丁度、7月に静岡で行われた'国際

青年の村'93'に参加してまもない頃で､テーマ

が環境('Whatcanwedoforourenviron-

ment'～fromegotoeco～)であったことも

あり、3R(Reuse､Reduce､Recycle)の実現etc

に、身近な(例えば大学、町レベルで）ところ

からとり組もうと、何かとにかく探している

ところでした。それまでボランティアや市民

活動をhypocrisy的に考えていた私にとって、

それはとても大きな変化でした。,やってみた

い、やらなくちゃ！，と思い始めたのです。

ケストスピーカーの方々（日米フォーラム

の)のお話もとても興味があり、ここで何かよ

いグループ。に出会えたら、"一人じゃしんどぃ

なあ…”と思っていた地域レベルの活動もや

れるようになるだろうと、期待に耳をそばだ

てて1つ1つの話をききました。

そこで私の興味に限りなく近かったのは、

ASEEDJAPANの活動でした。キャンパ

ス・エコロジー(大学の環境調査、改善活動）

などはまさに私の求めているものでした。

そしてスピーカーの羽仁カンタさんの紹介

をうけて今、私はASEEDKANSAIのスタ
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少数派問題フォーラム パート3

林 秀美

そうだ。つまり、よっぽど裕福でないと自費

で､は来れない。その結果学費を稼ぐのにこち

らでバイトをするが1日4時間しかバイトは

してはいけないのでかなり苦しいらしい。職

種はウェイター・ウェイトレスが殆どだ。ま

た、日本語学校の中でも、労働させたり、学

校の寮としてマンションのl室に7，8人も

つめこまれるケースもあるとか。彼らの苦労

は私の想像をはるかにこえていた。

リンクは、弁護士のボランティアで運営し

ており、外国人救済の為の団体だ。近年日系

人や中近東、アジアからの出稼ぎ労働者は多

い。現在ではリンクの様な団体は増えたが、

裏を返せば、それほど問題が多く生じている

ことを意味する。日本はどちらかというと特

殊技能を持つ人々しか受け入れなかったが、

最近はそうとは限らない。教育問題、居住地、

保険、意思伝達がスムーズにいかない時のた

めの通訳の人の少なさ。問題は多くなるばか

りだと感じた。

外国人労働者問題

8月18日にマイノリテイー3があり、在日

韓国・朝鮮人問題や部落問題、外国人労働者

問題や沖繩問題と4つのグループに分かれて

行動した。私は外国人労働者問題で、まず初

めにリバティ大阪へ行き、歴史やリバティ大

阪の説明を聞いた。我々のメインはその後の

アジアハウスという所と、リンクという所で

それらの場所は、アジアからの留学生や移民

してきた人々の権利を擁護することを目的と

したものである。アジアハウスは4年前の秋

に全国の人々へ呼びかけてカンパをしてもら

うことによって実際に約100名の人々の手に

よって建設された。4階建ての造りで、2～4

階までがアジアからの就学生が住居としてい

る。韓国やタイからの人々が多いらしい。最

近は人数が多くて4畳半や6畳の部屋を2

～3人でシェアすることもあるらしい。中国

から来たある就学生の話の例て瀞は、日本へ来

て日本語学校へいく場合、学費は年間約70万

で、これは中国では約2000万の値うちがある

友末 優子

金さんから韓国の歴史を話していただき、次

に韓国系アメリカ人の大学生の女性の方で日

本に滞在中の方から話をうかがった。彼女の

英語は目がまわる程速く、理解するのに苦労

した。その後のQ&Aの時間ではアメリカ側に

韓国系の人がいたこともあって、なかなか白

熱したものとなった。

その後KCCから徒歩十分程の焼肉屋「まっ

ちゃん｣で韓国料理を頂き、四人一グループの

在日韓国・朝鮮人問題

マイノリティーの大阪のフィールドトリッ

プはJASCの中でも特に印象に残るものとな

った。私自身がタスクフォースなので今回ま

わるトリップ先はすべて下見してあり、はり

きって出掛けた。

私は在日韓ifl･朝鮮のク守ループだった。ま

ずバスでセミナーハウスからKCC(韓国キリ

スト教教会)に三十分遅れで到着した。そこで
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小グループに分かれて、鶴橋駅まで在日韓国

人居住地区を通りながら散策した。この猪野

地区というのは在日の人の多い大阪でもとび

抜けて在日の人がかたまって住んでいる地域

である。この辺を歩き、在日の家内工業の実

態、表札に記されている日本名と本名、朝鮮

人学校の設備等を見て、何か感じてもらえた

ら、と思った。私のク守ルーフ。には韓国系アメ

リカ人のジンがいたので歩いている最中も議

論が盛り上がった。

韓国食品のマーケットを抜け、鶴橋駅から

芦原橋駅にある「リバティ大阪」という人権博

物館に行った。この芦原橋駅付近はいわゆる

同和地区で、あちこちに同和問題に関する看

板が立っていて、なんとなく重苦しい雰囲気

だった。リバティ大阪ではマルチスライドを

見たり、館内見学(水俣病の展示が行われてい

た)をしたりして、今日一日をふり返った。

フィールドトリップ後、沖繩料理を｢おも

ろ」という店に食べに行き､美味しいお料理で

満腹になり、マイノリティーのフィールドト

リップ。は無事終了した。

鈴木 武志

部落問題「同和という不和」 一ムステイ先での、他方はリバテイ大阪や浅

香地区での話である。Jinと私を迎えてくれた

Tさんは、小学校の同和問題役員を担当され

ていた。確かに差別する側に問題はあるが、

同和地区の人も過剰な被害者意識を持ってお

り、事あれば集団で押し寄せ、組織対個人と

いう関係に持ち込んでしまうという、非建設

的姿勢は改めるべきだと言われていた。

これとは対照的に、リバテイ大阪のMさん

は自らの婚約破棄の切ないエピソードを語ら

れ､浅香地区のYさんらは、行政が行った不当

な建設工事の爪跡を案内してくれた。

正直なところこれらの事実を総合してみて、

一体何を信じればよいのか、私自身の判断が

大きく動揺している。今の私が言えることは、

実際問題この様な状況が多くの人間の目をく

ぐり抜けて、身のまわりに確かに存在してい

るという事実だけである。ともすれば、この

事実を白日の下に曝そうとすると、新たな傷

が生じるかもしれない。だが、事実を認知し

て普遍化しなければ、現状が一向に改善され

る余地がないことも、また自明である。

交通渋滞に巻き込まれ、リバテイ大阪には

一時間遅れの到着となった。以前から、頭に

浮かんでは消え、ずっと胸につかえていたこ

とがある。人種差別であれ、部落差別であれ、

結論的に問題の根源は全て同一点に帰着する。

しかし、疑問なのはその根源にたどり着くま

でのプロセスである。部落差別を正当化する

一見妥当らしい動機付けが、日本人にすら不

明だということが、余計に同和問題を厄介に

している。

幸か不幸か、関西滞在中に部落問題に関し

て、相反する地元の声を耳にした。一方はホ
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苦悶のイメージは、これからも私の中から来

えることはないだろう◎私に出来ること、そ

れは別の人間にこの苦悶を伝達することだ。

何気なく電柱や看板に記され、いつの間に

か街の風景の一部と化してしまった“同和”

の二文字。この視覚化された、やり場の無い

西元 宏治

実演のあと、この保育園内で調理された沖繩

料理の給食を子供たちと一緒にいただいた。

6カ月から5歳までの子供が一斉に食事をと

る光景はほとんど修羅場に近いものがあり、

呆気にとられてしまった。改めて、子供の持

つ過剰なまでのエオ､ルギーの物凄さを思い知

らされた。ところで、この給食に使われた材

料の一部も、この保育園の中で保母さんと子

供たちが栽培したもので、他にもいくつかの

沖繩料理の材料となる野菜を栽培しているそ

うである。給食の後片付けが済むと、子供た

ちは昼寝に入るので、その間を利用して実際

にこうした取り組みを企画・運営からすべて

自分たちだけで行なっている園長さんと保母

さんたちに直にお話を伺い、質疑応答をおこ

なった。この保育園は、園長先生と保母さん

14名で運営されており、現在、6ヵ月から5

歳までの子供を約90名預かっている。最近で

は周辺地域にベトナムやう翻ラジルからの出稼

ぎ労働者も増加してきており、そうした家庭

の子供も含めて、両親共に働いている家庭の

子供がほとんどであるため、朝9時から夜4

時までこの保育園で過ごしているとのことだ

った。

このような変化にあわせて、沖繩だけでは

なくモンゴルやアイヌの文化などについても、

沖繩の文化紹介同様、遊びや食事といった生

活に密着したレベルから子供たちに“体験さ

せる”という試みを始めているということだ

った。近頃は、読み書きや習いごとを行なっ

沖繩問題

関西地区では実際に少数者理解のための取

り組みを見学することにより、当フォーラム

の目的である国家・民族・文化を越えたヒト

の交流がより盛んになりつつある現代社会に

おける他者理解の在り方をより多角的に考え

るために、各種のフィールド・トリップが企

画された。その一貫として、私達日米の参加

者10名は、幼児教育でのレベルでユニークな

試みを続けている｢のぞみ保育園｣を見学させ

ていただいた。

元々、この保育園で沖繩舞踏を遊戯に取り

入れたり、沖繩料理を給食として出すなどの

試みが始められたのは、この保育園の周辺住

民の多くが沖繩出身であり、ほとんど園児も

そうした家庭の子供たちであったので、子供

たちに沖繩の文化・慣習を伝承する目的で自

発的に、こうした試みが行なわれるようにな

ったそうである。私たちが見学させていただ

いた日も、「めんそ－れ」という子供たちの元

気な挨拶に迎えられた後、牛乳パックで作っ

た獅子頭を使っての5歳児による「ばしょう

ふ｣･｢子供えいさ」という沖繩舞踏を見せてい

ただいた。その次に演じられた1歳児による

｢ホタルこい｣には、アメリカ側参加者も加わ

って、子供たちと一緒に遊戯を楽しんだ。最

初こそぎこちなかったものの、子供たちと一

緒に体を動かしているうちに、最後には童心

に帰って、皆、十分に楽しんだように見えた。

1時間弱にわたる子供たちによる沖繩舞踏の
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ている保育園を希望する親御さんが多くなり、

保育園側でもそうした希望に沿って遊戯や歌

などより読み書きなど行なうところが増えて

きているそうだが、この保育園では、子供た

ちの｢こころの問題」と4.Naturalthinking''

を大事にするという視点から、読み書きは一

切教えずにこうした取り組みを続けていると

のことだった。しかし、児童数そのものの全

体的な減少もあり、入園希望者は減少傾向に

あるということだった。このようなユニーク

な取り組みが十分に知られず、また、評価さ

れないのは非常に残念なことである。

また、こうした取り組みが、保母さんたち

だけによる全くの自発的な努力に支えられて

いることを知り、非常に驚いた。半日く争らい

の間しかその仕事を見ていないが、日常の業

務もけっして楽なものではないにもかかわら

ず、こうした努力を自力で続けてられること

自体に頭の下がる思いがした。私たちが訪問

した数週間前にも、わずかの日数を使って沖

繩に研修旅行に行ったそうである。このよう

な取り組みが現場の方の創意や工夫に根ざし

て行なわれること自体は非常に望ましいこと

であると思うが、同じような試みを行なって

いる他の教育機関と相互に情報の交換が行な

われるようになったり、こうした異文化理解

に関する取り組み全般に対して教育学的な蓄

積がなされ、もっと容易に多くの人がこうし

た取り組みに参加できる機会が整備されるべ

きなのではないかと強く感じた。

最後に簡単に感想を述べさせてもらえれば、

元々、子供の苦手なわたしは保育園に行かさ

れると聞いたときは、正直別のフィールド・

トリップ先に変えてもらいたいと思ったし、

至ll着したのちも、はじめは子供たちのあふれ

んばかりの元気とカン高い声に圧倒されると

いうより畔易としていた。しかし、自由に飛

び跳ね、嬬声をあげる子供たちをみているう

ちに、大学生の日常生活からは考えられない

貴重な機会を得ることが出来たと思えるよう

になった。まだ、何物にも取り込まれていな

い野放図なエオ､ルギーを間近にして、こうし

たものにもっと目を向けるべきではないかと

思った。そして、子供たちを学校や教育とい

うものを通して、今ある社会の中にどう取り

込んでゆくかということばかりを考えるので

はなく、個人がどう自己を解放し、自由に自

分を表現することが出来るようになるには何

が必要とされるのかということが、教育とい

うものを考えるときにもっと留意されるべき

なのではないかと思った。更に、自分も含め

て、ただ単に社会の常識や通念を安易に受け

入れるのではなく、自分自身がどのような社

会を望み、そして、そうした社会を創るため

には自分が何を為すべきなのかということを

主体的に考えられるように常に自分自身に働

き掛ける努力を続けていかなくてはならない

のではないかと思った。

総合テーマ討論会′､－卜2
．

細江 葉子

際に乗り越えて行くためにはどのような方法

が考えられるかと言うことが話し合われた。

その場で出された具体的な案を箇条書きに出

してみると以下のようになる。

7月29日に行われた第二回総合テーマ討論

会においては、前日の討論で出された総合テ

ーマの掲げる世界に行き着くまでに乗り越え

なければならないと考えられるハードルを実
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とも、ポジティブにみてみる努力をする。

・先入観やイメージの問題

･マスメディアを鵜呑みにしてよいのか。（一

度疑う、あるいは自分で考え直してみるこ

との必要性）

他のいろいろな人と話してみる必要がある。

ひとつの情報源だけからでた情報を信じて

しまうことの危険

情報量のギャップを小さくする

・国連のような国際機関でのコミュニケーシ

ョンを通じての協調

・一国の利害だけではなく、より広い利益を

考慮にいれるべき(特に政治家など､実際に

社会の運営に大きな力をもっている人）

・平等の徹底

多様性に対する寛容一共生へとつながる

差別撤廃一人種、性など

・世界政府の実現

個々の利害というものがなくなる

・人間性を理解し、実現させる努力をする

これらを見てみると、個人的なレベルでの、

本当の外国の認識、自分自身て繍の判断、そし

てこれらを可能にするための各国政府や国際

機関の協力というものが強く求められている

と言えるだろう。特に日米間の相互理解とい

う特別な関係については、冷戦後の国際社会

における二つの大きなパワーであるというこ

と、これからの世界の中心的存在であるとい

うこと、そしてこの二国は政治的にも経済的

にも、そしてある程度軍事的にも切っても切

れない関係にあるということを前提として、

両国の本当の関係、姿というものに目をむけ

て行かなければならないと考えられる。一般

的に人間というのは自分と異なるもの、自分

の知らないものに対して拒絶反応を示しがち

であるが、現在のように世界が小さくなって

･個人レベルで知り合う

｡政府のう。ロパガンダに流されない

｡教育の改善

他の文化についての教育

宗教や哲学について

さまざまな家族構成や家族の在り方

愛

･教育システムの改善

外国人学生の受け入れ(完全な生徒として）

外国人教師の受け入れ

異文化についての教育を早い時期から始め

る一異質なものに対する違和感を生じさせ

ないため

目的をはっきりと持ったうえでの留学

･外国人との文通一同じ言葉(共通語)を使っ

てコミュニケーションしていても、それぞ

れの帰属する文化が異なる場合、考え方な

どにも違いがでてくることを認識できる。

・ニュース番組などを同時通訳で放送す

る。－同じニュースに対する視点や捕らえ

方の違いを認識できる

・漫画の翻訳、放送一生活に密着した内容

・衛星回線を使って、同時に世界各地につな

ぎ、討論会などを行う。

・特殊恋集団というものは必ずしも母集団全

体を代表するものではないという認識

・他の文化的背景をもつ人とのコミュニケー

ションをすることによって、何らかの特徴

を知ることができる。

・経済や政治といった国際的な問題だけでな

く民族問題など国内の問題にも目を向ける。

・日米学生会議のように国際交流を重視した

団体の中でも、何かにつけてアメリカ側参

加者と日本側参加者は別れてしまうという

現状を何とかする必要がある。

・経済摩擦など、オ､ガテイブなイメージのこ
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いる状態においては、ステレオタイプのイメ

ージや一方的な情報に頼った他国に対する認

識ではなく、できるだけ実際に見て、聞いて、

接したうえで得た認識を大切にしなければな

らない。

新実行委員選出

西元 宏治

い様に思う。今回の場合のそれは新実行委員

の選出という目的に従って、あらかじめ決っ

ていた訳である。

日米学生会議では、一ヵ月間にもわたって

様々な機会に言葉が交わされ、あらゆる問題

に関して議論が行なわれるにもかかわらず、

一切そうした問題について結論が出されるこ

とはない。ほとんど何の制約も意識されずに

議論が行なわれている。このこと自体は、現

在の学生会議の性質上、止むを得ないことか

もしれないが、時として現実的な要素を全く

考慮しない、自己満足のための言葉遊びに陥

ってしまいがちであることは否定出来ない。

そうした学生会議特有の状況を踏まえた上で、

新実行委員選出に至る議論の内容を見てゆく

と一ヵ月に渉る学生会議での議論が、どの程

度地に足の着いたものであったか、どの程度

自分の発言の内容に対して責任をもって発言

していたかを知ることが出来るように思う。

言葉の上の整合性や論理的な分析だけでは、

現実は動かないのである。そんな当たり前の

ことに40名で議論することによって気付かさ

れる。

例年、まず、日米学生会議の意義の再確認

し、来年の会議を行なうか否かについてから

話し合いがもたれる。来年度の開催地が決せ

られると、今度は実行委員になることを希望

しないものの中から司会者が選ばれ、以後、

一切の議事進行が行なわれることになる。今

年は、参加者の中から吉田泰治君と桜井周君

「岩波国語辞典(第四版)」によると｢会議」

という言葉は、「関係者が集まって(一定の手

続きにのっとり)議題について意見を出し､相

談すること｡」と定義されている。この定義に

したがって考えれば､日米学生会議という「団

体｣の活動の中でこれほど会議らしい会合は

新実行委員選出をおいて他にはないのではな

いかと思う。確かに例年の慣行として日米が

別れて新実行委員の選出を行なうとはいうも

のの、実行委員・参加者の別なく、一同に会

して手続きの段階から物事を決定してゆくと

いう作業は新実行委員選出の特色であると同

時に、民羊羊義というものの最も原初的な形

での再現でもあると思う。

民主主義が相対的価値観に基づいている以

上、常に正しい結論を導き出せるとは限らな

いが、もし、仮にその過程において人々の意

見が十分に開陳され、建設的な議論が展開さ

れるのならば、決定に参加することによって

責任感が喚起され、その結論は他のあらゆる

手段から導かれた結論に比して有効性を持っ

たものであることは否定出来ないのではない

かと思う。到達した目的からよりも、目的に

至る過程がより多くのことを与えてくれるこ

とを忘れてはならないと思う。他人に教えら

れるどんなに迅速な答えよりも、迂路を辿ろ

うと自分自身が考えて導き出した答えに価値

があるはずである。ただし、それらのことは

全べて限られた時間と資源の中て、実現されな

くてはならないという現実を忘れてはならな
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が司会を引き受けてくれた。実行委員の数か

ら始まり、被選挙資格、男女比、地方枠の設

定の可否、選挙方法、投票手順などについて

の話し合いがもたれ、一つ一つ時間をかけ、

行きつ戻りつしながらも慎重に決められてい

った。午後7時に始められた会合は午前’時

にようやく全ての選挙方法を決定するに至り、

しばしの休憩を挟んだのちに、立候補者によ

る所信表明が行なわれた。一人一人の候補者

が、それぞれの言葉で表現した日米学生会議

の姿は、彼らがこの夏の会議をどう受け止め

たのかを感じさせるものがあり、非常に興味

深いものだった。この所信表明に関して質疑

応答が交わされた後、投票が行なわれた。あ

る意味で、ここまでかけられた時間の長さや

議論の質そのものが、第45回日米学生会議の

議論の成果といえるかもしれない｡投票は、

討論の結果一人の投票を10票とし、それを加

重形式で自由配分するという形で行われた｡

集計は、実行委員の寺沢、西元、平竹によっ

て、1時間弱ほどを費やして、厳正に行われ

た。全ての作業が終了し、新しい実行委員が

決定され、全員の拍手をもって承認されたの

は、午前3時を過ぎてからのことだった。こ

こに至って、第45回日米学生会議の公式行事

は閉会式を残すのみになり、第45回日米学生

会議実行委員会はその役割をほぼ終えた。

最後に、粘り強く議事を進行してくれた司

会の吉田泰治君と桜井周君に深く感謝したい

と思う。本当に御苦労様でした。

新実行委員ミーティング

田中 沙羅

とに来年度の会議への準備が進められる訳で

ある。

まず総合テーマの話し合いから始まった。

テーマは果たして会議に必要なのか、またそ

の果たす役割は何なのか、そのあたりから話

は始まった。今年は総合テーマのことで会議

前、会議中一悶着あったので、再び過ちを繰

り返すまいとの思いが特に日本側にはあった

ためである。米国側はどちらかというとテー

マをPR効果として捉えており、会議における

テーマの位置づけ、各プログラムとのつなが

りにこだわりを見せた日本側との認識の差が

感じられた。また、来年はアメリカ開催であ

NewECMeetingは8月20，21日の両日行

われた。このMeetingは来年度の大枠(総合テ

ーマ、人数、日程、開催地、分科会、フォー

ラム等)を決定するものであり、この決定をも
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り、具体的なつめは米国側実行委員の手に委

ねられる部分が多く、日本側としてはこの

Meetingでどこまで自分達の「こだわり」をわ

かってもらうかが大きな課題であった。

来年は60周年記念ということもあり、さま

ざまな候補の中から最終的に決定したのは

@@LearningfromHistory:ActiveCoopera-

tionfortheNewEra"

今日の会議の反省から、人の集う場のみな

らず、会議としてのJASCを目指したいとの

思いが強く、それを具体的にプログラムにど

う生かすかが問題であった。「統一性｣をもた

せることが1つの鍵であり、また、lectureよ

りもActionOrientedなものを求める声もあ

り、その結果決定したのが、フォーラム(戦争

と平和、環境、ボランティア)、シリーズ(人

種、日米関係、人間関係)、そして10分科会で

あった。こうして｢SengariAgreement｣は完

成した。しかしこれはいわば｢器｣であり、今

後の1年間でその中に何を、どう注ぐかを煮

つめていく作業は新実行委員、そして46th

JASCerに委ねられている。Agreementの完

成と同時に我々は、自分自身の目指すJASC

を模索する出発点に立った訳である。

フリーデイ

桜井 周

方面に行き、お茶にもよばれて日本の伝統を

満喫しました。

二日目は京都と奈良に行く班にわかれまし

た。奈良班は途中、阿古の自宅のレストラン

によって昼食をとりましたが、たいへんおい

しく大好評でした。その後、興福寺から東大

寺、春日大社を訪れ奈良公園をたのしんだ後、

わかれて買物をするなり大阪に出て夕食をと

るなりしました。京都方面は宇治、伏見など

南部をまわりました。

その他、神戸方面にショッピングに行く者

もいたりで、各人、関西を充分に楽しんだと

思います。しかし、9時には宝塚駅に集まり、

セミナーハウスにもどりました。

関西のフリーデイは2日間ありました。会

議の終わりで、新実行委員のミーティングを

並行しておこなわれたため、一部の人はセミ

ナーハウスに残って来年の会議について議論

していたので、全員が参加できた訳ではない

が、それ以外の大半の人はどこかへ観光に行

きました。

一日目は三田市内を回ったグループと京都

に行ったグループ･がありました。三田班は市

内の地酒、焼き物、タ､ムなどを見学してまわ

ったあと、上野邸で茶や琴、そして人々のあ

たたかい心でもてなしをうけました。ミッツ

イとマイクは着物まで着せてもらい、大いに

もり上がりました。京都班は大徳寺から西陣

東 浩平

市の婦人会の方々に引率されて地酒の蔵、青

野ダム、神社等を見学し、夕方から上野さん

の素晴らしい邸宅に招待され、ディナーパー

ティーに出席した。新実行委員選挙の翌日と

フリーデイ第1日目の20日は、多くの人々

が京都出身の渡邊尚美さんに連れられて京都

観光に行き、食糧、教育等のテーブルに参加

している人々は、源真帆さんのってで、三田
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〈が奈良に向かった。奈良組は途中、志紀に

止まり、阿古智子さんの実家で､ある、うどん

屋｢阿古｣で、おいしい料理を御馳走になって、

奈良の観光へと向かった。夜9時30分には第

1日目と同様、宝塚バスターミナルに全員集

合しセミナーハウスに向かった。

いうこともあり、午前3時まで選挙を行って

いた日本側参加者は、日中疲れを隠せなかっ

た。

2日目の21日は、女性を中心にしたグルー

プが、松本安代さんに引率されて神戸へショ

ッピング(ウィンドー？）に出かけ、残りの多

閉会式

米倉由美子

1993年8月23H、第45回日米学生会議の閉

会式は、関西学院大学セミナーハウスの一室

において、和やかな雰囲気の中で行われた。

広い室内に、椅子を円形に並べて参加者全員

が座る。ぐるりと一つの円になったみんなの

顔には、この一ヵ月の出来事をかみしめてい

るような表情があった。

閉会式は、芝崎とRuhnkeによる共同声明

の発表から始まった。会議の総括としての共

同声明を聞く参加者の心には、一カ月の思い

出とこれからの自分の姿が交錯していたので

はなかろうか。

続いて、第45回日米学生会議実行委員長

Cobleと平竹のあいさつ。Cobleは彼女らしく

明るくさわやかなスピーチで、平竹も彼らし

い力強く熱の込もったスピーチで、委員長と

しての最後のあいさつを締めくくった。

そして、来年の第46回の実行委員長Ben-

nettと廣田による千刈アグリーメントの発表

と続く頃には、新実行委員の熱意と彼らにエ

ールを送るような気持ちの他の参加者の熱っ

ぽり思いが部屋には満ちていた。

最後のサークル・トーキングでは、参加者

一人一人が順番に、自分が今思っていること

を言っていった。みんなのいろいろな思いが

伝わってくる。共に笑い、共に悩み、考え、

ぜき鋤 蕊j,慰辮

蕊

蕊

蕊鶏

蕊

蕊

藍

驚鍵譲灘
…

蕊

典蝿
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共同生活を送ってきたこの一ヵ月は、日本側

と米国側双方の参加者に、どんな意味を与え

たのだろうか。

みんなの口から共通して出てきた言葉は、

｢ThankYou｣だった。いろんなことがあった

けれど、会議が終わろうとしている今、みん

なに感謝したい。そんな気持ちが伝わってき

た。お互いに理解しようと努力し、それを継

続したこの一ヵ月を、私達はきっと忘れない

ことだろう。

参加者それぞれの感慨が入り混じり、笑顔

鐸

‘

で互いの健闘を賛えあって、閉会式は幕を閉

じた。

小西観光園

友末 優子

涙、涙のクロージングの後、昼食をとりに

関学セミナーハウスからバスで三十分程の小

西観光園に行った。小西観光園は川のほとり

にある、BBQのできる施設て､、山の中にあっ

た。ここではあゆのつかみ取りをする事にな

っていた。つかめないと食事にありつけない

のでは…との噂もあった。

ここであゆのつかみ取りなるものを、私は

生まれてはじめて行った。浅瀬に人数分のあ

ゆが放たれる。たくさん群がって泳いでいて、

今にもつかめそうなのに、パシャと手を水に

入れてつかんだつもりが、あっという間にい

なくなってしまう。つかめないとわめいてい

たら、手は事前に水に入れてあゆを待ち、止

まったところをつかむのだ、と教えられた。

私も苦労の末、やっと一匹、岩にはさまって

動けなくなっているあゆを、もう一匹は普通

に泳いでいたあゆをつかまえることができた。

中には十数匹つかまえていた人や、一度に二

匹つかまえている人もいて、キャリアの差を

感じてしまった。アメリカ側参加者も予想以

上に気持ち悪がらずにあゆのつかみ取りに挑

戦していた人が多かった。

あゆをつかみ終えた後､七輪の上でBBQを

行っていたら急に雲行きがあやしくなり、激

しい風雨にみまわれた。BBQではとりたての

あゆの他に牛肉やキャベツ等の野菜もいただ

いた。

食事後はそれまでの風雨はピタリと止み、

それぞれ疲れている者は横になったり、元気

のあるものは川で泳いだりして、残り少ない

JASCを楽しみ、4時半にバスで帰路に着い

た。
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5．分科会報告

芸術と社会

(TheArtsandSociety)

総 括

芝崎 厚士

「人も羨むアート・テーブル」といわれてい

たものの、結果として、他の分科会と比較し

得る意味で｢いい｣分科会になったのかどうか

はわからない。少なくとも、参加者一人一人

が、背伸びすることなく、自分のレベルで意

見を発表し合えたという意味では満足できる

ものであったといえるだろう。

最後に、特に日本側参加メンバーに深く感

謝の意を表する。彼らは、会議開催直前の多

忙時に、「わがまま」な私の苦言を取り入れて、

自主的にアメリカ側との連絡を取り、『犀の

角」に分科会に関する記事を何度か寄稿し、

実地研修を立案してくれた。また本会議中は、

様々な準備に追われて疲労困値していること

も少なくなかった私を励まし、元気づけてく

れた。分科会に対する彼らの真筆な姿勢は、

時折挫けそうになることもあった私にとって、

常に心の支えであった。さら(田中[沙])、ひ

ろみ（日向)、ひがし(東)、ほんとうにどうも

ありがとう。

当分科会のコーデイオ､一卜を担当する際に、

芝崎とジェフがテーマとしたのは、芸術と社

会の相互作用であった。芸術は、常にそれが

生まれる社会的な要素を背景としている。と

同時に、芸術は最も主観的・個人的な人間の

表現手段である。このような前提にもとづい

て、様々な規模・レベルの社会における芸術

の存在の仕方を検討していこう。そして、そ

のようなケース・スタディーを通して、最終

的には地球共同体における芸術の役割に対す

る考察を深めようというのが、当初の、少な

くとも芝崎一ジェフ間の共通認識であった。

しかし、参加メンバーにその認識を強制す

るつもりはなかった。全体合宿の時点で、そ

の基本認識を説明はしたものの、後は各自の

理解･解釈に任せた。「わからないことがあれ

ば、どんな小さなことでも気にせずに何でも

聞くこと」、「説明を聞いたら後は自分で考え

ること｣､「自分の考え方を大切にすること」が

私の口癖だった。

分科会の議論に関しても、芸術を専攻して

いるメンバーがいなかったこともあり、我々

には初めから厳密かつ批判的な議論をする意

思も能力もなかった。個人的には、各自がこ

の分科会でできることを見付け、それをでき

るだけやってくれればよい、と考えていたの

で、強制的に専門書を読んで勉強するという

類のことはあえて行わなかった。

＜分科会・実地研修の概要＞

7／28①自己紹介・分科会の説明

7／30② 東・アナンダの発表

7／31③④実地研修国立博物館・浅草

寺

8／3⑤実地研修月窓寺(座禅）：「哲

学と人生」と合同
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映画DON'TLOOKBACK観賞

8／7⑥田中(沙）・シヤーリーの発表

8／9 ⑦ 日向の発表・リフレクシヨン

8／14⑧⑨実地研修 上野焼制作

8／19⑩ジエフ・ケリー・芝崎の発表

買い物を楽しむ。

上野公園を散策しながら、感想を述べ合う。

日本蕎麦屋で昼食を取る。その後、2階建て

バスに乗り、浅草へ。かなりの人込みの中、

参詣をすませ、仲見世で買い物。その後、原

宿でストリート・パフォーマンスを見学する

予定だったが、時間の都合で省略した。自己紹介・分科会の説明

吉祥寺のファミリー・レストランで、「哲学

と人生」・「メディア｣などと合同して自己紹

介・分科会の説明を行った。私は残務整理の

ため、西元と共に当日の夕方まで四谷の事務

所に残って働いていたので、メンバーとは初

顔合わせだった。自己紹介と共に、今後の予

定を説明した。

実地研修 月窓寺(座禅）

午前5時に起床して、吉祥寺東急インから

徒歩10分ほどのところにある月窓寺を訪問し

た。「何も考えないことを考える」という座禅

の体験は、多くの参加者にとって初めての体

験であった。まず、奥の座敷に通されて、住

職より座禅の意味、方法について具体的なお

話を聞き、練習をする。思っていたよりも簡

単そうだ、と感じたのも束の間、実際に行っ

てみると、意外にこれが難しい。会議の準備

について24時間頭をフルに使って｢あれは大

丈夫か､これは準備ができたか｣などというこ

とばかりを考えていた私にとっては、思いも

実地研修国立博物館・浅草寺

午前中、国立博物館を訪れる。アメリカ側

は特に日本刀や仏像に興味を示していた。

会議中には珍しいくらいに綺麗に晴れ渡った

一日。博物館内の庭園が素晴らしかった。見

学後、地下のミュージアム・ショップで各自

(後段左より）芝崎厚士、AnandaMartin、東浩平

(前段左より）田中沙羅、KelleySegars、ShariOShiro、JeffBennett、日向裕弥
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かけないほどインパクトのある経験だった。

30分を1回として、3回座禅を行った。終わ

る頃には、激しく降っていた雨も小止みにな

っていた。

粘土いじりをするのは久しぶりで｢もうタ､メ。

やめた！」といっては何度もやり直すものも

いれば、ろくろを使って見事な陶器を作るも

のもいた。大体2時間くらいでそれぞれが傑

作（？？）を完成させた。

辺りを少し散歩して見た。水田が多く、緑

が濃く、小川のせせらぎが耳に心地好い。自

然の豊かな恵みを実感した。東京・北九州と

大都市での会議が長かったこともあって、心

休まる実地研修となった。

実地研修 上野焼制作

作陶体験は、個人的には最初から温めてい

たアイディアであった。当日は、小倉駅から

電車で1時間半、さらにタクシーで20分ほど

のところにある上野の里で、作陶を行った。

AnandaMartin:美術館の新たな方法論

東 浩平

写真が集められている。又、アフリカやイン

ディアンの民族衣装が集められた展示場には、

真ん中にl揃えのスーツが置いてある。マヤ

文明の彫刻や民族衣装がならべられる展示場

の壁の天井近くには、スペイン人の描いた南

米侵略のヒーローの絵が見下ろすように掛け

てある。こうした独特の展示の背景にある思

想は、異文化との接触におけるステレオタイ

プやエスノセントリズム等の極めて現代的な

コンセプトである。アナンタ慧のプレゼンテー

ションは、現代における博物館というものの

あり方、そして意義を考えさせてくれた。

テーマ：シアトル美術館のユニークな展示方

法について

アナンダは、彼女の住むシアトル州にある

お気に入りの美術館SeatleArtMuseumの画

期的で興味深い展示方法について、スライド

を利用して説明してくれた。展示の特色とし

て､従来の時代や流派､場所(表現方法[絵画・

彫刻etc.])等による芸術作品の分類を乗り越

え、今までのカテゴリーにとらわれない、斬

新で現代的なコンセフ・卜を展示手法にもり込

んでいる。例えば、「中国人」というタイトル

の展示場では、アフリカ諸国、ヨーロッパ、

中東等の古代に作られた中国人の面や彫刻の

I

東浩平：俳句と禅を通して見た日本人の精神とアメリカのビートニクス達 一

東 浩平

本プレゼンテーションでは、日本の伝統文 禅の感覚を共有することに成功した。本プレ

化に多大な影響を持った禅を説明する上で、 ゼンは芸術を通した文化の理解、というもの

俳句を禅の芸術における実践と捉え、日本語、 の好例であった。最後に俳句と禅が1950年代

英語、両方で書かれた俳句を鑑賞し、禅の精 のアメリカ文化に与えた影響を、ピートニク

神を理論と感覚の両方から説明していた。俳 スという文学運動を例にとり上げられた。

句は鑑賞のみならず、実際に皆で句会を開き、
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ShariOshiro:ハワイの民族芸術

田中 沙羅

せてもらった。音から察するに、自然物をう

まく利用して楽器とみたてているのだろうと

想像した。写真なども見せてもらったが、女

王らしき人が着物を着ている写真が印象的で

あった。ハワイも世界の文化から強い影響を

受けていることを感じた。

今ではハワイ芸術の見直しがされているら

しい。民族固有の文化は大切にしたい。文化

の分野においては政治的力は無関係であるの

だから。

Shariはハワイ出身であることもあり、ハワ

イの芸術を紹介した。

ハワイにおいてもかつての日本と同様、西

欧文化の流入におされ、独自の文化が忘れら

れてしまう傾向があったらしい。学校でもハ

ワイの芸術について学ぶことが殆どないため、

ハワイアンが全てフラタ簿ンスを踊れる訳では

ない。（日本人だからといって日本舞踏が踊れ

る訳ではい､のと事情は似ているかもしれな

い｡）

テープを使用し、ハワイの伝統音楽をきか

田中沙羅：現代社会における芸術

田中 沙羅

的命題に立ち返る。私のいう「芸術｣とは芸術

愛好家のみのものではないし、美術館や演奏

会でしか鑑賞できないもの、といった金銭的、

時間的余裕のある人のみのものでもない。お

気に入りの画家の描いた絵入りのポストカー

ドや、自宅で聴くお気に入りのミュージシャ

ンの音楽、こういった誰の手にも届く範囲に

あるものも含め、「芸術」と捉えたい。特に精

神的プレッシャーを感じてしまいがちな現代

人に、「芸術｣はささやかなそよ風的役割、精

私は現代社会における芸術の役割について

考察を行った。簡単に要約して紹介する。

今日我々は老若男女に拘らず、全ての人間

がストレスのたまりやすい社会に生きている。

混雑した通勤電車、厳しい受験戦争、年功序

列等。このような中で、世論調査も示すよう

に、人々は物質的豐かさより精神的豐かさを

求めており、安らぎの時間がもっと欲しいと

願っている。自然の中にいると気持ちがリフ

レッシュされ、穏やかな気持ちになるが、大

都市では自然に接しようにも限度がある。も

ちろん街路樹を植えたり、といった努力は今

後もっと促進させて然るべきだが…それと同

時に芸術にも自然と同様の機能を担わせるこ

とができるのではなかろうか。

物事がうまくいかなくてふさいでいる時、

どんなにあの絵が、あの音楽が、自分を慰め

てくれたことか…このような経験を思い出し

て頂きたい。ここで｢芸術とは何か」との根本
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神安定剤的役割を担うことができると信じて

いる。

Presentation後の議論のもっていき方で、

tablediscussionの成果は決まる、とはわかっ

ていたものの、その後の議論に対し、何も口

出しせず、言いたいことを言って下さい、式

の放任的態度をとってしまったため、table

memberも困ってしまっていたようだし、私

自身も困ってしまった。discussionをリード

するには少なくとも議論してほしいポイント

だけでも提示すべきであったと反省している。

日向裕弥：外国人横綱をめぐる賛否両論

日向 裕弥

何かという問いに以前は野球であったが今日

ではアメリカンフットボールといえるだろう

とアメリカ側メンバーの一致した答えが得ら

れ、Anandaは、国技の変化の理由について、

人々の集中力(attentionSpan)が、持たなくな

っているからだと述べた。集中力の低下の原

因はなにかということから、話はアメリカ文

化の特質にまでいたった。現代のアメリカ文

化は、aggressive、independentといった言葉

で表現されるが、個人の自由と独立が追求さ

れた結果、自由の野放し・責任感の欠如とい

った事態がもたらされているという意見が出

された。そして、多くのアメリカにおける社

会現象が徐々に世界中に広まってきた歴史か

ら、アメリカにみられるこの自由の追求から

野放しへという傾向が、日本そしてそのほか

の国や地域にも広がるのではないかと危'具す

る複数の意見もでた。

日向は、発表テーマとして国の伝統芸術保

護かあるいは国際化かとして議論をよんだ

｢外国人力士の横綱昇進問題｣を取り上げた。

まず導入として相撲と外国人力士の歴史の簡

単な説明をした。アメリカ側分科会メンバー

全員がすでに「スモウ｣の存在を知っていて、

特に日系アメリカ人のShariがハワイ出身の

力士全員の名前を口にし、家族ぐるみで曙関

を応援しているときいた時には日本の国技と

いわれる相撲が予想以上にアメリカで知られ

ていることを知った。次に、外国人横綱誕生

の経緯と、それに対する賛成・反対論を紹介。

最後に、日本人以外にも角界への門戸を開け

ている以上、一度力士として入門を認めたか

らには国籍に関係なく対応すべきであるとし、

曙関の横綱昇進時の言葉｢外国人としてでは

なく、力士としてみてほしい」という言葉をあ

げた。

発表後の意見交換では、アメリカの国技は

KelleySegars:アメリカの音楽

芝崎 厚士

その原因は言語の違いや文化の違いからくる

コミュニケーション・ギャップ。でないことは

明らかだった。発表の内容は、中学校の教科

書に出てくるような程度のアメリカの音楽の

種類の紹介で、サマリーもなく、資料も配ら

ケリーの発表は、日本とアメリカの音楽の

種類に関するものだったが、控え目にいって

何の成果も生まれなかった。う｡レゼンテーシ

ョンには15分ほどかかり、質問は特に出なか

ったので、議論が成立したとはいい難いが、
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度の内容と実質を持つリサーチを各自が行う

のは当然ではないだろうか。もともと日米学

生会議は、分科会での議論をその本質として

出発している。現在の分科会の状況は、日米

学生会議の｢会議」としての性質が形骸化して

いることを如実に示している。しかし、会議

としての日米学生会議と国際文化交流として

の日米学生会議との関係は、ここで論じ切れ

るほど簡単な問題でもない。今後の実行委員

諸氏の努力に期待する。

ず、発表者本人の視点にもとづいた分析もな

ければ、議論の題材となるような問題提起を

しようとする姿勢もみられなかった。

プレゼンテーションの負担を減らすという

試みは、今回の会議の一つの改革としてなさ

れたことであるが、それがこのような結果を

生むようでは、分科会の存在理由さえ疑って

掛からざるを得ない。何を話しても成果が上

がるのはこの会議の特色であることは確かだ

が、参加者の意気込みを吸収するだけの最低

限のリクワイヤメン卜として、せめてある程

JeffBennett:現代美術の可能性

日向 裕弥

多くの芸術家たちは芸術活動を続けていく一

過程として成功をめざして大都市へ移動する

傾向があり、その環境の変化に対応している

からであるとして、教科耆にのっている他の

近代芸術家の作品も例にあげながら説明した。

最後に、「人生は振り子のようだ｣とたとえて、

芸術の創造力は、決してとどまることはなく

常にいったりきたり変化しているとまとめた。

Jeffは、まず生まれ育ったウエストバージ

ニア･モーガンタウンの知人であるロトウ

ー・マックドウルの描く故郷の風景画を分科

会メンバー全員に配った。続いて、マックド

ウルの後期の絵を、近代芸術の教科書から紹

介し、作品に見られる色調や使用素材などの

傾向の変化を指摘した。このように、同一の

芸術家の創作物の傾向が変化する理由として、

芝崎厚士：ボブ・デイランと地球共同体

芝崎 厚士

6分間のメッセージ･ソングをヒットさせた。バ

イク事故、ウッドストックでの隠遁を経て、サイ

ケデリックな時代に逆らうかのようなシンフ･ル

さ特徴としたカントリー時代は､いわば半引退の

時期だった｡彼とその音楽に対する人々の尽きな

い興味によって､初めていわゆる海賊盤が流布し

た。"Dylanologist''とよばれる人々は、あらゆ

る方法でその作品や私生活の秘密を分析し､数多

くの伝記を耆いた。

65万枚のチケットに1800万人が申し込みをし

たという1974年の全米ツアーから、彼の活動は

ボブ･ディランほど社会に無関心なアーティス

トはいないのだが、ボブ･デイランほど社会が関

心を持ったアーティストもいないだろう。1941

年に生まれ､1962年にデビュー以来､32年間に39

枚のアルバムを発表している。

当初、ウディ･ガスリーの影響を受け、フォー

ク界で活躍数年後、エレクトリック･サウンド

を導入して純粋フォークと訣別、同時にティン・

パン・アレーのくびきからポッフ｡・ミュージック

を解放した。ロック界初の2枚組アルバムを発

表、3分間のお定まりのラブソングの全盛期に、
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再び加速した｡その才能を最大限に拡大した70年

代中期を経て､突然キリスト教に傾倒したゴスペ

ル･ロック時代に突入。初のグラミー賞と引き替

えに、いわゆる「フアン｣の多くを失った｡即興性

が重要な要素である彼にとって､8畔代は高度に

発達したレコーディング技術との闘いであった

が､結局は傑作を出して健在ぶりを示し、1991年

にはグラミー賞のLifetimeAchievement

Awardに輝いた。最近ではトラディショナルの

弾き語りアルバムを発表、同時に1988年以降毎

年100回以上ものライブをこなし続け、1992年に

はデビュー30周年記念コンサートが行われた。

1963年のワシントン大行進ではJoanBaezと

共に歌った。"TheTimes,TheyAreA-

Changin'''は、米国において演説で最も多く引

用される言葉である。1971年にはバングラデ

シュ救済コンサートに出演し、1975年には入獄

中の黒人ボクサーの無実を訴えるシングルを発

表し､支援コンサートも行った(そのルービン･カ

ーターは1985年についに釈放された)。この頃に

はカーター大統領の演説にも登場した。1985年

には"WeAreTheWorld"に参加、さらにLive

Aidのトリを務め、同年のNew MuSiCal

Express誌の特集では､最も重要なアーティスト

の1位となり、偉大なアルバムToplOOの中に4

枚の作品がランクされた。

アメリカの生んだ20世紀最大のアーティスト

の一人と呼ばれ､クリントン大統領の就任式で歌

うようになっても、彼は何も変わらない。彼は人

間の無意識にあるレベルで起こっている現象を

鋭く感じとり、それを歌にしているだけである。

彼は自分の本当にやりたいと思ったことを､他の

だれが何を言おうともやり抜くことに徹してい

る、芸術家である。

芸術は、今の段階では、人間の根源的な意識を

最もストレートに表出させることのできる手段

であると僕は信じている｡地球共同体的な発想に

もとづいて協力関係を結ぼうとするときに､最も

問題となるのは､お互いが本当に何を考えている

のかをいかに正直に打ち明けることができるの

かということである。

それは、言葉を変えれば､思ったことをそのま

まいうことを､何の損得勘定(感情)抜きでできる

という意味で､不信感の刺Rである。相互理解の

促進が平和を生むという主張は､あまりにもナイ

ーブである｡相互理解はより複合的な視点にもと

づいた理解を生み得るから、より正確な相互理解

にもとづく協力を生む可能性と同時に､より正確

な相互理解にもとづく対立を生む可能性も孕ん

でL､る°もちろん、より深い誤解を生む可能性に

ついてはいうまでもない｡相互理解は理解を生む

だけである。

問題になるのは、お互いを理解する際に、何度

でもあきらめずに試みること、自分自身を出し、

相手を受け止める際に不信感をできる限り介在

させないようなシステムの確立と個人的な資質

にもとづく努力の継続とにある。そして、芸術は

(無意識下の意識表出がなされているような素晴

らしいものに限るが)そのような不信感の壁を打

ち破る有効な手段なのである。

私は以上のような観点にもとづいて、ボブ･デ

ィランを題材に議論を行おようとしたが､時間不

足と疲労感のせいで十分にはできなかった。

私がデイランを取り上げた理由は､別にデイラ

ンをみんなに理解してもらおうと思ったからで

はない。ただ､ディランを分科会のメンバーがど

う受け止めるのか知りたかった。それだけで十分

だった。疲れていたことを割り引いても、自論を

十分に展開できなかったことをさほど悔やんで

はいない｡芸術を説得力にもとづいて理解しても

らおう・させようという試み自体が無意味だとい

うことに私は気付いたためである。
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ビジネス

(Business)

総 括

割石 俊介

一が多かったことである。そしてどれもが単

に日米の典型的経営方法の比較検討にとどま

るのではなく、それを通じてより普遍的・理

想的な経営スタイルを模索しようとするもの

であった。

個人的に印象に残ったのは、ディスカッシ

ョン中､メンバーの一人が｢企業の目的は利益

の追求にあるわけで、企業に社会的貢献を期

待するのは間違っている。私は将来MBAを

取るつもりだけど、それはくつに社会に貢献

したいからではなくて上sジオ､スシーンで成功

したいからであり、金をもうけたいからだ｣と

強く主張していたことだ。私にとってなぜ印

象に残ったかというと、私はまだこの企業の

役割(目的）といったものについて模索中であ

り、確たる回答を持ち合わせていないので、

彼女の自信たっぷりの主張ぶりが心に残った

のだろう。

企業倫理・企業市民、といった考え方。フ

イランソロピーといった取り組み。特に日本

においてそれらがメセナと呼ばれ、バブルの

徒花のごとく不況の昨今下火になってしまっ

たように、それらは所詮営利追求のオマケに

過ぎないものだろうか？「ﾋﾞｼｵ､ス」とは｢金

もうけ｣であり、それは個人の幸福とか社会の

発展(本質的な意味において）といったものと

常にトレード・オフなのだろうか？日本に鯵

いて｢社員」と呼ばれる人口も本当はやはりた

だの｢従業員｣にすぎず、リストラによって国

外へ溢れ出し労働市場で売買される｢労働力」

にすぎないのだろうか？「企業は倫理を持ち

ここ近年のJASCとは違い、第45回のピジ

オ､ステープルは非常にシンプルなオ､一ミング

だった。「日米一｣、「現代の－｣などのまくら

言葉が一切着かない「ビジカ､ス」というタイト

ルの分科会だった。これは考えるのが面倒臭

かつたわけでは決してなく、後に分科会のメ

ンバーとなる皆に、先入観なしに真っ白なイ

メージで単に｢ピジオ､ス」と聞いた時に心に浮

かぶものを大切にして欲しいと思ったからで

ある。また、コーデイオ､一ターの私としては、

日米摩擦、多国籍企業、ASEAN・NIEsの台

頭…といった今日のビジオ､スで耳目を集める

｢現象｣をただ単に｢話題性があるから」といっ

た理由で取り上げ、意見を交わし、何か分か

ったような気になる、というような底の浅い

分科会になって欲しくないと思っていた。安

易にまくら言葉を冠することは｢底上げ｣の第

一歩のような気がしたのである。

ディスカッションとフィールドトリップ

(以下FT)がテーブルの二本柱だった。FTで

は東京で河合塾(教育産業)､エッソ石油(エネ

ルギー産業、MNC)、九州でスペースワール

ド(レジャー産業、新日鉄の多角経営)、新日

鉄(日本の基幹産業であり九州の地場産業）と

いったところを訪問し、現場を見学し、意見

を交わすことができた。どの企業も非常に温

かくもてなして下さり、本を読んで勉強する

のとは異なる、印象に残る機会となった。

ディスカッションの詳しい内容は個々の説

明に譲るが、極立ったのは、日本式・アメリ

カ式経営といったものに焦点を定めたメンバ
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ラリーマンも、としまえんまでもが景気回復

を待ち望んでいる。バブルの最中もバブルの

後も我々は何も変わっていない｡｢す〈･一色と

なって世の中をおおうムードに乗らされる

な」ということこそ､我々がバブルの崩壊から

学ぶべきことではなかったのか。

「日本経済は世界一だ｣とゴーマンになろう

にもなれない今こそ、じっくり腰をすえて、

企業とは？ピジオ､スとは？といった根源的な

問いを発してみるべきだと思うのて縊ある。

我々は安い労働力を求めてNIESへ､ASEAN

へ、中国へと流浪の民のように出ていく為に

経済発展を遂げてきたわけでもなければ、コ

ンドラチェフの描いた山や谷で笑ったり泣い

たりする為に毎日働くわけではなかろう。上ﾞ

ジオ､ステープルで根源的な答えを掴めたとは

思わないが、自分の中で問いを発する機会に

はなった。これが私個人のビジネステーブル

での成果だと思う。

市民として社会に貢献する為に存在する」な

どという考え方は｢理想主義｣に過ぎないので

あろうか？

しかし、私が思うに、好むと好まざるとに

拘らず、企業は今や資本主義世界システムの

中で縦横無尽に活動しており、それを｢所詮奴

らの目的は金もうけ」とクールに眺めるのは

余りに危険ではなかろう-か｡｢営利追求には興

味がないから公務員になるさ」とあなたが言

ってみても、あなたはトヨタの車でオフィス

に向い、IBMのコンピューターでデータを読

み、オ､ツスルのコーヒーを飲んで休憩するの

ではないだろうか。そして企業は顧客のニー

ズに応えることにより利益を生んでいるのな

らば、利益の源泉は他葱らぬあなたではない

だろうか。

今の日本はバブルの酔いもすっかり冷め、

不況だ、リストラだ、企業内失業だと誰もが

おびえているようだ。そして財界も政界もサ

(左より)上原 由美子、GeorgeLekakis、SonaVaish、DanaReed、

DonGibbons，割石 俊介、岩田 康志、山田 美那子
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山田美那子：新教育産業

山田美那子

う｡レゼンテーションの翌日実施された、学

校法人河合塾へのフィールドトリップ｡では、

実際に生の塾生の声を聴くことで、更に理解

を深めることができた。「なぜ、いい学校に入

りたいのか」という問いに｢親がそう望むか

ら」｢いい企業に入るため」と本音を語る塾生

に米国側デリゲーツは、何を思ったことだろ

う。日本側デリケーツも、身近なトピックだ

ったゆえに、自らをその塾生に置き換えて、

考え込んでいた。

産業そのものとしては、米国側デリケーツ

からは､「アメリカにもこういう勉強のアシス

トをしてくれる所があったら、教育水準が上

がるのに」という意見もあった｡個性や人間性

の育成の問題はさておき、日本の教育水準の

高さを保つという点では、高く評価されてい

るようだった。

上ずジオ､ステープル、プレゼンテーションの

トップバッターは、ビジオ､スについての知識

が皆無に等しい私だった｡テーマは｢新教育産

業｣。まず、日本の教育システムについての簡

単な説明をした後、新教育産業の中でも塾、

予備校を取り上げ、その実態を市場売上や拡

大事業などの数字・例を挙げて示した。そし

て、このような産業を単に受験戦争が生んだ

産物として捉えるだけでなくその背景にある

日本社会の構造について、テーブルメンバー

で考え、討論した。

米国にはない産業だったため、米国側デリ

ゲーツは、塾予備校そのものにかなり興味

を示し、その具体的な実態を理解してもらう

ために日本側デリゲーツの個人的な体験談も

議論の中に織りこまれた。米国側デリゲーツ

は、日本の会社人間誕生の過程をこの新教育

産業に見い出したようだった。

DonGibons:日本的経営とアメリカ的経営の比較検討

山田美那子

う特色を持ち、アメリカの優良企業の管理ス

タイルに多く見られる。

Zタイプ。とは何かを知った後、テーブルメ

ンバーは日米の企業のあり方を管理スタイル

を切り口に討論を始めた。就職活動を終えた

ばかりのWanlyからは、典型的な日本的管理

スタイルの具体的な事例が述べられ、会計士

を目指し、会計事務所で働いている米国側デ

リゲートのGeorgeは、アメリカ型管理スタイ

ルを実体験を踏まえて語り議論に具体性を増

した。

企業も国際化の時代を迎え、多国籍企業や、

ピジオ､ステープルで、いつも議論を引率し、

方向づけてくれる存在だったDonのう。レゼン

テーションは｢Zタイプ。組織｣についてだった。

彼はまず、日米の組織における管理システ

ムのスタイルを、雇用、人事考課、昇進、意

志決定、責任の所在、人に対する関与度につ

いて比較し、類型化し、日本タイプ。(Jタイ

プ)、米国タイプ。(Aタイプ。)それぞれの長所を

合わせもつZタイプ。についての説明をした。Z

タイプ｡とは、長期雇用、勤勉重視の人事考課、

ゆっくりとした昇進制度、非専門的職歴、定

期的な異動、集団的意志決定、個人責任とい
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ても良い点は進んで取り入れ、クロスカルチ

ュアル的な管理スタイルがこれからどんどん

生まれてくるのではないだろうか。

合弁事業が増加している今、管理スタイルに

も柔軟性が求められているのではないかとい

う点で意見がまとまった。日米の管理スタイ

ルだけでなく、他の国の管理スタイルにおい

上原由美子：日本企業の東南アジア投資

上原由美子

賃金労働の利用、現地政府の優遇措置の順に

多い。進出先国の決定理由としては、市場が

魅力的であった、賃金水準が低い、労働力の

質が高い、外資に対する優遇措置が厚い、な

どである。

加えて日本企業の経営形態は特殊性を大い

に帯びていると言われているがアジア諸国へ

進出した企業はどうであろうか。経営方法全

般はほとんど日本的なやり方、又は欧米的な

やり方の混合型が多い。意志決定は日本にお

いて稟議制といってポトムアップであるのに

対しアジア諸国では下部から意見が出ない等

のためトップダウンの形をとっている場合が

多い。もう一つ、日本と違う点として、しば

しばレイオフ(解雇)がおき得ること、そして

労働組合というものが存在しないことである。

やはり今の時点ではアジア諸国の日本企業は

現地人を完全にとり込んだ形で経営している

とは言い難い様である。

日本企業がアジア地域に進出したことによ

り諸国の経済成長を伸ばすことに直接的にし

る間接的にしる貢献して来た。日本企業と共

に日本製商品が進出先の社会で浸透してきた

ことに伴い、最近では日本に対してオーバ

ープレゼンスを批判する声も上がっている。

今後、日本企業はオーバープレゼンスという

イメージを与えるのではなく諸国社会の貢献

にどの様にかかわってゆけるかが課題の一つ

であろう。

ここ数年、目覚ましい経済成長を遂げてい

るアジア(特に束アジアとASEAN諸国)にお

いて、外国企業の進出が目立つ。日本企業も

その例外ではない。これらの企業は、どの様

な経営形態をとりアジアで生産活動を行って

いるのか、いくつかの側面から見た。

まず、国別に見ると香港、台湾、シンガポ

ールの順で多くの日本企業が進出している。

中国への進出も市場開放に伴って80年代から

始まっている。その中、韓国への進出が割と

少ないのは日本企業が韓国内に残存する強い

反日感情を恐れている事も1つの大きな要因

となっている。

また、これらの企業での日本側出資比率に

もいくつかの特徴が見られる。香港、シンガ

ポールにおいては100%出資が多く、タイ、マ

レーシアにおいては50%未満が多い。管理職

の構成を見ると、係長から取締役へとレベル

が上がるにつれ現地人比率が下降する。これ

に関連して、意志決定の問題がある。現地で

なされる意志決定の具体的例として、従業員

の人数、賃金水準、管理者の配職や昇進、年

間予算や生産計画の策定、そして売上高・収

益の目標設定等が挙げられる。一方、意志決

定が最終的に本社(日本)でされるものとして

は、工場や建物の建設、資本調達がある。一

般的に多額資本移動を伴う資本投資は今だに

本社の手にゆだねられていることが多い。

又、海外進出の目的として販路の拡大、低
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SonaVaish:先進国の発展途上国における海外投資

上原由美子

力体が次々と誕生し、今後も成長を続けるで

あろうと思われる。アメリカ企業も現地で合

併企業をつくり低コストで能率的な生産活動

を行っており、アメリカ国内で生産するより

もずっと安く生産している。しかしながら、

アメリカ企業が安い労働力を求めて海外へ流

出していくあまり、アメリカ国内での失業者

が増加しており最近社会問題化してる。

先進国による途上国への投資は増加しつつ

ある。海外投資は安い労働力と市場を求める

先進国側と雇用創出とインフラ整備を歓迎す

る途上国側の利害が一致した好ましい形であ

ろう。投資先としては、途上国の中でも目覚

ましく進歩を遂げているアジア地域が注目を

浴びている。アフリカ、ラテンアメリカが経

済成長に伸び悩んでいる中、アジアでは、

ASEAN、NIEsといったかなり強力な経済協

割石俊介：日本的雇用慣行の実体と最近の動き

割石 俊介

措置制度などによって労働力はかなり流動的

で、「同期｣の間では熾烈な競争がある。日本

企業の雇用慣行について議論する際に一般的

な単純化をしてしまうことを危険だというこ

とに気づかされた。

一方で変化は着実に起きている。役付きの

社員に給与体形として年俸制を導入する企業

も増加してきたことに見られるように、能力

重視の傾向は今後も進行しそうである。また、

ゼオ､ラリスト指向からスペシャリスト指向へ

の動きも至る所で見られる。

人と企業の望ましい関係は、といったとこ

昨今の不況下で企業のリストラが叫ばれて

いるが、企業の経営資源の要諦である人材に

もそのメスは及んでいる。H本経済の成長神

話の要因とされる終身雇用、年功序列、企業

内組合のありかたにもかかわってくる大きな

動きである。

ここではこういったH本経済の状況を受け

て、まず、この議論の前提とされている終身

雇用、年功序列といった「日本的雇用慣行｣な

るものが一般に信じられているように機能し

てきたのかを議論することから始まった。そ

して日本経済の構造変化に伴って発生する雇

用慣行の変化が将来的にどういう方向へ落ち

着くのか議論し、企業と人の関係のよりよき

モデルを探った。

議論の中で、日本的雇用慣行は一般的には

か通り単純化して理解されていることが明ら

かになった｡たとえばある資料によると「新卒

で就職した先で定年まで勤務する人の割合は

わずか1％｣だそうである。実際には終身雇用

とはいえ、関連企業への出向、早期退職優遇
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ろまで結論は、出せなかったが、雇用慣行の

動きの底流には経済構造の変貌があり、人々

の仕事観や人生観とも関連してくる。表面に

顕れる現象だけでなく、それら諸要素との関

係の中で事態を観察していかなくてはならな

い、と改めて気づかされた。

DanaReed:日米における自動車産業比較

割石 俊介

てその成功を勝ちえてきたのと対照的である、

との観察も合った。

しかし上記のような趨勢は永遠のものでは

ないことは最近の動向についての言及の中で

明らかになった。日本車は消費者のニーズよ

りも競争原理に従った過度に頻繁なモデルチ

ェンジを繰り返し、バブル経済にのって過大

な設備投資を行い、売上が上がっても利益の

上がらない構造に陥った。そして折りからの

急激な円高で価格競争力を低下させた。一方

のアメリカの自動車メーカーは大胆な事業の

再構築により性能面でも価格面でも日本車を

凌ぐ製品を市場に提供し始めた。日本の基幹

産業は危機的状況下にある。

このように議論を見てみると、競争力のあ

る車は日本車でもなければ、アメ車でもない。

顧客のニーズにもっとも適った製品がもっと

も競争力があるのであり、顧客ニーズ適応力

と環境への対応力がある企業が最も優秀な企

業となるのである、ということが明らかにな

った。そもそも経済活動がグローバル化した

現在に総て、アメリカ車／日本車という区分

が適当かどうかも甚だ疑問である。ローカル

コンテント法などでアメリカ車の定義を試み

たりしてはいるが、どうもしっくり来ない。

ますますク零ローバル化のすすむ企業活動、消

費活動であるが、その最終的な勝者は日本メ

ーカーでもアメリカメーカーでもなく、消費

者なのかもしれない。

日米の貿易関係が日米貿易“摩擦”と形容

されるようになって久しいが、この二国間の

経済関係のなかで自動車を巡るやりとりはも

っともhotなもののひとつであったし､現在も

そうであると言えよう。このディスカッショ

ンでは双方の自動車産業の長所、短所の観察

を通じて比較検討を試みた。

自動車産業は往時のアメリカに黄金時代を

もたらした基幹産業であるが、今やその自動

車産業も日本経済の奇跡的復興と多額の貿易

黒字のシンボルと変わり、アメリカでは斜陽

化してしまった。ディスカッションに参加し

ていたアメリカ側メンバー自身、アメリカの

自動車を購入するつもりはない、と率直な所

を述べていた。

アメリカの自動車産業が衰退したのは種々

の理由が考えられるが、燃費デザイン、車

種の種類(選択の幅)、価格、サポートなどア

フターサービスなどすべての面において日本

車の後塵を拝するようになってしまい、顧客

の支持を得られなかった、という指摘がなさ

れた。それは短期的利益を追及する近視眼的

経営戦略、株主を過度に重視する結果として

の、従業員／顧客を軽視した営業姿勢、など

が結実したものであった。これはちょうど日

本の車メーカーが長期的視野にたった設備投

資､従業員重視(不況期においても安易な人員

整理はせず人、技術革新などの手段で対応す

ることなど)／顧客重視(充実したアフターサ

ービス体制､低金利のローンなど）などを通じ
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岩田康志：「盛田論文｣について

岩田 康志

こういった競争のあり方を見直すためには、

日本企業がもっと賃金を引き上げ、労働時間

を短縮し、配当を増やし、社会貢献や地球環

境への配慮をすべきではないか。そうすれば

自ら、そんなに低い価格は設定できなくなり、

先進国としてふさわしい価格体系になり、世

界との共存ができるというのが、盛田会長の

考えである。

この論文に対しては｢理想論ではないか｡ど

うやってこれを実現するのか」とか｢総論とし

ては立派で、正面からは反論しにくいが、具

体的に実行に踏み切れるのか｣等という反論

がたくさん上がりさまざまな議論を引きおこ

した。私としては、盛田会長は尊敬する人の

1人でもあり、この論文には大きく影響され

た。正直な感想としては、この論文は1つの

方向づけを日本経済にしたという点でとても

良かったのではないかと思う。しかしながら、

まだ盛田会長も生産者の立場に立っている。

もっと消費者の立場に立った考え方をすれば、

違った意見が出てきたのではないだろうか。

ちなみに、「消費者重視の経済政策を問う」と

いうのが私のゼミのテーマである。

私は先日ソニーの盛田昭夫会長が発表し、

さまざまな論議を引きおこした論文について

説明する。この論文は「日本型経営が危ない」

という題で1992年2月号の｢文藝春秋｣に発表

され、良いものを大量生産し、低価格で販売

するという従来の日本企業の価値観が必ずし

も欧米には｢競争のルールが違う」として受け

入れられないという盛田氏の体験から生じた

疑問と、今後の日本企業のあるべき姿を書い

たものである。

そこでは、日本の企業は、国内の競争に勝

つために価格を低く設定するとしている。そ

れでも何とかやっていけるように遮二無二働

き、同時に労働者の賃金、株主への配当は低

く押さえ、また必死になって技術革新を進め

るのである。そして、そういったやり方で国

内のシェアを広げ、確保してきたが、国際化

とともに日本企業はこのようなシェア競争を

世界中に広げ、外国企業が悲鳴を上げている

のである。そこであげられる問題点として、

労働時間、労働分配率、株式配当性向、取引

先との関係、地域社会との関係というのがあ

る。

GeorgeLekakis:日本／アメリカ

岩田 康志

ら自国の産業を守り、比較的開かれた世界市

場を不当に利用していると非難しているので

ある。

また、日本の貿易黒字は主に日本政府と実

業界の間の不当な共謀の結果であるとも言わ

れている。この点についてピーター・ドラッ

カー氏は、日本政府は経済発展のためにある

日本は多くの国々に対してと巨大な貿易黒

字があるが、米国は驚くほどの額の赤字があ

る。この貿易黒字は、日本の輸出が輸入より

圧倒的に多い結果である。多くのアメリカ人

は、この貿易不均衡は世界経済の安定をおび

やかすものだとして、国際貿易における均衡

を望んでいる。彼らは、日本が外国の競争か
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産業に的をしぼり、その産業の世界市場を支

配するためにその企業に援助を行い、国際競

争から保護していると指摘し、これを「日本株

式会社」と言い表わしている。

以上のことは、我々の目標でもあるグロー

バルハーモニーを達成するためにも日本と米

国の関係について熱い討論がなされてきたが、

主張者の多くは一部の情報だけに論拠をたよ

っていた。問題の本質を理解し、解決策を達

成するためにはお互いがよりよく理解するこ

とが大切なのである。

日本と西欧は多くの文化的相違はあるが、

政治や経済の哲学は類似しているのである。

それぞれの基本的な仮定は、自由市場には効

率が存在するということである。自由市場で

の働きは、より高い生産性や技術革新に導き、

製品に価値を加える企業間の公正な競争に基

づいているのである。そして、この最大の受

益者が消費者なのである。
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経済開発

(EconomicDevelopmentinthePacificRegion)
総 括

平竹 雅人

対する教育の改善を必要としています。

このような側面を踏まえた上で、我々は政

府開発援助、非政府団体、海外直接投資、開

発と女性、持続可能な開発と地球環境保全、

とは何かについて議論しました。調和、そし

て共生に向けての日本の役割、米国の役割に

ついても特に議論が深められました。夜を徹

しての真剣な討論が重ねられ、この問題の重

要性と皆の関心度の高さを再認識しました。

最後にこの溢れる熱意のなかにこそ解決の一

歩が有ることを皆で共有出来た事に感謝した

当分科会では経済開発過程で生じる諸問題

を考察するとともに、「開発｣、「近代化｣とは

何か、日米両国の果たすべき役割、我々の求

めるべき経済体制とは何かを考えてみました。

開発の問題は現在人類が直面しているすべ

ての重要問題の中、最も緊急性の高いもので

す。「開発｣とは広い意味で生活の質を向上さ

せることです。そのためには所得の増加だけ

でなく、環境の整備保健栄養水準の向上、

個人の自由と権利の擁護等の実現が不可欠

です。更に南北諸国両者にわたっての環境、

人権如何なる開発を望むのかといった点に いと思います。

(左より)ChristopherGuerriero、平竹 雅人、細江 葉子、JessicaJensen、

NathanSwanson、貝原 健太郎、西見 さつき、JinGilLee
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平竹雅人：多国籍企業(MNC)と経済発展

平竹 雅人

更に、先進国と発展途卜国という南北構造

がMNCの登場により変化するのではないか

という点について議論された。発展途上国の

政治的圧力と工業立地の経済性の変化から、

受入国政府とMNCによるある種の経済同盟

が成立し、北から南への垂直的二元関係から

MNCを媒体とした多角的なインタレストを

構築することが可能になったのである。事実、

多くのMNCはアジア・アフリカ地域に先端

技術を移転し、結果として当該地域に比較優

位がシフトした。これら貿易制度の変容、多

国籍企業の可能性について様々な角度から議

論された。

発展途上国における多国籍企業の効果とし

て、まず技術的効率性の直接効果と伝播的効

果、伝播的効率性が考えられる。前者は優れ

た生産関数の移転を示し、後者はMNCの存

在に対するデモンストレーション効果、生産

活動、経営活動方法全般のスピルオーバーを

示している。これら初期の産業発展のプロセ

スを理解するとともに、受入国政府に対する

影響力、経済効率、経済成長、社会福祉に与

える影響を議論した。特に発展途上国の対抗

力、交渉力の強化に関して、投資に対する競

争の激化、サクセスフルイミテーションの増

加による変化等まで幅広く考えられた。

JinGilLee:環太平洋経済圏における直接投資

平竹 雅人

80年代後半からの海外直接投資の急激な増 わらず要素賦存比率のよく似た先進国間で何

大は、アジア諸国と日本の貿易関係の発展の 故貿易、相互直接投資が増大しているのかと

みならず、相互依存の深化を促した。米国並 いう点に関してヘクシャーーオリーン的貿易

びに日本の経済ダイナミズムの伝播は90年代 理論への批判的考察が加えられた。バグヮッ

に至り、貿易主導型の発展から直接投資主導 テイの言う相互投資侵入論やクルーグマンに

型のより自律的発展構造へと変化させた。こ よる規模の経済、消費財選択範囲の多様化等

うしたアジア太平洋地域における海外直接投 が検討された。

資の影響を世界全体の直接投資に占める位置 アジア太平洋地域における海外直接投資の

づけ、直接投資の面から見たNIEsの役割、等 構造を日米、NIEs、ASEANの三者の視点か

の視点から議論した。 ら分析し、国際政治学的、又、経済学的にも

また、その類似性が高まっているにもかか 幅広く議論が重ねられた。

貝原健太郎：世界の調和のための日本の海外援助の役割

貝原健太郎

に入り日本が高度成長を遂げると、それに伴

って日本は海外援助の額を増加させたが、そ

れは日本の企業の海外進出を助けるためのも

日本の海外援助は第二次大戦で日本が犯し

た罪への賠償という形で、東南アジアの国々

にたいして行われるようになった。1960年代
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条件の政治化、つまり人権を抑圧しているよ

うな国には援助しない、という姿勢に対する

発展途上国の反発である。

最後に日本がなすべき役割とは何であろう

か。一点目に、日本の援助基準の確立が必要

ではないであろうか。なぜなら、今日までの

ODAはアメリカ追随、もしくは産業保護の側

面が強かったからである。そのために、例え

ば、核兵器を所有又は生産する国には援助を

しないとか、発展途化国の女性の地位を向上

させるような援助哲学をもつとか、何らかの

方針をもつべきであるように思われる。二点

目に日本は、BHNだけでなく、BSN(Basic

SocialNeeds)に対する援助をさらに拡大し

ていくのはどうであろうか。つまり発展途上

国の道路、港湾、工場など、生産に結び付く

ような援助が重要である。三点目にこれまで

の日本の援助で評価されていた点を、理論化

することである。すなわち、「継続性｣｢予測可

能性｣｢社会基盤・産業資本拡充重視｣である。

海外援助は、今後の南北間の問題を対処す

るにあたって、最も重要な手段となるて､あろ

う。日本は、世界の平和を確立するためにも、

海外援助の役割を重視していかなくてはいけ

ない。

のという色彩が強く、したがって、援助に対

して多くの条件がつけられた(TiedAid)。

石油危機以後は、海外援助にまた新たな役

割が強調された。それは石油の輸入ルートの

確保である。従って、インドオ､シアヘの援助

は増大した。

80年代には、日本も豊かになり、その援助

にもまた新たな二つの側面があらわれた。一

つには、BHN(BasicHumanNeeds)を満た

すことのできない人々に対する人道的援助、

もう一つには、援助の政治化である。

日本のODAにはいくつかの問題があるこ

とを指摘しなくてはならない。一つに日本の

ODAの額はたしかに世界で最大であるが、

GNPに占める割合は低いと言うことである。

二つ目に援助の構造が複雑であることも挙げ

られる。外務省、大蔵省、通産省、経済企画

庁の4省庁が、海外援助に関係している。そ

のため、しばしば決定が遅れることになると

言われている。三点目に、要請主義が挙げら

れる。

次に世界レベルでの問題も指摘されねばな

らない。一つに、累積債務の問題、またそれ

に伴うIMFのSAP(StructuralAdjustment

Programme)への反発である。二つ目に､援助

NathanSwanson:持続可能な開発と地球環境保全

貝原健太郎

玉に挙げられた。そしてそれだけが、論理的

で､あり、かつアメリカ人にとっても受け入れ

ることのできる、アメリカの世界市場での低

落傾向に対する答えであった。

80年代後半に、日米構造協議が開始される

と、日本国内のあらゆる障壁に対し非難を与

える動きが最高潮に達した。そして、その中

でも、最大のモンスターとして明らかにされ

日本は第二次大戦が終わって間もなくする

と、アメリカの市場に激しく参入するように

なった。ところがそれに対し、日本の市場が

全く閉鎖的であり、アメリカの産業界も政府

も、そのような傾向を打破したく思っていた

ようだ。80年代に入り、日本の不公正貿易制

度がアメリカに損害を与えていることが明ら

かになると、日本は自由貿易への敵として槍
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たのが、日本の「系列」である。日本の会社

は垂直的に、水平的にグループを作り、株の

持ち合いをして安定性を高めている。そして

このような会社の在り方は、戦前の「財閥」

に由来している。

また大店法もアメリカの企業の日本進出を

拒む要因である。しかし、日本政府はそれを

改めようとしない。

世界経済が自由貿易を享受するためには、

「系列』の国内市場を独占しようとする保護

主義的な態度を改めなくてはいけないのでは

ないだろうか。

また二つ目の問題として、果たして系列の

独占的な状態が、日本の消費者にとってプラ

スに、そして経済全体を見渡した場合、効率

的になっていると、言えるであろうか。もし

他のアジア諸国が、日本を経済発展のモデル

とするならば、考えなくてはいけないことで

ある。

日米学生会議参加者として､私は日本の『系

列』の構造をきちんと見極めたく思う。なぜ

なら、アメリカ人の目を通して、文化的な動

機をもってされた説明は、時として馬鹿げて

いるからだ。

細江葉子：開発と女性

細江 葉子

る勢力が発展途上諸国の中から現れ始めた。

これらの国々は、自国の富や天然資源、経済

活動に対する恒久主義を始め、発展途上諸国

にとって不利な交易条件の改善、多国籍企業

の活動に対する規制と監視などを主張したが、

先進工業諸国にとって非常に受け入れがたい

意見である以上、世界的に広い支持を得るこ

とはできなかった。

このような現状を前にして、「発展｣する、

あるいはよりより生活水準を手に入れる、と
いう権利は全世界の人々に対して保証される

べきであるし、ある程度高い生活水準にたど

り着いている先進工業諸国は、同じ地球共同

体のメンバーとして、後ろからくる発展途上

諸国に対して手を差し伸べるという努力を怠

ってはならないと思う。第二次世界大戦終了後、

約50年間続いた東西の冷戦も終わり、本当の

地球共同体としての在り方が問われている今、

援助の本来の意味、そしてその在り方も、も

う一度考え直される必要があるのではないだ

ろうか。

最近になって、先進工業諸国が発展途卜国

に対して行っている援助に関するさまざまな

議論がなされ、そこで海外経済援助の抱える

たくさんの問題が指摘されている。それらの

問題の理由の一つとして、「援助」という概念

そのものが先進工業諸国から出されたもので

あり、それゆえ先進諸国を中心としたもの、

先進諸国の都合によって左右される戦略的な

意味をもつものになっているということが考

えられるだろう。先進工業諸国は、植民地時

代に手に入れた発展途上諸国に対する優位、

支配というものを維持したいと考え、特に第

二次世界大戦後、活発に議論され、尊重され

るようになった民族自決の考え方に反しない

方法て鹸発展途上諸国をコントロールすること

を思いついたというわけだ。それが先進工業

諸国による発展途上国に対する海外経済援助

を通した経済的支配であった。

しかし、1970年代に入るとこのような先進

工業諸国中心の世界経済の考え方、在り方に

対し、新国際経済秩序(NIEO)のように反対す
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JessicaJensen:政府開発援助とは何か

細江 葉子

業やその子会社、現地法人を優先することに

よって国内にもその利益が還元されるという

訳だ。

このように、日本が行っている経済援助は、

援助を受ける国の必要に応じて行われるとい

う建前とは裏腹に、金額や規模の大きさ、援

助の結果残ったものの見栄えを国内の他省庁

と競い、同時に世界の経済大国としての日本

が発展途上国のために血を流しているのだと

いう自己満足のために行われているといえる。

つまり、本当に必要なものをもてるところか

らもてないところに移すという援助の本来の

目的から外れ、相手国にとって、不要なもの、

高価なだけて騨使いこなせないものなどを買わ

せ、日系企業と提携したフ･ロジェクトを組ん

で行くことになる。

この現状を改善していくための手段として

は、より小規模なプロジェクト、NGOなどの

草の根的な活動の促進、グラントの援助の増

加、そして構造的な問題の解決策として、海

外経済援助の管轄省庁の一本化と言うことが

考えられるだろう。

日本の海外経済援助をみてみると、その目

的が、利益と戦略に基づいたものであること

が分かる。なぜならその多くはグラントでは

なく、また談合やその種の手段によって日本

企業の子会社や系列企業に仕事が割り振られ、

援助が行われる地域をみても、アジアを最高

に、アフリカ、中東、ラテンアメリカという

順番で援助額が大きく違っており、経済的な

戦略上重要な地域に片寄っていることが明ら

かだからだ。この背景には、日本政府内にお

ける援助担当省庁の競争という構造的な問題

があると言えるだろう。毎年度の予算は、前

年度の決算に基づいているため、少しで､もた

〈さんの額を、はたから見て有効な使い方で

使われなければ次年度の予算が減らされてし

まうことになる。そのため、発展途上国を中

心とする外国への経済的援助という国際貢献

に予算を使い、その結果はできるだけ目に見

える形て醇残るようにという配慮がなされるよ

うになる。そのため、最も関係、距離の近い

アジア諸国に、目に見える形の援助である橋

や建物といったものを作ることになる。そし

てその建設を請け負う企業としては、国内企

ChristopherGuerriero:日本とアメリカの対越政策

細江 葉子

として通商を禁止した。冷戦体制下での西側

諸国はこれに追随し、ベトナムは非共産圏か

ら阻害されることになった。

I 戦争の遺産

ベトナム戦争においてアメリカがアジアの

小国であるベトナムに手痛い敗北を喫したこ

とはよく知られているが、その後、アメリカ

がベトナムに対して取って来た厳しい政策は

あまり知られていないのではないだろうか。

この戦争に負けたアメリカは、その報復措置

II ドイモイ（新しい考え方)政策の実施

このようにして民主主義諸国から追い出さ

れてしまったベトナムは、軍事面、産業知識
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たのか見てみたいと思う。

1951年、アメリカはベトナムに対して最恵

国待遇を停止。これを皮切りにベトナムはア

メリカによる厳しい経済制裁の対象とされて

来た。しかし冷戦が始まると、戦略的に重要

なアジアから、ソ連よりの国を創出すること

を避けるという目的で、一時貿易の正常化が

図られた。その後、共産圏の弱体化が進んだ

1980年代に入ると、ベトナムがカンボジアを

占領していたということもあり、再び米越関

係は膠着状態に陥った。ベトナムがカンボジ

アから撤退すると、アメリカによって、ベト

ナムとカンボジアに展開する三大勢力からな

る連立政府案が出され、再び関係の正常化へ

と向かうことになる。そして1991年にはパリ

平和条約が締結されるが、経済制裁は継続さ

れた。その一方で、1993年、他の国際的な経

済援助、融資に対して反対するつもりはない

と発表したため、日本を始めさまざまな国の

企業が進出し、出遅れた形になったアメリ

カ企業による経済制裁停止の圧力は強ま

った。

面、イデオロギー面において旧ソ連に依存す

ることになったのである。この結果、ベトナ

ム経済は低迷を続け、その打開策として1985

年9月に実施された、通貨の切り下げや所得

通貨の制限などを含む経済政策も失敗したた

め、より思い切った政策が取られる必要が出

て来た。この混乱期に政権を取ったのがベト

ナム共産党である。ベトナム共産党は、政治

的にも経済的にも劇的な大改造を行ったが、

これをドイモイという。このドイモイ政策が

取られた時期はソ連のペレストロイカと重な

るが、ドイモイの方が、速度、範囲、深度の

面でペレストロイカをしのいでいた。また、

この政策によって議会の三大政党の党首が辞

任に追い込まれている。またドイモイは経済

復興のう。ログラムでもあった。ここでベトナ

ム政府は、海外資本、技術援助、経済援助の

受け入れを発表、それに伴い、ジョイントベ

ンチャーに対して納税猶予や国有化しないと

いう保証、主要輸出入財産業に進出した企業

に対しても税金免除や資本の収用はしないと

いう保証を明確にした。こうしてベトナムの

市場経済化が打ち出されたのである。この政

策の背後には、天然資源と労働力は豐富であ

るが、それらを経済発展に有効に活用するた

めの資本が不足していたという状態がある。

1V改革への反応：日本の見方

ベトナムに関しては、日本はベトナム戦争

直後から独自の政策をとって来た。例えば、

ベトナムのカンボジア侵攻後も、アメリカは

ASEAN諸国をベトナムから引き離そうとし

たのに対し、日本はこの両者の関係を正常な

まま維持しようとした。また、サイゴンが陥

落してからも、ベトナムがソ連に頼って共産

圏に参加しないようにという理由から、141g

円という巨額の資金援助を続けていた。この

ことは、ベトナムの力を強めてしまうことが

明らかなのにもかかわらず戦後の日本の立場

を維持するための戦略的行為であるとして、

1I1改革への反応：アメリカの見方

ベトナム戦争は、現在に至るまでアメリカ

人にとっては思い出したくない出来事であり、

感情的にならざるを得ないトピックである。

戦後約20年がたとうとしているが、その行方

不明者は約2300人にものぼるという。それで

は戦争終結から現在まで、ベトナムとアメリ

カの関係はどう変化してきたのか、果たして

ドイモイ政策はこの両国の関係に影響を与え
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アメリカやASEANの強い反発をかうことに

なり、ベトナムに対して特別な感情を何もも

たない日本は、アメリカをリーダーとする西

側諸国の一員であるというだけの理由で経済

制裁に参加することになった。しかし現地子

会社や支社、工場は架空会社の形で維持され

ていた。1981年には、国連の監視団の引き上

げ費用、自由選挙費用、避難民の帰国費用、

そして周囲の関係諸国への経済援助を日本が

行うということを含む、アジア地域の平和へ

の計画を発表した。その一方で、日本経済が

輸出によって成り立っている以上、ベトナム

という大きなマーケットを放っておく訳にも

行かないとして、イデオロギー的対立を無視

することはできなかったが、1980年代を通じ

て細々とベトナムとの経済的つながりを維持

し続けた。大きな市場であるという以外にも、

日本にとってベトナムが魅力的であるという

原因はあった。石油である。中東よりも近く、

豐冨であるという点で、天然資源を国内で自

給できない日本にとって、格好の供給源にな

り得たのだ。そのため、アメリカが他の国々

によるベトナム市場への進出に反対しないと

発表すると、積極的にベトナム市場にかかわ

って行くことになった。

の背景には、急成長を始めたベトナム経済に、

できるだけ早く参入しないと、早い時期に参

入した他国に覇権を握られてしまうという懸

念がある。実際日本を始めとするアジア諸国

の進出は目覚ましいとされている訳だが、こ

れはアメリカが競争に加わっていないため、

報道の中心がどうしても日本企業になってし

まうからだという説もある。

冷戦中は、軍事的、イデオロギー的な要素

が外交上重要視されて来たが、冷戦が終わっ

た現在の国際社会においては、経済が重要な

ポイントになって来ていると言えるだろう。

このような世界で、成長を続けているベトナ

ムの市場があり、ベトナム人もアメリカが帰

ってくることを望んでいる。そしてアメリカ、

ベトナム双方にとって、現在のような日本経

済によるベトナム市場の独占は恐れるべきも

のである、というように利害が一致したのだ。

また、ベトナムにおける強いアメリカの存在

は日本にとってもう。ラスであるという見方も

ある。つまり、アメリカがベトナム市場に参

入すると、日本の立場はビうしても二番手に

なってしまうが、そうなることによって、日

本のやり方はアンフェアーである、日本はア

メリカ経済にとって一番こわい相手である、

というマイナスのイメージが消えるので、日

米関係は良好になり、日米関係の安定は日本

にとってメリットであるという訳だ。では、

実際にアメリカがベトナムとの関係を改善し

ようとするのであれば、何をする必要がある

のだろうか。やらなければならないことはた

った二つである。まず政府を承認すること。

そして文化協定に調印し、文化的、科学的、

教育的交流に関するう。ログラムを組むことで

ある。ベトナムがやらなくはいけないことは、

金融、投資、法的システムの確立、非効率で

V 将来に向けて：チェック．アンド・バラ

ンス

アメリカとベトナムの関係の改善には、ベ

トナムのカンボジアからの撤退と、消息不明

のアメリカ兵についてはっきりさせるという

二つの要因が必要だろう。すでにカンボジア

からの撤退が行われた現在、残る障害はアメ

リカ兵の消息の問題だけである。この調査に

ベトナム側がどの程度協力するかによって経

済制裁の停止も有り得るとされているが、こ

-134-



腐敗している官僚制の改革、インフラストラ

クチャーの回復である。これらの改善なしに

は外国資本の流入を期待しても結果は思わし

くないまま終わってしまうだろう。そして日

本はベトナムの発展への貢献、ASEANとベ

トナムの関係改善への努力を続けて行くこと

が必要だ。

アメリカが対越経済制裁を停止するのは時

間の問題だと思われる。そうしてアメリカは

ベトナム経済の安定のために市場に参入し、

日本と競争することになる。これは日本にと

ってもう°ラスであり、日米越三国の利害の一

致を見ることになるだろう。このような関係

の実現に必要なのは、たったひとつ、クリン

トン大統領の、対越経済政策停止という決断

だけなので､ある。
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今日の教育

(EducationToday)

総 括

坂田亜也子

教育問題は現在、学生として私たちが常に

直面している問題である。しかしいざ捉らえ

ようとすると大変幅広く、難航してしまった。

日常的には教育の渦中にありながら、その｢教

育｣を受けるのに夢中で､それを客観的に捕ら

えるのは難しい。

発表は多岐にわたっていた。テーマは、以

下の8つである。教育における多文化主義、

公立学校の週休5日制の持つ社会的影響、日

本のピジオ､スの発展における教育の貢献、ビ

ジオ､ススクールの展望教育制度にみる社会、

米国で取り入れるべき日本の学校教育、日本

におけるマイノリティー教育、性教育の問題。

討議は自然、教育というアプローチを通じて

の社会比較論、家族論、学校のあり方、女性

論、大学入試論、就職論、そして人生論に及

んでいった。

実地研修は、学校法人河合塾、UNIFEM、

新日本製鐵株式会社、太宰府天満宮、岡村酒

造、木器窯を訪問させていただいたり、お話

をうかがったりした。とくに河合塾のフィー

ルド・トリップは興味深いものであった。日米

双方から矢継ぎ早に質問が飛び出した。塾と

いうものが学校教育、入試、教育制度、とい

ったすべての問題を内包して存在しているか

らなのだろう。現役の塾生2人の登場も大い

に座を沸かせた。

テーブルでのディスカッションは、それぞ

れのテーマから総合テーマへ明確に近付いて

いくものが多かった。それはテーブルメンバ

ーたちの、教育への期待の大きさを伺わせた。

普遍的な価値観の育成にたいする教育の今後

の貢献に対してである。「SharingOur

Visions｣の為、教育は確かに有力な1手段で

あろう。しかし、諸刃の剣であることも常に

忘れてはならない。

齢

壷
撫

録

…ウ

…

#
筒奄

学寧鍾謡

…讃~爵

…

蕊 鐙辮蕊

錘感

蕊議
癖

霧

(後段左より)KathieCoble、坂田亜也子、源真帆

(前段左から)AdamGoff、田中 澄人、MandySanguinet、吉田 泰治、JohnWestgarth
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坂田亜矢子：日本におけるマイノリテイー教育

坂田亜也子

アイヌ民族、被差別部落、沖繩の人々とい 社会全体でまだそれができていないと言う事

った｢マイノリティー｣。日本の公立学校では、 なのだ。

彼らについてどのように教えているのか。 また、そのような教育さえ行われているの

アメリカでは今､politicalcorrectnessなど は一部地域にすぎない。例えば、関東圏では

の動きと共に、ヨーロッパ白人中心の価値観 扱う事が少ないように思う。この問題につい

ではなく、いわゆる「マイノリティー｣それぞ て、全く何も知らない中学生が少なからず存

れの歴史や価値観教育を行っている公立学校 在するのも、事実なのだ。テーブルでは、関

もある。先日もNY州社会科学委員会が､公立 西の公立中学校において2年間の道徳の時間

小学校における社会科学のカリキュラムが多 に、取り上げた資料を提示した。

文化主義に適しているかどうかという調査を マイノリティー問題については、フォーラ

行った。そして、まだ不十分だという判断を ムでも取り上げている。故に参加者の関心も

下したばかりである。 高く、テーブル外の人とも議論を交わした。

残念ながら日本では、とてもそこまではい 個々人によって意見は違った。それは、ここ

っていない。教育は、主にマジョリティーに で私が軽々しく言及できるものて繰はない。し

対するものだ。差別をしてはならないという かし、こうした関心の高さ、問題解決に向け

価値観の形成に重点が置かれている。つまり、 る気持ちこそまず必要であると痛感した。

KathieCoble:性教育の問題について

坂田亜也子

な社会によるものなのか。

アメリカの性教育は今まで､「～してはいけ

ない」という絶対的禁止の方向にのみ進めら

れてきた。しかし、感染率は依然として高か

った。最近では、教える事をきちんと教えて

予防しよう、という世論も高まっている。し

かし学校で教えれば、今まで知らなかった層

にも許可を与えるようなものだ、という反対

意見も根強い。現在は、比較的教えるように

なっている。しかし、禁止とどちらが効果が

高いかについては、もうしばらく待たなけれ

ば分からない。

テーブルでは、H本のケースについてアメ

リカ側から質問が出た。日本は、特別の性教

近年のAIDS感染等の増加に従い、性教育

の重要性が叫ばれ、そのあるべき姿が模索さ

れている。ヨーロッパ、日本、アメリカの教

育のレベルにおけるそれを取り上げ、検討し

た。

スイスやスウェーデンを初めとするヨーロ

ッパでは、性教育は幼稚園のレベルから始ま

る。漫画や、アニメを使ったものである。し

かしその内容はアメリカであれば、TVでは

放送禁止になるようなものだ。予防という目

的のためには、腕曲に言ったりすることがな

いのである。事実AIDSだけでなく、その他性

病の感染率は低い。それは、教育の結果によ

る成功なのか。それとも何ごとにもオーフ。ン
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育をしていない。ヨーロッパやアメリカに比

べると、格段のおくれだ。にもかかわらず、

AIDSをはじめとする感染率は非常に低い。

その理由は一体何なのか。麻薬中毒患者数に

よるもの、道徳教育によるものなど、多数の

意見があった。しかし、今後は分からないと

いう意見は一致していた。

JohnR･Westgarth:日本のビジネスにおける教育の役割

吉田 泰治

Westgarth君は、「TheRoleofEducation

intheJapaneseMiracle(戦後、日本復興の

奇跡における教育の役割)」というタイトルの

10ページに及ぶ論文を下に、8月3日にう。レ

ゼンテーションを行った。

戦後、日本の奇跡的復興とそれに引き続く

ところの現在の経済的繁栄の源はその教育シ

ステムにあるとし、そのシステムの綿密な分

析を下に、具体的に日本経済、社会行動にど

のように効果的な影響を与えているかを解説

してくれた。日本の教育システムを、アメリ

カ側から見たものとしても、もちろん興味深

いものであったが、それを、経済的発展の根

拠の一つとして結びつける点が、アメリカの

視点というのも加わって私には大変斬新に思

えた。

結論の中で、日本の暗記中心的な教育、又

その弊害の1つである創造性の欠如をあげ

ている。加えて、東大を始めとする社会的に

一流といわれる大学を頂点とするピラミッド

型の教育機関の在り方にも言及し、それが及

ぼす悪影響をあげ、日本の教育システムの批

判を行っている。しかし、その一方で、戦後

の日本の奇跡的復興と現代の経済的繁栄はそ

れらの批判の的となっている教育システムに

あることも否定していない。

その両者の関連は、この教育システムの中

で生み出された人間は非常に均質的で、忠誠

心を重んじる傾向を帯びるとしている。この

ような特徴をもつ社会人が、社会を運営する

際には数々の効率的な活動ができる。近年、

日本人の大部分が自分を中流階級であると認

識している点をあげ、さらなる日本人の均質

化が進行していることも指摘している。これ

らの議論を繰り広げた後、彼自身人間教育の

重要性を強く訴えていた。

吉田泰治：日本の大学院教育の展望

吉田 泰治

近年、日本の大学教育の改革が議論されて

おり、教室にいる我々学生もその状況を肌で

感じているはずである。一つには、偏差値偏

重の大学入試制度の問題、またそこから生じ

る学生の学問に対する姿勢の問題等、大学教

育自体の改革要請に呼応したものである。ま

た、今後、18歳人口の減少にともなって、大

学自身、存亡の危機に立たされることになる

以下は吉田泰治担当で、議論する予定とし

ていた内容であるが、時間の関係で、担当の

時間を日本のある高校を紹介する上，デオを分

科会全員で見る時間にあてたため、以下は残

念ながら議論されずに終わってしまった。た

だ、此処て提起する筈の論文は分科会員各自

に渡されている。

～日本の大学院教育の展望～
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というのもこの問題が議論される理由であろ

う。そこで、この論文中では、後者の動機に

よって始まった大学院教育の改革の現状と今

後の展望について取り上げて議論した｡"今日

の教育”分科会でこの問題を取り上げたのは、

アメリカの大学院教育は、法学、経済学、科

学、医学、等どれを取ってみても国の教育研

究機関としては最高のも-のの1つとして位置

付けることが可能であり、日本の大学院教育

の今後を考える上で良い手本となると考えた

からである。

特にここでは、経営大学院を例として考え

ることにした。というのも、日本においては

社会人教育機関としてこの経営大学院創設の

構想、または実際に開校しているものも含め

て非常に現実的なものとなっている。しかし

ながら、アメリカのそれらのように社会の要

請に100パーセント応える所までは達してい

ないと言えるだろう。この経営大学院は、教

育機関としての“学問の探求”的な性格をも

ちつつ、その一方で、社会の現実的な要請に

応えなければならないという性格も当然持ち

合わせていかねばならない。ここにはまだま

だ議論の余地があるであろう。但し、多くの

企業が社員を日本ではなくアメリカの経営大

学院にまで派遣している現状を考えると、こ

の類いの教育機関が社会的に必要とされてい

ることが分かるのである。

源 真帆：学校週休二日制の是非

源 真帆

乗り越えなければならないが、労働者側でも

時短を要求する声が高まっており、近い将来

確実に実現されると見られる。そこで問題に

なってくるのが、時短に伴い増加する余暇時

間の使い方である。

一方学校においても労働時間の短縮と並行

して、昨年9月から月1回の週5日制が導入

される等学習時間の短縮が進んでいる。知識

や技能を共通に身につけることを重視した教

育から、子供が自ら主体的に判断し行動でき

る資質や能力の育成を重視した教育へと、学

校の基調を変えることを求めて導入された週

5日制も、実施前には学力の低下や受験戦争

の加熱等が心配されたが、実施後のアンケー

トによると、週5日制の導入による学力の低

下は認められないという意見が圧倒的に多く、

又、導入に反対していた人々も、社会全体が

週5日制になり子供達が休日を過ごす安全な

受け皿が確保されれば問題はないという意見

開国以来、西洋の進んだ文化・文明に追い

つこうと走ってきた日本は、敗戦の痛手から

立ち直るため、益々彼らを目標に勤勉に働き

現在では経済大国と呼ばれるまでの地位を築

いた。しかしこのような成功の陰には、企業

や国家の利益のために休みなく働く人々や、

学歴社会で生き残るために暇を惜しんで受験

戦争に備えている子供達といった犠牲があっ

たことを考えるために立ち止まる余裕すらな

かったのである。幸い最近、労働、教育の両

方で、現状改善の動きが見られるようになっ

た。そこで、この事実を踏まえた上で、これ

からの特に家庭における教育について考えて

みたいと思う。

80年代後半から、政府も労働時間短縮を積

極的に進め、労働基準法が改正された。熱心

に働くことを美徳と考えてきた日本人にとっ

て、現在年間2004時間の労働時間を欧米並み

の1600時間に減らすためには、様々な障害を
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に変わった。

このように親子共に余暇時間が増加しつつ

ある今こそ、賎から学習まで過度に学校に依

存した教育の現状を考慮し、家庭における教

育について見直してみる良い機会なのではな

いだろうか？とかく日本人は、せっかく余暇

が増えてもその活用法を知らず、家でゴロゴ

ロテレヒずを見て過ごしてしまうと言われるが、

子供達にとって最も身近な人間関係である親

子関係の重要性を再認識し、親子で共に余暇

や休日の過ごし方を考える等、親子の対話の

時間を確保することも、家庭における教育力

を回復する1つのきっかけとなるのではない

か。例えば親子でボランティア活動等に参加

すれば、その活動を選ぶ段階で、あるいは活

動そのものを通して、親は子供を賎たり教育

することができるし、又、直接何かを教えな

〈ても子供は共に活動する親の姿から多くの

ことを学べるのである。

以上のプレゼンテーションをもとに、学校

教育における週5日制導入の目標を達成するた

めには、更に入試制度の改革やカリキュラム

編成の見直しが必要であること、又、余暇時

間の過ごし方がそのままその人の生活の質を

測る指標となるというアメリカ側からの発言

をもとに、家庭における教育力を取り戻すた

めにも、正しい価値観に基づく教育方針や人

生哲学を両親がしっかり持っていることが重

要であるといった意見が交わされた。私個人

としては、やがて私達自身が家庭を持ち、子

供の教育という問題に直面した時、家庭の教

育力の重要性を決して忘れることなく、何ら

かの形で実践していけることを願っている。

MandySanguiet:モザイク社会一多元文化共存の国アメリカ

源 真帆

第1回目のテーブルミーティングでアメリ う主流に有色人種は溶け込めなかった。従っ

力側からは、マンデイー・サングウイネット て多文化主義という時、私達は何世代にも渡

から、均質社会であると言われる日本と連っ ってアメリカ人のアイデンティティを形成し

てアメリカは複数の人種によって構成されて てきたヨーロッパ系アメリカ人だけでなく、

いるが、文化的多様性がアメリカの教育シス 有色人種も含めたあらゆる人種のよせ集めで

テムにどのように影響しているか考えてみた あるアメリカに注目する必要がある。

いという提案があった。 しばしばアメリカでは、学校が少数派民族

彼女のフ･レゼンテーションによると、“多様 や彼らの文化に対する積極的な関心を啓発し

性の中の調和”という概念がアメリカを表現 少数派の若者に対する期待をより高めること

するようになってかなり経つが、‘調和"の程 に失敗し、逆に彼らを疎外し学問の機会を奪

度が今問題となっている。アメリカは“チャ い続けてきた。これに対し、少数派民族の学

ンスの国，，と言われ、このイデオロギーは共 生達に彼らの潜在能力を気付かせることを目

通言語と共通文化を目ざした"人種のるつぼ，， 的とした積極的な社会運動も起こりつつある

という言葉で具体的に表現されている。しか が、教師達はこの90年代の新しい動きに効果

し、実際にはより溶け込みやすいものだけが 的に携わっていないのが現状である。

精選されて溶け込んだのであって、白人とい 統計学的に見ても、ヒスパニック系やアジ
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ア系の人口が空前の増加率を示しており、文

化的多様性の尊重に失敗すれば、より深刻な

問題を引き起こすであろう経済的な差異を拡

大することになり兼ねない。私達はアメリカ

の極端に不安定な状況を目のあたりにしてい

て、ロス・アンジェルスの暴動等は、彼らの

無力さと公民権剥奪に対する深層感情の表現

であった。今までは少数派民族にとって、ヨ

ーロッパ中心主義が共通の敵であったが、新

たに各民族間で敵意が芽ばえつつある今H、

人種や性別や肉体的限界や経済的地位に関わ

らず、すべての個人に公平さを保障すること

を目的とした多文化主義教育の普及が重要で

ある。

田中澄人：学歴

以上の様なう。レゼンテーションをもとに、

文化的にも言語的にも経済的にも異なる子供

達にどのようにして均等な教育の機会を与え

ることができるか、学校教育に対する期待が

高まる中で、多文化主義教育に対応できるよ

うな教師をどのように育成していくべきか、

さらには英語を母語としない両親と学校のコ

ミュニケーションをいかにして図るか等につ

いて話し合われた。日本で普通に生活してい

る私達は、ほとんど気付かないような問題だ

けに興味深く、アイデンティティの確立に与

える教育の影響という観点から日本の学校教

育を見直す良い機会にもなった。

田中 澄人

必要であったために、それに伴う教育の一般

化が急務となった。この制度上の改革は必ず

しも不可欠のものではなかったが、これらの

国々はことごとく産業革命のために教育の早

期の制度化をはかった。このために、誰もが

勉強さえすれば、高い地位につけるという知

識偏重主義が生まれた。この傾向が長年続く

ことにより、向上心や学問の志が高いものよ

りも、日本においては受験技術と記憶能力が

高い者が、勝者として残る構図が出来上がっ

た。この大学受験における、非常に一時期の

能力をもってして、人間の全人格として受け

入れてしまうのが日本の社会である。そして、

これは人の一生を大きく拘束するあまりにも

大きな要素で､ある。

人の可能性や能力あるいは実力とは、この

青春の一期間にのみ発揮されるのではないの

で、全ての人に平等の機会と可能性を引き出

すために、一生涯の教育というものが必要と

なるであろう。

私が、話したのは主に日本における学歴問

題についてであり、これを解決する手立てと

して、生涯教育を提案しました。

先ず、はじめに学歴社会の起源について言

及し、人口と教育の一般化による大学受験者

の増加に伴う、試験そのものの激化と、受験

者達のたゆまぬ努力による競争の加熱があり、

どれが先に顕著に現われるようになったかは

議論の余地の残るところであるが、いずれに

せよ、今日の偏差値教育を生みだすものとな

ったはずであるとしました。また、産業革命

が比較的早〈に起きた英国、仏国では、急激

な労働力の需要がなかったために、学生の数

の増加はゆるやかなものであり、従ってそれ

程競争の激化は起こらなかった。これは、階

級による大学進学率が非常に固定化されたた

めで、教育の一般化というものがなされる幅

が少なかったためである。

一方、革命に遅れた陸l、ドイツ、オーストリ

ア、日本などでは、急速な文化吸収と消化が
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AdamGoff:日本の教育制度……アメリカ社会に取り入れられる点

田中 澄人

さ、高等教育の分離により初期における教育

政策は、失敗したのだとしました。

その後、失敗は日本独自の方法により改善

されました。それは、一 高い競争は高い刺

激を生み出す 二 平等化 三 アメリカよ

り高い敬意が教師に払われている、というも

のです。これにより日本は、今日にみられる

ような経済大国になったのだとするものです。

ここで、「借りる」ことの重要性を強調しまし

た。つまり、日本は教育を通して欧米文化の

すぐれたところをアレンジして風土にあわせ

て適用したというのです。

こうして、終始日本の教育方法が米国教育

より、経済的発展もしくは平均的学力テスト

の比較において、優秀であるという理由によ

りアメリカの教育も日本から良いところを

｢借りて」いくべきだとの結論へ導かれました。

アダ叡ムは、日本に見習うことを勧めました。

アダムは、明治以降における日本の教育に

ついて語りました。明治からの急速な工業化

の影響で、就業者の増加に効果的と判断され

た、中央集権の教育が政府により選択されま

した。これは、仏国から受け入れられたもの

です。ここで、彼はフランスから｢借りた」と

いう表現を使いますが、この表現は彼の発表

全体を貫く大切な言葉です。そして、彼の考

え方では文明開化によりもたらされた教育実

験は、軍人の教育を手始めとして広がったが、

1979年を境に個性と自由とが叫ばれるに至っ

てその終焉を迎えます。しかし、これには昔

から有る藩校などが、伝統的家父長制を維持

する温床となり、効果的に機能し得ていない

のだとしました。このことを裏付けるために

元田永孚と森有礼の事例をあげ、1870～1880

年において日本の教育システムが、英独式に

移行したために起きた混乱と教師の地位の低

口
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食糧問題

(Food,ourLives,andtheGlobalCommunity)

総 括

阿古 智子

さんの農薬や添加物が農作物に使用される事

態を引き起こし、人体に深刻な影響を及ぼし

ている。途上国では先進国に輸出する果物を

栽培する際に使う強力な農薬がたくさんの

人々の健康を害している。付加価値の低い食

糧輸出を主な産業とする第三世界は、先進国

の従属下から抜け出せぬまま悪循環を繰り返

している。外貨獲得の為に外国向けの商品作

物栽培を続け、その土地の人々は食べるもの

がなく飢え、苦しんでいる。今こそ私達の生

活の根本を成す食糧の問題について、真剣に

考えていかねばならないという危機感をもち

つつ、分科会では話し合いが行なわれた。

農業問題は、日米間においても米の自由化

等で議論が絶えないところである。今回、食

糧問題の分科会では、アメリカの学生が日本

の農業の歴史を調べ発表し、今まで私達日本

人がマスコミ等を通して聞いていたアメリカ

人の日本の農業政策に対する否定的な意見と

は異なる日本の立場に立った考えを述べたり、

実地研修として訪れた川越市の農家では、特

にアメリカの学生から日本の農家の状況に関

して活発な質問がなされた。その他捕鯨の問

題等、国際的に論争の的となっている問題に

ついても議論し、捕鯨に肯定的な者と否定的

な者とに分かれ、白熱した意見が交わされた。

又、ホルモン剤を用いた養牛が及ぼす影響や、

農薬汚染についても議論された。そしてこう

した様々な議論の中で強調されたのは、やは

り農業の大切さだった。日米両国の摩擦にお

ける問題についても、そして、世界の食糧貿

“食糧問題，’はその議題においてはこれま

で日米学生会議の分科会において取り上げら

れることがなかった。今年、こうして一つの

議題として取り上げ、議論していくことに決

まったのは、このコーデイオ､－ター達が、食

糧問題について議論することにかなり興味を

もっており、ぜひ分科会で議論の場を設定し

たいと意見が一致したからであった。

現代において、豊かな国に暮らす人々は、

お金さえあれば食べたいものを、食べたい時

に手に入れることが出来る。スーパーやデパ

ートには外国から輸入された果物やお菓子、

簡単に調理できるレトルトパックの食品や、

出来たてのお惣菜など各人のニーズに合わせ

た様々な食料が色とりどりに並んでいる。も

はや、豊かに暮らす人々のほとんどは、昔皆

がしていたように、田畑から農作物を収穫し、

牛や鶏を育て、ミルクからバターやチーズを

つくる。という風に自分の手で食べ物を手に

入れ、そして調理することが出来なくなって

しまった。便利さや賛沢さを求め過ぎるが故

に、人間として生きていく最低の術さえ失っ

てしまったのである。世界の構造が変わり、

食糧の供給システムは国際貿易が重要な位置

を占めるようになってきた。貿易では国際的

に公平な市場原理に従って国家間で取引が行

なわれる。そうした経済活動を国際的に活発

化していくのは、私達の生活を豊かにするた

めにも大切なことである。しかし、食糧の貿

易は様々な問題を引き起こしている。遠距離

の商品輸送は、それに耐え得るようにとたく
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〈続き、これからの課題としてたくさんの問

題が残ったが、今回の分科会での議論は各メ

ンバーに大きな刺激を与えるものとなったと

思う。

易についても単に市場経済の側面から議論す

るのではなく、生態系のバランスや途上国と

の関係を考えた上で考えていくべきではない

かという意見が出された。日本の農家にホー

ムステイに行ったアメリカの学生は、日本の

伝統的な家族と自然に囲まれて時を過ごした

ことにいたく感動し、今までこんなに農業の

良さ、大切さを感じたことはなかったと農家

に滞在した時の様子を話してくれた。私達人

間は、もう少し地に足をつけた泥の匂いのす

る生活を思い出すべきなのかも知れないと述

べた者もいた。分科会での議論は尽きる事無

(実地研修）

・築地市場

．上，－ルエ場見学

・川越市農家(米、花、野菜）

･川越市小江戸めぐり(蔵造り資料館､駄菓子

づくり見学、民俗資料館等）

・太宰府天満宮(門前町見学）

鶴
溌懲§…瀞

(上段左より)清水 直樹、RickPonzio、AngieYager、三宅浩史、AndrewSeaborg

(下段左より)JenniferHu、林 秀美、阿古 智子

阿古智子：農の論理～新しい“発展”の価値を求めて～

阿古 智子

社会の発展が金銭的価値で測られると、発 組み入れられておらず、全ての経済活動は金

展の目的はその価値を高めることに集中され 銭の取引に基づいている。農業について見れ

がちだ。しかし、人間社会にとって本当に達 ぱどうであろうか。世界貿易において農作物

成されるべきものは、人間一人一人の成長を の取引は、ガットのウルグアイラウンド等で

促進する環境づくり、すなわち福祉である。 自由貿易を原則に交渉が進められている。日

現代経済学において、こうした福祉的要素は 本も米市場の開放をアメリカを中心にせまら
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れているが、米は、日本の農業の基幹である

としてその開放を固辞している。農業とは、

人間にとって一体どのような役割を果たして

いるのだろうか。阿古は、農業の人間社会に

おける重要性を生態系と人間との関係から論

じた。

GNP等の経済指標は、人々の生活状況の実

態や、自然の状態等は測定できない。そうし

た欠陥を補足すべく社会指標の作成が今まてﾞ

いくつか試みられてきた。その中には日本の

国民総福祉や、グリーンGNP等で試みられて

いる環境汚染の測定方法等がある。又、人間

の基本的必要を測る指標としてBHN(Basic

HumanNeeds)も注目されている。こうした

指標はまだまだ実際の政策に応用するには不

十分さが否めないものではあるが、現代の環

境問題や南北の貧困格差の拡大等の社会問題

が広がりを見せる中、ますます実用化を望ま

れる様になっている。阿古は農業の国際的取

引の中で、単に競争原理に基づく自由競争を

追求するばかりでなく、自然のサイクルや、

人間の健康を配慮した取り決めをするべきだ

と主張する。貿易が発達したおかげで私達は

何時でもすぐに輸入された食品を食べること

が出来る。しかし、そうした食品には長時間

の輸送に対処するため大量の農薬が使用され

ている。農薬は確実の私達の体に蓄積され、

健康を侵していく。交通手段の発達により、

生鮮食料の輸送も可能になった訳だが、やは

り不自然さが拭えない部分がある。元来人々

は皆自分の手で食料を獲得し生活していた。

農業(漁業、牧畜なども含めて)は地域の共同

作業によって成り立っていた。自然と共存す

るというライフスタイルが自然を利用する方

向に変わり、無理な自然の改造による歪みが

少しずつ出始めた。もちろん農業も人間が自

然を改造した一つの例だと言えるが、工業に

よる自然破壊は全く自然のサイクルを狂わせ

るものであった。近年有機農業が盛んに行な

われるようになってきたが、こうした動きは

自然の力をなるべく損わない、地に根ざした

昔ならではの農業を志す動きである。金銭的

な豊かさを手に入れ、それだけでない、本当

の豊かさの意味を追求する欲求が高まった結

果なのかもしれない。又、第三世界の開発に

関わる立場にある先進国は、彼らの生活レベ

ルの向上を一面的な金銭的価値のみによって

測るべきではない。幸せの価値はそれぞれの

地域によって違ってくるし、経済的発展は単

に人間社会の発展の手段にすぎないのである。

そして、生産と消費を大量に繰り返すことを

美徳とする経済活動に限界が見えた今、先進

国が率先して新しい発展モデルを見いだし、

実践していくべきではないだろうか。

発表を通して、問題解決の具体策ははっき

りと主張出来なかったというのが実際のとこ

ろでこれからの課題が残ったが、こうした問

題の提起により大いにテーブルでの議論は盛

り上がったものとなった。

林 秀美：捕鯨問題（1）文化的側面から見た捕鯨問題

林 秀美

における欧米と日本の捕鯨の目的とそれぞれ

の利用法、意識の違いなどをレポートした。

ペーパーを書き終えてから知ったことだが、

私は食糧テーブルで、非常にタイムリーだ

と思った捕鯨問題にスポットをあてた。

①捕鯨の歴史。一応メインで主に近世～現代
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ここ数年はアイスランドやノルウェーからの

密輸が韓国経由で行われているらしい。

捕鯨についてう。レゼンをしたものの、いく

ら関心があるとはいっても知識は豊富とはお

世辞にもいえないものがあった。捕鯨につい

ての情報、知識に関しては、会議後の方が遥

かにふえ、なんとなくかなしいやらはがゆい

やらで納得できないものがある。｢ああも説明

できた、こういう方法もあった、エトセトラ

…｣。後の祭りとはこのことだ。フィールドト

リップ･で築地市場へ行った時、マグロの肉は

そこら中に鬼のようにころがっていた、とい

うか寝そべっていたが、鯨肉をおいてある所

は幸か不幸か全くなかった。私は最小限の捕

鯨には賛成なので、残念とも言えないし、鯨

肉がなかったから嬉しいとも言えなかった。

しかしもしかすると、どこかの店の冷凍庫の

奥深〈に、もしかすると密輸された鯨肉が眠

っていたのかも知れない。

日本は現在商業捕鯨は行っていないが、将

来再開したらどうなるか。反捕鯨国からの圧

力で、再開してもすぐにタ翻メになるか。そし

て、どうやって頭数の極めて少ない種類の鯨

を保護していくか。このような問題について

も話したが、結局、ベストな考えは出なかっ

たし、しまいには自分がどう主張したかった

かということすら分からなくなってしまいそ

うだった。生活の為に、執勘にせまられて捕

鯨をする人々もいれば、商業捕鯨をする人々

や国もあり、様々だ。フ･レゼンを終えた時、

｢すべての人々が納得する解決策は、いつ、ど

んな形で出されるのだろうか」と私は考えた。

三宅浩史：捕鯨問題（2）鯨の生態学的側面から見た捕鯨問題
三宅 浩史

食糧問題テーブルでは、捕鯨問題について ②食文化の変遷について

も考える機会をもった。本会議が始まる前、 商業捕鯨の存続を訴える日本は、捕鯨文化

京都ではIWC(国際捕鯨委員会)が開催され の存在とその重要性を主張する。鯨肉が日本

るなど、時期的に話題性のあるテーマではな 人の主たるたんぱく源であった戦後間もなく

かつたかと思う。私のフ･レゼンテーションで に比して、今日その消費量は激減している。

は、総合テーマをふまえた上で、以下2つの 戦前戦後を比較して、国民の食に対する嗜好

論点に絞ってメンバーと話し合うことにした。 の変化を見てもわかるように、新しい食文化

①食用動物の“生存権，について と同様に、それと対照的な古い食文化に対し

商業捕鯨の全面廃止を唱えるアメリカは、 ても寛容でいることは出来ないのだろうか？

国内的には牧畜によって、牛肉を食する文化 今でも鯨肉が住民の生活の主要な位置を占め

を有する。「牛肉」なら食べてもよいが、『鯨 るエスキモーや環境保護の観点から廃絶され

肉」は許されないとする根拠は何か？私はこ るべき焼畑農業の例を挙げながら、この問題

の問題を動物の“生存権”という観点から提 について話し合うことにした。

起した。地球上の動物を、偏見を超えて等し 国際的に劣勢を余儀なくされている日本の

〈地球共同体の構成メンバーとして捉えたと 立場を、その是非を含め、アメリカの学生を

きに、ヒトや鯨にはあり食用動物にはないと 交えて日本人としてきちんと認識しておくこ

思われる“生存権”について皆と考えること との必要性を感じた。

にした。
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清水直樹：現代農業における農薬汚染の実態と対策

清水 直樹

うち、その残留量上限を設定しているのはわ

ずか26種類である（食品衛生法第7条 厚生

省所管)｡残りの農薬に関しては使用量制限を

していないのである。消費者の輸入食品に対

する不安を取り除く意味でも、もっと徹底し

た農薬規制が欠かせない。

消費者の消費態度の改善も課題となる。見

た目が良いものは大抵農薬、着色料、保存料

に汚染されている。色の鮮やかなもの、形の

良いものを好む消費者が減らない限り、市場

に供給される食品も変わらない。

加えて重要なのがテクノロジーの進歩であ

る。現在、果樹園などでは果樹を犯す害虫を

防虫剤によらず、雌の性フェロモンでおびき

寄せて始末する方法などが使われたり、また

バイオテクノロジーの分野では、野菜の細胞

の遺伝子を操作して味、品質を変えずに、害

虫、微生物などを寄せつけない種を作り出す

研究も進められている。

私たちの毎日の食卓に並ぶ農作物は除草剤、

防虫剤、漂白剤等の大量の農薬に晒されてい

る。最近、農家周辺に生息する動物が奇形児

を生むのが発見されたり、偏食や農薬、保存

料．着色料の使用量の増加などが原因で、食

物アレルギー、アトピー性皮膚炎に苦しむ子

供たちが増加する等、農薬による影響が深刻

になってきた｡一方､日本は食糧自給率が1989

年現在68%(1960年90%)、カロリーに換算す

ると約50%を輸入で賄っている状況にあり、

｢潜在的飢餓国」とまで言われている。輸入食

品の場合には収穫までに使用される農薬に加

え、輸送中の品質保存に必要な農薬も使用さ

れる。昨今の日本の市場開放の動きにより、

これからの食糧農薬汚染はさらに深刻になる

はずだ。どう対応していくべきなのだろうか。

まず国による農薬使用量および種類の規制

強化が必要である。現在、農薬取締法(農水省

所管)に登録されている約5000種類の農薬の

AngelaYeager:日本のコメ問題と現状について

三宅 浩史

投票価値が農村地区に偏った日本の選挙区割

も挙げることができます。これによって、農

家に対する補助金を減らしていくことが政治

的に困難な状況を作り出してしまいました。

しかし、こうした状況は都市生活者に不公平

感を植えつけるだけでなく、過剰な生産とそ

れに伴う減反政策という経済的非効率を産み

出しました。他の輸出財産業の影響を受けた

円価値の上昇によって、日本のコメは内外価

格差が1対8となり、全く国際的競争力があ

りません。また、コメ市場を従来どおり閉鎖

日本のコメ問題とその現状について、食糧

問題テーブルのメンバーと議論しました。以

下、議論の大筋をメンバーの意見を踏まえな

がらまとめてみました。

日本がコメに対して保護主義的な政策を採

り続ける理由として、まず一つ挙げることが

できるのは、日本の食糧自給率が47％という

先進諸国と比較してもかなり低い水準にある

ことでしょう。また、1942年制定の｢食糧管理

法｣がこれを法制度上支え、日本のコメ市場を

実質的に閉鎖的なものにしています。その他、
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的なままにしておくことは海外からの批判を

浴び、さらに閉鎖的なコメ市場が日本の抱え

る数多くの通商問題の象徴としてとらえられ

る危険もあります。

これら問題点を追って、そのつど議論を進

めていきました。早急な関税化はやめた方が

よいが、市場の自由化は避けられないという

のが議論の大半でした。

現在、日本のコメ問題は既に対外的な決着

をみています。しかし、日本のコメ問題は決

して、対外的な問題に限られるものではなく、

それ自体本質的に国内問題の性格をもつもの

です。関税化するかどうかといった議論の前

に、いかに日本の農業の大規模経営化を図り、

国際的な競争力をつけていくか今後の課題と

なるでしょう。

AndrewSeaborg:バイオテクノロジーの功罪

清水 直樹

れも生物あるいは生命を操作する技術であり、

且つ私たちの生活に深く関わるものであるか

ら、その技術進歩は画期的で目を見張るもの

である。

しかし、こうした技術の進歩が果たして倫

理的、道徳的に許されるものであろうか。故

郷のウィスコンシンでは食肉用の牛が飼育さ

れているが、その牛の一生は全て人間によっ

て管理される。人工受精によって生まれ、成

長促進のためのホルモン剤を定期的に服用さ

れながら肉付きの良い牛に育っていく。私は

そういった牛を実際に見た時大きなショック

を受けた。こうした生命・成長管理技術はど

こまで人間に応用されていくのだろうか。ま

たその研究のために用いられる大量の動物を

犠牲にしても良いのだろうか。これから尚も

発展していくバイオ技術については皆が実際

の現場に赴いて、その功罪を考えていくべき

だと思う。

私の出身であるアメリカ、ウィスコンシン

州は農業が盛んな州であり、特に酪農には大

変力を入れており、私も子供の頃は家畜を見

て育った。大学においても農学、畜産学、環

境工学、バイオテクノロジーなどの生物関連

の先端技術の研究が盛んである。身近に見受

けられるバイオテクノロジーの応用例とその

功罪について、今日は話をしたい。

バイオテクノロジーの最大のメリットは生

物の機能、特質を人間の都合の良いように根

本から変えることが出来ることにあるのでは

ないだろうか。農業に於いては、より果肉・

実が多く種の無い品種を創ることに、また作

物を害虫が寄り付かないものに変えて農薬の

使用を抑えることに、さらにまた植物を取り

巻く環境を調節して大量生産を行なうことに

その威力を発揮している。また医療の分野に

船いては遺伝子工学によって体外受精、ワク

チン合成、器官の培養・移植が可能になった。

その他にも多種多様な応用例はあるが、いず

JenniferHu:日本の農村社会

阿古 智子

をどのように問い直すべきなのかを提議した。

まず、発表前に彼女がホームステイで訪れた

彼女は、日本の伝統的農家について発表し、

米輸入に関する議論が高まる中、農業の意味
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農家には、日本の伝統的生活が残されており、

それらを文化財産として保存していくことが

望ましいとした。彼女は、ホームステイで滞

在した家庭の伝統的日本家屋に大変魅了され

た様であった。

彼女がホームステイで体験したように、日

本の農村には素晴らしい部分が数多く残され

ているが、やはり社会の変容に伴い、様々な

問題が累積している。若者の農業離れによる

後継ぎ不足、人口の都市集中に伴う家族構造

の変化・農村の過疎化、農業離れによる余剰

農地問題、都市化進行に伴う農村地域構造の

変化等が問題として挙げられ、議論が進めら

れた｡彼女はコメ市場開放に関しても触れ､公

平な条件において貿易が進められることは重

要なポイントであるが、その国・土地の状況

をよく踏まえた上で、話し合いが為されるべ

きであり、アメリカ人は、日本の農業が果た

している役割をもう少し知る必要があること

を主張した。貿易の発達により、現地での食

糧生産の必要がなくなりつつあるが、日本の

古くからの農村環境にもみられるように、農

業が地域社会に果たす役割は大きく、農業を

地域の産業基盤として発展させることが課題

であると議論された。

農家での経験を熱っぽく語り、今までの日本

の農業に対する考え方が変わったことを述べ

た。それから、そうした実体験も踏まえ、日

本の古くからの農家が家族や地域のつながり

をとても大切にしたもので､あること、農村が

自然との関わりを合理的に考えた生活環境を

作り出していること、農家が家屋や生活形式

等、古くからの日本の伝統を維持してきたこ

となど、日本の農村社会について発表した。

彼女が滞在した農家は、日本の親・子・孫の

同居する三世代家族であり、核家族の生活に

卿||染んでいる彼女は、新鮮な気分を味わった

様であった。そして、そうした世代を越えて

同居することによって、子や孫が親仕事を手

伝い、おじいさん・おばあさんが孫の面倒を

みるといった役割分担がうまくなされ、家族

間の調和がはかられ、現代社会の冷めた家族

関係が忘れている絆を形成していると述べた

又、農村における地域のつながりは、伝統文

化の保存、社会事業の促進等、様々な面にお

いて、重要な役割を果たしていることを指摘

した。それから、古くからの里山的農村環境

は、実に環境面においても、機能面において

も、合理的につくられており、農業の保持は

生態系の維持に役立つことを説明した。又、
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メディア

(Media,Media,Media)

総 括

寺澤 実紀

る。内容を事前に調整する必要があったと、

多少反省している。

実地研修として、5ヶ所の訪問を予定して

いた。東京では、法と政治テーブルと共にワ

シントンポスト極東支局長である、Thomas

R.Reid氏のお話をお伺いした。また、NHK

を訪問し、元ニューヨーク支局特派員の岡部

透氏にお会いした。福岡では、西日本新聞社

とRKB毎日放送を訪れた。RKB毎日放送で

はAndrewContiがラジオ番組に出演し､彼の

故郷であるデトロイトを日本語で紹介した。

福岡滞在中にAsianPacificJournalismCen-

terへの訪問も予定していたが、九州地方を襲

った大型台風が原因で、残念ながら中止せざ

るを得なかった。センターでは、ジャーナリ

ストとしての経験を持つヨーロッパ出身の留

メディアテーブルの英文名称は、"Media,

Media,Media"である。これは第44回会議終

了時にアメリカ側コーディオ､－ターである

LisaMizumotoの"MEDIAishere,MEDIA

isthere,MEDIAiseverywhere.''という一

言から名づけられた。「ここにも、そこにも、

どこにでも｣存在し､世界中に拡がるメディア

の、地球共同体形成に果しうる役割、また地

球共同体への貢献を総合テーマに関連づけて

話し合った。

各メンバーがそれぞれプレゼンテーション

を行ったが、日本開催であったためか、日本

のメディアの問題点を扱ったものが少なくな

かった。そのため、「自分のう°レゼンテーショ

ンの際に詳しく説明するが､”…･」といった主

旨の発言が端々で聞かれたことを記憶してい

(上段左より)桜井周、寺澤実紀、廣田良平、AndrewConti、RoySchmidt

(下段左より)恒田恵美、LisaMizumoto、AndreaBond
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学生たちが勉学に励んでおり、｢地球共同体に

おけるメディアの役割｣についての討論を企

画していた。センター長のウィリアム氏には

多大なご迷惑とご心配をおかけした。

マス・メディア論やジャーナリズムを専攻

しているメンバーがいなかったため、発表さ

れたテーブル・サマリーや重ねられた議論は、

全く専門的で､はな〈、稚拙であったかもしれ

ない。しかし、メンバー全員がメディアに少

なからぬ関心を持っており、好奇心と恒常的

な積極性で実地研修に、そしてディスカッシ

ョンに参加できたことが、最大の収穫であっ

たと自負している。

寺澤実紀：メディア天皇制

寺澤 実紀

大衆はパレードを｢拝み｣にではなく「見物」

に出かけ、メディアは皇太子妃を徹底的にス

トリップ化し、彼女のスター価値を上昇せし

めた。「平民出身｣であることを大きく報道し、

自由な恋愛を強調した。大衆の日常的要求の

理想としての、皇室の｢家庭」というイメージ

が随所に窺われ、家族国家思想からの脱却が

試みられた｡つまり皇室は｢スターのモダンで

理想的な家庭」として､大衆に受け入れられた

のである。大衆天皇制及びメディア天皇制へ

の転身は、一般民衆が心の底から寄せていた

天皇制への価値態度に支えられたものではな

く、マス・コミ自身が作りだした｢ブーム｣の

上に支えられた｢フィクション｣にすぎない。

メディアは、大衆を扇動できる壮大なパワ

ーを持っている。「メディア天皇制｣は、資本

主義の過程で作り出される｢大衆文化｣の一翼

を担い、ワイドショー等では最も人気の高い、

安定した｢ブランド」として売り出されている。

我々は天皇制のあり方を再検討すると同時に、

マス・メディアによって製造、販売される｢大

衆文化｣のあり方をも検討しなければならな

い時期を迎えている。

東宮徳仁と稚子さんのご成婚に伴い、皇室

への関心が各方面、様々なレベルにおいて高

まっている。吉見俊哉氏は、「世界｣(1993年7

月号)に掲載された｢メデイア天皇制への射

程｣の中で､34年前の現天皇ご夫妻のご成婚を

振り返り、「大衆天皇制｣及び｢メディア天皇

制｣を論じている。

「中央公論｣(1989年4月号)において松下圭

一氏は、「現在よみがえりつつある天皇制は、

絶対君主制て齢ないことはもちろん、19世紀ヨ

ーロッパに展開され、日本でも大正デモクラ

シー時代に指向された制限君主制でもない。

今や天皇制は、大衆君主制へと転身しながら、

『大衆』の歓呼の中から、新しいエネルギー

を吸収しつつあるということを、現在、はっ

きりと戦中派の実感をこえて認識しなければ

ならない｡」と述べ、構造的な変容を遂げた戦

後日本の天皇制を｢大衆天皇制」と呼んだ｡｢現

御神｣として崇拝された天皇を原点とする天

皇制は｢スター」としての皇室を焦点とする天

皇制に転回した。この転換は、皇太子妃や成

婚パレードに対する大衆の態度と、メディア

の報道姿勢の中にはっきり現れていた。
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LisaMizumoto:日米関係におけるメディアの役割

寺澤 実紀

り、日本の悪印象を与えている。また日本に

関する知識不足が原因で、日本人がアメリカ

人を嫌っていると思い込んでいるアメリカ人

が少なくない。

日米間の誤解は、メディアによるところが

大きいのかもしれない。だが、人々もその一

翼を担い、アメリカの国益の介入に伴って更

なる誤解が生じていると考えられる。アメリ

カ経済にとって日本経済は脅威的であり、「ア

メリカは善で日本は悪である」というイメー

ジは、アメリカの経済的損失を考慮する際に

都合が良い。そのイメージは、日本のアメリ

カへの政治的、経済的なパフォーマンスに対

する人々の反発を生み、アメリカ人は勤労と

日米協力の必要性を感じなくなってしまう。

経済競争と大衆の要求がメディアに影響を及

ぼし、それが再度大衆に、そして日米間の政

治及び経済に反映するという循環が存在して

いるのだ。

日々の生活の中で、我々はメディアの渦中

にいる。メディアは個人の生活から国際関係

に至るまで影響力を行使し、特に世界的なレ

ベルで国際理解を深める役割を果たしている。

だが一方では、誤解を招く原因ともなってい

る。戦後50年間に渡る両国国民及びメディア

の尽力によって、日米関係は著しく改善され

たが、果たしてメディアはその潜在力を充分

に発揮し、人々に正確な情報を提供している

のであろうか？

相互理解を促進するために、日本のメデイ

アはアメリカに関する多くのドキュメンタリ

ーやアメリカで制作された番組を放映してい

る。アメリカのメディアも、数は少ないが日

本に関するドキュメンタリーを放映し、日本

のニュースは頻繁に報道されている。ところ

が日本では、メディアがアメリカをステレオ

タイプ。化している。更に、アメリカにおける

日本に関する報道のほとんどは経済問題であ

桜井 周：日本メディアの歴史

桜井 周

いが、百年前には千紙以上あった。ところが、

日本が戦争へ向かうにつれ、言論の統制が厳

日本のマスメディアは閉鎖的であるとか論

調がどこも同じであるなどとよく言われるが、

そのことを歴史を振り返ることで検証してい

く。

新聞についてであるが、日本の大手5社の

発行部数は他の外国の新聞に比べて極端に多

い。朝日、読売はワシントン･ポストのそれの

約10倍である。これは①日本に新聞社の数が

少ない②全国紙がはばをきかせている、から

である。①について、昔から新聞社の数は少

なかった訳ではない。現在は百紙余りしかな

…夢
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なっており、郵政省の規制と管理のもとにあ

る。従って、政府や政治家の介入の余地があ

るということである。

結局、読者、視聴者である我々が言論の自

由が守られるよう、厳しく監視しなければな

らない。

しくなり、新聞社を政府が管理しやすいよう

に合併させ数を減らした。同時期にもう一つ

の閉鎖性の象徴の記者クラブも言論統制の為

にできた。②についても、同じ頃に、大手5

社を全国紙と定め、また、各県には一紙ずつ

になるよう政府が指導した。

テレビについてであるが、電波は免許制に

AndrewConti:政治報道の日米比較

桜井 周

治家はたくさんいたが、議員を辞職した者は

ほとんどいなかった。

しかし、日米両国に言えることは、政治報

道については、より詳しく正確に報道しよう

とすればするほど報道される側とする側の距

離が近くなるため、癒着が生じる危険を常に

はらんでいる。マスメディアは社会に対して

巨大な影響力を持つにもかかわらず、チェッ

クするシステムは確立していない。マスメデ

ィアをチェックするのは、結局、受け手であ

る我々であるのだから、その自覚を持たねば

ならない。

まず、アメリカのマスメディアについてで

あるが、ウォーターゲート事件では、新聞が

先頭に立って批判し、ゆらぐことのないと思

われていた、ニクソン政権を退陣に追いこむ

という、ときには政治とマスメディアが厳し

く対立するという緊張関係がある。

それに対し、日本のリクルート事件では、

朝日新聞のスクープが発端になり、新聞の追

求とともに世論ももり上がったのだが、政治

家、財界人だけでなく、新聞社の役員もリク

ルート社から株の譲渡を受けていた。不正を

追求する側が不正をしていては、いきおい追

力に欠ける。結果として、株譲渡を受けた政

恒田恵美：メディアの国際化一日本のメディアにみる情報偏重

恒田 恵美

私は、「日本のメディア｣に対する｢国際化」 メディアはその役割を果たすことができるの

を問う内容のフ・レゼンテーションをした。そ か間いた。日本のメデイアの特徴といえば、

の内容に入る前に、まず、「国際化｣の定義に 記者クラブ制度による報道協定、皇室報道に

ついて確認する必要があろう。国際性が様々 関する宮内庁からの規制また、外国のTV局

な方面で求められている昨今だが、その意味 との契約によるアメリカからのニュースの増

が暖昧であるように感じる。そこで私なりの 大などが挙げられる。その他にも、放送法の

｢国際化｣の解釈とは、自己の文化を良く知り 存在により、メディアの報道の自由や公正さ

それを他国に教えることであり、また同時に が問われるのだ。日本のメディアは依然とし

他の文化を受け入れることである。 て政府にその実権が握られているのである。

国際化時代といわれる現在において日本の これでは、いくらアメリカの姿をとらえるこ
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とができたとしても、真の日本の姿をとらえ

ることができなく、また諸外国にも伝えにく

いだろう。

ディスカッションにおいても、日本の｢民主

化性｣について焦点が当てられた。これは日本

の社会を反映しているのて騨あろう。いくら、

日本が国際化を求めていたとしても、それは

単に外国のものを取り入れるのみであり真の

国際化といえないのだ。日本のメディアはこ

れからの日本をより国際化、より民主化にす

ることができるキャパシティはあるように感

じる。日本のメディアが将来、政府の圧力か

ら解放され、真の国際社会を築く柱となるこ

とができるのかが注目すべき点である。

AndreaBond:日米間における情報量ギャップ

恒田 恵美

日本について経済・政治面でしか興味を持た

ない、ということを話し合ったりした。

そこで、こうした不均衡をいかにして是正

できるのかという問いに対して議論を交わし

た。結局のところ、アメリカ人はアメリカの

ことにした興味を示さず、その上、州独自の

メディア系態があるために外国の特に日本社

会内部に興味を持つことがないとした。

これをメディアが改善できるか、といえば

疑問がもたれるが、アメリカ社会で他国に関

心を持たせる動機が生じるのを待つのが早い

のだろうか……ヘ

アンドレア・ポンドのう。レゼンテーション

では日米両メディアが、互いの国について報

道する際にみられる違いを指摘した。両文化

を結びつけるのはメディアの役割でありその

果たす役割は大きいといえる。その違いによ

っても私達は大きく影響されて溝を生じかね

ない、という内容であった。

アメリカのマスコミは政治や経済面でしか

日本についてとりあげることはない。その反

面、日本側は芸能、スポーツなどを含めて広

い範囲でアメリカの報道をする。ディスカッ

ションでは、日本人はアメリカについて多面

に関心を払っているのに対して、アメリカは

廣田 良平：メディアの世論操作

廣田 良平

が事実であると公表したにもかかわらず、戦

争終結後そのような事実はなかったことが判

明し、その言を撤回したことでした。

アメリカの国際的地位と発言力により戦争

の結果は好ましかったと、特に西側では見な

される傾向があったようですが、重要なのは

国連という国際機関の公聴会といった場で偽

証がなされ、それがイラク制裁の賛成票を生

み、かつ国際世論もアメリカに有利になって

いったことです。

湾岸戦争に関してその道義的な議論は多々

あることでしょうが、ここで注目すべきは米

国内において、そして世界の各地でアメリカ

のイラク攻撃開始が支持を得ていく過程て､メ

ディアが大きな役割を果たしたことです。

一番印象的だったのは、イラク兵がクウェ

ート市内の病院で幼児を保育器から取り出し

床に放置して死なせたといった証言が公聴会

でなされ､アムオ､スティ・インターナショナル

をはじめとした国際的な人権擁護団体もそれ
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国際的な意思決定機関が事実関係の誤りを

発見することなく公聴会、さらには投票を行

ったという事実は由々しいことだと考えます。

国際世論を形成するに当たって大きな要因

となる事件に関してはその事実関係を解明す

る独自の組織を、国連をはじめとする公正が

期されるべき機関は持つべきではないか、そ

してそれは地球規模の問題に対しての協力関

係が要求されるこれからの時代にとってます

ます重要になる可能性もあるのではないか、

と考えました。

RoySchmidt:ハイ・-ヴィジョンとマルチ・メディア

廣田 良平

形での世界のポーダーレス化て､あろうか、相

互理解の促進であろうか。上に述べたオ､ツト

ワークの社会・文明をも破壊してしまうので

はないだろうか。何故ならそれらは人間があ

る取り決めをかわして活動し、協力を通じて

築いてきたものだからである。このような状

況では環境などの地球規模の問題に対して

我々が共同歩調を取れるかが疑わしく_なって

くる。

こう考えると、今我々が行っているように、

まずあらゆる背景の違いを乗り越えて国境を

越えた普遍的価値観の追求と共有に努め、そ

のようにして得られた地球市民意識を土台に

してコミュニケーション・オ､ツトワークを利

用し、連帯感をもって世界各地の人々と人類

共通の問題に対処するのが望ましいのではな

いだろうか。

科学技術の進歩は目まぐるしく、それはメ

ディア、コミュニケーションの分野において

も例外ではない。

技術の進歩により近い将来、我々は居なが

らにして必要な情報を必要なときに必要なだ

け入手できるようになるだろう。

メディア・ネットワークが多チャンオ､ル化

すると、政府機関の規制を度外視すれば、国

境を越えて、まさに一人の地球人として個人

対個人のコミュニケーションが可能になるに

ちがいない。そうなると言葉や文化の違いを

認識しそれを乗り越えようとする二国間の国

際交流といった概念はなくなり、あらゆる人

格をもった個人間の国の枠を超えた対話型の

交流一交信と言ったほうが適当かも知れな

い－が主流を占めるようになるであろう。

しかしこれが果たして、我々が本当に望む
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健康と社会

(MentalandPhysicalHealthinSociety)

総 括

高橋 香織

参加者がとらえたか、議論の経過を以下に記

そう。

当分科会は、前回迄の｢スポーツと社会｣、

｢医療と社会｣の流れを汲むものとして設定さ

れた。当会議に船いては比較的新しい傾向の

分野として発展してきており、政治や経済、

文化などの伝統的なトピックに納まらない今

日的な議論を目標としている。英語の分科会

名は、現代社会では身体面だけでなく心の健

康も同時に考える必要がある、という私達の

問題意識を表す。今回はより多様なアプロー

チが可能となるよう、「健康」という一種漠然

としたテーマを設定したが、その中で8人の

当分科会参加者は、実に期待以上に活発で率

直な議論を展開した。外国語・総合政策・人

文学部という、一見医学とは直接関係を持た

ないかに見える専攻出身の日本側メンバーが

提起した問題点は、まさに専門家でないゆえ

に今日の一般社会の多様な意見を反映し、

各々の専門分野から鋭く「健康｣問題に切り込

む結果となった。一方、医学修士・救急救命

士資格者・生物学専攻・フ･リメッド(医学大学

院に進学予定の学部生）というバックグラウ

ンドを持つ米国側メンバーからは、豊富な専

門知識に基づいた発表がなされ、分科会全体

の質を高めると同時に参加者自身学ぶところ

が大きかった。また、数多い実地研修も精力

的にこなし、官庁での医療政策に関する議論

から、実際に体を動かしての健康作りの実体

験まで、幅広く日本社会を見ることが出来た

のは、米国側参加者のみならず日本側参加者

にとっても非常に有意義な経験であった。健

康という古くて新しいテーマを、どう各々の

(健康と社会一心と身体のバランス）

実地研修

①厚生省老人保健福祉部老人福祉振興課訪問

生活衛生局水道環境部環境整備課大野氏に

ご同席いただき、老人福祉課矢野氏から、老

後の保健及び福祉のための総合的施設の整備

促進に関する法律の施行を中心に、シルバー

サービスの現状や問題点、方策についてレク

チャーして頂いた。これから超高齢化社会を

迎えようとする日本において、国民が老後を

快適に過ごせるように施設を整えていくこと

の重要性は明らかである。同課では、国民の

ニーズの多様化に伴い、民間事業者を福祉の

担い手としてとらえ、公的機関よりもより高

度に多様化・差別化したサービスを提供して

いくための調査・指導を行なっている、とい

う話であった。講義の後の質疑応答では、高

齢化の背景、民間業者に委託することが社会

問題を生み出す危険性はないか、日本にホス

ピスはあるか、誰が老人介護の負担を担うの

か、老人が住み易い都市計画は推進されてい

るのか等の質問があり、矢野氏と時間を大幅

にオーバーした十分な議論が為された。

②アサヒビール東京工場見学

食料問題分科会、科学技術分科会との合同

実地研修。英国では日本と違い生温かいビー

ルが好まれているそうだが、その栄養価値の
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テーマは、第三世界における人々の健康状態

についてであり、医療水準･栄養状態･教育・

衛生環境等に関して、世界子供白書をテキス

トに講義が進められた。世界で5歳以下の児

童が一日に3万5千人も死んでいるという数

字に、参加者は衝撃を新たにした。議論は開

発政策における優先順位再考や、人口問題へ

と進んだが､久木田氏の｢児童がこのような劣

悪な環境に置かれる原因は、貧困さもさるこ

とながら戦争による影響が大きいのだ｣とい

う指摘に、私達は平和と戦争についても思考

を巡らせることになった。また、米国側参加

者で医学専攻の学生の中には、将来第三世界

の医療向上に携わりたいという希望を述べる

者もおり、我々先進国の人間が何を為し得る

のか、積極的に考えていこうとする姿勢が印

象的であった。

高さから妊婦が好んで飲むという話を聞いた

ことがある。たんぱく質．炭水化物、カルシ

ウム、カリウム、ビタミンB2などをバランス

良〈含んだビールは、確かに健康的な飲み物

と言えるかもしれない。気分をリラックスさ

せ人間関係を円滑にするというアルコールの

良い面と、お酒に頼り過ぎて抜けられなくな

る依存症に陥る恐れを孕む危険性について、

試飲の上守－ルを手に語り合った。

③財団法人聖路加国際病院訪問

広報部小川係長のご案内で、1992年に建築

された新病院を見学させて頂いた。1902年に

トイスラー博士によって創設されたこの病院

は、キリスト教精神の下に患者中心の診療と

看護を目指している。中央区に聟え立つ近代

的な三角形の建物の内部には、至る所に患者

第一の姿勢を感じさせる設備が整っている。

シングルユニットと呼ばれる個室は、患者の

プライバシーを重視しており、他の病室が見

えないよう窓の角度にも工夫が為されていた。

特に米国側メンバーが目を見張ったのは、診

療記録管理室のSSPとSATという保管機と

電動棚で、SSPの自動移載装置によって診療

記録が自動的に各診療科に送られるシステム

て､あった。小川女史は、献身的に院内を隈無

く案内し、また経営面についての質問にも率

直に答えて下さった。先端技術と人の優しさ

との融合を見るような病院であった。

⑤マユミプリージンク慧、ヨガ教室

新宿の同教室に体験入学させてもらい、深

堀先生のご指導の下ヨガの楽しさを十分に堪

能した。ヨガの呼吸法は、肺機能をフルに活

用し予想以上にハードである。全員初心者の

分科会メンバーは、見よう見真似で様々な姿

勢に挑戦したが、皆の気に入ったのはくつろ

ぎのポーズと最後の締めに行なった瞑想であ

った。議論に終始しがちな会議の中で、言葉

の障害を気にすること無く、存分に体を動か

す時間を持てたことは、我々自身の健康にと

って非常に有効であった。2時間の運動の後、

足取りも軽く教室を後にした。④国際連合児童基金(ユニセフ）

事業調査官久木田氏を、我々の宿舎である

吉祥寺東急インにお招きし、当分科会のメン

バー以外にもオープンな講義、質疑応答の時

間とした。30名以上もの参加者があり、我々

のユニセフの活動への関心の高さを窺わせた。

⑥アジア女性交流・研究フォーラム

北九州国|際会議場8階の同フォーラムを訪

問し、三隅専務理事、近藤事務局次長、篠崎

主席研究員、小田課長、吉崎教授らから活動
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内容に関して講義を受けた。分科会の時間外

であったので、参加資格を問わないオープン

な場とし、およそ15名の参加があった。参加

者は、北九州市において女性問題をアジアと

の連帯で行なおう、という発想のユニークさ

にまず新鮮さを感じたようだ。そして話を伺

う内に、日本の女性問題に関する議論を、ア

ジアの女性をも視野に取り込んで行なうこと

の重要性を学んだように思う。女性問題に関

しては、国連憲章、世界人権宣言、女子差別

撤廃条約などの国際法により、男女同権が一

つひとつ保障され、また1975年の国際婦人年

と翌年からの国連婦人の10年を通して｢平

等・発展･平和｣を達成しようという運動が為

されてきた。この問題は国により極めて異な

る発現形態をとっており、複雑で重層化して

いて簡単に論じることは出来ない。しかし、

先進国の女性問題と発展途上国のそれの間に

は、驚くべき共通性があることも事実である。

同フォーラムのような活動を活発化させる必

要性をひしひしと感じた。

＜最後に＞

一カ月にわたり、私達は心と身体の健康に

ついて、個人レベルから国家レベルまで、そ

してまた世界を視野に入れつつ議論した。会

議公用語である英語で、時に医学専門用語を

用いての議論は容易ではなかったが、出来る

だけ率直に交換した意見や知識は、将来私達

がどの分野で活躍するにせよ、必ず何かの形

で役立つと確信している。宿舎のロビーの片

隅で、真剣に生と死について語り合ったこと

や、移動日の夜厚生省を訪問し、疲れた足を

引きずりつつ高揚した精神状態で夜の官庁街

を歩いたこと、救急救命の実演に目を見張っ

たこと等、思い出は数限りない。そして、私

達は自分がこの貴重な場に存在している事の

喜びを感じると同時に、恐ろしい位の責任を

自分たちが背負っていることを常に意識して

いたように思う。当分科会で私達が経験した

全てにおいて、それを実現可能にして下さっ

た全ての協力者に心より感謝致します。本当

に有難うございました。そして、当分科会に

尋
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中村 明日香、高橋 香織、GregRuhnke、CeceliaBlue
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ユニークな個性を惜しみなく投じ、協力し、

盛り上げてくれたメンバー全員及び大切なパ

ートナーである、米国側コーディオ､－ターの

KenjiN.Hallに改めて感謝の意を表したい

と思います。本当にどうもありがとう。

村上敦哉：死といかにして向き合うか

村上 敦哉

について思いをめぐらすことは、逆説的では

あるが、自分の人生や生き方そのものを改め

て考え直すことにつ態がるという考えに、村

上同様、他のメンバーも共感していた。

発表に続く討論では、メンバー全員が各々

の宗教観や世界観を発表し合い、かなり奥深

い議論がなされた。

人種民族、国籍、文化、社会的地位など

に関わりなく、この世のすべての人間にいつ

かは訪れる最期、つまり死にぎわを直視する

ことの持つ意味について発表を行なった。

「死への準備教育｣で著名な哲学者アルフォ

ンス･デーケン氏が唱える、「死を考えること

は生を考えることだ」という言葉、つまり、死

鈴木武志：食生活のジレンマ

鈴木 武志

農薬等の流入流出を意味していることについ

て、第三に、内外の食品に含まれる添加物に

対しての法規制について、そして第四に、外

食産業やファーストフードの発展に伴う、食

生活の変化に関しての議論を展開した。

これらの主要項目を通じて言えることは、

短絡的な便利さと経済的利潤追求の観点から

のみ製造や貿易のあり方が問われる時代にあ

って、人間の健康状態を保つための最後の砦

となるのが、各個人の食品に対する認識度の

差位にかかっているという事実だ。

現在、ウルグアイラウンドやEC統合により

貿易枠等に関する議論が世界各国で高まりつ

つある。しかし、自由貿易か保護貿易かをめ

ぐっての攻防を繰り広げる以前に、もっと素

朴に永続的な全体としての共生を目指すには、

一体何が求められるべきなのかを改めて問い

正す時期にさしかかっているのではないのだ

ろうか。

米側のテーブルメイトであるKenji、Greg、

Cecelia、Colleenは健康や医療分野に関する

造詣が深く、専らこちらが新しい情報を提供

してもらうという面が多くなることが予想さ

れた。門外漢の自分にはどんな点で貢献が出

来るのかを考えた時、やはり自分の直接体験

にまつわるテーマが適切であるとの判断を下

した。

食品添加物は病気の有無に関係なく、現代

に生きる全ての人間に影響を及ぼすものであ

り、たとえいかに素人と言っても、決して避

けては通れない問題である。まして経済の流

通がポーダーレス化しつつある現代において

は、パッケージに諸外国の国名が記載されて

いることは、半ば当然であるかの感がする。

食品添加物に関する問題は、数えれば枚挙

にいとまがないほど存在するが、当分科会に

おいては主として以下の四つの問題を提起し

た。第一に、虚偽の自然食、健康食ブームに

関して、第二に、食品貿易は即、添加物及び
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GregRuhnke:健康保険制度の日米比較

中村明日香

抑えられているという意見もある。一方、自

殺率も合衆国に比べおよそ2倍というデータ

もある。

日本がアメリカのように健康保険制度を変

革するとすれば、次の3点が重要なポイント

であろう。

1．日本は既に安定成長の時代に入り、高度

成長期にはあまり認知されなかった医療

費の負担が相対的に増大してきた。

2．世界の中でも急激に高齢化社会に向かっ

ていること。

3．医療技術が、その分配と集中に船いて拡

大してきた。

日本の健康保険制度は中小企業と自営業を

対象とする国民健康保険と企業(雇用者)によ

って賄われている組合保険の2つのセクショ

ンに分かれている。高齢者に対する保険は、

(老人保険として)市町村などの地方自治体に

よって賄われている。また、自己責任によら

ない病気､症例(例えば出産には保険が適用さ

れないが､帝王切開には適応される）に対して

は全て保険による費用保障がなされている。

しかしながら、ここでの問題点として考えら

れることは、病院が自己責任に依らないと思

われる極端に軽度の病気にも対応することに

なり、単に（これは医師の方も医療費の支払い

の増大という面で歓迎しているふしもある

が)高齢者の溜まり場的な存在となる可能性

があるということである。

ヘルスケアを供給する側に目を転じると、

そこには病院と診療所(20床以下)の反目が起

こっている。診療所は病院よりも少ない医療

行為に対する権限を持つことになっているが、

アメリカ合衆国に船けるヘルスケアは、主

に雇用によって実現される健康保険に依って

いる。実に、3700万人の人々がこの健康保険

に加入していない。そして、医療技術の発達

に伴い、ヘルスケアの潜在的可能性、費用効

果性の低い保険への期待が高まり、今やGNP

の中で、医療が占める部分は膨大なものとな

っている。ちなみに、合衆国に鯵いて、メデ

ィケアとは65歳以上の高齢者に対しての医療

健康保険制度のことであり、一方メディケイ

ドとは低所得者に対する医療扶助制度である。

アメリカが導入した｢新しい｣ヘルスケアシス

テムとは、簡単にいえば市場によって費用を

下げ、且つ医療の質を向上させようと意図し

たものであったのである。

日本の国民健康保険制度は点数表と呼ばれ

る一律1点が10円というものによって、費用

が計算される。アメリカで､はこのようなシス

テムは連邦レベルでは存在しない。日本では、

点数表に基づいて償還という形をとっており、

費用は例えば手術の方法など行為別に定額で

あり、マーケットメカニズムに則るアメリカ

のように高い金額を出せばより良い手術を受

けられるというようなことはなく、これがコ

ストダウンに役立っている。しかし、この点

数表の為、医師のパフォーマンスには差が出

せないことから、投薬という面では他の先進

国よりも総額が多い。

日本は、世界でも平均寿命が高く、そして

乳幼児死亡率の低い国である。しかし、日本

は他の国と比べると健康というよりも経済的

な理由によって人工中絶率の高い田て瞬あるこ

とから、それによって乳幼児の死亡率が低〈
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診療所では患者を失いたくないという考えか

ら、診療所で診察を受けてから、病院で治療

を受けようとする患者を離さないということ

も生じている。そして、診療所の開業医のほ

うが、病院の勤務医よりも高額の収入を得て

いるという。

医療の質に対するアセスメントに関してい

えば、アメリカと比較するとまだ立ち遅れて

いるといえよう。しかし、アメリカにおいて

も、ジャクソン＝ホール・グループ。によって

考えられたような、「管理競争｣というシナリ

オでは、依然として正確で包括的な医療評価

が達成されていないといえる事こそ、一番の

潜在的な問題といえるだろう。

日本の点数表システムは、かなり窓意的に

決定されたものであるが､近年では、RBRVS

タイプシステムという、資源に応じた相対点

数表の採用を図ろうという傾向にある。いわ

ゆる医師のサービスの度合いに応じて還付率

を決定しようというものである。日本へルス

ケアにおける費用効果性は、必ずしもそれの

みでヘルスケアのなんたるかを表すものでは

ない。費用効果性に対する主張は日本には当

てはまらないかもしれない。なぜなら、医療

は公共財として認知されており、アメリカの

ように政府の政策には登場することは無いか

らである。

ColleenCebulla:低レベル放射能の人体への影響

鈴木 武志

接的被爆のみならず、間接的被爆による人体

への影響についても触れられており、大変興

味深いものであった。また、私のテーマも食

品汚染についてのものだったので、植物の発

芽防止目的で行われる放射線照射(コバルト

照射)について彼女の考えを尋ねてみたとこ

ろ、そういった手段はアメリカの軍隊の食糧

保存に起源を発しているが、安全性の面から

は、百パーセントの保障が出来るかどうかに

ついては、大きな疑問が残るということであ

った。

彼女のテーマを総括した結果、今後問題

になってくるのは、高レベルの放射性物質が

人体に及ぼす影響というよりは、むしろやや

もすれば見落とされかねない低レベル放射性

物質の取り扱い方であるという結論に達した。

ロシアの放射性物質投棄問題が懸案となっ

ている現在、この様な政治がらみの顕著な事

例だけでなく、Colleenが提起してくれた様

同じテーブルメイトのColleenは､大学での

専攻が生物学ということで、放射能問題に関

しては殊に造詣が深く、生物学的主義のため

という理由で、ベジタリアンを実践している

徹底ぶりだった。そんな彼女が扱ったのは、

やはり日頃から取り組んでいる低レベル放射

能についてのリサーチであった。

最初の分析は､原子力発電所付近の(正確に

は十マイル程度)住民には、rhymediseaseと

呼ばれるダニの一種によってもたらされる奇

病が多く存在するというものであった。そし

て、この病気の治癒には大変な労力を要し、

その原因と考えられるのが、原発から生じる

低レベル放射性物質によるものであるという

見解を示していた。

次に彼女が述べたのは、英国のスコットラ

ンド、イングランド、ウェールズ地方の原発

付近lkm2に見られる、background-

radiationに関する考察であった。ここでは直
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な、見逃しやすい日常的事例にこそ、もっと 注意が払われるべき時なのかもしれない。

CeceliaBlue:アメリカにおける病院前救護と救急救命士の実態報告

村上 敦哉

心肺停止状態になった患者の救命にあたると

いう。その甲斐あってか、米国では、心肺停

止状態になった患者の1割以上が助かるとの

ことだ。

発表の後に行われた議論では、日本の緊急

医療制度の現状に話しが及んだ。日本でも、

92年4月に、救急救命士の国家資格制度が導

入されたそうだが、欧米に比べると、やや立

ち遅れているという感は否めなかった。

自ら救急救命士の資格をもつセシリアは、

救急車が現場から病院に到着するまでの治療

つまり、プレホスピタル・ケアの米国におけ

る現状を、自らの体験を交えて報告した。

米国では、特別な訓|練を受けた後に資格を

得た救急隊員が緊急的な医療行為を行いなが

ら搬送するシステムが確立している。救急隊

員は、自らの判断で、あるいは、無線で医師

の指示を受けて、交通事故や心臓発作などで

中村明日香：女性の社会進出と社会システム整備

中村明日香

た女性の社会進出によって従来の家庭よりも

問題を生じさせる要因が増えたとしたら、職

場の成功を維持するためにも、誰かが補完し

なければならないであろう。女性にも高学歴

を持つ人が増加するということは、社会性を

経験する人が増えるということである。結果

として、高等教育は、社会において存在しよ

うという意思を持つにあたって十分なインセ

ンティブである。つまりここで強調されるべ

きことは、例え従来のような家庭の維持を行

なわなくなり職場という新しい社会を得た女

性に責任を転嫁してはならないということで

ある。職場て、の問題が或ぃは家庭に直結して

いるのなら、職場にいる人間全てに、家庭に

紗ける解決方法を模索するインセンテイブが

存在し得る筈だからである。

家庭における問題が職場に悪影響を与える

例とは反対に、職場での問題によって、一方

の側から家庭を顧みないことも考えられるで

あろう。長い通勤時間や接待などに時間を割

日本における、女性の就業率は、近年増加

してきた。そのことから、従来日本の高度成

長期を通じて形成されてきた、男性優位社会、

平たく言えば、「女性は銃後の守り」という単

純な構図が成立しなくなってきているといえ

よう。つまり、我々にとって必要なことは、

男性も女性も社会におけるキャリアと家庭生

活を充分に両立し、且つエンジョイできる社

会を構築することであろう。

社会が対外的な社会(ここでは職場Work-

place)と家庭と簡単に大別出来るのであれば、

双方は常に関連しあっている。日本経済の職

場の成功は、個々人の集大成によってなされ

たのであれば、その個々人の依った、家庭の

存在を無視することは出来ない。家庭での問

題は一人の人間の精神的負担となったとして、

職場の生産性に影響が生じたとしよう。そこ

で職場での成功を第一義的な目標に置くとし

たら、その問題は解決されるべきと容易に考

えられるであろう。そこに、家庭を担ってい
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かれる場合、家庭での時間が御座なりになる

ことがしばしばである。これは、女性の社会

進出という面を考えれば、何も男性に限り起

こることではない。つまり、家庭の不在によ

って問題が生じ、仕事に差し支えることはい

ずれにしても起こり得る訳である。全体の利

益としての職場の生産性あるいは正確性など

数々の要素にダメージを与えることは、割け

られなければならない。「男性の意識改革」も

必要であるかも知れないが、これは男性にと

って主夫化を追っているかのように捉えられ

るかも知れないし、何のインセンティブも存

在しない。両性が職場という価値を認知し始

めた今、それを維持向上するという面に目を

向け、構成員である男女全てが依存する家庭

の重要性を二義的に認識し、維持するように

するべきであろう。つまり男女に限らず、職

場維持のためにも家庭は重要性をもっている。

全員の利益の実現は、社会システムの変革に

反映されるべきであり、それは、社会の構成

員の価値観の変革によって達成されるであろ

う。意識の改革よりも、改革への発言を行な

う人々の相対的な総数が増加することで、価

値観の変化が生じてくる。職場の構成の変化

によって家庭の変化を先導して行く方が賢明

な方法であると考えられる。一つのロール・

モデルとしての一部のアメリカの社会が考え

られるが、彼らに起こっている新たな問題に

留意して、社会的な解決を図るべきであろう。

KenjiN.Hall:医薬品の適正な供給のために一FDAの仕事と問題点一

高橋 香織

義務を持つが、特許と関係する資料には“機

密資料”のスタンプを押し、FDAのアクセス

を拒むことが出来る。一般に、新薬が市場に

出るには、製薬会社はまず多額の費用をかけ

て研究開発をし、実験の計画を立て、次に調

査委員会に監督を依頼し、同時にクリニカ

ル・トライヤルを行い、FDAに認定を申し立

てなければならない。調査・研究や試薬には

膨大な費用と時間が費やされる為、他社に情

報が漏れないように特許に関しては細心の注

意が払われる。国民の健康と医薬品の安全性

確保の為には、FDAが自ら調査したり情報を

全て管轄したりすることが望ましいのだが、

現実には上記4つの理由により不可能となっ

ている。FDAによる認可のスピードアップ。が

望まれるが、それには企業側が十分な情報を

正直に提供する必要があろう。またFDAがよ

り正確な判断を下す為に、独自の調査が可能

FDA(アメリカ食品医薬品局)は、新開発さ

れた医薬品を事前に調査し、商品化の認可を

与える権限を持つ。現段階では、FDAはクリ

ニカル・トライヤルと呼ばれる私企業の調査

団体や大学医学部による人体(実験に同意し

た患者)への試薬の過程を厳しく監視する一

方、医薬品会社が独自に調査・試薬データの

記録等を行なうことを許し、その結果を基に

認定を行なっている。FDA自身が調査を行な

えない理由として、①費用が莫大であること

②高度な専門技術をもった職員が必要となる

こと③調査の監視を地方自治体または国家の

調査委員会に委ねていること④FDAが政府

機関の中でも少数の限られた人員しか持たな

い弱い存在であること等が挙げられよう。

FDAは医薬品に関して問題が生じた場合に、

医薬品会社の内部資料を全て入手する権限を

持っていない。私企業はFDAの監査に服する

-163-



民の健康に直接影響を与える生命関連商品で

ある医薬品を適正に供給する政策、またその

際のFDAと製薬会社の機能再編は、国民医療

の質的向上にとって重要な課題として、今日

注目されるのである。

な位の予算と権限を獲得する事も求められて

いると言えよう。ハルシオンや胸部整形用シ

リコンなど、市場に長年出回った後に副作用

の存在が患者から指摘され、発売中止になっ

たり訴訟が起こされたりする製品が多い。国

高橋香織：日米医学教育制度比較一日本の国立地方大学医学部一

高橋 香織

か。人の命を救いたいという純粋な動機から

医学の道を志望する人もいるし、医者という

職業が持つ経済的安定性や社会的地位を理由

として挙げる人もいる。これらの動機と共に、

現在の入試制度、学費水準、定員数、教育内

容、期間の長さ等が、これからの医療を担う

人材を養成するのに適当であるかを検討した。

国立の地方大医学部は、一都道府県に一医学

部を、という政策の下に設立されたが、大学

卒業後その地域に定着しようという学生より

も、自分の地元へ帰る卒業生の方が多いとい

う。安易な定員数の増減や、予算削減に伴う

研究費の減少、不十分な設備等の影響が、特

に地方大において大きい。一旦国家試験に合

格すれば、その後公式にチェックされる事が

ない点や、医者になった後大学に戻って研究

するのが難しい点なども紹介された。それを

受けて、アメリカ側参加者からは米国での医

学教育制度の説明があり、学部の4年間で何

を専攻しようと、生物などある一定の科目を

終了していれば、日本の医学部にあたる医学

専門大学院に進み医者を目指せる点などは、

日本側参加者の賛意を集めた。

今日、医療問題に関する一般の人々の関心

が、以前に比べて一層と高まっている。脳死

判定基準など、先端技術の開発に付随して発

生した医療の倫理に関する議論や、インフオ

ームド・コンセント等に見られる医師一患者

関係の見直し論が、医学界のみならず社会全

体を巻き込んで盛んに行なわれるようになっ

た。医療を、専門家の手から自分のものに取

り戻し、医療の出発点としようという動きで

ある。これらの新たな傾向に対応し、これか

らの医療を考えるにあたって、医学教育の在

り方を見直す必要があるだろう。地域に密着

した住民一人一人の為の医療を実現し、国全

体としてその質を向上させる鍵となるのは、

全般的な医療教育である。医者という専門家

を養成する唯一の機関である医科大学の中で

も、特に地方の国立大医学部に注目すること

で、現状の国家医療政策や医療関係者間に横

たわる問題点を明らかに出来るのではないだ

ろうか。そのような問題意識から、会議参加

者で地方医学部に通う学生の協力を得て、医

者になろうと思った動機、入学後の現実、卒

業後の見通し等を調査し、発表を行なった。

人はなぜ医者になろうと決心するのだろう
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哲学と人生

(PhilosophiesofLifeandHumanIssues)
総 括

西元 宏治

活動で置かれたことにより、当初の目的はあ

る程度達成されたように思う。こうした分科

会に対する意図や実行委員としての経験が、

実際の分科会の内容に対してどれだけの影響

を与えることが出来たかは、自分でも心許な

いが、分科会で参加者が僅かでも自分自身の

こだわりのようなものを他の参加者との意見

の交換の中で再確認することのできるような

場を設定する努力は怠らなかったつもりでい

る。とは言うものの、日本開催故の常軌を逸

した忙しさと参加者が東京・名古屋・京都と

に分散していた為に、十分な連絡が取れず、

去年の会議での経験や教訓のようなものをろ

くに伝えることが出来なかったので、本会議

て鰐戸惑うひとがあったかも知れないが、きっ

と、それも｢哲学と人生｣を考える上で有益な

経験になったのではないかと思っている。

分科会は、日米の参加者が用意したペーパ

ーをもとにした議論のほか、参加者の希望に

基づいて実地研修が企画され、ペーパーの発

表と併せて実地研修での体験についても意見

の交換が行なわれた。

詳細は以下の通り。

＜東京＞

第1回 ペーパー発表:Monte

第2回 靖国神社見学

ペーパー発表：後藤

第3回 全日空ホテル・ブライダルフェア見

学

ペーパー発表:Blanche

第4回 月窓寺・座禅体験

昨年の会議では、第三世界を巡る問題を取

り扱う分科会に所属していた。そこでの議論

の中で、いつも感じたのは、「どうして、こう

議論が噛み合わないのだろう？」ということ

だった。それは単なる知識の多寡や問題意識

の違いというよりも、南北格差やODAという

極めて現実的な問題を取り扱いながらも、そ

れぞれの問題に対する個人の問題意識の出発

点や各々が重視する価値観などといった部分

に対する掘り下げが、十分に行なわれなかっ

たために感じられたように思われた。そのこ

とがこの分科会を担当した直接の動機だった。

加えて、自分が将来進むべき進路を考えるう

えでも、巨大な組織や複雑な制度の発達した

結果、一人一人の人間が自らの価値を見出し

にくくなっている現代社会の日常における

｢哲学と人生｣が持つであろう本来的な意味を

改めて、自分自身に対しても問い掛けてみた

いと思っていた。

そして、夏の本会議を準備する立場に自分

が身を置くようになり、いわゆる世俗的な価

値とは異なった目的を持って活動している日

米学生会議という団体に自分が深く関わるよ

うになる中で、それまで自分が観念的な問題

としてしか捉えることの出来なかった問題が、

より切実で現実的なものとして経験すること

が出来た。理念と現実の相違、社会と個人の

関係、自由の意味、民主主義の難しさ、言葉

と責任の関係などなど、「哲学と人生｣につい

て考えるに事欠かない、と言うよりは考えざ

るをえないような状況に約1年間に渉る準備
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ター･パートであったMitziには、担当分科会

だけでなく会議全般のあらゆる情報に関して、

日本とアメリカの実行委員会間及び連絡が難

しかったアメリカ側実行委員会間の連絡係と

して積極的に活動してもらい、本当に助けら

れました。僕のコンピューターのメイル・ボ

ックスは、彼女からのメイルでパンクしそう

になったほど途切れることなく連絡をくれま

した。忙しさの中で、とかく見えにくくなっ

てしまう海の向こうの実行委員だけれど、彼

女だけは1年の間、常にその存在を感じさせ

てくれました。

本当にどうも、ありがとう。Curtisと仲良

く、幸福になって下さい。

＜福岡＞

第5回 ペーパー発表：渡邊

ファーム・ステイ体験

第6回 総合テーマ討論

第7回 ペーパー発表：坂野

第8回 ペーパー発表：一色

く関西＞

第9回 ペーパー発表:Mitzi

第10回 ペーパー発表：西元

各発表の議論の詳細については、以下の要

約を参考にして下さい。

(最後に）

約1年に渉った準備活動を通して、カウン

罰 蕊“蕪

難:

騨黙魚甥

蕊議譲騨

(左より)後藤 田鶴子、西元 宏治、Tarolsshiki、坂野 晴彦、

MitziHnizdil、BlancheFung、MoniteScholz、渡邊 尚美

後藤田鶴子：国家神道と靖国神社について

後藤田鶴子

強力な国家の形成を目指した明治政府は、

国内をまとめ上げるのに、日本各地の神社を

利用した国家神道や、儒教的な家族観を用い

日本人の宗教観は、国外で理解されないこ

とが多い。国家神道という特殊なものの説明

を通して、日本での宗教を示してみた。
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ようとした。

そもそも、神道は、氏神的・地母神的な、

原始の形を保った宗教で、西洋の、キリスト

教などに当てはまる宗教の概念とは違い、教

義や哲学を持たない。日本人は、仏教やキリ

スト教などの哲学的な宗教を外から受け入れ

ながらも、土地に応じた様々な形で神道を維

持してきた。かつての日本政府は、こうした

神道の祭祀の部分をとり出し、公的な性格を

与え、天皇家の儀式の形と結びつけたりした。

1890年の教育勅語では、家父長制的な家族

道徳が奨励された。それを、天皇を頂点にす

る国家という家族に拡大することにより、天

皇崇拝のシステムが形成された。

こうして、現人神天皇を元首とする｢神の

国」日本がまとめられ、各地には、伝統的な土

着の神社のような形をした国家神道の神社が

建てられ、戦争で､日本が占領した地にも、神

社がつくられた。

靖国神社は、1869年、「天皇の国｣のために

戦い、命を犠牲にした人の｢英霊｣を祭る招魂

社として始まった。ここには、「国｣のために

命を落とした日本人戦死者が祭られ、いわゆ

る戦犯者も含まれる。しかし、外国人や、「天

皇｣の敵となった人々は祭られない｡靖国神社

は、日本人の奇妙な宗教観の上につくられた

国家神道の、解決されないままの問題である。

実際に国家神道が宗教として人々に意識さ

れていたかどうかは分からない。しかし、戦

後、日本人の宗教の信仰が形式的なものにな

っていく傾向にあったのは、ひょっとしたら、

｢神｣への崇拝が、結局、失敗であり、過ちに

招くものであったという経験が、日本人の意

識の中に引きずられている証拠なのかもしれ

ないと思えなくもない。

BlancheFung:現代日本の結婚式における花嫁の役割

坂野 晴彦

ハーバード大学で文化人類学を専攻する お茶とお菓子を楽しみながらBlancheが発表

Blancheは大学での研究論文を元に、現代日 を行った。

本の結婚式における花嫁の役割とその役割が 彼女は、結婚式において新婦が新郎に従っ

女性の社会的役割とどう関連するかについて て行動することが、日本の男尊女卑の考え方

発表した。この発表は、東京全日空ホテルの を反映しているのではないかと指摘した。し

ブライダルフェアーへのフィールドトリップ。 かしながら、儀式の大部分は伝統から源を発

での日本の結婚式の現状を見た後で、行われ しているわけであり、変わりつつある日本の

た。 女性の役割を正確に反映しているわけではな

ブライタ､ルフェアーでは、幸せそうなカツ いということも述べた。また、日本の結婚に

プル達の間に交じって神道式、キリスト教式 至るフ･ロセスの違いにも触れ､日本には｢見合

の結婚式の実演を見学することができた。ど い」という習慣があること､米国では小学生の

ちらにおいても新郎新婦の一挙一動に説明が 頃からデートをすること等テーブルメンバー

入り、分かりやすくまた感動的であった。結 1人1人がそれについての考えを述べ合った。

婚式の実演が終ってからは、フェアー参加者 見合いは出会いへの手段の1つであるといつ

の為に用意されたロビーで、室内楽を背景に、 た考えが出されたり、米国では40%、日本で
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ものもおり、喜んでいた。

このフィールドトリップ及び発表におい

て東京全日空ホテルには大変お世話になりま

した。ありがとうございました。

は2％だという離婚率の話、各自の結婚観に

まで話は及んだ。皆関心が高い話題だけに楽

しく議論ができたと感じた。

発表の後は、婚礼衣装の試着会が開かれて

おり、米国側参加者の中には着物を試着した

MonteJ.Scholz:死生観

渡邊 尚美

という思いは一致した。

「哲学と人生｣テーブルは、英語の名称を

"PhilosophiesofLifeandHumanlssues"

という。これは直訳すれば、「人生哲学と人間

問題」となり、また、そのどちらもが複数形で

ある。ここからも推測でき得るように我々は

所謂｢哲学的｣な問題を扱うのではなく、極め

て個人的な興味から発した、一般的な人生の

諸問題を扱うよう努力してきた。その意味で

は、モンテ・ショルツのう。レゼンテーション

は、このテーブルの口火を切るのには誠にふ

さわしいものであったといえる。もう一つ

我々が努力してきたことは、知識の一方通行

ではなく、問題とそれに対する各人の答えを

8人全員でわかち合うことであった。テーブ

ルの全日程を通して我々が貫いたその姿勢に

最初に方向付けを行なってくれたのもまた彼

のプレゼンテーションであったといえよう。

第1回目のプレゼンテーションは、「死｣に

ついてであった。彼は、まず、人間が死を身

近に感じる最初の瞬間を幼児期に経験する近

しい者(動物も含む)の死においている。その

後、ただの抽象概念でしかなかった｢死｣が、

｢私の死｣の問題系を形成するようになるのだ。

その中の一つに｢私は死んだらどこにいくの

か｡」という問いがある。人は各々、独自の死

生観を持ち合わせているが、それは大きく3

つに分けられる。①純粋に生物学的な死②死

後の世界(天国・地獄・獄・その他)に生きる

死③輪廻転生(直接的な転生だけでなく、全て

のものは大きなエオ､ルギーの一部であり、そ

こから生まれ、そこへ帰る形で転生するとい

う意見もあった｡）これらが全てとは言えない

が、多くのものは、これらに含まれるか、こ

れらの組合わせである。我々8名の間でも同

じ意見は一つとしてなかった｡ただ一つ｢死を

見つめることでより充実した生を生きたい｡」

渡邊尚美：男女間の考え方の相違

渡邊 尚美

の過程で後天的に得られるものであり、よっ

て、生物学的な差異が全てを決定するわけで

はないこと。そして、女性性の優位を主張す

ることは、男性性優位発言の裏返しでしかな

く、意味はないのだが、少なくとも今の状況

で女性には得なければならないものが多々有

最初にジェンダー問題一般を語るときに発

表者が気を付けている点について述べた。そ

れは、まず、男女の性差は存在すること。し

かし、個人差の幅の方が広いために、実際に

個人に焦点をあてた場合には、性差は無意味

なものになること。次に、差の多くは社会化
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べ男性の方が道徳的に、より発展しているた

め、女性は決断が出来にくいとされている。

しかし、ギリガンの説は、それに真っ向から

対立するもので、女性が即断できにくいのは

決断ができないからではなく、沢山の可能性

をまず提示するからであり、女性と男性の思

考方向の違いから生じるものであることを主

張している。誤解を避けるために書くが、一

人の人間の中にも必ず両方の思考が並立して

おり、これは、あくまでも、一般化されたモ

デルでしかないことも自明のことであろう。

り、踏み切り台として、今の時点では必要な

レトリックであることなど、である。

う。レゼンテーションは、キャロル・ギリガ

ン著@@InaDifferentVoice''に基づいて行な

われた｡彼女の理論の中でも特に｢権利の倫理

と責任の倫理｣という部分を取り上げ､道徳的

なジレンマに陥ったとき男性の視点は、誰の

権利が一番尊ばれるべきか、その順序決定に

むかいがちであり、一方女性のそれは、順序

自体とは関係なく、状況の中で誰に何ができ

るのかといった方向にむきがちであることが

述べられた。フロイトの説明では、女性に比

坂野晴彦：日本人の精神的特質とこれから

坂野 晴彦

あったと指摘した。しかしながら、科学の発

達等により神から人々が離れていっている現

状を顧みると、欧米では｢愛」という形に包含

されてしまっている｢甘え｣の心理を使って世

界全体に依存意識を持つようになることで、

個人の間での理解、さらには民族間の考え方

の違いも克服されるようになるのではないか

と述べた。

この発表に引き続いて議論が行われ、甘え

はそれを媒介として人との共感を経験できる

こと。衝突は抽象的な概念を具体化する上で

技術的に起こることが多いこと、精神的特質

というものは、歴史や環境に深く根ざすもの

であり、自然と形成されるもので強制的に変

えられるものではないこと等の意見がでて、

発表者として、これからより深い人間心理へ

の考察を行ってゆきたいと感じた。

名古屋大学で医学を専攻する坂野は、「甘

え｣理論をもとに日本人の精神的特質につい

て、またそれが将来においてどういった意味

を持つのかについて発表した。

始めに、日本人に際だった性質としての｢甘

え｣が｢人間存在に本来つきものの分離の事実

を否定し、分離の痛みを止揚しようとする欲

求」と定義されることが示された。そしてこの

｢甘え｣の心理により仲間うちでは他者性をな

くし、外部からは閉鎖的に見える日本人特有

の人間関係が生まれること。また、その心理

が、仲間うちでの無差別平等寛容を生むこ

とを論じた。

次に欧米社会において｢甘え｣の心理が日本

ほど発達しなかったことについて、本質的に

人間を超える神というものが存在し、人々を

まとめ、各個人に自由を与えるという図式が

Tarolsshiki:人生の意味

後藤田鶴子

人は何のために生きるのだろう？人生の意 味とは？その人の人生の目標は？単純で、簡
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単そうに思えるかもしれないが、実際考えて

みると、そう易しい問題でもない。

人によっては、金持ちになって大屋敷に住

むことが目標であったり、自然に囲まれて暮

らすことが希望であったり、あるいは、大組

織のトップに立つ人間になることが目的であ

ったりするだろう。このように、表面的な答

えを求めるならば、人生の目的は人それぞれ、

ばらばらかもしれない。

しかし、このような表面上の価値観の違い

の下にある、もっと根本的な、心理的な、人

生の価値観についてはどうて領あろうか。ある

いは、このような人生の価値観において、日

本人と米国人による違いがみられるだろうか。

その人の人生の意味・目標は、その人の現

在やこれからの生き方を左右するわけである

から、これは、一度考えてみるに値するテー

マだ。是非、お互いの意見を聞き合ってみた

いo

以上の前提で、このプレゼンテーションの

時間は、お互いの人生観を聞き合った。

具体的な展望を持った人もいたが、そうてﾞ

ない人も多い(なにせまだ学生である)。しか

し、大まかな次の点は、共通していたようだ。

まず、「幸福｣な人生を送りたいということ。

それも、例えば金持ちになるといったような、

物理的な満足度で示せるようなものではなく、

もっと心理的な要素に根差したものであるこ

と。そして、心理的に満足がいく人生におい

ては、人との関係、あるいは周囲の人の幸福

も大切である、といったことだ。

また、日本の側からは、そもそも「生きる目

的」といった考え方が日本にはなく、そうした

ことを考えること事体、不可能だという意見

も出た。何かにつけて意味や目的を見出そう

とする欧米的思考と、意味を見出さないまま

で物事を受け入れられる東洋的思考との違い

も明るみになった。

西元宏治：「こころ」

西元 宏治

りに触れ何度も何度もこの本を読むようにな

った。「こころ｣が害かれた明治という時代の

意味するもの、「こころ｣の登場人物の自分や

人生に向き合う真蟄な態度や伝統と近代(あ

るいは日本と西洋）との狭間でゆれる知識人

の苦悩は、明治という時代と共に歩んでいた

漱石自身の姿とだぶらせることも出来るが、

それにもまして、そこには現代の我々にも深

く通じるものが存在しているのではないかと

思う。そして、そこで提示された問題が時代

においても根本的な解決をなされていない故

に、「こころ｣が現在も多くのひとの共感を得

ることが出来るのではないかと、常々思って

いた。

幼い頃から本を読むことが最大の娯楽であ

った僕にとって、夏目漱石という作家の作品

は、小学生の頃から比較的身近なものだった。

｢坊ちゃん｣に始まり｢吾輩は猫である｣や｢こ

ころ」も高校に入る前には､一度は読んだこと

があるものだった。しかし、その頃の僕にと

っては、「こころ」は数ある名作の中のひとつ

でしかなかった。著者の夏目漱石も教科書に

載っている昔の人にすぎなかった。

高校に入学した後、有り余る時間の中で、

自分自身の内側へぱかりと目が向くようにな

り、いつも満たされない気持ちと自分自身に

対する過信と不信とに悩まされていた時期に、

「こころ」に再会した。そして、それ以後、折
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そこで今回は、日米の参加者にあらかじめ

この作品を通読してもらい、それぞれが最も

注目した点や率直な感想を聞かせてもらおう

と思った。それによって、一人一人の持つ｢哲

学｣や｢人生｣に対するこだわりに触れられる

のではないかと思っていた｡特に、先生やKの

漂わせている一種のストイシズムに対するア

メリカの学生の評価を聞いてみたいと思って

いた。そのために敢えてこちらからは、分科

会においてもこちらの意図するところは伝え

なかった。それどころか述べてもらった感想

に関して議論をする気もなかった。単に素材

を与えるだけに止めて、そのひとの反応を注

意深く観察するほうが、そのひとの考えや問

題に対する取り組み方がよく見えるような気

がしたからだった。確かに議論をすることに

よって、自分の持っている問題意識や論点が

明確になることがあるのは否定しないが、そ

の一方で、議論することによってそのひとの

本来持っている考えや態度が隠蔽されてしま

うことが少なからずあるように思っていたか

らだ。自分の中に矛盾して存在するものを無

理に結び付けてみたり、話の流れに任せてな

いものをさもあるかの如く語ってみたりと、

多すぎる言葉のなかに本来の目的を埋もれさ

せたくはなかった。

分科会で交換された意見の詳細について、

ここで述べようとは思わない。ここまでに述

べた問題の幅の広さに比して、実際に費やさ

れた時間はあまりに短いものだったし、慌た

だしいものだった。僕が期待していた論点に

関する他の参加者の意識を知ることが出来る

程の十分な観察も、そうした事情により行な

うことが出来なかった。しかし、そのことは

必ずしも僕を失望させるものではなかった。

こうした問題とは、常にそうしたすれ違いを

内在しているのだということは、この1年の

間に十分すぎるほど分かっていたことだった。

仮に、それを嘆いたところでナルシズムに満

ちた自己満足の域を出るものではないと思う

からだ。そんなことなら、敢えて他の参加者

に分科会のテーマとして提示する必要は恋か

つたはずである。所詮、こうした問題に満足

のゆく解答など存在しないのかも知れないし、

世界が常にきれいな解答を用意してくれると

思うほうが間違っているのかも知れない。仮

に、答えがあったとしても、それが議論によ

って導かれるとは限らないはずである。ただ、

そうした状況を踏まえつつも、安易にニヒリ

ズムに陥ることなく、常に自分自身に対して、

どれだけ厳しく問い掛けを行なうことが出来

るかが問題なのであり、それだけが神ではな

い人に許された業なのではないかと思う。そ

して、そのことが｢こころ｣を通して、学ばれ

るべきことなのではないかと思う。

MitziHnizdil:人間の精神

渡邊 尚美

女の個人的な体験が語られた後て緩｢自分の人

生を導いてくれる霊性(spirituality)｣のよう

なものを、それがなんと呼ばれるにせよ、感

じたことがあるかという質問がなされた。

様々な回答がなされる中、筆者にとって最も

発表者がクリスチャンであったこともあり

非常に宗教的なテーマであった。しかし、文

化的､宗教的な違いを考慮してか｢神(God)」と

いう語の使用を終始避けていたことが印象的

であった。プレゼンテーションでは、まず彼

－171－



ぱ、発表者にとっては、所謂｢座右の銘」も、

自身を導く「スピリチュアリティー｣であるが、

ある人にとっては｢座右の銘｣は、「座右の銘」

でしかなく、それを｢スピリチュアリティー」

と呼ぶことからして、既に理解を超えていた。

メンバーの8名は、日本人4名、アメリカ人

4名で構成されていたが、国籍を同じくする

者どうしても各々が異なった文化的、宗教的、

思想的背景を持っており、予想されたような

国籍による意見の二分化は見られなかった。

実際、ある日本人の考え方が、非アジア系ア

メリカ人に一番よく理解された場面を目のあ

たりにし、ここにきて、会議全体を通して大

きな課題の1つでもあった、一般化された個

人の像と本当の個人の関係についてもう一度

興味深かったことは、言葉とそれが指す意味

のズレであった。「スピリチュアリティー」と

いう言葉は、8人全員にとって、決して奇異

なものではなかった。しかし、各人の思い描

く概念には大きな違いがあった。ある日本側

参加者は、その言葉から、自分の外にある人

知を超えた力を想像し、発表者は、自分の中

にあって自身を導く力を想像していた。例え

考えさせられた。
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新時代の法と政治

(PoliticsandLaw)

総 括

竹井 亮一

間生活上の一制度としての法・政治の在り方

を求め、現状の法意識・政治意識について意

見を交換した。だがそこで、日米互いの意識

の差を感じたのではなく、むしろ意識の類似

性を痛感し、その類似性とは離れた制度上の

ギャップ｡を見ることとなった。至極有意義な

時間て鹸あったと思う。実地研修先は以下の通

り。①ワシントンポスト②竹内弁護士との会

見③国会見学④木原玲子さんとの討論⑤衆議

院議員山本幸三氏との討論。

法律というものは、接するにつけ思うのだ

が、「どこからそれを持ち込んだか」と、「どこ

でそれを用いているか」という地域性とがい

かに交わってきたか、という歴史そのもので

ある部分が大きい。従って、今後“国際化”

若しくは“地球化”と呼ばれる現象が進むの

だとすれば、法はそこでｵ､ツクとなるとある。

法と直結した国家権力の言動たる政治につい

ても同様の考察をなしえよう。今回の討論全

般では、これからの新しい時代に船ける、人

蕊蕊 蕊
蕊噴二℃

綴

“蕊

霧警

謡
濯

蕊難誤
捕鴎~愚

鶴､

蚤
鍵蕊

鍛
蕊

識澪
職

驚繊
錘

藻 ｝ 蕊
(後段左より)MarkWenzel、泰松 昌樹、BonnieMioduchoski、ToddHouse

(前段左より)竹井亮一、KriStinaSkierka、山本幸三氏、脇坂あゆみ、米倉由美子

竹井亮一：法と倫理～医療との関連から～

竹井 亮一

ンバーと、法と倫理、殊に生命観や死生観と

いったものについて意見交換することを目的

個人的に6月に実地研修として行ったホス

ピスの現場に大きな感銘を受け、同分科会メ
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に、一つのケースを見た。これはジョージタ

ウン事件と称されるもので、自ら病院に入院

したが輸血が緊急に必要となったところ、本

人及びその夫が信仰上の理由からこれを拒否

したので、病院側は裁判所に緊急令状を公布

してもらった上で輸血を施し患者を救命した。

これに対し、回復後本人が、「輸血を拒む権利

を侵された」として裁判所を訴えたというも

のである。

様々の問題をはらむ事件だが、生命の自己

決定の在り方、それを制度としてどのように

位置付けるか、信仰上の理由の正当性、その

他法技術的な問題も考え得た。

討論は、生命の自己決定の問題についての

意見交換の後、尊厳死の問題を考え、家族の

同意の問題等にも及んだが、その中で議論と

なったのは、先掲のジョージ・タウン事件で、

｢患者は幼児の母親であるから、自己の生命を

軽々と放棄できない法的立場にある」といっ

た裁判所の見解についてであった。

我々の日常生活に鯵いて意識されることの

少ない生命の在り方、そしてその一つの局面

としての死について幾らかの議論を持ち得た

ことは、自分にとって至極有意義であったと

思う。

ToddHouse:責任法の日米比較

竹井 亮一

ぃ立法がなされた。只、日本では保護が不十

分で、アメリカに船いてはゆきすぎという傾

向が見られ、補償と予防を有効に実現してゆ

くため、裁判制度や立法政策の見直し・推進

を計る必要があるとの結論に至った。

アメリカン・フットボールのヘルメットが、

その価格の3分の2が補償の為に組み込まれ

て居ることなども話題に昇り、分科会メンバ

ー全員が驚かされることもあったが、お互い

の訴訟観の相違を知ることがて、き、有意義だ

った。

Toddのう｡レゼンテーションは、日米の責任

法比較であった。責任法とは、製造物責任に

見られるように、一般に他人に対して迷惑を

及ぼした際(不法行為)、損害賠償などの責任

を負わせる制度を、より強化して居るものと

言えよう。

日本では､｢悪いことをすればその損害を埋

め合わせねばならない」とする法律の条文で

多くを処理するのであるが、アメリカに船い

ては、60年代の大衆運動の一環として起こっ

た消費者運動により、消費者保護の志向の強

脇坂あゆみ:SDI交渉に見る政治的プロセスのありかた

脇坂あゆみ

て日米安保条約が結ばれ、安定した同盟関係

が80年代まで続いてきたが、米ソ冷戦の終結

は、安全保障をこえた日米の摩擦一政治・経

済政策の不一致と外交問題の最重要課題にし

た。東芝、FSX事件はその予兆であったが、

湾岸戦争において、日米の安全保障政策の連

冷戦前後の日米同盟の変化と展望を、日米

のみに焦点をあてた発表では、安保条約の歴

史と今後その軍事同盟が果たす役割が問い直

された。

冷戦中、米国の外交政策は安全保障が第一

課題であった。その対共産圏政策の一環とし

－174－

I



いは浮きぽりにされ、摩擦は悪化の一途をた

どった。

経済はもはや政治・安全保障問題とは切り

離せぬところに在り、エコノミック・スーパ

ー・パワーとなった日本は、これまでの商業

主義と米国追従をこえた積極的国際貢献をす

べき時にきている。米国は、日本の貢献に相

乗すべ〈、具体政策と、安保の維持に関する

姿勢を明確にするのが望ましいだろう。

泰松昌樹：拳銃所持の問題について－服部君殺害事件の考察

泰松 昌樹

において、一方でよく言われる、よりアカデ

ミックな場としてのテーブルの位置づけは、

JASCが60周年を迎えようとする今日、当然

のごとく受けとめられがちだが、60年を経て

なおJASCが存在するという意義と、その存

在の導かれる必要性というものを自分なりに

考えると、本質はむしろ別のところにあるの

ではないかと思わざるを得ない。

ともあれ、各テーブルメンバーがそれぞれ

の個性をいかんなく発揮することで、テーブ

ルは毎回有意義なものとなり、80人のマイク

ロ・コスモスの中の更に小さな、たった8人

のメンバーによる｢法と政治｣テーブルという

マイクロ・マイクロ・コスモスは大成功だっ

たと言える。最後に、やむを得ない事情によ

り会議途中にして帰国してしまったトッドと、

5月の全体合宿以前から計1l回にわたるテー

ブルのために走り回ってくれた、たけちゃん

に感謝しつつ、テーブルのサマリーとしたい。

僕のう。レゼンテーションは、92年11月にル

イジアナ州で起きた服部君事件をとりあげた。

吉祥寺東急イン3階のラウンジでテーブルを

囲んだわけだが、この時期、まだテーブルメ

ンバーともあまりうちとけておらず、事件に

関するリサーチはしたものの、フ･レゼンテー

ションの段取りの不備が目立ち、とてもテー

ブルが円滑に進んだとは言い難い。事件を継

続的に注目していた僕としては、日米両国に

おけるマス・コミ報道のあり方やその内容等、

事の合法性と正当性ではむしろ正当性につい

て話しを進めて行きたかったのだが、結果と

して合法性をメンバー全員で確認する形で終

わったことがいささか心残りではあった。

しかし、テーブル全体を眺めると、会議も

後半にさしかかりテーブルメンバー相互の理

解が進むにつれ、法や制度といった規範にと

らわれない、突っこんだ意見交換が出来、個

人的にはたいへんうれしく思った。この意味

KristinaSkierka:マイノリティーと政治システム

米倉由美子

とを目的に行われた。

発表者は、まず、多くの異なる民族が一つ

の政治システムの下にいることがマイノリテ

ィー問題を発生させていると指摘した上で、

政治システムは、その統治下にある市民に対

して、文化的同一性を要求するとした。米国

本発表は、米国における、政治システムの

中のマイノリテイー(非白人、女性)の政治的

アイデンティティーの関係を明らかにし、彼

らの政治的アイデンティティーを現状の、ま

た将来の政治システムの中で、いかに位置づ

けていけばよいのかという問題を提起するこ
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におけるその例としては、自由の女神像や7

月4日の独立記念日に象徴される「自由と正

義｣の価値観が挙げられた。

そして、そのような同一化を強いる一つの

価値観に基づく政治システムが、社会におい

て人口統計上少ないという意味でのマイノリ

ティーに、その社会に対して、自分達は疎外

され、排除されているという「マイノリティ

ー･メンタリティー｣を発生させてしまうとし

た。そして、そのメンタリティーが過度に激

化すると、ポスニアの民族紛争やロス暴動の

ような暴力に訴える悲劇を招く。

以上のような発表を踏まえてのディスカッ

ションでは、様々な意見が出された。政治シ

ステムとしての民主主義の制度上の欠点は、

数の支配によって少数意見が反映されないこ

とだという意見が挙がると、しかし現在、有

効な統治システムとしては民主主義しかない

という意見が出て、民主主義の本質は何かと

いった問題や、マイノリティーの文化的アイ

デンティティー保護の意義といった抽象的・

哲学的な議論にまで発展した。

特に、本発表は、総合テーマを考える際に

避けては通れないマイノリティー問題を提示

したという点で、非常に意義が深いと思う。

私達は、現行の政治システムの中においても、

マイノリティーの考えを政策決定者が聞き、

政策に反映させることで、sharevisionsが一

層進行することを理解した。

BonnieMioduchoski:日米法制度比較全般

泰松 昌樹

具体的には､｢両国の弁護士の人数に隔たりが

ありすぎる。日本はもっと弁護士の人数を増

やして競争をさせるべきだ｣という意見をも

とに話し合いを進めたのだが、市場原理の導

入によって、よりよい法曹界を作りあげるこ

とが出来るとそろって主張するアメ・デリに

対して、日本側参加者はそれはわかっている

けれど……、と特に具体的な反論が出ずじま

いだったのが印象に残っている。8人の先頭

をきって行われたポニーのう｡レゼンは、お互

いをよく知らないことから、言葉を選びつつ

も、活発な意見も一方で聞くことが出来、そ

の後の｢法と政治｣テーブルのあり方に少なか

らずも影響を与えたものと思われる。それに

してもポニーのウインクには悩まされた。

ポニーのフ･レゼンの内容は、日米の法制度

の比較をメインに捉えたものだった。まず両

国の法制度の歴史的背景をざっと振り返り、

その上で、現状についての解説が行われた。

中でも興味深かったのは、米国における法の

必要性の部分だった。とかく法を所与のもの

であると考えがちの我々日本人に対して、な

ぜ米国ではあのように法律というものが社会

のすみずみにまて鹸行きわたっているのか、ま

たなぜそうならざるを得ないのかについて、

今なお、各国から移民を受け入れ続けており、

建国わずか200年という、国民が共通の文化的

基盤を作り得ていない状況を基に説明してく

れた。このことは、45thが日本開催であるこ

と、また、渡米経験の少ない僕に米国という

国を特に意識させる出来事であった。また、

その後議論は、両国民の国民性について、そ

してそこからくる考え方へと移って行った。
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米倉由美子：男女雇用機会均等法の日米比較

米倉由美子

を挙げてみた。

発表に続くディスカッションでは、日本に

おける女性に対する差別や米国の人種差別、

女性差別の状況について意見交換し、両国を

比較してみた。米国側参加者から、日本は、

他にも在日外国人やアイヌ、部落民などのマ

イノリティーに対しての差別があるので、包

括的な差別撤廃の法が必要ではないかという

意見も出た。また、女性の子供を産むという

特質をどう捉え、社会での女性の在り方はど

うあるべきかという問題点についても、活発

に話し合った。各個人の価値観がぶつかりあ

い、とてもおもしろいディスカッションとな

った。

本発表と話し合いを通じて、均等法を一例

とした社会における法の役割について、人々

の意識と法の相互作用の重要性を改めて考え

ることができた。また、女性が働くことの意

義や困難についても、様々な意見を聞くこと

ができ、非常に興味深かった。

本発表は、日米の雇用機会均等法の内容、

成立背景、社会の意識を比較することによっ

て、日米両国の法、男女平等に対する意識や

それらの意義について考えることを目的とし

た。

日米の均等法の違いは、まず、日本の場合

は採用、募集、配置、昇進においては努力義

務規定であり、違反制裁を欠くため道徳規範

程度の効力しかもたない点である。次に、差

別を受けた女性に対する救済システムについ

ては､米国は雇用機会平等委員会(EEOC)が申

立人の女性に代わって自ら原告となり裁判を

起こすことができるほど強い権限を持ってい

るが、日本でEEOCに当たる機会均等調停委

員会は当事者への調停案の勧告にとどまり実

質的な効力はほとんどない。

この違いの原因として、米国の多民族社会

ゆえの｢社会主義｣に対する明確な姿勢と日本

での均等法は女子差別撤廃条約の批准のため

の国内法整備という「外圧｣の産物という二点

MarkWenzel:朝鮮半島の政治的諸問題

脇坂あゆみ

れていない。日本では無知と無神経さ、朝鮮

では｢日本は半島をレイプ。した」という憎悪が

未だ顕著である中、過去へのより正確な認識

と反省、それを推進する教育の見直しが早急

な課題である。国交の正常化とより進んだ交

流を目指した1990年の金丸訪問時の共同声明

の趣旨はまず、政府レベルによって努力が進

められるべきだ。また日朝両政府の外交政策

は積極的なものは少ない。米国の建設的な主

導が果たすべき役割も大きい。

ワシントン大学で、日一米一韓関係を専門

とするマーク・ウェンヅェルは、日本一北朝

鮮関係における日米の役割についてのリサー

チを発表し、日米が今後より強固な同盟・友

好関係を築いていく上での問題点、展望を提

示した。

現在北朝鮮については核兵器製造の疑惑が

強まり、日本では改めて、戦後保障問題が従

軍慰安婦問題を含めて取りあげられているが、

政府間では何ら具体的積極的な対策が講じら
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変貌する世界における科学技術の影響

(Technology'sImpactonaWorldofChange)
総 括

松本 安代

できず、テーブルメンバーには随分迷惑をか

けたし、不満も多かったと思う。それでも一

緒に"Techno.Table''を創っていってくれた

ことに、この場を借りて感謝したい。

実地研修先は①アサヒピールエ場②理化学

研究所③高エオ､ルギー物理学研究所の3ヶ所

であった。

①アサヒヒ需一ルエ場

現代の科学技術の利用例としての工場見学

であった。なぜ,GTeChno.Table''なのにビー

ルエ場へ？といった疑問もあったようだが、

ビールの製造過程におけるオートメーション

化、食品工業における衛生管理、東京の街中

にある工場の土地利用など説明して頂き、

様々な質問も飛び交った。

世界は変わりつつある、その原動力の1つ

は科学技術である－これが当分科会を始める

にあたり日米相方のコーディネーターの考え

ていたことであった。現代社会と科学技術が

分離不能の複合体である以上、現代社会を考

える上で科学技術の功罪を考察することは重

要な意義があるだろうと。

科学技術をどう自分の中でとらえ、話を進

めていくかは十人十色。各自の価値観、興味

対象、考えの違いなどがよく表れたように思

う。まさに7名のメンバーが集まり、一度議

論が始まると、「個性が爆発｣といった様子の

分科会が続いた。

コーディオ､一ターの力量不足から十分な実

地研修の準備を始め、スケジュールの調整が

(左より)尾崎 良太、MikeBayle、MikeSiegl、松本 安代、SarahKovner、友末優子
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②筑波学園都市理化学研究所

理研の林崎先生を訪ね､主に「ヒトケノム計

画｣に関して、現代の科学技術の進歩により

様々な遺伝病の解析がなされているとのお話

を伺った。理系学部でない学生にもわかるよ

うに染色体の話から始まり、先生の研究内容

の一端に到るまでをわかりやすく説明して頂

いた。

③筑波学園都市高エオ､ルギー物理学研究所

高エオ､ルギー物理学研究所の岩田先生に案

内して頂き、研究所内の見学と説明を受けた。

筑波のトリスタンと同様の施設を持つスタン

フォード大学出身者たちは別として、他のメ

ンバーは研究所の規模の大きさに圧倒され、

驚きの連続であった。

以上が実地研修のすべてである。私たちの

研修を受け入れて下さった方々、準備に関わ

って下さった方々に心からの感謝を示したい。

松本安代：変わりゆく日本の医療

松本 安代

部の病院でしか行われていない医者のランキ

ングシステムがアメリカでは1つの大きな流

れとして実際に動いているということは近い

将来の日本の姿を見るようでもあった。無論、

新たなシステムを導入するということはリス

クを伴うものである。Gregの発表にあった

｢医者のランキンク懇｣を日本で行うとすれば、

まずアメリカ同様、その評価基準が問題にな

るであろうし、ランク付けすることが必ずし

も医者や病院の自由競争による技術やサービ

スの向上につながるかどうかは疑問である。

日本における医療の問題のみならず、アメ

リカにおける問題、特に医療保険制度につい

て話は広がり、時間不足もあっていささか収

集がつかないまま終わらざるをえなかったが、

誰もが科学技術が医療の面でも大きく時代を

変えつつあることを感じたのではないかと思

う。

日本における医療は技術面では先進レベル

といえるにもかかわらず、治療、医学教育な

どにおいて、様々な問題をかかえている。現

在、日本の医療はそれらの問題を解決すべ〈、

多くの試みがなされており、まさしく科学技

術が人の生活に大きく関わり、変化をもたら

しつつある－という松本の発表に基づき、健

康と社会の分科会と合同で変わりゆく日本の

医療を取りあげたテレビ番組のビデオを見た

後､GregRunkeの発表､質疑応答と討議にな

った。

患者が医者を、病院を選ぶようになってき

たという日本の現状はアメリカでは10年以上

も前の姿であるといった指摘、技術は進んだ

が日本社会や日本人がついてきていないので

はないかといった疑問など様々な意見がでた。

Gregの発表は医者を評価するというシステ

ムについてであったが、日本ではまだごく一

SarahKovner:新たなコミュニケーションの形～E-mail

松本 安代

なコミュニケーションの形について考察した。

E-mailは約20年前にアメリカ国防省が軍

事調査に利用していたARPAnetに始まり、現

科学技術は様々な目的のために応用され、

私達の生活をより便利に変えてきている。

SarahはE-mailの利用によって生まれた新た
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在ではアメリカのほとんどの4年制大学で学

生が日常的に利用するようになっているとい

う。E-mailの利点として経済的かつ簡便な通

信手段というだけでなく、1対1はもちろん

多数との情報交換が可能であることが挙げら

れた。

当分科会メンバーのE-mail利用について

はアメリカ側は3名とも日頃よく使う。1日

に少なくとも1回は利用するというのに対し、

日本側はE-mailの名前は知っているものの、

誰も利用したことがないとのことだった。コ

ンピューターを通じてコミュニケーションを

とる方が便利な上、気楽だという意見がアメ

リカ側からでる一方、日本側は大学院生しか

使えないと大学で言われたという声もあり、

日本でのE-mail利用がまだ限られていると

いう現状がうかがえた。しかし、JASCにおい

てE-mail利用者は日本側学生でもかなりの

数になる。特に会議後、E-mailを利用してお

互い連絡を取るために大学のコンピューター

室に通うようになった昨年度参加者の例があ

るといった話を聞き、「太平洋にかける橋」と

なるにはE-mailが大きな助けとなるのは間

違いないといった意見もでた。

近い将来、日本でもE-mailによるコミュニ

ケーションが日常的なものとなる日がやって

くるであろう。科学技術の進歩に伴い、様々

な通信情報手段が生まれ、発展し、私達の生

活を大きく関わって変化をもたらしている。

世界は確実に狭く、国境を越えて近づいてい

るのだということを感じずにおれなかった。

尾崎良太&MikeBayle:私の分科会報告

尾崎 良太

て、とみに知られるようになったVR(バーチ

ャル・リアリティ）：仮想現実：であるが、も

とは戦場のシミュレーション用に開発された

という。実際の兵器・兵員を運用するよりも、

低コストで、戦術・戦略の研究・訂||練を行い

たい、という目的であった。軍事用という用

途でもわかるように、先行開発はアメリカで

なされた。ところがアメリカでは、民生用技

術への応用がなされなかった。これに対し日

本では、パワー・グローブなどの開発で知ら

れるベンチャー企業、大手家電メーカーなど

が提携し、台所の設計などにVRを利用する、

はじめての実用化が行われた。この間、通産

省でも、各企業を横断するVRの基礎研究を

実施した。

ベイルの結論では、VRの開発においても、

(半導体のときと同様)日本では産業政策が有

私たちの分科会テクノ･テーブル最後の討

論発表は、尾崎とマイク・ベイルであった。

8月10日、北九州市での発表である。その日

は､気分転換も兼ねて、市中心部のミスター・

ドーナッツで、テーブルを囲んだ。当日は、

尾崎の北九州市でのホスト・ブラザーも遊び

にきて、小倉の町を案内してもらったのであ

った。

はじめに、マイク・ベイルが発表した。

彼はアリゾナ州の出身で、スタンフォード

の工学部をコンピューターの専攻で今年卒業

し、JASC終了後は京都の通信関係の企業で

働くことが決っていた。

演題は｢VR(バーチャル・リアリティ）の開

発における日米の産業政策の有無、VRの今

後の展開について｣であった。

近年、ことにケーム・センターなどを通し
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簡単に、典型的な例として、東京と、モー

タリゼーションと共に成長した、ロサンゼル

スを比較した。東京は山手線のターミナルか

ら放射状に伸びる鉄道によって、中心の業務

地区へ、労働力が求心的に移動する。同心円

的なソ､－ニングによる都市の機能の分化がは

っきりしている。これに対しロサンゼルスは、

シピック・センターのような政治の中心はあ

っても、各種機能は、都市圏の適当な範囲に

バラまかれている。地理的な中心に、ピバリ

ー・ヒルズのような住宅地が存在している。

これを私は、自動車という、より個々の自由

度の高い交通手段を用いているから、とした。

また、今日、アメリカの学生の全てが周知

の、日本の高い地価の原因も、この同心円的

構造によるもの、と説明した。

ただ、説明のモデルがあまりに単純すぎた

ことで、様々な例外を指摘された。都市の問

題は、誰しもが興味の対象にあり、分科会で

最も白熱した議論を楽しむことができた。

この日の話題から、私たちは、ある法則、

のようなものを確認した。日本は、通産省の

産業政策や、求心的な都市構造にみられるよ

うな、中央志向、中央のコントロールが強い。

アメリカは、個々の独立性が強く、中央に

対して言えば、末梢的である。日本では、社

会全体の高度情報化が論じられているが、ア

メリカでは、末梢の個人一人一人の情報化が

日本よりも、余程すすんでいる。例えば、ア

メリカの学生は、電話番号と同様に、E-mail

という、パソコン通信のコードを有している。

このE-mailの真実は、正直言って、日本側

メンバーには、衝撃であった。何らや、昼寝

をしていて、追い越されてしまったウサギの

ような気持ちであった。いや、アメリカに追

いついた日本、なる考えすら、白昼夢であっ

効に作用した。アメリカも、同様の処置をと

るべきで､はないか、というものであった。

次に、VRの様々な応用例に話は転じた。な

かでも興味深かったのは、"VR手術”であっ

た。近未来において、常時宇宙空間に基地を

建設．連用する場合、限られた人員の中に、

医師を割り振ることはできない。しかし、な

んらかの外科的な手術が必要となったとき、

地上でVRによる模擬手術を行い、それが数

値化・電送されて、宇宙船内で再現される。

まさに、宇宙時代の一端を担う技術と、大い

に座はもりあがった。ただ、衛星中継でまま

見られるノイズが、手術中にあったら、どう

したものか、という声もあった。この技術は

深海底や、原子炉内などの極限条件でも、同

様に利用が期待できる、と思われた。

次に私、尾崎が、“日米の都市構造の相違

と、20世紀の巨大都市を支える技術”という

話題に転じた。

今世紀は、“都市の世紀”と呼ぶ人もいる。

産業革命以来の技術と資本の蓄積が、東京や

N.Y.といったメガロポリスの形成を可能に

した、と言える。上下水道やガス、電気、道

路などのインフラストラクチュア、社会資本

の整備、高層建築とそれを可能ならしめたエ

レベータなどの付帯設備の発明、土木・建築

などの工学の達成。なかでも、私がもっとも

注目したのは、大量輸送手段である。日本は

電車、アメリカでは道路網とモータリゼイシ

ョンがそれにあたると思った。そして、電車

と自動車の違いが、そのまま日米の都市構造

の差となってくる、というのが論拠である。

勿論アメリカでも、N.Y.Cのように、電

車・地下鉄なしでは語れない都市もあり、日

本でも、地方都市は、より自動車の重要性が

高い。
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たのではないか。

今、大学間のコンピュータ・オ､ツトワーク

の拡充、学校へのコンピュータの大大的な導

入などを盛りこんだ、新・社会基盤整備が議

論されている。まことに、もっともな事であ

る。むしろ、遅すぎるのではないか、そんな

危‘倶すら感じた一日であった。

MikeSiegel:技術と経済成長の関係

友末 優子

MikeSiegelのフ･レゼンテーシヨンは8月

3日に行われた｡テーマは｢技術と経済成長の

関係｣である。

1：なぜあるところでは技術の進歩がすすみ、

あるところではそうでないのか。

2：1973年からのアメリカの生産性の成長が

鈍くなったのは果たして本当か、それと

も幻想か。

3：なぜアメリカは、ある分野では進んでい

るとはいえ、日本の技術を真似できない

のか。

以上3点に基づいて、行われた。

より技術の進歩を促進~する。

（2）1973年に入って、アメリカの経済成長

は陰りを見せ始めた。技術輸出は減っていな

いのになぜ経済成長率が落ちるのか。それは、

創造性はいまだに豊かで、輸出は一緒である

が、他国からの輸入が増えていることが原因

である。これを"PrOductivityParadox"と

いう。コンピューターが例として挙げられる。

また、日本や韓国がアメリカに追いついた理

由は以下の3点である。

1：2国ともアメリカという目標があった

2：アメリカの競争力の低下

3：世界の相互関与性の強まり（1）技術進歩には2種類ある。一つは

invention(個人に基づ<)、もう一つはinno-

vation(他人との関わり合いによってもたら

される)であり、innovationが起こる条件とし

て以下の3要素があげられる。

1：人々の好奇心、チャレンジ精神

2：技術ややる気を支える施設

3：既成のものを打ち破る多様性

innovationのある社会は教育やリサーチを

推進しているので、政府はそう関与しなくて

も、かえって地方分権を推進していくことが

（3）日本を真似できない理由は2つある。

1：アメリカは未だに日本を真似する必要が

ないと思っている。

2：ハードウェア（コンピューターやテレビ

等)など"tangible''な物は真似しやすいが、

ほかのものはそうはいかない。

アメリカは"INVENTION''に大半のお金

が費やされるが､日本は"DEVELOPMENT"

に長けている。

友末優子：ハイテク汚染

友末 優子

現代社会では必需品となっている半導体が

もたらす、新たなタイプ･の環境汚染について

私(友末優子)は、「ハイテク汚染｣について

プレゼンテイションを行った。
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被害はもちろん人体に重大な影響を与える。

慢性的な被害が特徴的である。環境にとって

も被害は深亥l1で、汚染は地下深くまで浸透し

ていて取り返しがつかなくなっている。また

有機溶媒は揮発性が強いため大気中に蒸発し、

大気汚染までも引き起こしている。

対策としてはシリコンバレーではタンクを

強化したり、化学物質のモニタリングをして

いる。日本では、太子町の場合、住民が自衛

の手段として浄水装置をつけている。東芝は

汚染排水は認めず、寄付として住民にお金を

渡しているのが現状である。排水は未だにそ

のまま行われている。

これからは、まずいったいどの化学物質が、

有機溶媒が危険なのかをまず把握すること。

そして政府による厳しい規制、監視と、安全

取り上げた。

現在、半導体はコンピューター、テレビ、

自動車、果てはおもちゃにまで使われている。

その半導体を作る過程で、大量の有機溶媒が

洗浄剤として使われている。それら大量の有

機溶媒が地下水に流れこみ地下水汚染を引き

起こしている。

地下水汚染の害は深刻で、人体に膨大な悪

影響をもたらしている。例としてアメリカと

日本で起こった事件を一つずつ取り上げた。

アメリカではフェアチャイルド事件と呼ばれ

る事件が80年代に起こっている。カリフォル

ニア州のシリコンバレーで多くの健康被害が

他の地域よりより顕著に見られたのが始まり

だった。心臓病、自然流産、癌等の確率が高

く、死亡する人も出た。そこて畿住民が訴え、

地下水の汚染状況や、タンクの漏れなどが徹

底的に調べられた。そして驚くべき結果が判

明した。80%の地下水から毒性のある化学物

質が発見されたり、たくさんのタンクが漏れ

ていたことなどがわかった。また日本でも同

様の事件が千葉県君津市の東芝コンポーオ､ン

ツで起こっている。この周りでも、心臓病や、

流産、腰痛、肩こり、喉の痛み等に悩まされ

ている人が沢山いた。兵庫県の太子町の東芝

の半導体工場の周りでも同様のことが起こっ

ている。

な代替有機溶媒の開発が望まれる。

卿＃

率

》
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会議後の活動まとめ

芝崎 厚士

中(澄)、恒田、中村、源、山田の6人である。

以降彼らは、通常の業務に加え、60周年記念

事業の準備名簿の作成､OB会通信紙"JASC

ALUMNINEWS''の発行などの担当として

それぞれ活動を行っている。

一方、本報告書の作成も同時に進行した。

年内に基本的な部分の原稿を収集し、試験期

間を経た後2月から本格的に写真選定、校正、

編集作業を行った。

9月以降､OBによる自主的な活動として勉

強会が再開された。国際関係から哲学・思想

に至るまで幅広い題材を取り扱い、ISAや

OB､知人などを招いて多彩なメンバーによっ

第45回日米学生会議の活動は、名目的には

8月23日をもって終了したが、実質的には以

下にあげるような活動が残されていた。定例

会は、今後の活動の方針を確認する意味で行

われ、会議終了後日本に留学中の米国側参加

者も参加して旧交を温めた。10月セッション

は、6月セッションの続編として開催された。

各参加者からは、今後も同種の企画の継続を

望む声が強かった。報告会では、参加者のス

ピーチとフリー・トークが好評だった。

11月にはISAと合同でOB総会が行われ､各

回のOBが親交を深めた。また、OB会の担当

者が44回のOBから45回のOBへとこのときを

境に代替わりした。OB会の担当者は上原、田 て継続されている。
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第45回日米学生会議 会議後の活動日程

1993年8月23日 第45回日米学生会議閉会

9月9，16，23，30日 第二次勉強会

25日 定例会、『犀の角』第12号発行

10月7，14，21，28日 第二次勉強会

16日 10月セッション

30日 第45回日米学生会議報告会

11月4，11，18，25日 第二次勉強会

6日 OB総会

(21日 第46回日米学生会議第1回講演会 講師：近藤 健氏）

12月2，9，16，21日 第二次勉強会

16日 OB幹事会

23日 忘年会

1994年1月7日 新年会

24日 日本側報告書第1稿完成

2月 報告書編集・校正作業開始

3，10，17，24日 第三次勉強会

(12日 第46回日米学生会議第2回講演会 講師：鴨 武彦氏）

16日 60周年記念事業開催委員会会合

3月 報告書編集・校正完成、

10，17，24，31日 第三次勉強会

4月 第45回日米学生会議日本側報告書、

7，14，19，21，28日 第三次勉強会

『犀の角」第13号発行
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9月定例会

上原由美子

奮して話していたように思う。芝ちゃんの多

大なる力とその協力者により発行を重ねて来

た45thJASCのニュースレター『犀の角』が

再発行され、これも又、久々であったため皆

読み耽っていた。通常の「犀の角」と違い、

45thJASCを振り返った投稿、また46th

JASCに向けた新実行委員の新たな思いを綴

った文章も投稿された。この定例会には、ア

メリカ側のdeligatesであったAndrew

SeabOrgとChristopherGuerrieroも参加し

た。彼等は文部省奨学金で慶応大学に学ぶこ

とになり、再び来日していた。この時、東京

地域以外の参加者はいなかったこともあって、

会議中に比べ人数はとても少なく、皆のパワ

ーもややおさえめといった感じであった。

JASC後の一番初めの活動として、参加者は

心の片隅にとどめていることだろう。

JASCが終わって約一か月が経ったある9

月の日に、久々の定例会が四ツ谷で行われた。

でも秋の訪れのせいか、JASCが終わった安

,L､感と徒労感のようなものからか、何だか教

室がJASC以前に比べて寂しげだったと記憶

している。集まった人数もほんの一握りだっ

た。しかし皆、早速できた写真を交換したり、

JASC後の各自の生活などについて久々に興

10月セッション

吉田 泰治

JASCの形式を導入した形で行われたため、

JASCでは話し合われた内容もそれ以外の団

体ではなされておらず、意見の交換がうまく

行かない、もしくはあるテーマを設定したグ

このセッションは、我々第45回H米学生会

議(以下､JASC)を中心として、この年の夏に

行われたJASC以外の学生国際交流団体の皆

さんをはじめとする方々との意見交換会を主

な目的としました。会議の形式は、いくつか

のJASC中で話し合われた内容からテーマを

設定し、そのテーマをもとにいくつかのグル

ープわけを行いそれぞれのグループ。で参加者

による意見交換を行って頂きました。それぞ

れの学生団体は、それぞれの成果を各会議の

中で得ていたようで、グループ。によっては、

活発な意見の交換がなされていたようです。

ここで一つ問題となったのは、このように

、鍼 ー

&
園

鰯

’
秒

､ﾔ

~『

ｰ

幸
一
琴
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参加者のバックグラウンドの多様性は、議論の対象となる諸問題の複雑さとあいまって、会議

全体としての結論を導き出すことをいっそう困難にしました。しかし、同時に我々が今後の人生

において国際社会に対して働きかけるための出発点となる大きなきっかけを与えてくれました。

今年の会議の開催直後の段階では、日本側参加者とアメリカ側参加者の間には明確な境界線が

存在していました。しかし、様々なレベルでの相互の交流が進むにつれて、まもなく、日米学生

会議独特の急速な同化作用により、日米両国の文化を分けていた境界線は確実に薄れていきまし

た。そのことによって、我々はお互いが非常に多くの共通点を持っていることを確信できました。

しかし、全参加者の合意形成を目指す過程で得た経験によって奇しくも明らかとなったのは、

国際機構、多国籍企業、各国政府、そして様々なNGOが、安全保障、福利厚生、環境問題、経済

問題といった諸課題に関して国際秩序を再検討しようとする際には、かならずといっていいほど

膨大な困難が生じる、ということです。

知的な議論を行う場合に知識が果たす役割は、どれほど過大評価しても十分でないほど重要で

す。それゆえに、数多くの情報源の中からメディアが選択し、人々に供給する情報にたいして、

我々は常に冷静な検討を加えてゆかなければなりません。情報の取捨選択に関する国際的な問題

に関しては、現在メディアのみが支配している領域にたいして、何らかの国際機構がメディアと

同等の影響力をもったコミットメントを行ってゆくことが必要となるでしょう。

日米学生会議を通して、我々は自分たちがすでに知っていることをさらに深く認識することが

できましたが、おそらくそれ以上に我々が学んだことは、我々が今まで知らなかったことで、し

かも地球規模で､も協力関係を形成するために知らなければならないことでした。我々は今後どの

ような方向へ向かってゆけばよいのでしょうか？

最も大切なことは、より効果的な国際機構を構築しようという我々の願望を実現するために、

どのようなドグマを発展させてゆく場合でも、人類最重要の課題である平和の実現は、常にその

中心になくてはならない、ということです。

また、環境汚染に直面している我々にとって、個人のそれと同様、企業の文化や行動誘因を見

直すことが、非常に重要であることは明らかです。オソ等ン層の破壊や酸性雨の問題が最も如実に

示すように、様々な影響を持つ異なる分野に跨る政策調整が必要て､す。さらに、我々は、ク翻ロー

バリゼーションの推進へ向けた取組みをひろく浸透させるために自ら積極的に活動してゆかなく

てはなりません。

加えて、我々は、人権という議論の余地のないほど根源的な意義を持つ分野で、同様な協力体

制を模索してゆかなければなりません｡例えば､マイノリティーも問題を改善するためには、人々

のものの見方を成熟させてゆくという、究極的かつ長期的な解決策を実行することは言うをまた

ず、文化社会学的な分野でのパラタ静イムの転換をはかるのと軌を一にして、政策面での一層の改

善が必要です。

また、女性やホモセクシュアルに対する差別の問題などを議論する中で、我々はジェンタ簿－の

問題の重要性をより明確に認識することができました。と同時に、自分自身や我々の周囲の人々

をいっそう注意深く見つめることによって、それらの問題に対して過剰に思いを巡らせてしまう
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危険を防ぎうることに気付きました。

おそらく、ポスト冷戦期において、自由ないしは公正な貿易のあり方に関する論議ほど白熱し

た問題はないでしょう。「自由ないしは公正な貿易」という言葉自体は、国際経済の現状を正確に

反映したものでもなければ、相対利益を追求する各国を必ずしも規定するものでもありません。

本会議は、最終的な結論としてそれらの用語を定義したり、最も望ましい貿易関係の特質を決

定したわけではありませんでしたが、我々はリージョナル･グループ｡またはサブ・リージョナル・

グループの形成と、貿易概念の一層の発展をめざす国際的体制の確立に高い意義を見出しました。

NAFTA、ASEAN、そしてGATTといった国際機構は、貿易の利潤追求に伴う紛争の改善を

目指すために今後多数形成されてゆく枠組みの好例です。さらに進んで、我々がより普遍的に発

達した世界を想起する際には、諸国間の経済格差、特にいわゆる南北問題こそ、衡平さを追求す

る議論が最も顕著に明白となる問題分野といえましょう。

その背後には、個々の国民国家の主権と多国間のレジームづくりに伴う要請とのあいだに生じ

る根本的なジレンマがあることを勘酌しなければなりません。例えば、GATTの取極は国家主権

と超国家的協力という、基本的には相反する二つの枠組みの相剋にともない、現段階までにはか

られた妥協の結果の代表的なものです。

経済開発に対する考察を深めることは、一種独特の重要性を帯びています。なぜなら、経済開

発は一種のパンドラの箱であり、日米学生会議が地球共同体をめざす際にとり扱ってゆくような、

環境問題、人権、貿易といった様々な問題にたいして大きな影響力を持っているためであり、経

済開発の成果如何によって、それらの諸問題への対処の方法も規定されてゆくためです。

日米学生会議は、今日、そして21世紀における様々な課題に取り組むために対話と行動を深め

てゆくのに必要となる無限の潜在能力を秘めています。人間社会が直面する危機とそれに対応す

る機会を深く認識した上で、我々は未来が今、この瞬間から作られることを忘れずにただちに行

動し、正義と人間らしさが保障された世界をめざす活動にたいして貢献していかなくてはなりま

せん。

第45回日米学生会議の参加者として、我々は参加者全員が1993年の夏に育んだ考え方と精神を

将来に渡って末長く保ち続けて行くことを希望します。

1993年8月22日 第45回日米学生会議参加者一同

編集・作成：グレッグ・ランキー、田中澄人

日本語訳：芝崎厚士

芸術と社会

私たちはこの分科会で、芸術が地球規模の調和に寄与する多くの可能性を秘めていることを学

んだ。芸術とは鏡であると同時に扉である、と私たちは考えた。芸術は私たち自身の文化を反映

すると同時に、他の文化をのぞかせてくれるからである。

国籍に関係なく全ての人類が理解することができる普遍的な特性を、芸術は持っているという
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ことも話し合った。芸術は言語、経済、地理などの障害を乗り越えられる数少ないもののひとつ

であるから、私たちは芸術を通し、地球共同体規模でひとつの視点を共有できるのである。

芸術はまた、芸術家ひとりひとりにとって特別の個人的意義も持っている。各人が芸術を通し

心の平安を維持することが、世界の平和につながるであろう。そして何より重要なのは、考え、

意見、思想などを感情のレベルにおいて探求し表現できる芸術を通し、自分のことと同様に他人

を理解できるということである。

ビジネス

私たちは日米関係における協力体制の重要な役割について話し合った。発表と討論を通し各国

のﾋﾞｼｵ､スのあり方、管理方法、そして株式の問題に関する知識を深め、教育とマスコミの商業

的側面と、伝統的な株式会社について実地での理解をえた。また上争ジオ､スの効率と各国の経済状

態との連関について論じあった。

今日の教育

学校と家庭での教育を通し、人々は社会性を身につける。しかし一度、一社会の価値観が強く

教え込まれると、それを変えることは難しい。そこで人生の早期に“地球規模の調和”の大切さ

を覚えさせることが今後重要になるといえる。

日本の教育制度に関する話し合いて．は、創造的思考教育のための時間の欠如、生活様式の選択

の少なさ、そして卒業後教育を受け続けることができないことなどが、個人そして社会の可能性

を奪っていることに気づいた。アメリカの教育制度に関しては、多文化教育の必要性を認識し、

読み書きなどの必要不可欠な技術の教育に一層の努力をすることが、緊急の課題であると確信す

る。全ての人が専門の教育者となるわけではないが、私たちはみな、自分の住む共同体において

学習に適した環境を作り出す責任がある。私たちが必要な技術を習得するための機会を与え、教

育の選択を認めることにより、私たちの社会が面している問題の創造的解決方法を次の世代が見

つけることができるようになるのである。

アジア太平洋地域の経済発展

当分科会は、日米間の衝突と協力に関する視野を共有するためのユニークな機会となった。私

たちは、人々の生活水準を向上させ、第三世界の不確実な政治状況を安定化させるために、日米

両国は自由で協力的なODA、NGOとの協力そして発展地域て畿のう。ロジェクトと投資の競争など

を促進させるべきであるとの強い認識を得るにいたった。世界の二大経済国が決断し、努力をつ

くさねば、第三世界は、貧困、飢餓そして暴力の悪循環から逃れることはできない。私たちは、

日米の行動を監視し続け国際社会における責任を充分に果たしているかどうかを判断することを
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怠らない決意を抱かされたのである。

メディア

莫大な財源、急速に発展する科学技術、優秀な人材により、メディアは、グローバルな協力と

いう私たちの目的を追求する上でもっとも重要な役割を果たしているといえるだろう。しかし一

方で、各国内及びその間で交換される情報の媒体として、民族中心主義的な偏狭なものの見方を

押し広げるために、地域、国家そして地球を舞台として立ち廻らねばならないという責務を負わ

されているのも事実である。

日米両国の歴史の考察を通して、私たちはメディアには二つの側面があることを知った。第一

に公的、政治的なスキャンダルを暴いて、環境破壊、侵略行為、社会的不公正を表面化させる役

割を担う、情報の“自由な”流通媒体としてのメディア。第二に政府主導のプロパガンダ、や誤っ

たステレオタイプの代弁者としてのメディア。このような状況のなかで、真に客観的で公正では

ありえないとしても、メディアはいま、経済的な絆や民族中心主義をこえたより高いレベルで、

国際的な認識や理解を促進することが望まれているのである。

健康と社会 一心と身体のバランスー

健康は、私たちが現在直面している問題の中で、最も広範にわたり、複合的な形で問題となっ

ているものである。この問題の私たちの社会との深い関係に気付くなら、私たちは、法人の利益

や表面的なことよりも、これを最優先課題としなければならない。私たちは、様々なヘルスケア

ーのシステムについて話し合いもしたが、何よりも、適切なヘルスケアーを受けることは人間の

基本的な人権であるという、銘記すべき結論に達した。貧しい人も富んだ人も、若い人も年老い

た人も、第三世界の人もそれ以外の人も、全ての人が適切なヘルスケアーを受けられるよう、保

障されなければならない。そしてそれが達成されたとき初めて、私たちは、地球共同体の調和と

共生という目標に向かっていくことがて醗きるのである。

哲学と人生

私たちは会議のテーマに個人的なレベルでアブ。ローチし、以下のような人間の複雑な問題につ

いて意見を分かちあった。「愛｣｢人生｣｢ジェンダー｣「日本人の精神｣｢死｣｢人生の意味｣などである。

私たちは二国間の関係を解決する具体的な方法ではなく、“新しい人間の見方，，を提供する。上記

のような問題は、国籍に関係なく全ての人にとって共通のものである。そしてそれらの問題に対

する私たちの意見は、いくぶんかは文化的な相違によるものであるが、それよりも個人の育ち方

や他の感情的な要素から成る確固とした人生哲学によるものなのであると言えよう。従って政

治・経済・教育・科学の分野における日米の指導者は互いに追い詰め合うことをやめ、相手の肩
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書きの向こうにある一人の人間の顔に気付くべきである。そうすれば互いにより深く理解し合い、

尊敬し合うことができるであろう。そしてそれによって、本当の意味で、展望を共有し、政治・

経済．環境等の問題で調和と共生を得られるであろう。私たちはいつも、合意や解決に至れるわ

けでない。しかし、少なくともお互いを理解し合い、尊敬し合うことはできるのである。

新時代の法と政治

正義や法、政治についての私たちの考え方は人それぞれですが、これを共通の土台としてわた

したちは協調に踏み出すことができる。

日米の“少数派”と呼ばれる人々が平等を求める姿を、そして彼らと今の体制がいかに関わっ

ていくべきかを、私たちは話し合った。

「女性の地位と機会均等｣の議論に熱を入れたこともあった。そして私たちは様々な考察から、

現状を打破するために、「機会の平等｣が果たす積極的な意義をたびたび再認識するに至ったので

ある。

変貌する世界における科学技術の影響

世界のよりよい調和にむかって、地球共同体の一員である私たちは、科学技術発展の基礎とな

る技術革新や発明を共有する必要がある。科学技術は全ての分野に広がっており、全ての社会が

協力していくための道具となり得るものである。しかし科学技術は、永遠に両刃の刃でもあり続

けるであろう。従って私たちは、過去の失敗から学び、その知恵を科学技術のより有効で適切な

使用のために用いなければならない。また、倫理的な問題を提起し科学技術の発展の全ての段階
にそれを反映させなければならない。そしてこれまで世界の融和をもたらしてきた科学技術は、

今後の地球共同体のよりよい協力の‘鍵”となるといえるのである。

ジェンダーワークショップ

私たちの生活の様々な場面での、男女の違いは明らかである。

理想としては、私たちはお互いを、紋切型のイメージではなく、男女という枠組みを超えて一

人の人間としてみるべきであろう。しかし私たちは完全な社会に暮らしているわけではない。従

って、権力を持った人々は、現在抑圧されている人たちも自由に自分の生き方を選べるような社

会を作るために、行動しなければならない。それができて初めて、全ての人々が本当に平等だと

思えるようになるのである。そして私たちは、“女性の権利'，や“ゲイ・ライツ”に限ることな

く、「人権｣を求めて行動してゆこう。全ての人は｢人間｣なのだから。
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地球市民シンポジウム(九州リージョナルデイ）

一ヵ月の会議を通し、私たちは参加者として、まさに地球市民の在り方を模索してきたといえ

よう。来る21世紀に目を向けても、環境破壊、人権侵害そして地域紛争など私たちの行く末を脅

かす深刻な問題が山積している。そしてこのような事態は各国・各地域だけを念頭に行動してい

たのでは、もはやどうにもできないのである。

私たちは地球市民としてこのような地球規模の問題に正面から向かってゆかねばならない。各

人が自ら差別と戦い、環境汚染に苛まれ、軍事的侵略に曝されている、そういう気持ちで向かっ

てゆくことが必要であるといえよう。

このような視野を育み、異文化・多様文化の共存の機会を捉えてゆきながら、私たちは地球市

民となっていかねばならない。私たちが様々な人々の求めるものを大切にしたときに、全ての人

が共通に持ち合わせているものの何たるかに気付き、全ての人の求める“共通善”を支えてゆけ

るのである。そして、私たちがこの地球を、地球上の一人一人の目を通して捉えることができた

ときに、@Othinkglobally,actlocally"を実践できる地球市民となることができるのである。

ボランティアフォーラム(関西リージョナルデイ）

地球共同体の全ての構成員は、ボランティアというものの重要性と、ボランティア活動が軽視

されている現状について再認識する必要がある。ボランティアが私たちの生活にとって不可欠な

ものとなるためには、ボランティア活動への参加が肯定的に捉えられる環境を作っていかなけれ

ばならない。このような環境は、たとえば教育を通じて社会問題に対する意識を喚起したり、ボ

ランティアに対する日頃の態度や見方を変えたりしていくことによって実現できるものといえよ

う。そしてこのようなボランティア活動への積極的な参加を促進することが、地球規模の調和へ

の道を切り拓くのである。

環境フォーラム(東京リージョナルデイ）

学校社会と社会教育は、どちらも世界、国家、地域というそれぞれのレベルにおける環境問題

に対する関心を呼び起こすための重要な‘鍵”であるといえよう。私たちは、社会の全ての人が、

環境に対する振る舞いや取り組みを変えていくよう働きかけていかなければならない。再生、節

約、リサイクルなどの、ほんの些細なことに気を付け態度を改めることでも、最終的には大きな

変革をもたらすのである。私たちは地球市民としてこのようなレベルの変化に加えて国家レベル、

世界レベルにまで視野を広げていくことを求められている。民間部門は今やより詳細な情報を持

っているため、現状の変革に対して敏感であり、また責任もおっているので、国内の環境政策だ

けでなく、第三世界に対する政府開発援助(ODA)などについてももっと大きな影響力をもつべき
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であろう。そしてもう一方で政府が人々の意見に耳を傾けることによって、環境政策は今よりも

より実際的、効果的なものになるであろう。

少数派問題フォーラム

本会議参加者として、私たちの緊急の課題は人権、宗教、性別に関わりなく全ての人が安心し

て共存できる世界を作ることであると宣言する。二極構造や制度的差別のような過去の遺産が崩

壊したにもかかわらず、人々の間に根強く残る偏見は、今日の世界に総いても尚、全人類の平和

的共存の実現を阻み続けている。会議を通して私たちは、よりよい地球共同体を目指して、異文

化間の理解を進めることが可能であるような制度をどのようにして作り出すのかということをひ

とつの焦点として話し合ってきた。日本については、外国人労働者、在II韓国・朝鮮人、部落民

などの問題を考え、平等を求める彼らの連動を認識・支持することが重要であり、多様|生を享受

する力を備えることによってより開かれた社会が実現されるだろうとの認識に達した。アメリカ

については、伝統的な権力構造が多様な新参市民を異分子として排除する恐れがあることが指摘

された。「全ての人に対する自由と正義｣を誓ったこの国においてさえ、女性、少数者そして高齢

者たちは社会のなかでの平等を勝ちとるために戦い続けているのである。日米両国は多数派少数

派に関わらずすべての国家の構成員が共存できる社会の建設に向けて学ばねばならない。調和の

とれた社会とは、地球共同体のなかの全ての人々の、あらゆる表現の自由を保障するような環境

を備えた社会であるといえるのではないだろうか。

戦争と平和フォーラム

一ヵ月にわたって、私たちは戦争と平和についての話し合いの場を持つことができた。そこで

私たちは“戦後現在まで続いている記憶と不公正、特に戦争犯罪問題における不正に対する、い

わゆる戦後処理に迅速に取り組む"、“戦争の原因となる人種差別、経済問題や社会的不平等のな

い平和的共存を進めていけるような体制を整える”という、将来に向けての二つの大きな目標を

見つけたのである。他の文化や歴史をより深く理解するために、特に若い世代に対する教育の継

続と向上を基本としてこれらの問題の解決をはかってゆくことを、ここに提案する。私たち市民

こそが、戦後残存している不公正を是正するよう政府に対して働きかけるために、必要な情報を

得、戦争の潜在的原因に対する解決をはかっていく力を待っているのである。
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2．戦争記念館・博物館に関する提言

長崎原爆資料館への訪問は、私たちに戦争の恐ろしさを目の当たりに再現しただけでなく、戦

争について公に展示することの教育的な可能性について議論するきっかけとを与えてくれた。資

料館における原爆投下直後の長崎市のイメージはとても衝撃的で、私たちの心を揺り動かしまし

た。と同時に、この資料館が当時日本にいた人々だけを被害者として扱っていることは、原爆投

下の背景にあった歴史的事実を知ることを妨げているのではないか、という思いが私たちの中に

沸いてきたのです。もしそうであれば、この資料館は、人々が戦争から教訂||を得ることの障害と

なることだけでなく、人々が他人の痛みを知るという機会をも奪ってしまうことになってしまう

のではないて、しようか。そしてこの問題は"PearlHarborMemorial"やその他の世界中の戦争

記念館についても言えることなのです。

こういったなかで、私たちは、長崎原爆資料館をより広範囲の歴史的事実に基づいた資料館に

改造する計画が現在進められており、そこでは戦争の一部として長崎の原爆が扱われる予定であ

る、ということを聞き、これをたいへん素晴らしい試みであると考えます。新しい原爆資料館で

は、年表やビデオの上映によって、攻撃者としての面も含めた日本と中国・アジアの関係を負い、

最終的に1945年8月9日の長崎への原爆投下にたどりつく構成になる予定であるとのことです。

この構想は、「日本人は、現在だけでなく第二次世界大戦中に船いても、日本がどのような立場、

役割にいたかを学ぶ必要がある」という本島等長崎市長のお考えの趣旨に添ったものであると言

えます。

私たちは、このような変化が、戦争の恐怖を、被害者意識を強く前面に押し出した主観的なも

のからより客観的なものにしていくための重要な第一歩であると信じます。鶴見和子先生が8月

7日の地球市民シンポジウムにおけるスピーチで強調されたように、私たちは他人の痛みや苦し

みの経験を共有することによって地球共同体を実現しなければならないのです。自国による戦闘

行為の被害者や旧敵国の受けた苦痛を直視せずにそれを避けて通り続けるといったことは、人々

の間でいつまでも見られる問題でしょう。このことは真珠湾記念館、アリゾナ原爆博物館、そし

て東京に新しくできる戦死者平和記念館を巡るどの議論を見ても明らかです。

私たちは、戦争記念館や博物館が、自国の払った犠牲のみでなく、自国の侵略行為、戦闘行為

によって他国が払わされた犠牲についても触れていくことを提案します。戦争という行為を扱う

資料館を作るうえで、主観的な部分が完全にとり除かれることは不可能でしょうが、その中で、

自国の行為によって発生した破壊や死を見つめていくことが戦争と平和に対する攻撃的な考え方

の抑制につながることを強く望みます。日本に船いてもアメリカに船いても、今後、戦争教育を

変えていくためには、いま以上の世論の後押しが必要となるでしょう。そしてそこでは、長崎原

爆資料館のような戦争記念館が、戦争の捉え方の変化につながるような、世論の大きな動きへの

原動力となることを、私たちは確信するものであります。
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3．日米ユース・デクラレーション

日米学生による宣言

私達第45回日米学生会議の参加者は、現在世界の国々が遭遇している数々の難問と変化への足

がかりに対して認識を深めていく中で、1945年のサンフランシスコでの国連憲章は最早現代の世

界情勢や新時代の幕開けとともに登場するであろう地球共同体、及びそれが内包する諸問題には

到底対処しうるものではなく、今後私たちがヴィジョンを共有し、これらの問題を力をあわせて

解決してゆくには、徹底的に民主化され、強化された国連と、地域レベル・草の根レベルでの活

発な活動に基づいた新たな国際協力体制の双方が必要とされているという確信を抱いたのです。

このような中で、日米両国が世界に総いて、殊に政治、経済、軍事、科学技術等の諸部門に対

して占める役割や影響力には注目すべきものがあると言えます。

そこで私達日米学生会議参加者は、自らが、分科会・フォーラム等を通して対話を続けてゆく

うちに、多様な文化的背景を超えて一致団結し、世界のより良き変革を求めて語り合える、他に例

を見ない場を創造している事を改めて認識し、1934年、日米関係が急速に悪化する時代に在って、

その関係改善を目指し、両国の架け橋たらんとしてこの会議が産まれたことを想起し、当時に劣

らず1990年代の今も世界の諸地域が切迫した状況に置かれていることを正視しつつ、1995年には

25歳以下の青年層が世界の約半数を占めるであろうことも踏まえ、地球の調和が平和・幸福等の

根源的価値に基づく公正で人道的な世界秩序においてのみ見出されるという信念の下、以下の諸
提言をここに宣明します。

1．国連の50周年に向けて新国連憲章を作るための世界的首脳会談の開催の実現に向けて、日
米両国が協力すること。

2．上記首脳会談を開いて新国連憲章を起草し、国連を民主的て責任ある国際組織へと変革せ

しめ、環境・貧困・人権問題への対処、民主的政府の一層の普及、地域紛争の抑制及び核拡

散の防止、等の積極的措置をとりうるだけの組織とすること。

3．世界中の若者に呼びかけ、世界的に教育を普及させ、若年層の意思決定過程への参加が制

度的に確保されることを国際・国家及び地域レベルで推進してその力を発揮してゆくこと。

4．以下の手段により、地球環境を守り、日米関係を改善して博愛精神を育てること。

A.地球の生態系を保全するよう行動かつ生活し、全ての種とその棲息地を尊重する。

環境悪化防止のために共働する。ここでは、①清浄な代替燃料に依存してゆくこと②開

発途上国にこのような技術を提供すること③全ての食糧を、環境との調和を保ちながら確

保してゆくこと④軍事前提の経済体制を平和な時代にふさわしい経済体制に切り換えてい

くこと⑤リサイクルを実現し、浪費を逓減させて資源節約を推進すること⑥生産物の価格

に環境上のコストを盛り込んだ｢実質費用価格｣を設けること⑦国際原子力機関を通して核

兵器の世界レベルの統制を目指すこと⑧人口問題を倫理的見地もふまえて取り組むこと等
が具体的に考えられる。
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B.全ての人々が、食糧・住居・清浄な空気や水、そして教育・保健・家族計画・職業等の

全てを必要としており、同時にこれらが全て、各人の人権を満たしてゆく上で必要不可欠

であることを再認識して、資源の衡平な分配を目指し、異文化間交流を推進して、他者へ

の寛容と世界における多様|生の享受を説いてゆく。

5．これまで日米学生会議を通して志を共にした者たちが、そして第46回及び将来の日米学生

会議参加者が、各人が自らの手でできる様々な方法を通じて、この宣言で掲げた目標に向か

って歩みつづけること。

日米間に戦争が始まった1941年、会議の創設者達が恐れていたことが、現実のものとなってし

まったことは、私たちの注意を喚起して止みません。今日、私たちは、その使命を果たさなけれ

ぱならないのです。

私たちは、普遍たる地球共同体をこれからも求め続けてゆくことを、ここに誓います。
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この様な経験を踏まえて言えることは、こ

の仕事は見た目ほど甘くはない。全くの重労

働であるということだ。東京の事務所には、

今なお引き取り手のない、さまよえる忘れ物

たちが悲しみの声を挙げているという。担当

者としては、少しでも心根の優しい引き取り

手が現れてくれることを願うばかりである。

『さまよえる忘れ物」

鈴木 武志

Lost&Foundを知るキーワードは、ヒロ

ミ、3K、リサイクルである。JASCersの前に

ヒロミが姿を現わす時、それはまず例外なく

忘れ物確認のため、段ボールを抱え込んでい

る時であった。こんな風に言うとヒロミには

失礼かもしれないが、この仕事にヒロミほど

適任の人物は他にい葱かつたように思われる。

そして、こうしたヒロミの地道な活躍に救わ

れ、運良く失いかけた物が見つかったJAS-

Cersも少なからずいたはずだ。同じ係であり

ながら、自分の財布を紛失して、ヒラチクや

ハリーに迷惑をかけてしまった私は、全くヒ

ロミに顔向け出来ない立場にある。

次のキーワード3Kは、周知の3Kとは多少

意味が違う。ここでの3Kは「こまった｣「きり

がない｣｢気になる」を意味する。関西滞在中

は、忘れ物の中に何と東急インのコードレス

フォンがあった。この様な予想も出来ないと

んでもない代物に、いつもこまった表情の

我々だった。また、呼びかけても呼びかけて

もきりがない部屋の忘れ物や、バスの落とし

物にはただただ無力感を味あわられた。しか

し、この仕事も板に着いてくると、さすがに

引き取り手のない忘れ物が気になるものだ。

最終地大阪国際空港て､は、人目もはばからず

次々と誰の忘れ物か尋ねまわる始末だった。

そして最後のキーワード、リサイクル。武

蔵野市ではあれほどリサイクルの説明を受け

たにも関わらず、その翌日には半ば放置され

かけた忘れ物を、部屋の方々で目にした。一

体何のためのリサイクルだったのだろうかと

皮肉なものを感じずにはいられなかった。

議鍵蕊

…

涕
弘
砧

雲

ビデオ係

三宅 浩史

第45回日米学生会議本番中は、僕を含めた

2人がビデオ係をやらせていただきました。

ファインダ、－越しに見るJASCの風景も、ま

たひと味違った面白さがあって、その意味で

は恵まれた仕事をしたと自分では思っていま
÷

ヲo

僕たちの撮るビデオは基本的に記録するこ

とが目的なので、フォーラムやシンポジウム

などの具体的な会議進行中は、できるだけ公

平にまんべんなく撮りました。しかし、JASC

の最もJASCらしい部分というのは、それ以

外の時間、例えばホテルのロビーや移動中の

何げない光景にもたくさんあるようです。カ

メラを向けると誰もが笑って返してくれまし
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た。数十本に及ぶビデオカセットの中に45回

JASCerの一つ一つの笑顔が入っています。

撮っていた最中は何か絵になるものを探して

いましたが、あとで見て本当に懐かしいと思

うような映像は、むしろ自然な光景にあるの

かも知れません。

日米学生会議は夏のたった一ヵ月の共同生

活のために、日米からいろんな人間が集まり、

そして別れます。しかし、その中で、それぞ

れが自分の道を見つけて社会へ出て行くこと

でしょう。

僕たちのとった数多くのビデオは、'93夏に

日米80人の学生の間で芽生えた友情、共に感

じた感動を伝えるものとしてずっと残ってい

きます。また、いつか、何年か経っても変わ

らぬ友情を確かめ合いながら、第45回JASC

の同窓会でこのビデオが見れる日を楽しみに

しています。

の友達と会いつづけた。1週間、旧友の歴史

を聴きつづけた。そうして、今改めて、強く

感じていることがある。さまざまな土地・文

化・背景の人間が集まった時の使命、という

こと。箸りかもしれない。けれども、いつか、

何とかしたい憤りを今持っている。

それは、部落差別に対する。差別全体に対

する。「それで別れたんやない、て思いこもう

とした。これでいいんや、て信じようとした。

でも、負けた、ていう気持ちは消せんの｡」

5年間つきあった、被差別部落出身の彼と

別れた友人は、正直な湖底の石にむかって、

何度もくやしい、という言葉を吐いた。

「私はずっと、友達と家族のいるこの土地で

根をはってしっかりと生きていきたい｡自分が

好きなら前は良かった。でも今は、今もって

いる何もかもを捨てていく、ってことは、で

きん、てわかった｡」

友人は、結婚の約束までしたのだ。

「今の人を好き、と思う。でも時々、好き、

と思いこもうとしてるんや、ていう正直な本

当がでてきて打ち消せんのや｡」

私達は被差別部落のない町で育った。だか

ら、高校にいくまで、同和問題は歴史でしか

なかった。関東のJASCerの多くのように。知

らなかった。

マイノリテイー部落差別について雑感

脇坂 あゆみ

太陽の真下 平和の平は平凡の

平と思いき 何を捨てたか(俵万智）

8月の琵琶湖はそのままの、想い出と思じ

形と色で輝いている。JASCで3年ぶりに日

本に帰り、残暑に故郷で4年ぶり、7年ぶり
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8月18日、浅香部落にいった時、教育によ

って、正しい認識によって、闘争によって、

平等はかちとられるものだ、というのが部落

解放同盟の方のお話であった。

「我々は必ず勝利すると信じています｡」

とおっしゃった口調はこの上なく頼もしかっ

たし、なくなりつつある差別、とも感じられ

ていた。

けれども、滋賀の湖北に帰り、友人の涙を

見た時、地方では、時の流れも、人の流れも

もっと、もっと遅くて、マイノリティー問題

として、JASCで語りあった差別問題は、まだ

まだ人の生活の中にある、ということをつく

づく感じねばならなかった。

「同和教育なんかあるのが悪いんや｡」

友人は解放同盟の人と反対のことを言う。

「違う、と知ってしまった人間の心をかえる

のは不可能や。悪いこと、と思っても優越意

識はもう生まれてしまう。」

今苦しんでいる者を楽にしてほしい、歴史

に残すのはあとからでいい。タイムカプセル

につめて差別をこの瞬間に抹消できれば。

彼女の切望は、JASCで勉強をした私達の

認識をはるかに越した観察であり、私はその

ことに、半ば｢絶望」していた。JASCて話した

一部の人の意見は、自分がそうでなくてよか

った、と思う自分に自己嫌悪を感じるがどう

しようもない、というもの。そして、

「差別される側の傷みはする側には絶対に

わからん｡」

ということだ。

「どうしたらなくなるんやるなあ｡」

家意識がなくなり、土地への執着が薄くな

り、人の動きがはげしくなっていけばなくな

っていくだろう、というと、友人は首を振る。

「そうかんたんに考え方も変わらんし､人も

動かん。今でも好んで悪い噂を広める人がい

る。そう、いいことは絶対広まっていかんの

に悪い噂は光より速い｡」

いいことは、どうして広まっていかないの

だろう。人はどうして誰かより優れていると

信じたがるのだろう。ケン・ジョセフさんの

｢日本人｣に対する警告が思い出される。平等

の理想さえもないまま、私たちは国境という

壁をこえていくことができるのだろうか。

私はたまたま、国外へ出る機会を得て、い

ろいろな人や考え方に触れることができた。

グループや国々へのステレオタイプはまだま

だあって、それはこれからなくしていく偏見

だと思っているが、価値観とは全て相対的な

ものである。また人間個人の高級低級はそれ

ぞれの人間関係の定義によっていて、絶対的

な上下などない、と信じるようになっている。

そうした部外者的なものの見方は、海外生活

なくしては得難かったであろう宝物だ。

JASCerの特権とは、そういうことだ｡使命

とは、一見机上の空論にみえて、実は、加害

者と被害者の言のおよばない見方を提供する

ことだ。さまざまな土地・文化．背景の人間

が、実社会で本気でぶつかりあうことは難し

い。でもJASCはできる。そして。

私自身は、今後、故郷やアメリカ、東京や
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に参加できたことを本当にうれしく思う。そ

して今、今度は立場を異にし、次回会議をつ

くっていく立場で振り返ると、そこには以前

見えなかった物が数多く見えてくるのも事実

だ。実行委員として他の方と接するとき、「な

ぜ日米なの？」「どうして学生なの？」等々､会

議の根幹に関わる質問をよくされる。所与の

物だった会議が、本当に自分たちの手で作り

上げる物なんだと感じる一瞬でもある。｢毎回

が第一回の会議なんだよ」とはよく聞く言葉

だが、今年で会議創設満60周年を迎え、それ

ぞれの道において第一線においてご活躍なさ

ってぃらっしやる諸先輩方の姿を見聞するに

つけ、強く自らの存在意義を問わされる。会

議そのものは終わったが、僕たちのJASCは

まだまだ始まったばかりだと思う。会議後、

参加者の一人からもらった手紙の中に次のよ

うな一文があった｡「こんなにすばらしい経験

を共にしてくれた第45回参加者に感謝を表す

意味でも、この経験を最大限に生かして、い

つどこで彼らに再会しても恥ずかしくないよ

うな自分でありたいと思う。」

昨夏集った80名は、それぞれが個性豊かで、

魅力的な顔の持ち主ばかりだった。

｢80人の顔」

泰松 昌樹

1980年代はじめより国際化がしきりと叫ば

れ、同時に「日本人には顔がない」と言われ続

けている。このことは､"物"は好かれても“人”

が好かれない、すなわち経済以外の分野にお

ける国際化の立ち遅れを意味しているのでは

ないだろうか。では果たしてその国際化を、

学生レベルで考えるならばどのような物にな

るだろう。実際、国際化という語の意味を一

言で言い表すことは不可能だと思う。しかし

あえてそれを試みるならば､｢異なる文化を持

つ人間が心の壁を越えて理解し合おうとする

こと」だと思う。よく使われる言葉だが、相互

理解という言葉がぴったり来るものと思われ

る。そこには相手を理解する必要性と同時に、

相手に自分を理解してもらう必要性もあり、

そのためには自らをよく理解する必要がある

だろう。安易に相手を非難するのでもなく、

極端な相対主義に陥るのでもなく、一身の独

立を保ちつつ常に問題意識を持ち、自己の哲

学の形成に励む必要性もあるだろう。

あの千刈のセミナーハウスの蒸し暑い夜を

思い出しながら、今こうして、大学に入って

一年にも満たない自分が、第46回実行委員と

して今夏の本会議に向けて毎日を忙しく送ろ

うとは。そして、一抹の不安とともに、毎週

土曜の午後に開かれるJECミーティングで次

第に会議の具体的な内容が見えてくるにつれ

て、是非とも会議を成功させたいと強く願う

ようになった今日この頃。

1993年の夏、日米各国40名の学生により第

45回日米学生会議が行なわれたこと、明らか

な力不足を感じながらもその一員として会議

句伺

Ⅸ
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は準備期間中と同じで、話がしたければ電話

があるし、少し無理すればいつだって会うこ

とができる。連帯感や信頼、そして友情は心

の中で持ち続けることのできるものだと実感

して終わった会議だったのに、なぜ｢独り」を

感じたのだろうか。

準備期間中や会議中、今まで受けたことの

ない鮮烈な衝撃を受けた。見えなかったもの

が見えるようになり、存在すら知らなかった

ものを認識できるようになった。衝撃は、見

えなかったものや見ようとしなかったもの、

更には無意識のうちに目を閉ざしてきたもの

が目の前に露呈され、それを直視せざるを得

ない状態に陥った時に強く感じるショックだ

と思う。見えなかったものが見えるようにな

る感動は大きいが、同時に自分の愚かさが身

に染みて心が痛くなる。私には、知識はもち

ろん、洞察力も的確な判断力も長期的なヴィ

ジョンもない。自分が小さく、頼りない存在

に思えて、全てに関して自信が持てなくなっ

てしまう。

私の時間を侵蝕し続け、最後には生活その

ものとなってしまった膨大な量の仕事は、自

分が受けていた衝撃の大きさについて考える

暇を私に与えなかった。あるいは、その場の

状況への対応を優先することによって、仕事

を盾に無意識のうちに私の側から逃避してい

たのかもしれない。それよりも、会議の運営

に携わり、参加している間は、考える必要性

がなかったのだと思う。私が愚かであっても

自信がなくても、仕事をしなければ会議が開

催できなかったし、何よりも、私の仕事をフ

ォローしてくれる人たちがいた｡｢嵐の後の静

けさ」の中で｢独り」を意識したのは、それまで

目をそらしてきた衝撃の大きさに気付き始め

たからであろう。会議の終了によって、自分

網

寺澤 実紀

実行委員としての活動を開始してから第45

回会議終了までの一年間は、怒濤のように過

ぎていった。JASCは私の生活のすべてを巻

き込みながら、北九州市滞在中に西日本を襲

った台風のように私の中で暴れ、夏と共に去

った。全ての仕事から解放された生活は、「嵐

の後の静けさ」とでも形容し得るのだが、

JASCやJASCerたちが私に与えた衝撃は私

の中で消滅するどころか、遠心力を伴って私

を押し潰さんばかりである。

「帰郷者というものが皆そうであるように、

少し落ち着かないところがあります。自分の

思い網が何で重いのか、また確かには知らな

いのです｡」『若き詩人への手紙」より

閉会式で抱いた筆舌に尽くし難い複雑な心

境は、札幌へ戻ってから何日もの間、私の心

を支配した。何か言いたい、伝えたいのだが、

何をどのように伝えたらいいのか分からなか

った。そのような気持ちをそのままガラスの

箱に入れ、沈黙することが一番だと感じたが、

反面、どうにか言葉で表現して自分の心を整

理したいとも思った。そこで手紙を書こうと

したのだが、筆が全く進まなかった。何通か

失敗した後、ようやく送った支離滅裂な手紙

に､「1年間に及ぶ様々な経験を消化するのは

自分であり、それは自分の手で自分に課さな

ければならない重要な課題です。今までは一

緒に仕事をすることができたけれど、これか

らは「独り」で歩まなければなりません｡」と

書いた。少し変な気分だった。「独り」の生活
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か知らないのです。ぼくは信じていず、知り

ません、ぼくの使命は何にあるのか｡」『かも

め」より

無
粋
輯
群識’撫蕊

鴬

私はようやく、真筆な態度で自分自身を見

つめ始めているのではないかと思う。今まで

自分自身に目を閉ざして生きて来たことを、

非常に悔やんでいる。しかし同時に、内に対

しても外に対しても閉ざされていた私の目を

開いてくれたJASC及びJASCerたちに、一言

の｢ありがとう」という言葉には託しきれない

程、感謝している。

JASCからの帰郷者である私の網は、一生

重いままであろう。そして、感謝の気持ちと

例の複雑な心境を抱きながら、JASCやJAS-

Cerたちを今後見つめていくだろう。「重い

網」と共に､着実な歩幅で大地を踏みしめなが

ら、一歩一歩前進したいと思う。

鱒

蕊

霞錬

が物理的のみならず、精神的にも「独り」であ

ることを認識し、今までの人生の中で自分が

いかに自己を顧みることを怠って来たかを理

解した。

会議が終了して以来、様々なことが脳裏を

掠め、私は粁余曲折を重ねている。今の私に

は、数々の衝撃によって目の前に突き付けら

れた多くのものを凝視し、自分の中で共存あ

るいは克服する勇気が必要だと感じている。

そのような課題を自己に課すことができるよ

うになっただけでも大きな進歩であり、自分

に自信を持っていいと思う。「自信を喪失した

んだったら、また持てばいい｡」と言ってくれ

た人もいる。開き直りにも似た意志を持って、

自分の歩幅で前進できればいいだろう。しか

し、頭では分かっているものの、実行するこ

とは至難の業である。一定の歩幅で着実に歩

まなければならないのに、性々にして歩幅が

乱れてしまう。時は、私のために静止するこ

となく、常に流れ続けている。自己嫌悪に陥

りつつも、歩幅を保持しながら前へ進まなけ

ればならない。

独 白

西元 宏治

最近読んだ文章のなかにカズオ・イシグロ

の次のような言葉が引用されていた。

「僕自身､人生の終わりにさしかかって過去

を振り返ったときに、自分が人生を浪費して

いた、人生が失敗だったと気づくことになる

「あなたは自分の道を発見された､あなたは

どこへ行くかを知っていられる。だがぼくは

いまだにまだ、夢想と形象の混沌の中に漂っ

ていて、何ためにまた誰に、それが必要なの
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んじゃないかという恐怖を持っています。そ

ういう冷酷な現実に直面すると、多くの人は

自分自身に嘘をつく。その嘘にいたるまでの

全過程に興味があるし、それが僕が小説で今

後も探求してゆきたいテーマです｡」

人間の内面の動き、特に自分自身に対する

評価の限界に関する非常に小説家らしい見解

だと思う。確かに、人間とは誰に対してもよ

り、まず自分自身に嘘をついてしまうものだ

と思う。三島由紀夫もいうように、「忘却とそ

れに伴う過去の美化がなければ、人間はその

生に堪えられない｣のかも知れない。しかし、

かりにそれが人間の性だとしても、現実に生

きてゆかなくてはならない人間がそれに寄り

掛かることは許されないように思う。美しい

嘘をつくことは文学者の使命かもしれないが、

全ての人間が文学者になることは出来ないの

である。現実がなくては嘘も存在しない。自

分に嘘をつくことはあまりにも簡単なことで

はあるけれども、自分を編し続けることは出

来ないし、何よりもどんな嘘をついたとして

も現実をかえることは出来ないからである。

しかし、こんな当たり前のことさえ、本当に

意味で分かることはないのかもしれない。

これから、ここで自分が何を書いたとして

も、それは今の自分の気休め以上のものには

ならないだろうと思う。だから、僕が第44.

45回日米学生会議について何を述べたとして

も、この一年間余に経験したことについて総

括したなどとは思わないでほしい。ただ振り

返って感じたことを思いつくままに書いてみ

たに過ぎないのだから。

人によってJASCに参加した理由は、様々

であると思う。僕自身、一体自分が何故、

JASCに興味を持ったのか、ハッキリ言葉に

して説明できないし、更に、何故、それが

JASCという場所をわざわざ選んだのかとい

うことになれば、もっと良く分からない。た

だ僕は、毎日に退屈していた。高校の時から、

もっとそれ以前からそうだったかもしれない。

毎日が不満でしょうがなかった。平凡な日常

からどうにかして逃げ出すことばかり考えて

いた。それでいて何をしていいか分からず、

いつも迷ってばかりいた。何でも出来る様な

気がするときもあれば、何も出来ず、一生何

も出来ずただ不満だけを抱えたまま生きて行

くことになるのではないかという不安に苛ま

れていた。その気持ちは、大学に入った後も

消えることはなかった。いろんなものが表面

ばかりの薄っぺらいものにしか見えなくて、

自分の力を注ぐ．のにはふさわしいものには見

えなかった。ただ、人ばかりが多くいるキャ

ンパスは、僕を疲れさせ、虚しくさせるだけ

だった。

そんなときにJASCに偶然出会い、参加す

ることになった。JASCに何かを期待してい

たわけではなかった。実際僕は､JASCについ

て何も知らなかった。参加者に友人がいた訳

でもなく、講演会や説明会に行ったことがあ

る訳でもなかった。ただポスターを見て、実

要を読んだにすぎなかった。それで十分だっ

た。それ以上のことを知ったところで、その

頃の僕には批判の材料が増えるだけだったよ

うに思う。要は、変化を与えてくれるもので

あれば何でもよかったのだと思う。試験に合

格したときも、特にうれしいとも思わなかっ

た。勝手に期待して、勝手に失望するのが厭

で自分の気持ちを無意識に抑制していたのか

もしれない。

5月の全体合宿で初めてJASCに触れたと

き、正直これから一緒にやっていけるのかと

いうことばかりが気掛かりになった。多くの
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参加者が持っているエオ､ルギーみたいなもの

が、過剰なものに感じられ、欝陶しかったの

かもしれない。そして、そこから醸し出され

る雰囲気が良くも悪くも善意に満ちていると

思ったからかもしれない。自分が求めていた

ものを見つけたような気持ちを一方で持ちな

がら、その一方でそれを受け入れることが何

かを誤魔化しているだけのような気がしてな

らなかった。この矛盾した気持ちは、定例会

などを通してJASCとの関わりが深くなるう

ちに益々、強くなっていった。もっとJASCに

深く拘りたいという気持ちが強く働く反面、

何かそこにある雰囲気に自分が持っている疑

問が暖昧にされそうで、雰囲気に呑まれない

ように距離を保つことばかり考えていた。結

局、その気持ちをどう処理して良いか分から

ないままに44回の終わりを迎えてしまった。

その気持ちにうまく整理をつけることが出来

ていたなら、実行委員にはなっていなかった

様に思う。きっとJASC自体というよりも、

JASCと自分との関わり方に満足できなかっ

たのだと思う。それが実行委員としてJASC

に残ることを僕に選択させたのだと思う。

実際に仕事を始めてみると、実行委員の仕

事は、当初の予想を越えて、厳しいものであ

った。単に肉体だけでなく、精神的にもかな

りの負担があったと思う。抽象的で独り善が

りな悩みに浸っている暇などなくなって、常

に現実的な問題の処理に頭を働かせなくては

ならなかった。仕事が大変だったとき、いつ

も「自分は、試されている。」と思っていた。そ

れが何かはよく分からないけれど、何かに試

されていると思っていた。しかし、そのこと

は少しも苦痛ではなかった。それどころか、

楽しいとすら思っていた。そういう時こそ、

自分自身についての発見がいくつもあった。

困難だと思ったことは何度もあったけれど、

解決できないと思ったことはなかった。何と

かしなければならないといつも思っていた。

それまでの批判ばかりしていた自分が、如何

に無責任だったかということを思い知らされ

た。何もしないうちから、知らず知らずのう

ちにいろんなことを決め付けていたことに気

づかされた。何かに戸惑って足踏みしていて

も問題から目をそむけることにしかならない

と思った。戸惑っているよりも、前に進んで

戸惑いの原因になっているものに、自ら働き

かけないかぎりは批判する資格などないと思

った。そして、そのことを知るきっかけを与

えてくれるこの経験を自分なりに精一杯利用

しない手はないと思った。

実行委員として仕事を始めた時、まず自分

が心がけたことは、目の前にある現実をきち

んと見据えることだった。それは、実行委員

になることによって自分が日米学生会議とい

う組織のなかに身を置くことを選んだことか

ら生じる当然の責任だと思っていた。そして、

それが自分の置かれた状況を楽しむ最善の方

法だと思った。次に、自分が何を欲している

かということをきちんと把握することを忘れ

ないように努めようと思っていた。いくら

JASCの中に身を置くことを決めたとはいえ、

目に見えない組織に自分を埋没させるような
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ことはしたくないと思った。JASCに入った

ときから感じ続けていた違和感を大事にした

いと思っていた。そして、この違和感が、ど

んなに忙しくなっても僕に醒めた目でJASC

を見せてくれたのだと思う。それは間違って

いなかったと思っている。

実行委員としてJASCを経験して改めて感

じたことは、JASCのように抽象的な目的を

掲げて存在している団体にとって大切にしな

ければならないのは、団体自体の目的をより

精徴なものとして団体としての性格を強調す

るよりも、そこに参加する個人の自由な発想

が発展出来るような環境作りを常に念頭に置

くべきなのではないかということだった。そ

の自由な発展の手段として、理念についての

理解が深められることが行なわれても構わな

いと思うし、各種の企画が立案されるのも結

構なことだと思う。しかし、これらはあくま

で手段であって、これを固定的なものとして

捉えることによって、参加してくる個人の方

を鋳型にはめることや、規格にあわない個人

を排除するような結果を招いてはならないと

思う。組織が先にあるのではなく、目的を持

った個人の集団が、目的を達成させる一つの

手段として組織を維持しているはずである。

その手段に本来の目的が従属する必要はない

と思う。例えば、それは今年何回か話題に昇

った｢JASCの社会的意義｣を巡る議論に言え

ることだと思う。そのことについて話し合う

こと自体は意味のあることであると思う。し

かし、何も社会的意義がJASCを作った訳で

はないのである。JASCが独自に行なってい

る活動や理念というものが、現実の社会との

関わりの中で意義を作り出しているのである。

まず、考えるべきことは参加している自分自

身がJASCという場を通して、何をしたいの

かぞはっきりさせることであると思う。そし

て、そのためには自分と他人との相違点や自

分のいる集団の特徴を認識し、その相違点や

特徴を大切にしなければならないと思う。つ

い答えを出すことを急ぐあまりに画一化に陥

ってしまうと、様々な種類の人間が集まるこ

とによって生まれる活力の様なものが失われ

てしまうのではないかと思う。外界との関わ

りに注意を向ける前に、JASCというものの

暖昧さというものをもっと積極的に捉え、そ

れを活用するべきではないかと思う。

同じようなことはJASC内の関係において

もいえると思う。大切なのは、仲良くなった

り、同調したりすることではなく、相手を理

解することであり、違いを認めた上でどう折

り合いをつけながら一つのことを為してゆく

のかということであると思う。同質性ばかり

を強調しすぎたり、衝突を恐れて異質性に目

をつぶることは、結局は自己と他の区別を暖

昧にし、問題の所在を不明確にすることにし

かならないと思う。大切なのは、常に自他に

対して批判的な精神を忘れずに、冷静でより

客観的な視点を保つ努力をし、自身の見解を

はっきりさせることであると思う。そして、

そのことこそが、個々の人間を尊重すること

につながるのではないかと思う。安易な馴れ

合いは、形を変えたナルシズムにすぎない。

つい、閉ざされがちになってしまう人間関係

のなかでは、いつしか人間そのものを見るこ

とが失われて、関係の維持ばかりが優先され

ることになってしまう。特に、JASCのような

強制力を持たない集団に船いては、集団内に

衝突が生じた場合、集団意思の押しつけが行

なわれない替わりに関係性、いわゆる｢和」と

いうものばかりが強調されることになってし

まう。それが大事なものであることは僕も否
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定しない。しかし、何も「和｣を維持するため

にJASCというより組織を維持しているわけ

でもなし、第一そんな為にJASCに参加した

訳ではないということを忘れてはならないと

思う。そうしたときこそ、自分自身でしか自

分を律することが出来ないことを知るべきで

あると思う。所詮、人間はひとりなのである。

そうあるべきであると思うし、そう努めるべ

きであると思う。人の助けや情けをあてにし

てしか何も出来ないのなら、他人を巻き込ん

でまで何かをする資格などないと思う。一人

立つ人間こそが、真に他人を理解し、助け合

う可能性を見出すことが出来ると僕は信じて

いる。そして、孤独な個人間の関係に船いて

のみ、人に媚びることのない、やさしさが析

出してくるのではないかと思っている。人が

人に対して出来ることは、その人が一人で考

え行動出来る様な状況を作るべく努めること

位でしかないと思う。やさしさは、ほんの少

しで十分である。やさしさは清涼剤でしかな

い。人間を突き動かすエオ､ルギーそのものに

はなりえないと思ってる。それは自分の中に

見出してゆくべきものであり、けっして固定

的なものではなく、それ故、それを求め続け

る限り、常に迷い続けることになるのではな

いかと思っている。

そのことを知ることが出来ただけでも、実

行委員になってJASCに残ったことに満足し

ている。これから同じような状況に自分が置

かれたとしても、ここでの経験を生かすこと

が出来るのではないかと思っている。そして、

それこそがJASCの成果ではないかと思う。

最後に、一言付け加えるなら、少なくても

僕にとってJASCは、まだ、「化城｣なのだと思

う。その先にある道に進むために存在してい

るのだと思う。それを、幻のままに終わりに

してしまうか否かは、一重にこれからの行動

にかかっているのだと思っている。

蕊
｢わがまま｣から｢わがまま｣へ

芝崎 厚士

ぽ〈は二十歳だった。それがひとの一生で

一番美しい年齢だなどとはだれにも言わせまい。

－ポール・ニザン「アデン・アラヒ需ア｣－

第44回会議の全体合宿に参加したとき、ぼ

くは｢絶対実行委員にはならないぞ」と思った

なぜなら、わずか2泊3日の間みんなと過ご

しただけだったけれど、「ここはぼくのいるべ

き場所ではない」という直観が､一瞬のうちに

自分の心の中を駆けめぐるのを感じたからだ

った。ぼく以外の｢彼ら」は、ぼくがこれまで

歩んできたところとはまったく違う生活環境

で育ち、ここにやってきているのだというこ

とに気付いた。彼らの多くは留学か海外滞在

の経験を持ち、少なくとも共通のマスメディ

アに目を配って、社会の問題に対する理解を

心掛け、自ら積極的に社会に働きかけようと

して、様々なボランティア活動などに参加し

たりしている人達だった。

第45回日米学生会議の実行委員として活動

し、この日本側報告書を作り、結局実質的に
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一番最後まで第45回会議の仕事に携わること

になった今も、2年前の5月と言葉の上では

同じことを感じている。ここはぼくのいるべ

き場所ではなかったのではなかろうか？違う。

そうではなくて、ここはもはやぼくのいるべ

き場所ではなくなってしまった。そうしてし

まったのはぼくなのだ。そしてぼくは、そう

しなくてはならなかったし、そうするしかな

かったのだ。

ぼくはJASCに参加する以前に海外に行っ

たこともなかったし、飛行機に乗ったことす

らなかった。一浪して東大に入ったが、自信

の持てることなどほとんど何一つなかった。

｢日本で一番｣の最高学府に入ったのはいいが、

ぼくはいわゆる東大生と自分との違いに‘|讐然

として、なすすべを知らなかった。父母双方

の家系を辿ってみても、四年制の大学に入っ

たのはぼくが初めてだった。幼い頃から、ぼ

くの周りには、両親を含め中卒や高卒で自活

して頑張っている人がたくさんいて、彼らか

ら大学に行くことがどんなに素晴らしいか、

そして自分たちが行けなかったことでどんな

に辛い思いをしてきたか、しかしそれに負け

ずにどれほど身を粉にしてきたのかをよく聞

かされていたけれど、東大生はおろか大学生

にすら会ったことはなかったし、話をしたこ

ともなかった。そんな状態のまま、大学生と

呼ばれている人達のことをほとんど何一つ知

らないで自分が大学生になってしまったのだ

った。

高校生までの間でぼくが知っていた大卒の

インテリは、塾や学校の先生ぐらいだった。

特に小四から中三の頃行っていた小さな塾は、

翻訳家やジャーナリストが教えてくれるユニ

ークなところだった。先生も生徒もみんな仲

良しで、授業中にアイスをおごってくれたり、

いきなりビンゴを始めたり、クリスマス・パ

ーティーをしたりした。生徒もごちやまぜで、

成績的には箸にも棒にもかからない人から、

名門校の野球部に入って甲子園を目指す人、

隣の中学の番長格(ぼくとは妙に意気投合し

た､すごく頭の切れる奴だった)､生徒会長(ぼ

くの中学時代のアダ名は｢会長！」だった)に

いたるまで様々な人間が6，7人いつしよく

たになって同じ授業を受けていた。勉強さえ

やっていれば(それも怪しかったが)何でも

OKという塾で、現在に至るまでぼくはこの

風土に決定的に大きな知的、精神的感化を受

けている。今思うと、JASCの雰囲気に結構似

ていたような気がする。ぼくの目が、自分の

生活環境とはまったく違う可能性のある世界

へと開くことができたのは、ここでの経験の

おかげであって、これがあったからこそ、ぼ

くは大学での生活を何とか乗り切り、JASC

を楽しめたのだし､今ここで書いているような

ことに思い当たるようにもなれたのだと思う。

さて、4年間の大学生としての生活を振り

返ってみると、結局ぼくは形式的な身分を除

けば、一般的な意味で｢東大生｣にも「大学生」

にもなれなかったようだ。一、二年生の頃は

大学生活にうまく適応することができなかっ

た。このまま法学部に行くことは自己の人格

の抹殺に繋がる、とまでの危機感を持って、

教養学部の国際関係論学科に進学した。そこ

で自分のいる場所を見付けようとして必死に

なってあがき続けたが、結局は他の人々と同

化することも融和することもできなかった。

今のぼくに残されているのは、皮肉にもその

あがきが必死であればあったほど一層揺るぎ

ないものとなってしまった「ここは違う。これ

も違う。ぼくのいるべきところはどこなの

だ？ぼくの探しているのは何か？もしかして、
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ぼくがなぜ、このようなことを間うているか

は、やはり他の誰にも理解できないのか？そ

して、ぼくは同じ場所にいるこの人達とは違

う世界に住む人間なのだ、やっぱりそうなの

か？」という、さらに救いようがなくなった孤

絶感だけだ。

会議に参加して得たものがあるとすれば、

それはこの世の中でどう生きていったらいい

のかという命題に対する模索の時間と空間を

与えられ、ぼくは、自分の現実の中で常にそ

れに自分なりにすばやく答えを出し続けざる

を得なくなったということだ。

日米学生会議における経験は、そのような

悪あがきは決して無駄ではなかったことをわ

からせてくれた。たとえそれがどんなにぶざ

まで、こっけいであっても、自分自身の力に

よって「ほんとうのこと」を掴もうとすること

だけが、それを自分のものにするための唯一

の方法だということに気付かせてくれたのだ

った。ぼくには｢ほんとうのこと」を発見し、

実践する力は依然として乏しいが、そうでな

いことに気付く力は格段に身に付いたと思う。

それはどういうことかというと、ぼくには｢ほ

んとうのこと」を積極的に定義できるほどそ

れをとらえていないが、少なくともそれが本

物ではないかどうかを、その点がかなり巧妙

に隠されている場合でも見分けられるように

なってきたということだ。もっとも、これは

そうでこれはそうでないということは、直観

的にしかわからないし、わかるときとわから

ないときがあって、やっぱり頼りないのだけ

れど。

そして、ぼくはぼくなりに世の中に全体像

を作り始めた。ぼくはその地図を見つめ、常

に描き加え、修正を行いながら、やっていか

ねばならない。それがたとえどれほど不完全

なものであったとしても、それ以外のものを

頼りにはできない。なぜなら、それはぼくが

自分の足で歩き回って、自分の手で測量した、

ぼくのためだけの地図だから。そして、それ

はぼく自身が自分のものであると感じること

のできる唯一の地図だから。

ぼくはJASCでは｢わがままパンダ､」と呼ば

れたり、とかく頭脳明蜥で常に理性的な判断

をするクールな人だと思われることが多かっ

た。「わがまま」というのは当たっている。後

に述べる通り、ぼくがJASCでやったことは、

これまでで一番放埒に自己表現をしたという

点に尽きるからだ。

蕊

篭

＄

灘

抄器
澤

感
懲 謡

宮電熱

蕊

この2年間はぼくにとっては世の中で生き

抜いていくためのセルフコントロールの技術

を修得するための機会だった。ただし、コン

トロールするためには脱線もしなくてはなら

なかった。自分の能力を把握するためには、

その能力をできるだけすべて使ってみること

が必要だった。ぼくは会議の活動の中でそれ

をやろうとした。その結果が｢わがまま」な行

為の集積だ。その放埒の中で、ぼくは何を発

見したのだろうか。

ぼくは、実際には意志が弱く、引っ込み思

案な大きな子供にすぎない。正しいことを主

張することは苦手で、強気に見えるのはすべ

てぼくのもっている弱さの裏返しだ。自信
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満々に見えれば見えるほど、またそうすれば

そうするほど、ぼくは自分の持っている弱さ

から逃れることができるが、自信満々に見え

ることと自信があることとはほとんど一致す

ることはなく、さらに深い泥沼に落ち込む。

素直に自分を出すことによってしか救われな

いのに、頻繁に無駄な虚勢を張っている。そ

うすることによって他人はぼくを信頼し、高

い評価を持って受け入れる場合が圧倒的に多

い。ぼくはそれに甘えている。自他からの厳

しい批判が必要なはずなのに、JASCではそ

のようなことが起こらなかったから、ぼくは

益々増長していたようだ。そうなればなるほ

ど、ぼくは孤立し、だれにも癒すことのでき

ない、地獄のような孤独に苛まれる。ぼくの

抱えているジレンマは、ざっとこのようなも

のだ。

ぼくは自分の内部に、ある信念と情熱を持

っている。『銀河鉄道の夜」のジョバンニと、

『カラマーソ尋フの兄弟』のゾシマ長老の表現

を溶接すると、それは｢あらゆる人のさいわい

のために、実行的な愛を積む」ということだ。

にもかかわらず、ぼくは他人や自分に対する

あらゆる嘘やごまかしの多くを黙認してきた。

それを｢赦す」ことだと履き違えていた。それ

に気付きながらも、結局はぼくは自分の意志

を押し通すことを避けようとしてきた。その

結果は必要以上に自己中心的な態度と、必要

以上に愛他的な態度の両極端になって現れる

ことになった。普通前者だけが批判的な目で

見られがちだし、後者はむしろ羨むべき態度

と取られがちだが、どちらも自分からの逃避

であることには変わりない。ここまで自己批

判できるのが救いだというのは間違いではな

いけれど、それでもやはりぼくは自分や他人

に嘘をついていた瞬間がそうでない瞬間やそ

れに気付いた瞬間を全部足し合わせたとして

もとても及ばぬくらい多かったことを認めな

ければならない。

前回の報告耆に耆いた通り、真実には否定

神学的なものと、自己が自らの心の中に発見

できるものの二種類しかない。前者の真実と

後者の真実の間に一本の道が繋がっており、

その道に何の爽雑物もない瞬間をどれだけ保

てるのか、その瞬間をぼくがどれだけ自分の

ものにできるのか。その瞬間をいかにして実

現し、どれだけ自分にとって有効に経験でき

るかが、人生の意味だと思う。ぼくにはそれ

しかできない。その中途では、きっと想像も

つかないほど様々なことが起こり続けるだろ

う。それでも他にはあり得ないしもうどこに

も戻ることはできない。

人々はその道の存在自体を、信じていない

か信じることを忘れてしまっている。その代

わり人々が信じている、あるいは信じようと

して必死になっているのは、法律や慣習とい

った社会的なルールだ。そのルールにあては

まるかどうかが、すべてだといってしまうの

は当然｢現実主義的｣な社会観として、多少倫

理的な罪悪感(それ自体中途半端なものだが）

を感じながらも、この世の中の大多数の人々
◆

が受け入れている通念である。

ぼくが求めているのは､｢正しいと一般的に

思われていること」だけを知ることではない。

それを知った上で、それを自己の信念と照ら

し合わせた上で、「ほんとうに正しいこと」を

見付けて実践しなければ。それもこれを書い

ている今この瞬間から一生の間ずっと。

もちろん法律や慣習を全面的に否定すべき

では産い。自分のルールを自分で作ることに

よってのみ、言い換えれば自分の世界観や信

念を持ち、｢否定神学的｣真実と「自己の心の裡
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にある｣真実との間にわたされている｢一本の

道｣をはっきりと見据えようとすることによ

ってしか、生を自分のものにすることはでき

ない。あらゆる人のさいわいのためにぼくが

できるのはそれだけだ。一見逆説的だが、今

は次のようにしか表現できない。完全に利己

的になった時には、その人の行動は自分も含

めたあらゆる人のためになり、完全に利他的

になった時には、その人の行動は自分のため

のものでしかなくなる。

普通は生まれた瞬間から、世の中に自分を

合わせていくことがほとんど義務的によきこ

ととされている。それをいったんひっくりか

えして、まず臆さずに自分を出し切って、そ

れを世の中にぶつけてみる。まず自分に世の

中を引き付けることがぼくには必要だった。

それを行ううちに、他人が理解している自分

と、自分が理解している自分の姿を知ること

になる。その作業がないと、自分の持ってい

る力がどのくらいあるのかはわからない。そ

れを経た上で、つまり自分というものを世の

中との比較においてよく知った上で、今度は

自分から進んで世の中に合わせてみる。自主

的に社会通念や慣習とわたりあう術を見つけ

てゆく。「知彼知己者、百戦不殆」という、何

千年も前から知られている最も古典的かつ健

全なリアリズムを、ぼくは青年期の自立の過

程の中で経験的に体得しただけにすぎない。

これは別段目新しいことではないが、それを

理解したことは、ぼくにとっては貴重な大発

見だった。

日米学生会議という、ほとんどどのような

種類の自己実現も許容してくれる場所は、ぼ

くにと．っては、子供のころ通ったあの塾と同

じくらい、この上もなく重要だった。世の中

の枠組みを観取するためには、いったんそれ

とほとんど無関係な状態のなかで｢わがまま」

に自己実現することが必要だからである。自

分が繋がれている可能な限りすべての鎖をい

ったん断ち切って、そこから出発しないと結

局はうまくいかない。そして今度は、自分か

ら進んで鎖を繋ぐ録ことを選べるようになるこ

とが大切だ。

いったん｢わがまま」になることが、自らを

コントロールして自分の居場所を自分で作る

ためには必要なのだ。ぼくは日米学生会議と

いう「わがまま」を許して貰える機会を与えら

れ、それを最大限活用した。そして、そうし

たからこそ、ぼくがここでやるべきことはな

くなってしまったのだし、ここにとどまる理

由もなくなった。だからぼくはもうここには

いられない。もういてはいけない。

これからはそうやってみきわめた自分のも

つ力を、自分の信念と意志にしたがって意識

的に、かつ自在に使うことを学ばなくてはな

らない。<Anousdeuxmaintenant!>とい

うわけだ。ぼくは放埒に近い｢わがまま」から、

論語のいう「從心所欲不踊矩｣に近い｢わがま

ま」へ向かって、いかなる他人によっても、無

理やり走らされることなく歩き続けていく。

ある目標に向かって歩みよることは、自分

自身によってだけ実践されうる。討議という

ものは、決定的な歩みが踏み出される前に終

わるものなのである。

－エーリッヒ・フロム「愛するということ」一

(筆者注：本来は、日米学生会議の活動の意味

とその課題に関する考察も掲載する予定でし

たが、紙幅の都合で割愛させていただきます。

それらの点については、会議の歴史、活動形

態、その意義と問題点をまとめた拙文「日米
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学生会議にみる国際文化交流jをご参照くだ さい｡）
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第 六 部

参 考 資 料

－227－



内閣総理大臣宮沢喜一様よりメッセージ

「第45回日米学生会議｣の開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。

国際社会は今、歴史的な変化の中にあります。日米両国を始めとする各国は現在、新たな国際

秩序の構築のために懸命の努力を続けておりますが、国際社会が真の平和と繁栄を享受するため

には、信頼と相互理解を礎とすることが何より必要であります。

このような中で開催される｢第45回日米学生会議｣は、将来国際社会の担い手となる若者に、ま

さにこの相互理解を深めるための場を提供するという点で非常に意義深いものと考えます。また、

私自身、第6回、第7回の2回に渡って日米学生会議に参加しましたが、本日より約1か月、日

米学生会議という共同体の中で80名の日米の学生が、お互いに率直な意見交換を行うことは、皆

様の将来にとっても有益な体験となりましょう。

いつの日も、若者のすばらしさは、夢を語り、決して諦めること無く、人間の可能性を信じ、

努力することにあると思います。今日の日米学生会議を作り上げてきた幾多の先輩がそうであっ

たように､本日参加された皆様方も「第45回日米学生会議｣の開催を契機に「自分が太平洋の相互理

解と信頼の架け橋である」との使命感を持ち、努力を重ねられるよう祈念します。

1993年7月29日

旬零提一
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クリントン大統領のメッセージ

July14,1993

1ampleasedtoextendgreetingstoalltheparticipantsofthisyear'sJapan-America

StudentConference.

Whenlwasayoungstudentofforeignstudies,Igainedaninvaluableperspectiveonour

diverseworld--aperspectivethathasbenefittedmethroughoutmylife.Yourexperience

inthisimportantprogramwillgiveyouanopportunitytogaininsightintoeachother's

cultures,practices,andbeliefs,andwillalsogiveyouinsightintoyourownnation.

DuringmyrecentvisittoJapan,Iwasimpressedbyhowmuchourtwonationshavein

common・Istronglybelieveinthevalueofhumancontactinbuildingrelationships.Thefuture

successoftheUnitedStatesandJapanwillrelyheavilyuponourabilitytocooperateand

communicateaboutissuesofimportancetobothournations.Whetheroneworksintheareas

oftrade,business,diplomacy,ortheenvironment,mutualrespectandinterculturalunder-

standingarekeyelementsofsuccess.ExchangeprogramsliketheJapan-AmericaStudent

Conferencebuildtheinternationalbridgesthataresoimportanttothefutureoftheworld.

Bestwishesforasuccessfulprogram.

7伽
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第45回日米学生会議：主催・後援・賛助団体

主
後

催
援 財団法人国際教育振興会

外務省

文部省

国際教育交換協議会(CIEE)

日米文化センター

賛助地方公共団体

武蔵野市

福岡県

福岡市

北九州市

長崎市

兵庫県

神戸市

三田市

賛助財団

財団 法 人石 橋 財 団

財団法人上廣倫理財団

大 阪 日 米 協 会

財団法人加古川市国際交流協会

財団法人鹿島平和研究所

財団法人国際教育財団

国 際 交 流 基 金

財団法人神戸国際交流協会

神 戸 日 米 協 会

社団法人証券投資信託協会

社団法人生命保険協会

長崎北ロータリークラブ

長崎琴海ロータリークラブ

長崎中央ロータリークラブ

長崎西ロータリークラブ

長崎東ロータリークラブ

長崎北東ロータリークラブ

長崎ロータリークラブ

社団法人日本医師会

社団法人日本歯科医師会

社団法人日本証券業協会

日本ハーフ°音楽振興会

財団法人日商岩井国際交流財団

財団法人庭野平和財団

東長崎ロータリークラブ

財団法人芙蓉教育振興会

財団法人平和中島財団

財団法人三菱銀行国際財団

南長崎ロータリークラブ

八幡中央ロータリークラブ

財団法人吉田国際教育基金

－231－



住友海上火災保険株式会社

株 式 会 社 住 友 銀 行

住友金属工業株式会社

住友 建 設株式 会 社

住友 商 事株式 会 社

株式会社住友信託銀行

住友生命保険相互会社

住友不動産株式会社

成 躍 大 学

株式会社西武百貨店

積水ハウス株式会社

セ コ ム 株 式 会 社

ゼオ、ラル石油株式会社

ソ 二 一 株 式 会 社

株式会社第一勧業銀行

第一工業製薬株式会社

第一生命保険相互会社

大成 建設株式会 社

株式会社ダイナワード

株 式 会 社 大 和 銀 行

大和 證券株式 会社

医療 法 人高 梨病 院

武田薬品工業株式会社

株式会社竹中工務店

株 式 会 社 大 丸

中外製薬株式会社

中部電力株式会社

TDK 株 式 会 社

デュポン・ジャパン・リミテッド

株 式 会 社 電 通

東京海上火災保険株式会社

東京急行電鉄株式会社

株式 会社東京銀行

東 京 電 力 株 式 会 社

株 式 会 社 東 芝

東 燃 化 学 株 式 会 社

賛助企業

旭 硝 子 株 式 会 社

株式会社あさひ銀行

アサヒビール株式会社

味 の 素 株 式 会 社

アメリカン・エキスプレス・インターナショナルInc.

池 田 興 業 株 式 会 社

伊藤忠商事株式会社

株 式 会 社 伊 勢 丹

株式会社イトーヨーカ堂

ェ － ザ イ 株 式 会 社

エッソ石油株式会社

エバラ食品工業株式会社

エム・シー・シー食品株式会社

大 阪 ガ ス 株式 会社

株 式 会 社 大 林 組

ォ ム ロ ン 株 式 会 社

カルテックス・オイル・ジャパン株式会社

川 崎 製 鐵 株式 会社

鹿 島 建 設 株式 会 社

勧角 証 券 株式 会 社

関 西 電力 株式 会 社

キッコーマン株式会社

九州 電力 株式 会社

協和発酵工業株式会社

キューピー株式会社

協栄生命保険株式会社

共 同 石 油 株 式 会 社

国 際証 券 株式 会 社

国際電信電話株式会社

株式会社さくら銀行

三 洋 証 券 株 式 会 社

三 洋 電機 株 式 会 社

株 式 会 社三和 銀 行

株 式 会 社 十 八銀 行

新日本製鐵株式会社
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東洋信託銀行株式会社

凸 版 印 刷 株 式 会 社

トヨタ自動車株式会社

ニッカウヰスキー株式会社

日 興 証 券 株 式 会 社

日産自動車株式会社

日 商 岩 井 株 式 会 社

日本アイビーエム株式会社

日本エアシステム株式会社

日 本 鋼 管 株 式 会 社

株式会社日本興業銀行

日本信託銀行株式会社

日 本 信 販 株 式 会 社

日本生命保険相互会社

日 本 電 気 株 式 会 社

日本マクドナルド株式会社

日 本 郵 船 株 式 会 社

野 村 證 券 株 式 会 社

株式会社パイロット

株式会社長谷工コーポレーション

株式会社日立製作所

株 式 会 社 富 士 銀 行

富士ゼロックス株式会社

富 士 通 株 式 会 社

本田技研工業株式会社

賛助者

守 屋 壽 ViktOrChang

福 原 秀 己 佐 藤 健 一

加 納 裕 久 藤平登史郎

正 木 彰 夫 柳 澤 信 彦

徳 田 明 石原章太郎

加 賀 谷 裕 高 野 聖 也

星 文 秀 大 山 覚

大 泉 稚 章 林 修 史

橋 本 憲 DavidSemaya

藤 井 幸 広 立 石 透

松 尾 橋 梁 株 式 会 社

松下電器産業株式会社

マ ツ タﾞ 株 式 会 社

株 式 会 社 松 屋

丸 紅 株 式 会 社

三井海上火災保険株式会社

三井信託銀行株式会社

三井不動産株式会社

三 井 物 産 株 式 会 社

株 式 会 社 三 菱 銀 行

三菱重工業株式会社

三 菱 商 事 株 式 会 社

三菱信託銀行株式会社

三 菱 地 所 株 式 会 社

三菱自動車工業株式会社

明治生命保険相互会社

山崎製パン株式会社

安田火災海上保険株式会社

安田信託銀行株式会社

安田生命保険相互会社

山 一 證 券 株 式 会 社

山 種 証 券 株 式 会 社

UCC上島珈緋株式会社

雪 印 乳 業 株 式 会 社

株式会社ロイヤルホテル

石 田 正 美

藤 本 典 之

中 山 純 彦

徳 田 稚 幸

小 西 祥 仁

田 村 稚 宣

田 中 寛

牧 野 博 治

吉 出 泰 久

AnneHolthaus

山崎真利子

川 嶋 秀 雄

池 田 利 明

柿 沼 孝 治

橋 田 健 一

張 橲 哲

菅 潤一郎

近 藤 義 男

Jeff Wang

高 橋 正 光
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明
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宏

正
俊

田

山
田
田
見
賀
馬

勝
埋
米
目
伊
神

幸
行
哲
晴
次
美

書
保
永
伊
小
中

岡 幸 男

坂 久 子

矢 純 一

藤 寛

林 伸 行

山 和 見

堀 田 浩 一

小 野 勝 己

都 築 裕 憲

(以上メリルリンチ証券会社

東京支店、順不同）

樹
一
三
樹
匪
Ｌ

文
喜
謙
直

近 藤

宮 澤

山 田

吉 田

Reiko

尾辻まゆみ
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第46回日米学生会議のお知らせ

第46回日米学生会議は1994年7月25日から8月21日までの約1カ月間、ノースカロライナ州、

ワシントン，.C.、ニューヨーク、シアトルの4地点を移動しながら行われます。当会議も第46回

をもって創設60周年を迎えることとなります。私たちが今日を生きる学生として直面する課題は、

いかに創始者の理念・情熱を受け継ぎ形に出来るか、そして学生の自主的活動によって蓄積され

てきた様々な成果をもとにいかに今後の会議の発展を図っていくか、ということであります。

第46回で､は"LearningfromHistory;ActiveCooperationfortheNewEra''を総合テーマ

に据えてこの課題に取り組んで参ります。日米及び世界が歩んできた軌跡を考察する中から、こ

れからの日米両国の協力関係のあり方を学びとる一方で、当会議の今日に至る道のりを顧み、今

後この会議が担うべき役割をも模索して次回につなげていきたいといった思いを私たちはこのテ

ーマに託しました。

時代の変遷の中にありつつ常に変わらないものは、誤解が生じることがあっても最後には必ず

理解し合えるといった信念を持ち、互いに向き合い、心の内を訴えかけていこうとする若者の真

蟄な態度であります。第46回会議におきましても、80名の若者が彼ら独自の視点から相互理解と

いう一つのテーマに果敢に取り組んでいくことでしょう。

当会議の今後の発展を担う者として、実行委員一同、皆様のご指導。ご協力を心待ちにしてお

ります。

第46回日米学生会議実行委員会

日本側実行委員長 廣田 良平

…欝蝉

驚蕊蕊騨

第46回日米学生会議実行委員会
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編集後記

この第45回日米学生会議の日本側報告書の完成を以て、ようやく第45回日米学生会議の公的な

活動が全て終了しました。実行委員にとっては約2年間、新参加者にとっては約1年間、文字通

り生活のすべてといってもいいくらいの時間と労力を投入して来た｢われわれの｣会議も、これで

完全に思い出となることになります。

本報告書は日本側参加者全員が執筆した原稿にもとづいて作成されていますが、実際の編集作

業には以下の人々の献身的な努力がありました。吉田泰治、西元宏治、割石俊介は原稿の回収、

校正の中心となってくれました。校正の段階では、誤字脱字のチェックに加えて、事実関係の訂

正、文意の不明瞭な文章の修正なども、執筆原稿の原意を損なわない程度に行いました。坂田亜

也子は、財務担当者として賛助団体一覧を責任を持って作成しました。寺澤実紀は、原稿の割振

り、名簿、各種図表の作成に協力してくれました。高橋香織と後藤田鶴子は、掲載写真の基本的

な選定をおこないました。源真帆と上原由美子は、最終段階の校正に協力してくれました。そし

て、作成計画の立案から最終的な完成に至る全ての段階にわたって、編集者代表である芝崎厚士

が作業の総指揮にあたりました。

最後に、原稿の遅れや細かな注文を根気強く受け止めて、報告書作成に多大な尽力をしてくだ

さった古屋繁氏をはじめとする実業公報社のスタッフー同に心から感謝を捧げたいと思います。

1994年3月末日

第45回日米学生会議日本側報告書編集委員一同
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